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   対馬市告示第95号 

    令和２年第３回対馬市議会定例会を次のとおり招集する 

       令和２年８月28日 

                               対馬市長 比田勝尚喜 

   １ 期 日  令和２年９月８日（火） 

   ２ 場 所  対馬市議会議場 

 

   ○開会日に応招した議員 

坂本 充弘君          伊原  徹君 

長郷 泰二君          春田 新一君 

小島 德重君          吉見 優子君 

渕上  清君          黒田 昭雄君 

小田 昭人君          山本 輝昭君 

波田 政和君          小宮 教義君 

齋藤 久光君          初村 久藏君 

大浦 孝司君          大部 初幸君 

作元 義文君          上野洋次郎君 

小川 廣康君                 

 

   ○９月14日に応招した議員 

 

 

   ○９月15日に応招した議員 

 

 

   ○９月16日に応招した議員 

 

 

   ○９月18日に応招した議員 

 

 

   ○９月14日に応招しなかった議員 
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渕上  清君                 

 

   ○９月15日に応招しなかった議員 

黒田 昭雄君          齋藤 久光君 

 

   ○９月16日に応招しなかった議員 

黒田 昭雄君                 

 

   ○９月18日に応招しなかった議員 

吉見 優子君          黒田 昭雄君 
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令和２年 第３回 対 馬 市 議 会 定 例 会 会 議 録（第１日） 

                           令和２年９月８日（火曜日） 

 

議事日程（第１号） 

                       令和２年９月８日 午前10時00分開会 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 議長の諸般報告 

    日程第４ 市長の行政報告 

    日程第５ 総務文教常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

    日程第６ 厚生常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

    日程第７ 長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告 

    日程第８ 承認第13号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度対馬市

一般会計補正予算（第４号）） 

    日程第９ 承認第14号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度対馬市

一般会計補正予算（第５号）） 

    日程第10 承認第15号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度対馬市

一般会計補正予算（第６号）） 

    日程第11 承認第16号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度対馬市

一般会計補正予算（第７号）） 

    日程第12 報告第４号 令和元事業年度公益財団法人厳原愛育会経営状況報告につ

いて 

    日程第13 報告第５号 令和元事業年度株式会社まちづくり厳原経営状況報告につ

いて 

    日程第14 報告第６号 令和元事業年度一般財団法人対馬市農業振興公社経営状況

報告について 

    日程第15 報告第７号 令和元事業年度一般財団法人対馬地域商社経営状況報告に

ついて 

    日程第16 報告第８号 令和元事業年度公益財団法人対馬栽培漁業振興公社経営状

況報告について 

    日程第17 報告第９号 令和元事業年度一般財団法人対馬市国際交流協会経営状況
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報告について 

    日程第18 報告第10号 令和元年度対馬市一般会計継続費精算報告について 

    日程第19 報告第11号 令和元年度対馬市健全化判断比率及び資金不足比率の報告

について 

    日程第20 対馬市教育委員会の事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の報告 

    日程第21 認定第１号 令和元年度対馬市一般会計歳入歳出決算の認定について 

    日程第22 認定第２号 令和元年度対馬市診療所特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

    日程第23 認定第３号 令和元年度対馬市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定について 

    日程第24 認定第４号 令和元年度対馬市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について 

    日程第25 認定第５号 令和元年度対馬市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

    日程第26 認定第６号 令和元年度対馬市旅客定期航路事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

    日程第27 認定第７号 令和元年度対馬市集落排水処理施設特別会計歳入歳出決算

の認定について 

    日程第28 認定第８号 令和元年度対馬市水道事業会計決算の認定について 

    日程第29 議案第62号 令和２年度対馬市一般会計補正予算（第８号） 

    日程第30 議案第63号 令和２年度対馬市診療所特別会計補正予算（第２号） 

    日程第31 議案第64号 令和２年度対馬市水道事業会計補正予算（第１号） 

    日程第32 議案第65号 対馬市地域審議会の設置に関する条例を廃止する条例 

    日程第33 議案第66号 対馬市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例 

    日程第34 議案第67号 対馬市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例 

    日程第35 議案第68号 対馬市子どものための教育・保育に関する利用者負担額を

定める条例の一部を改正する条例 

    日程第36 議案第69号 対馬市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

    日程第37 議案第70号 対馬市農山村公園等条例の一部を改正する条例 
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    日程第38 議案第71号 金融機関の合併に伴う関係条例の整理に関する条例 

    日程第39 議案第72号 対馬市公園等設置条例の一部を改正する条例 

    日程第40 議案第74号 対馬市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例 

    日程第41 議案第73号 対馬市立博物館条例 

    日程第42 議案第75号 対馬市犯罪被害者等支援条例 

    日程第43 議案第76号 辺地に係る公共的施設の総合的な整備計画について 

    日程第44 議案第77号 あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 

               （今里地区） 

    日程第45 議案第78号 あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 

               （樫滝地区） 

    日程第46 議案第79号 財産取得契約の締結について 

    日程第47 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について 

    日程第48 陳情第２号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な

悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出につ

いて 

 

本日の会議に付した事件 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 議長の諸般報告 

    日程第４ 市長の行政報告 

    日程第５ 総務文教常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

    日程第６ 厚生常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

    日程第７ 長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告 

    日程第８ 承認第13号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度対馬市

一般会計補正予算（第４号）） 

    日程第９ 承認第14号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度対馬市

一般会計補正予算（第５号）） 

    日程第10 承認第15号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度対馬市

一般会計補正予算（第６号）） 

    日程第11 承認第16号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度対馬市
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一般会計補正予算（第７号）） 

    日程第12 報告第４号 令和元事業年度公益財団法人厳原愛育会経営状況報告につ

いて 

    日程第13 報告第５号 令和元事業年度株式会社まちづくり厳原経営状況報告につ

いて 

    日程第14 報告第６号 令和元事業年度一般財団法人対馬市農業振興公社経営状況

報告について 

    日程第15 報告第７号 令和元事業年度一般財団法人対馬地域商社経営状況報告に

ついて 

    日程第16 報告第８号 令和元事業年度公益財団法人対馬栽培漁業振興公社経営状

況報告について 

    日程第17 報告第９号 令和元事業年度一般財団法人対馬市国際交流協会経営状況

報告について 

    日程第18 報告第10号 令和元年度対馬市一般会計継続費精算報告について 

    日程第19 報告第11号 令和元年度対馬市健全化判断比率及び資金不足比率の報告

について 

    日程第20 対馬市教育委員会の事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の報告 

    日程第21 認定第１号 令和元年度対馬市一般会計歳入歳出決算の認定について 

    日程第22 認定第２号 令和元年度対馬市診療所特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

    日程第23 認定第３号 令和元年度対馬市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定について 

    日程第24 認定第４号 令和元年度対馬市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について 

    日程第25 認定第５号 令和元年度対馬市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

    日程第26 認定第６号 令和元年度対馬市旅客定期航路事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

    日程第27 認定第７号 令和元年度対馬市集落排水処理施設特別会計歳入歳出決算

の認定について 

    日程第28 認定第８号 令和元年度対馬市水道事業会計決算の認定について 

    日程第29 議案第62号 令和２年度対馬市一般会計補正予算（第８号） 
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    日程第30 議案第63号 令和２年度対馬市診療所特別会計補正予算（第２号） 

    日程第31 議案第64号 令和２年度対馬市水道事業会計補正予算（第１号） 

    日程第32 議案第65号 対馬市地域審議会の設置に関する条例を廃止する条例 

    日程第33 議案第66号 対馬市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例 

    日程第34 議案第67号 対馬市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例 

    日程第35 議案第68号 対馬市子どものための教育・保育に関する利用者負担額を

定める条例の一部を改正する条例 

    日程第36 議案第69号 対馬市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

    日程第37 議案第70号 対馬市農山村公園等条例の一部を改正する条例 

    日程第38 議案第71号 金融機関の合併に伴う関係条例の整理に関する条例 

    日程第39 議案第72号 対馬市公園等設置条例の一部を改正する条例 

    日程第40 議案第74号 対馬市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例 

    日程第41 議案第73号 対馬市立博物館条例 

    日程第42 議案第75号 対馬市犯罪被害者等支援条例 

    日程第43 議案第76号 辺地に係る公共的施設の総合的な整備計画について 

    日程第44 議案第77号 あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 

               （今里地区） 

    日程第45 議案第78号 あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 

               （樫滝地区） 

    日程第46 議案第79号 財産取得契約の締結について 

    日程第47 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について 

    日程第48 陳情第２号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な

悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出につ

いて 

 

出席議員（19名） 

１番 坂本 充弘君       ２番 伊原  徹君 

３番 長郷 泰二君       ４番 春田 新一君 
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５番 小島 德重君       ６番 吉見 優子君 

７番 渕上  清君       ８番 黒田 昭雄君 

９番 小田 昭人君       10番 山本 輝昭君 

11番 波田 政和君       12番 小宮 教義君 

13番 齋藤 久光君       14番 初村 久藏君 

15番 大浦 孝司君       16番 大部 初幸君 

17番 作元 義文君       18番 上野洋次郎君 

19番 小川 廣康君 

 

欠席議員（なし） 

 

欠  員（なし） 

 

事務局出席職員職氏名 

局長      阿比留伊勢男君 次長     國分 幸和君 

課長補佐    梅野 浩二君  課長補佐   柚谷 智之君 

 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  比田勝尚喜君 

副市長  俵  輝孝君 

教育長  永留 和博君 

総務部長  有江 正光君 

総務課長（選挙管理委員会事務局書記長）  桐谷 和孝君 

しまづくり推進部長  武末 祥人君 

観光交流商工部長  二宮 照幸君 

市民生活部長  乙成 一也君 

福祉保険部長  古里 正人君 

健康づくり推進部長  松井 惠夫君 

農林水産部長  佐々木雅仁君 

建設部長  伊賀 敏治君 

水道局長  立花 大功君 

教育部長  阿比留裕史君 
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中対馬振興部長  波田 安徳君 

上対馬振興部長  森山 忠昭君 

美津島行政サービスセンター所長  瀧川 昌浩君 

峰行政サービスセンター所長  扇  明宏君 

上県行政サービスセンター所長  原田 勝彦君 

消防長  主藤 庄司君 

会計管理者  阿比留 裕君 

監査委員事務局長  御手洗逸男君 

農業委員会事務局長  庄司 智文君 

代表監査委員  安野堅一郎君 

 

午前10時00分開会 

○議長（小川 廣康君）  おはようございます。ただいまから、令和２年第３回対馬市議会定例会

を開会します。 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、議場の換気のため出入り口を開放しての会議

を運営することといたします。 

 定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に、先日からの台風第９号、第１０号により被災された市民の皆様方に心よりお

見舞いを申し上げます。なお、公共施設等についても被害が発生しているようでございますので、

理事者側におかれましては早急に復旧されるよう最大の努力を望んでおきます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（小川 廣康君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定によって、小島德重君及び吉見優子君を指名いた

します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．会期の決定 

○議長（小川 廣康君）  日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、配付しております会期日程案のとおり、本日から９月

１８日までの１１日間とすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。会期は、本日から９月１８日までの１１日間に決
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定をいたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．議長の諸般報告 

○議長（小川 廣康君）  日程第３、議長の諸般報告を行います。 

 第２回定例会終了後以降の議長の行動等は配付しております庶務報告のとおりであります。 

 全国離島振興市町村議会議長会総会等が予定されておりましたが、新型コロナウイルス感染症

蔓延により中止となっております。 

 以上、報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．市長の行政報告 

○議長（小川 廣康君）  日程第４、市長の行政報告を行います。 

 市長から行政報告の申出があっておりますので、これを許可します。市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  おはようございます。本日ここに、令和２年第３回対馬市議会定例会を

招集いたしましたところ、議員の皆様には、御健勝にて御出席賜り、衷心より御礼申し上げます。 

 初めに、７月１０日未明から降り続いた大雨により増水した川に流されて、お１人の尊い命が

失われました。大変残念な事故であり、心から御冥福をお祈りするとともに、御遺族の方々には

お見舞いを申し上げます。 

 近年は、雨の降り方が局地化、集中化、激甚化しており、市内でも７月２８日から猛烈な雨が

断続的に降り続き、翌日の２９日には「５０年に一度の記録的な大雨」情報が発表されました。

その大雨による被害の状況は、床上浸水４棟、床下浸水２８棟、道路通行止め４路線、河川護岸

崩壊１か所、また台風第９号は９月２日から翌３日にかけて対馬に接近し、被害をもたらしまし

た。９月６日現在の主な被災状況は、人的被害、軽症者１名、住家被害１棟、非住家被害２棟、

道路通行止め１４か所、水道断水１３４戸、美津島町の箕形地区、また豊玉町の千尋藻地区でご

ざいます。停電、市内全域８,８４０戸、さらに９月６日から翌７日にかけて襲来した台風第

１０号は、特別警報級の勢力で接近するとの情報から、今まで避難したことのない市民の方も早

めに避難行動を取られていました。そのため、通常開設する９か所の避難所以外にも事前に準備

しておりましたが、コロナ禍の中、想定を上回る市民の方が避難され、市内５２か所の避難所に

７７７世帯、１,５００人の方々が避難されました。 

 今回の避難所の運営において浮き彫りとなった課題もあり、運営体制について十分な検証が必

要であると考えております。 

 市内各地において暴風による被害が報告されております。被災された市民の皆様に対しまして、

心からお見舞い申し上げます。 
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 市といたしましても一日も早い復旧に向け、全力で取り組んでまいります。 

 そのような中、本第３回対馬市議会定例会も台風第１０号の被害により開会を心配されており

ましたが、予定どおり開会されますことを安堵しております。 

 次に、７月２９日に本市で第１例目となる新型コロナウイルス感染症の患者が確認されました。

また、８月２４日には２例目の感染者が、以降、本日まで９例の感染者が確認されております。

感染者情報につきましては、県内においてもＳＮＳ等を通じて様々な中傷が飛び交う事例が見受

けられます。市民の皆様には不確かな情報により風評被害につながるような不当な差別、いじめ

などの人権侵害となる行動は厳に慎み、国や県、市がホームページ等で発信する正しい情報に基

づいた冷静な行動をお願いいたします。 

 また、引き続き３密の回避、身体的距離の確保、マスクの着用、手洗いの励行など、「新しい

生活様式」の実践を徹底していただきますようお願いいたします。一人一人の慎重な行動で感染

予防、感染拡大防止に御協力をお願いいたします。 

 それでは、６月定例会以降、本日までの主な事項につきまして御報告を申し上げます。 

 まず、初めに総務部でございますけれども、特別定額給付金についてでございます。 

 国内に住所を登録している方、お１人につき１０万円が給付される特別定額給付金につきまし

ては、５月１２日から申請受付を開始し、８月１８日に受付を終了いたしました。７月中旬以降、

未申請世帯に対し、申請の再度の通知及びＣＡＴＶでのお知らせを行い、併せて区長または民生

委員にも御協力をいただき、１万４,９８９世帯、２万９,９０４人の皆様に給付を完了いたしま

した。９９.８％というふうになっております。 

 次に、しまづくり推進部でございます。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、国の施策では補痾できない地域の実績に応じた施策

に活用するために、地方創生臨時交付金が創設されました。 

 本市への交付限度額は第１次と第２次と合わせて約８億４,３００万円が示され、感染防止及

び緊急経済対策として、一般会計予算第２号補正及び第５号補正を合わせて計２２事業、６億

７,５５５万円を計上し、対馬島民クーポン券の発行や農林漁業者、商工業者、交通事業者への

支援、備蓄品の購入、帰省客特典事業等を実施しているところであります。 

 本定例会にも追加事業の関係予算を提案しているところでございます。 

 次に、ＳＤＧｓの推進についてでございますが、７月１７日付、内閣府から「ＳＤＧｓ未来都

市」として選定を受け、循環経済を高め、持続可能な島となることを目標とする「対馬市ＳＤＧ

ｓ未来都市計画」を８月に内閣府に提出したところでございます。 

 計画の主な内容といたしましては、対馬グローカル大学や対馬学フォーラムの開催を通じ、Ｓ

ＤＧｓ推進の担い手育成を図るとともに、これらの担い手を連携させる対馬ＳＤＧｓクラブの立
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ち上げを掲げています。 

 次に、海洋プラスチックごみに関しては、対馬でしか学べない現地体験型・社会貢献型のスタ

ディツアーを実施し、対馬を広く認知していただき、海洋プラスチックごみの回収量の増加、リ

サイクル利用率の向上を目指しています。 

 また、バイオマス利用の促進、鹿被害対策の強化、森林整備の推進等により森林生態系の保全

改善に努め、森・里・海の連環を図ろうとするものであります。 

 今後は、市役所組織内にＳＤＧｓ推進本部を設置し、計画内容をさらにブラッシュアップし、

今年度中に対馬市ＳＤＧｓ２０３０ビジョン及び対馬市ＳＤＧｓアクションプランの策定を進め

てまいります。 

 次に、消防本部でございます。 

 ７月３日、熊本県を中心に発生した「令和２年７月豪雨災害」の災害支援のため、消防庁長官

の出動指示により緊急消防援助隊長崎県大隊の隊員として７月５日から７月８日まで救急小隊

２隊を熊本県八代市へ派遣いたしました。派遣隊員からは、「河川が氾濫し、家屋の倒壊や土砂

が堆積するなど悲惨な状況で、その中、救急活動や孤立した高齢者福祉施設の避難者を病院まで

輸送する等の救援活動を展開した。」との活動報告を受けております。 

 なお、この豪雨でお亡くなりになられた方々に心から御冥福をお祈りいたします。 

 以上が、行政報告でございます。 

 本定例会において御審議願います案件でございますが、予算に係る専決処分の承認４件、令和

元事業年度公益財団法人厳原愛育会経営状況ほか報告７件、令和元年度一般会計歳入歳出決算ほ

か各会計の決算の認定案件７件、令和２年度一般会計ほか補正予算案件２件、条例の廃止１件、

条例の一部改正９件、条例の制定１件、辺地に係る整備計画１件、あらたに生じた土地の確認及

び字の区域の変更２件、契約の締結１件、人権擁護委員候補者の推薦に係る諮問１件、合わせて

３９件について御審議をお願いするものでございます。 

 内容につきましては、提案の際、担当部長から説明を行いますので、慎重に御審議の上、適正

なる御決定を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 なお、本会期中に追加議案として、海岸保全区域内公有水面の埋立てについて１件、契約の締

結２件、財産の無償貸付けについて１件を上程する予定としております。併せて御審議ください

ますようお願いいたします。 

 以上、開会に当たっての挨拶といたします。 

○議長（小川 廣康君）  以上で、行政報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．総務文教常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 
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○議長（小川 廣康君）  日程第５、総務文教常任委員会の閉会中の所管事務調査報告を行います。

１番、坂本充弘総務文教常任委員長。 

○議員（１番 坂本 充弘君）  おはようございます。それでは、総務文教常任委員会の閉会中の

所管事務調査報告を行います。 

 令和２年第１回対馬市議会定例会において、会議規則第１０５条第１項の規定により、閉会中

の所管事務調査の承認を得ておりました当委員会の調査の内容とその概要を、同規則第１１０条

の規定により報告いたします。 

 本委員会は、令和２年７月２２日、全委員出席のもと、所管事務調査をいたしました。 

 まず、対馬市立厳原小学校に集合し、田中校長先生の御案内により、校舎の現状について調査

いたしました。 

 厳原小学校は、昭和３８年の建築で、築後５７年が経過し、対馬で最も古い校舎であります。

校舎は老朽化が著しく、ひびが入っている箇所や２階の軒からコンクリート片が落ちているとこ

ろがあり、児童に危険な状態であることから、調査と対策など今後の対応について協議いたしま

した。また、外廊下となっているため、設計の古さを痛感しました。体育館は雨漏りにより屋根

内側の鉄骨がさびているところが見受けられ、照明が何灯も切れており、つり下げ式のバスケッ

トボール用のゴールについても操作盤が作動せず、使用できない状態でした。この照明の電球交

換には足場を組む必要があり、簡単には交換ができないとのことでした。 

 次に、対馬市交流センター３階第５・６会議室において、教育委員会事務局から阿比留教育部

長、八島教育総務課長、扇参事兼課長補佐の出席を求め、「市立小中学校の統合計画と問題点に

ついて」と「市立小中学校の改修計画について」説明を受けました。 

 初めに、市立小中学校の統合計画と問題点について、学校統廃合は様々な要素が絡む困難な問

題で、あくまでも児童生徒の教育条件の改善の観点を中心に据え、学校教育の目的や目標をより

よく実現するために行うべきものである。学校の適正化・適正配置については、行政が一方的に

進めるべきものでないことから、保護者の声を重視しつつ、地域住民の十分な理解と協力を得る

学校づくりの視点を踏まえた丁寧な協議を行い、保護者や地域住民と共通理解を図っているとの

ことでした。 

 次に、市立小中学校の改修計画について、対馬市は平成２７年度に島内の小中学校の耐震補強

工事が完了し、全て耐震基準を満たしている。学校ブロック塀対策については、島内小中学校

２０校３５か所、延長９３５メートルのブロック塀が学校敷地内にあるが、そのうち問題がある

ブロック塀１６校２０か所、延長５２０メートルの改修工事を令和元年度末までに完了している。

熱中症対策についての空調設備整備事業については、これも令和元年度末で全ての小中学校で設

置が完了している。トイレ洋式化工事については、平成２９年の計画策定時点で洋式化率が
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１８％であったので、率を上げるため年次計画を立て、今年度は６校の工事をしている。今後も

洋式化への改修をしていきたいとのことでした。 

 学校施設の全体的なことについて、施設ごとの方針等及び今後のスケジュールの説明もありま

した。方向性として存続する建物は施設更新、規模拡大、また長寿命化などの対馬市公共施設等

総合管理計画に掲げている方針のとおり、施設の建て替えや大規模改修、施設規模の拡大、また

施設を延命するための改修をしていくという説明でした。 

 厳原小学校については、昭和３８年３月に建てられ、その後、昭和３９年から４１年にかけて

増築され、昭和４５年に体育館が落成、築後５７年を経過している。平成２６年度に屋上に太陽

光発電を設置、平成２７年度に耐震補強工事、平成２９年度にグラウンドの大規模改修工事、平

成３０年度に空調設備、今年度はトイレの洋式化工事を実施、また、単独事業として平成２９年

に維持補修のため校舎２階の手すりを改修、平成３０年度に屋上の雨漏り防水工事を実施したと

の説明でした。 

 委員からは、スクールバスの運用について、バスが老朽化しているので更新や整備等も含め万

全の配慮をもってやっていただきたい。校舎の施設更新については計画性をもって対処していた

だきたいという意見がありました。 

 以上で、総務文教常任委員会の閉会中の所管事務調査報告を終わります。 

○議長（小川 廣康君）  報告が終わりました。 

 これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。１１番、波田政和君。 

○議員（１１番 波田 政和君）  おはようございます。この厳原小学校についてもう少し調査し

てあったらと思いますので確認したいと思いますが、この報告書では、例えば耐震が２７年に終

わっていますと、老朽はしておりますという報告でございますが、そしたらこのまま修理とか改

良を加えながらしばらく使っていくという解釈でよろしいのか。それと、報告書の中では照明関

係がすぐには取り替えられないんだという報告だけやったんですけども、もしその後、それだけ

なのか。報告する以上はいつ頃どうするかというところがなけらんと、議会のおる意味はないん

じゃなかろうかなと私なりに考えますので、そこら辺がもう少しどう詰めてあったのかだけをお

聞きしたいんですが、お願いします。 

○議長（小川 廣康君）  １番、坂本充弘総務文教常任委員長。 

○議員（１番 坂本 充弘君）  まず、校舎の件でございますけれども、校舎は耐震補強工事が完

了しているということでございますけれども、まず早急に建て替え等がまだ予定が立っておりま

せんので、しばらくはこのままでいかなければならないということでございます。そして、古い

校舎になっておりますので、ひび割れ等もあちこち見えておりますので、この建物はその先長い

間、使用できない予測もしておりますので、できるなら早いうちに計画を立てて予定をしていた
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だけないかということで意見もあっておりました。 

 それから、照明の件でございますけれども、照明も先ほど説明したとおり、足場を組むのが物

すごく時間がかかりますので、これももう何灯も消えている状態でありましたので、これ以上、

照明等が切れますともう競技できないような状態になってきますので、これもいつまでにという

ことではなかったんですけども、できるだけ早い機会に計画を組んで早急に対応してくださいと

いうことで、その場の調査は終わっておりました。 

 そういう説明でした。 

○議長（小川 廣康君）  １１番、波田政和君。 

○議員（１１番 波田 政和君）  ありがとうございます。今、委員長から報告がありますように、

いつになるか分からんという話じゃなくて、いついつまでどうするかというのが報告であるべき

じゃなかろうかなと。実際、委員さんも感じてそういうまとめになったと思いますので、これを

別の形でも早急にやり替えると、要するにやる気があるかだけの話なんです。毎回話しますけど

も、ここら辺を委員長、よろしくお願いしまして終わらせていただきます。 

○議長（小川 廣康君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第６．厚生常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

○議長（小川 廣康君）  日程第６、厚生常任委員会の閉会中の所管事務調査報告を行います。

２番、伊原徹厚生常任委員長。 

○議員（２番 伊原  徹君）  厚生常任委員会の所管事務調査報告を行います。令和２年第１回

対馬市議会定例会において、会議規則第１０５条第１項の規定により、閉会中の所管事務調査の

承認を得ておりました本委員会の調査の内容とその概要を、同規則第１１０条の規定により報告

いたします。 

 本委員会は、令和２年８月４日に佐賀、三根、豊玉南保育所における入所児童数及び保育士の

充足率等について、また、地域循環システム推進事業（生ごみ）の今後の展開について所管事務

調査を行いました。 

 当日は、午後１時３０分から対馬市役所豊玉庁舎３階大会議室において全委員出席のもと、福

祉保険部から扇こども未来課長、阿比留係長の出席を求め、保育所の状況について説明を受けま

した。 

 また、午後３時１５分から生ごみ等堆肥施設及び対馬市交流センター３階第３会議室において、

乙成市民生活部長、舎利倉環境政策課長、双須係長の出席を求め、生ごみ等資源再利用システム
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について説明を受けました。 

 峰町佐賀にある佐賀保育所は、定員４０人に対し、入所児童数５０人、必要保育士数は

５.５人であり、現在、保育士は会計年度任用職員を含めて５人が常勤しています。受入児童数

に対して、保育室が不足していることから、現在、遊戯室を保育室と兼用し利用している状況で

あるとの説明がありました。 

 同じく峰町三根の三根保育所は、定員４０人に対し、入所児童数２２人、必要保育士数は

２.４６人であり、現在、保育士は会計年度任用職員を含めて３人が常勤しています。施設の老

朽化に伴う室内の壁のひび割れ等により雨漏りが発生しているとの説明がありました。 

 豊玉町嵯峨にある豊玉南保育所は、定員４０人に対し、入所児童数５０人、必要保育士数は６．

４５人であり、現在、保育士は会計年度任用職員を含めて６人が常勤しています。当施設の中央

部にある遊戯室にはエアコンが設置されていないことから、児童のトイレ、手洗いの際など、保

育室を開閉するたびに部屋の温度が大きく変化する旨の説明がありました。 

 委員から、遊戯室を保育室と兼用している状況について、児童にとって遊戯室本来の利用がで

きるよう、早急に解決すべき必要があること、また、エアコンの未設置についても児童の体調管

理に影響することから、建替え等も含め早急に対応すべきとの意見に対し、担当部から、市内の

保育所について新たな配置計画を策定予定であり、その中で見直しをしていく予定であるとの説

明がありました。施設の状況及び保育士の十分な確保も含めて、利用する児童の現状に合わせた

配置計画を検討してほしい旨の意見が委員から併せてありました。 

 美津島町根緒にある生ごみ等堆肥化施設は、平成２７年度に施設整備され、資源循環型社会の

構築に向けた生ごみの分別収集、堆肥化を図っています。 

 生ごみ等資源再利用に係る令和元年度の協力世帯数は２,０１０世帯、生ごみ回収量は

３５８トンであり、同じく令和元年度に実施した生ごみアンケート調査結果の検証を踏まえ、生

ごみの出し方、生ごみ専用ステーションの設置、回収方法について、さらなる協力世帯の増加と

生ごみの再資源化による環境意識の啓発に向けて検討しているとの説明がありました。 

 今後、生ごみの分別回収に関しては、市民の分別意識やリサイクル意識について、効率的に促

進するための方策を打ち出していくことを望むものであります。 

 なお、堆肥化については、現在、長崎県立諫早農業高等学校へ生ごみ堆肥を使用した試験栽培

を依頼していること、生ごみ堆肥の定期的な成分分析の実施、特殊肥料として長崎県へ登録申請

を行う予定であり、登録後は協力世帯へ堆肥の無償配布を行う予定であるとの説明がありました。 

 以上で、厚生常任委員会の閉会中の所管事務調査報告を終わります。 

○議長（小川 廣康君）  報告が終わりました。 

 これから、委員長に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第７．長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告 

○議長（小川 廣康君）  日程第７、長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告を行います。

１４番、初村久苻君。 

○議員（１４番 初村 久苹君）  長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員報告をいたします。 

 令和２年８月２１日、長崎県建設総合会館において、令和２年第２回長崎県後期高齢者医療広

域連合議会定例会が招集されましたので、議案審議の内容について次のとおり報告いたします。 

 経過等の報告の後、条例案１件、決算の認定２件、専決処分の報告１件が上程され、慎重審議

の結果、いずれも原案のとおり可決されました。 

 議案審議の内容について、報告をいたします。 

 議案第１０号、長崎県後期高齢者医療広域連合職員の服務の宣誓に関する条例は、地方公務員

法の規定に基づく服務の宣誓については、これまで広域連合職員は、派遣元の関係規定を適用し

ていましたが、会計年度任用職員制度が導入されたことを踏まえ、広域連合独自の条例制定が必

要となったため、本条例を定めるものであります。 

 議案第１１号、令和元年度長崎県後期高齢者医療広域連合一般会計歳入歳出決算は、歳入総額

２億３,５８１万５,０００円、歳出総額２億２,７２０万３,０００円であり、当年度実質収支額

は８６１万２,０００円であります。 

 歳入の主なものは、市町からの共通経費負担金２億１,６８０万６,０００円、基金繰入金

１,０６７万７,０００円、繰越金７５０万円であります。 

 歳出の主なものは、職員の人件費及び事務室借り上げに係る経費であります。 

 議案第１２号、令和元年度長崎県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算は、歳入総額２,３４５億６,１１８万１,０００円、歳出総額２,３０１億７,７４６万

２,０００円であり、当年度の実質収支額は４３億８,３７１万９,０００円であります。 

 歳入の主なものは、市町支出金が３４８億２,０３４万７,０００円、国庫支出金が８１６億

６,５１０万２,０００円、支払基金交付金が８８９億１,４０１万１,０００円であります。 

 歳出の主なものは、保険給付費が２,２１８億５,３０７万６,０００円で、歳出全体の

９６.３８％であります。 

 続いて、報告第２号、専決処分の報告及び承認を求めることについて（長崎県後期高齢者医療

広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例）は、新型コロナウイルス感染症に

感染したこと、または感染が疑われる症状が現れたことにより療養し、労務に服することができ
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ない被保険者に対して、傷病手当金の支給に関する必要な事項を定めるため、当該条例を専決処

分したので報告し、承認を求めるものであります。 

 最後に、議会運営委員の選任についてが議題となり、議長指名により新たに２名が令和２年

８月２１日から追加選任されました。 

 以上で、長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告といたします。 

○議長（小川 廣康君）  報告が終わりました。 

 これから報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第８．承認第１３号 

日程第９．承認第１４号 

日程第１０．承認第１５号 

日程第１１．承認第１６号 

○議長（小川 廣康君）  日程第８、承認第１３号、専決処分の承認を求めることについて（令和

２年度対馬市一般会計補正予算（第４号））から、日程第１１、承認第１６号、専決処分の承認

を求めることについて（令和２年度対馬市一般会計補正予算（第７号））までの４件を一括議題

とします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  一括上程となりました承認第１３号から承認第１６号の専決処分の

承認を求めることについて、順にその提案理由と内容を御説明申し上げます。 

 承認第１３号でございます。本案は、令和２年度対馬市一般会計補正予算（第４号）を去る

７月１日付で地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分いたしましたので、同条第３項

の規定により報告し、承認を求めるものでございます。 

 この補正は、新型コロナウイルス感染症の影響により、子育てと仕事を１人で担う低所得のひ

とり親世帯に特に大きな困難が心身に生じていることを踏まえ、こうした世帯の子育て負担の増

加や収入の減少に対する支援を行うための臨時特別給付金事業に係る経費を計上したものでござ

います。 

 予算書３ページをお願いいたします。 

 第１条第１項歳入歳出予算の補正でございますが、令和２年度対馬市一般会計補正予算（第

４号）は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５,０００万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ３４０億６,３０５万７,０００円としたものでございます。 
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 第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、４ページから５ページにかけての「第１表歳入歳出予算補正」によるとしたものでご

ざいます。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容について御説明いたします。 

 ８ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、１５款国庫支出金２項国庫補助金は、ひとり親世帯臨時特別給付

金給付事業補助金を５,０００万円計上しております。 

 次に、歳出でございますが、３款民生費２項児童福祉費で、ひとり親世帯臨時特別給付金

４,６００万円及び給付に係る事務費を４００万円計上しております。 

 事業の内容につきましては、別途参考資料をタブレットに掲載しておりますので御参照くださ

い。 

 なお、１０ページ、１１ページに補正予算給与費明細書を添えてございますので、併せて御参

照方よろしくお願いいたします。 

 次に、承認第１４号でございます。本案は、令和２年度対馬市一般会計補正予算（第５号）を

去る７月１４日付で地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分をいたしましたので、

同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものです。この補正は、新型コロナウイルス感染

症の感染防止対策事業及び同感染症の影響によります市内経済の活性化対策事業に係る経費を計

上したものでございます。 

 予算書３ページをお願いします。第１条第１項歳入歳出予算の補正でございますが、令和２年

度対馬市一般会計補正予算（第５号）は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４億

１,３５５万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３４４億７,６６１万

６,０００円としたものでございます。第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ご

との金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、４ページから５ページにかけての「第１表歳入

歳出予算補正」によるとしたものでございます。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容について御説明いたします。８ページをお願いいたします。 

 まず歳入でございますが、１５款国庫支出金２項国庫補助金は、新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金など３億８,９５５万９,０００円を計上しております。１６款県支出金

２項県補助金は、荒廃森林再生事業費補助金２,４００万円を計上しております。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。なお、歳出につきましては、別途参考資料をタ

ブレットに掲載しておりますので、後ほど御参照ください。 

 １０ページをお願いいたします。２款総務費１項総務管理費は、島内３高校魅力化向上支援事

業補助金７０万円のほか、交通事業者コロナ対策支援金交付事業費２,５９０万円、比田勝博多



- 20 - 

航路特別便運航事業費２６０万円、空き家バンク制度に係るリモートワーク等環境整備支援事業

費３００万円、自動運転実証実験事業費２,０００万円の合計５,２２０万円を計上しております。 

 ３款民生費２項児童福祉費は、新生児特別定額給付金事業費１,８１０万円と子育て世帯臨時

特別給付金の追加分４００万円を計上しております。 

 ４款衛生費１項保健衛生費は、新型コロナウイルス感染予防対策のための啓発事業費、消耗品

費及び備品購入費を合わせまして５,０６３万５,０００円を計上しております。 

 １２ページをお願いいたします。６款農林水産業費でございますが、１項農業費は、有害鳥獣

捕獲推進事業費４９６万２,０００円を、２項林業費は、原木一時保管経費助成事業費と荒廃森

林再生事業費を合わせまして４,５３４万４,０００円を計上し、３項水産業費は、水産業事業継

続支援事業費８,２００万円をそれぞれ計上しております。 

 ７款商工費１項商工費は、観光業新型コロナ対策協力金事業費９,００１万４,０００円のほか、

島民クーポン券事業費２,３３０万５,０００円、帰省客特典事業費２,５００万円、北部対馬コ

ミュニティ活性化事業費１,７９９万９,０００円の合計１億５,６３１万８,０００円を計上して

おります。 

 次に、承認第１５号でございます。本案は、令和２年度対馬市一般会計補正予算（第６号）を、

去る７月２１日付で地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分をいたしましたので、

同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。 

 この補正は、本年７月の断続的な豪雨により上旬から中旬にかけまして発生した災害に係る応

急措置経費などを計上したものでございます。 

 予算書３ページをお願いいたします。第１条第１項歳入歳出予算の補正でございますが、令和

２年度対馬市一般会計補正予算（第６号）は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億

２,９４２万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ３４６億６０４万

４,０００円としたものでございます。 

 第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、４ページから５ページにかけての「第１表歳入歳出予算補正」によるとしたものでご

ざいます。第２条地方債の補正は、地方債の変更を６ページ、７ページの「第２表地方債補正」

によることとし、その限度額を３４億８,０００万円とするものでございます。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容について御説明いたします。１０ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、１１款地方交付税は、普通交付税を５,６６５万３,０００円を追

加しております。１６款県支出金１項県負担金は、災害弔慰金負担金１８７万５,０００円を計

上しております。２２款市債は、災害復旧事業債７,０９０万円を計上いたしました。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。１２ページをお願いいたします。３款民生費



- 21 - 

４項災害救助費は、災害弔慰金２５０万円を計上しております。１１款災害復旧費は、１項農林

水産施設災害復旧費に６,４６６万円を、２項公共土木施設災害復旧費に４,３１４万２,０００円

を、１４ページをお願いいたします。４項その他の災害復旧費に１,９１２万６,０００円をそれ

ぞれ計上しております。 

 なお、災害復旧費につきましての参考資料はタブレットに掲載しておりますので、併せて御参

照ください。 

 次に、承認第１６号でございます。本案は、令和２年度対馬市一般会計補正予算（第７号）を、

去る８月４日付で地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分いたしましたので、同条第

３項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。この補正も、７月の断続的な豪雨に

より、下旬に発生した災害に係る応急措置経費を計上したものでございます。 

 予算書３ページをお願いいたします。第１条第１項歳入歳出予算の補正でございますが、令和

２年度対馬市一般会計補正予算（第７号）は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ

５,５９９万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ３４６億

６,２０４万２,０００円としたものでございます。 

 第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、４ページから５ページにかけての「第１表歳入歳出予算補正」によるとしたものでご

ざいます。 

 第２条地方債の補正は、地方債の変更を６ページ、７ページの「第２表地方債補正」によるこ

ととし、その限度額を３５億６６０万円とするものでございます。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容について御説明いたします。１０ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、１１款地方交付税は、普通交付税２,９３９万８,０００円を追加

し、２２款市債は、災害復旧事業債２,６６０万円を追加しております。 

 次に、歳出でございますが、１２ページをお願いいたします。１１款災害復旧費でございます

が、１項農林水産施設災害復旧費に１,６４０万円を、２項公共土木施設災害復旧費に１,９４０万

円を、３項文教施設災害復旧費に６７５万３,０００円を、４項その他の災害復旧費に１,３４４万

５,０００円をそれぞれ追加しております。 

 なお、災害復旧費につきましては、別途参考資料をタブレットに掲載しておりますので、併せ

て御参照ください。 

 また、１６、１７ページに、補正予算給与費明細書を添えてございますので、御参照方よろし

くお願いいたします。 

 以上、提案理由の説明を終わります。御審議の上、御承認くださいますようお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。これから４件に対する一括質疑を行います。５番、
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小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  補正の第５号について、お尋ねをいたします。 

 １点目は、新型コロナの感染症対策の備品購入事業の件ですけれども、１,９００万の予算措

置がされております。今回、市長の行政報告にもございましたけども、避難者が増えて、そして

避難場所も急遽増加したということですけども、これだけの避難所を増加した場合、ここ、これ

までに備蓄されていた分、あるいはこの５号で購入ができた備蓄の品物で十分対応できるのかど

うか、これからもまた、そういう、特にコロナの対応ではスペースを空けるということですから、

当然、会場数も増えてくると思いますが、これで対応できるのかどうかというのが１点ですね。 

 それからもう一つは、やはりコロナ対応で、小中高の感染予防対策事業で３密の回避や熱中症

の対策で資材購入として７８０万というのが措置されておりますけれども、これは資材購入とい

う形ですが、具体的にはどういうものかということが分かれば御説明を願いたいと思います。 

 それから３点目は、補正５号の中の対馬の３高校に対する魅力化向上支援事業というのが組ま

れておりますけども、これは具体的にどの高校、どういう内容のようなことが予定されていて実

施されたのか、実施されたのか、まだ予定の段階なのか、そのあたり説明をしていただけたらと

思います。 

 それから、４点目は、対馬市帰省客特典事業ですね、このことについては、２,５００万予算

計上されておりまして、２,５００人程度を対象にということで事業が現在行われていると思い

ますが、現時点でどれぐらいの方がこれを申請をされたのかということでお尋ねをしたいと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  小島議員の質問にお答えいたします。 

 補正第５号で新型コロナウイルス感染症対策の備品購入事業があるがということで、今回の購

入を含めて、それで必要量として足りるのかというお話でございますが、市長の行政報告のほう

にもございましたとおり、こちらの想定をはるかに超えるような避難者が避難所のほうにおいで

になりました。行政報告の中でも、避難所の運営について、十分な検証が必要だろうというよう

な市長の言葉もございまして、この点は早急に検討する必要があろうかというふうに認識をして

おります。 

 次の、島内３高校の魅力化向上支援事業の件でございますが、従来、対馬高校が、お隣の壱岐

市のほうに研修というか学習合宿を実施されていたということで、今回、新型コロナウイルスの

感染拡大に伴いまして、島民、市民の移動自粛という傾向になってまいりました。その中で、島

内での合宿を実施したいということで、そのあたりの費用を支援できないかということで、この
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事業自体は、対馬高校のみではなく、ここに記載のとおり、島内３高校に範囲を広げた補助の制

度でございます。 

 既に計画もして実施の予定ではございましたが、さらに感染等も拡大していったということで、

今回は見送りということになっております。結果的に、宿泊施設を予約をしておりましたので、

そのキャンセル料というのが発生しております。その費用については、公費をもって負担させて

いただきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  観光交流商工部長、二宮照幸君。 

○観光交流商工部長（二宮 照幸君）  小島議員の御質問の４点目の帰省客特典事業についての現

在の状況について御説明をいたします。 

 この事業につきましては、２,５００人分の発送予定としておりますけれども、この７月の

２２日から９月３０日までの間に帰省された方が対象と予定をしております。そのうち、この

７月、８月になってコロナウイルスの感染がさらに拡大をしてまいりました。それで帰省客がキ

ャンセルをされるというものがたくさん発生したことにより、急遽キャンセルをされた方に対し

ても、ちょっと支援をしようということで追加をいたしましたけれども、現時点での申込者数に

つきましては、目標２,５００件に対して、８月末で通常の申込者が大体３００件、そして自粛

をされた方に対する部分が５０件と非常に少なくなっております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  教育部長、阿比留裕史君。 

○教育部長（阿比留裕史君）  第５号補正予算における学校の購入品はというお尋ねですが、こち

らの説明表のほうには、消耗品と、７８０万６,０００円ということで書いておりますが、内訳

としては、第１波の２月から３月、４月ぐらいのときには臨時対応しまして、マスクを石けんを

というような形で対応したわけですけども、その後、１次感染が収まった時期を見計らって、各

学校に調査をいたしまして、各学校から要望が上がってきたものを、今回この補正予算で対応さ

せていただくということで、マスク、消毒用アルコール、フェイスシールド、マウスシールド等

の消耗品を購入を予定しております。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  ありがとうございました。それで、避難所の件は確かに市長行政

報告で言われましたように、検証が必要だということですので、今回、９号、１０号に限っても、

避難所がよく分からないと、それから例えば、美津島を例にとると、当初、文化会館のみでした

よね。それ以外の地区の方は、とてもその盒知まで移動するとかできないということで、もう少

し避難場所を増やしてほしいと。これは今回、この市長の行政報告がない段階で、私、そういう



- 24 - 

声聞いていたもんですから、検証されるということですから、ぜひ御検討を願いたいと思います。 

 それで、特に今回は、海からの高潮とかということがあって、結構、避難所の中には、海抜

１メートル、１点何メートルとか、そういうところとか、あるいは海からの風をもろに受けると

ころとか、そういうところがあって、やはり避難場所については、よく検討をして、事前に数を

やはり確保していくことが必要と思います。 

 あるところで聞いたら、急遽、台風襲来ということになってから避難所として使いたいという

申し出があったけれども、とても対応できなかったので、自分のところは断ったという箇所も、

具体的な名前は挙げませんけども、そういうところもございましたので、やはりこれだけのコロ

ナでの密を避けるということからすると、十分な準備をしていただきたいということをお願いし

ておきます。 

 それから２番目の対馬３高校への魅力化事業、これは大変、高校生、あるいは保護者の立場か

らすると、いい取組をしていただいて、計画していただいたと思っております。いわゆる合宿と

いいますか、これで高校生のそういう士気を高める、あるいは学習能力を上げるということでは、

いい事業だと思いますけども、今回はいろんな事情で校内に切り替えたとかいうことも聞いてい

ますけども、ぜひこの次以降も、やはり地元の高校へたくさんの生徒が進学するという、そうい

うのが市の大きな目標にもなっておりますので、有効に、また計画をしていただけたらというふ

うに要望をしておきます。 

 それから、帰省客の事業ですね。これ具体的に、今部長のほうから答弁がありましたけど、自

粛がかかわったことによって、これだけの数しか上がってないということで、このことについて

は、やはりほかの自治体は、早い段階で、ゴールデンウイークの段階で、対馬出身者の大学生と

か若者、特に専門学校の生徒とか、そういう対馬を出ているこどもたちへ支援をしようというの

が多かったと思うんですよ。対馬市は、ちょっと後発というか、後からのスタートになったので、

帰省客対象にされたんですけどね。当初から、やはり夏休みも帰省しないという方も結構おられ

たんですよね。 

 そういう意味では、やっぱり事業の計画の段階で、早い事業立案、そして特に大学生等、自分

では稼げない、収入のない、そういう若者たちへの支援というか、そういう視点を持っていただ

きたいなと。これだけの予算組んだって５分の１に満たないぐらいの数ですからね、ぜひ、また

このことについては事業内容を検討いただいて、ほかの事業でもいいじゃないですか、対馬を離

れている若者への支援を、十分何か対応できないかということで要望をしておきたいと思います。 

 それから学校関係の消耗品関係が上がりましたけれども、やはりこれも各学校の要望を聞いて

いただいて、品物を入れていただいたということですから、ぜひやっぱりそのあたりは現場の声

を十分尊重していただいて、政策打っていただきたいなというふうに要望して終わります。 
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 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ほかにありませんか。１５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  地方創生臨時交付金の２次、今回、５号補正で水産振興全般に

係ることで、市場手数料を６月、７月分の水揚げに関する、これを助成するというふうなことが

書かれております。総額８,１００万、もちろん水産従事する漁民にとって平等な取扱い、水揚

げの実績によって行うもんですが、この手数料の一部を支援する一部、この率をもう少し具体的

に教えてほしいと思います。 

 それと、ウエートから言えば、水産振興の市独自の策として、金額は少し低くないかという気

持ちを持っております。８,１００万、それは、マグロやいろいろありますが、しかし全体的な

金額から見て、低いんじゃなかろうかという、私は個人的な見解を持っています。その辺は市長

のお話を聞いてみたい。 

 それともう一つ、これは臨時交付金の使途ではございませんが、観光に、これは島旅滞在型の

観光、これを１億５,５００万相当の総額、国県、市の負担のもとで、市は３,４００万相当を負

担するということで、これで対馬に３万人のお客を入れるんだというふうなことが書かれており

ます、見込みで。ただ、金額は私は結構だと思うんですが、東横インの比田勝店、これは観光業

者が、この対馬の観光展開を自ら仕掛けるもんですから、ホテル等がきちんと契約をしておらな

いと、その事業は成り立ちません。そうなれば、この計画は、ほとんど下を中心に宿泊するとい

うふうなことで、北部のほうには、余り金が落ちないだろうというふうに思いますが、ここらの

観光サイドの捉え方、東横イン比田勝店があれば、私は十分そのことは運営しておればですね、

休館されておるということで聞いておりますが、その辺のことをどういう認識をしておるか、こ

のことについて２点、お伺いします。 

○議長（小川 廣康君）  農林水産部長、佐々木雅仁君。 

○農林水産部長（佐々木雅仁君）  大浦議員の質問にお答えいたします。 

 まず初めの、水産業事業継続支援事業補助金の件でございますが、助成が一部となっているが、

その割合はということでございますが、基本的には、手数料の全額を補助する予定にしておりま

すが、上限を各月１０万円といたしております。 

 さらに、１か月の水揚げの１０万円以上の漁業者の方を対象としております。この１０万円と

申しますのは、１か月１０万円程度水揚げがないと漁業で生計を立てているということは言えな

いんじゃないかということで、下限として１か月の漁獲高１０万円以上の方を対象としていると

いうことでございます。 

○議長（小川 廣康君）  観光交流商工部長、二宮照幸君。 

○観光交流商工部長（二宮 照幸君）  大浦議員の２点目の御質問のところにお答えをいたします。 
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 まず、御質問いただいたのは８号予算に関連しての部分だと思いますけども、あれまた後ほど

ということになります。 

 なお、東横イン比田勝のほうにつきましては、９月１日から営業を再開をしていただいている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  私は、市長に１点、水産振興の中で８,１００万という数字は、

もっと大きくあってもいいんじゃないかという点です。額は小さくないかということ。そして、

観光においては、もちろん北の方が劣勢で厳原港を中心とした宿泊が昨年の実績として挙がって

おりますね。非常に全島の観光事業のバランスが、この事業を導入した場合、大丈夫かというふ

うなことなんですが、全体が潤うのかというふうな見方をどのように捉えているかということで

す。私は心配しております。厳原港を中心とした、厳原を中心とした、いわゆる観光の展開がな

されるだろうという心配をしておりますが、その辺の捉え方をどう思われているか、１点だけ、

再度。 

○議長（小川 廣康君）  観光交流商工部長、二宮照幸君。 

○観光交流商工部長（二宮 照幸君）  大浦議員の御質問にお答えいたします。 

 まず御質問の趣旨は、厳原のほうに偏った観光施策になりはしないか、お客さんがそちらに集

中しないかというような御質問だったと思うんですけども、現在、コロナウイルスの感染拡大の

予防等が心配されているところでございますけれども、島内の観光事業者の方にコロナウイルス

の感染予防対策をしっかりとやって、自分の施設であり、施設を安心して安全に皆様をお迎えで

きますよという体制をとってくださいということで、ひとつ事業をやっているところもございま

す。そういった活動の中で、また旅行会社のモニターツアー、そういったものも、厳原だけでな

く美津島、そして上対馬のほうの施設も広く紹介をさせていただいているところでございます。 

 あとは、あとはといいますか、そういう状況の中で、旅行会社、ツアーを組んでいただく旅行

会社あたりと事業者の間の折り合いをつけていただいて、上のほうにも東横イン比田勝があった

りとか、花海荘、固有名詞を出して申しわけありませんけども、いい施設がたくさんございます

ので、そういったところをツアーに組んでいただくという意味で、モニターツアー等でも広く紹

介をさせていただいているところでございます。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  まず、今観光交流商工部長のほうが答えましたこの観光の関係でござい

ますけども、対馬市のほうでは、今観光アドバイザーの方に対馬のほうに来ていただきまして、

いろいろな面で、まずこの対馬への観光客の誘致関係、そしてまたおもてなしの関係等、いろい
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ろな面で指導をいただいているところでございまして、この方も、この厳原を中心とした地域だ

けではなく、全島的に視野を入れて動いていただいているところでございます。そういう面で、

今後、またこの国内客の誘致等につきましては、力を入れてまいりたいというふうに思っており

ます。 

 それとまた１点目の水産業の事業継続支援事業で、今この水揚げ手数料の助成をしていこうと

いうことで、８,１００万円の予算、そしてまた事務費で、合わせて８,２００万円の予算を組ん

でいるところでございます。この予算が少ないのではないかというようなことでございますけど

も、まず、今現在は２か月間を予定をしておりまして、これがまだもう少し必要というようなこ

とになってくれば、その状況を見ながら支援期間の延長も視野に入れてやっていこうというよう

なことで、担当部のほうとは話をしているところでございます。予算的には、少ないときには、

もしかしたら増額する可能性もありますけども、まずこの予算をいっぱいいっぱい有効に活用し

ていくことを視野に入れているところでございます。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ほかにありませんか。３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  １点お尋ねします。５号補正や６号専決の分ですけども、交通事

業者コロナ対策支援交付金事業と観光新型コロナ対策協力金事業は別々に上げられております。

観光の協力金事業については、そこに説明が詳細に書かれておりますが、貸切バス・タクシーと

あります、運輸業、この金額を、どの程度支出されているのか、１台当たり、または１社当たり、

または１人当たり、根拠があろうと思いますので。 

 それと、当初の交通事業者の部分なんですけども、対馬空港と書かれております。これは各便

ごとに１日当たりこれだけ、２００日の２分の１出しますよということですね。これは対馬空港

に各便ごとに感染症対策を実施していれば出すという意味合いにとれるんですけども、こんなに

金額がかかるのかなと。 

 もう一つは、経営支援金ですけども、乗合バス事業者につき、１台４５万出されてますけども、

この乗合バスと、先ほど言いました観光事業の協力金事業の関係ですけど、この貸切バス・タク

シー、ここら辺との兼ね合いが、私の知る限りでは、少しバランスが悪いんじゃないかと考えて

おりますが、その数字を示された根拠を教えていただけますか。 

○議長（小川 廣康君）  観光交流商工部長、二宮照幸君。 

○観光交流商工部長（二宮 照幸君）  ただいまの長郷議員の御質問にお答えいたします。 

 交通事業者に対する補助金の基礎となる数字でございますけども、車の定員に応じて、基本と

なる単価を設定をしております。定員が４名以下の車につきましては２万円、定員が５名から

１０名の車につきましては１台４万円、そして定員が１０名以上の車につきましては１台６万円
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という基本額を設定をして、台数に応じて協力金を御支援しているところでございます。 

○議長（小川 廣康君）  しまづくり推進部長、武末祥人君。 

○しまづくり推進部長（武末 祥人君）  長郷議員の質問に対してお答えいたします。 

 まず、交通事業者のうちの対馬空港の分でございますが、これは感染対策をとっていただいて

いるということで、２００日間８便ということの計算で、その２分の１を支援するとしておりま

す。 

 続きまして、乗合バスにつきましては、県の単価と同じ単価を使っております。１台当たり

３０万円で支給をする予定にしております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  県の単価３０万、乗合バスのが。これ予算額４５万と書かれてい

るんじゃないかな。４５万掛け４０台になっていると思うんだけど。 

 それとですね、それは後で結構です。観光協力の運輸業の方々で、確かに基準はそれなんでし

ょうけども、これって国の基準か何か定めがあるんですかね。国の基準の定めがあるんでしょう

か、交付金に対する。特別交付金の範疇で出されるわけでしょうから、もちろんそこら辺も加味

しなくちゃならないから理解できますが、タクシーでしょう、２名以下というのは。２万円。こ

れって逆に言えば、個々で観光事業者に出すのか、タクシー会社とか貸切バス運輸業は、今まで

本市の観光のために尽力された部分でもあるんで、逆に言えば、コロナ対策支援金交付事業のほ

うでカバーすべきじゃないかと。そうすると、金額の単価も、もう少し見ることが可能になるん

じゃないかと私は考えて質問させてもらっています。何で、あえてこの２つの事業に振り分けた

のか。これは１回限りなのか、次回もまだ長引けば、今後もそういう考えをお持ちなのか、その

２点、教えてください。 

○議長（小川 廣康君）  観光交流商工部長、二宮照幸君。 

○観光交流商工部長（二宮 照幸君）  ただいまの長郷議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、対象となる４名以下の車につきましては、タクシー、そしてレンタカー等が対象として

いるところでございます。 

 なお、基本となる単価４名以下の場合は２万円ですけども、こちらにつきましては、市独自の

基準で、国等の資料を参考にということはございません。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  しまづくり推進部長、武末祥人君。 

○しまづくり推進部長（武末 祥人君）  失礼しました。先ほどの乗合バスの単価の件でございま

すが、この専決予算を計上した段階では、この資料に示しておりますとおり、４５万円で計上し
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ておりました。その後に、県のほうの単価が示されたものですから、今回実施段階では、県の単

価に合わせようということで３０万円としております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  ありがとうございます。これは要望として聞いていただきたいと

思いますが。タクシー、レンタカー、こういった事業をされている方、大変経営苦しいと思うん

ですよ。もう少しそこら辺は今後の検討の中で、その経営が成り立つ金額をやるわけにはいかん

でしょうけども、余りにも４名以下２万円というのは、どこか厳原から比田勝まで走れば２万円

以上かかるわけですから、そう考えると、もう少し分厚い手当を検討要望して終わります。 

○議長（小川 廣康君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま一括議題としております４件について、委員会への付託を省略したい

と思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。４件につきましては、委員会への付託を省略する

ことに決定いたしました。 

 これから４件について、一括して討論、採決を行います。４件について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 承認第１３号、専決処分の承認を求めることについて（令和２年度対馬市一般会計補正予算

（第４号））、承認第１４号、専決処分の承認を求めることについて（令和２年度対馬市一般会

計補正予算（第５号））、承認第１５号、専決処分の承認を求めることについて（令和２年度対

馬市一般会計補正予算（第６号））、承認第１６号、専決処分の承認を求めることについて（令

和２年度対馬市一般会計補正予算（第７号））の４件は、原案のとおり承認することに御異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。４件は、原案のとおり承認されました。 

 暫時休憩いたします。再開を１１時４５分からといたします。 

午前11時32分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時44分再開 
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○議長（小川 廣康君）  再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１２．報告第４号 

日程第１３．報告第５号 

日程第１４．報告第６号 

日程第１５．報告第７号 

日程第１６．報告第８号 

日程第１７．報告第９号 

日程第１８．報告第１０号 

日程第１９．報告第１１号 

○議長（小川 廣康君）  日程第１２、報告第４号、令和元事業年度公益財団法人厳原愛育会経営

状況報告についてから、日程第１９、報告第１１号、令和元年度対馬市健全化判断比率及び資金

不足比率の報告についてまでの８件について報告を求めます。総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  ただいま一括議題となりました報告第４号から報告第１１号までの

８件につきまして、順に提案理由とその内容を御説明申し上げます。 

 報告第４号から報告第９号までの経営状況報告につきましては、地方自治法第２４３条の３第

２項の規定により、その経営状況を議会に報告するものでございます。 

 資料は、別冊となっておりますのでよろしくお願いいたします。 

 まず、報告第４号、令和元事業年度公益財団法人厳原愛育会経営状況報告についてでございま

す。厳原愛育会は、昭和４９年に設立され、平成２６年４月に公益財団法人に移行しました。令

和元年度の運営の状況でございますが、平成３１年４月から佐須へき地保育所１か所の運営を行

っております。 

 同年７月１日現在では、入所定員３０名に対し２１名の入所で、月別では最大２８名までの受

入実績がございます。 

 次に、報告第５号、令和元事業年度株式会社まちづくり厳原経営状況報告についてでございま

す。 

 当法人は、平成１４年３月に設立され、平成１８年１０月、対馬市交流センターの開設以来、

同センターのテナント管理、交流センター駐車場の管理運営、交流センターにおける施設管理な

どを主な業務として行っております。 

 本事業年度における商業施設の１日当たりのレジ通過人数は約２,７７６人、公益施設、商業

施設を合わせた全館の１日当たりの来館者数は約３,０５２人となっております。韓国人観光客

の減と感染症拡大の影響から軒並み減というふうになっております。 
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 次に、報告第６号、令和元事業年度一般財団法人対馬市農業振興公社経営状況報告についてで

ございます。 

 当公社は、峰町に本所を置き、美津島町、上県町に事業所を配置し、対馬市の農業の活性化を

図り、事業を展開しております。主な事業といたしましては、農作業等の受託、水稲、ソバ、飼

料作物などの栽培事業、畜産経営、堆肥などの生産・販売、指定管理によりますそば道場、対馬

ふるさと伝承館の管理運営などを行っております。 

 次に、報告第７号、令和元事業年度一般財団法人対馬地域商社経営状況報告についてでござい

ます。 

 当商社は、旧豊玉町振興公社の事業を引き継ぐとともに、商社機能を付加し、昨年７月に新工

場を稼働し、対馬の地域資源を生かした島内外の流通促進や販売拡大に取り組み、対馬産品の需

要拡大をもって市勢の発展、振興に寄与していくための事業を行っております。 

 次に、報告第８号、令和元事業年度公益財団法人対馬栽培漁業振興公社経営状況報告について

でございます。 

 当公社は、対馬海域の沿岸漁業の振興発展に寄与するため、公益事業としてアワビ、赤ウニ、

サザエの種苗の生産事業などを行い、安定的な確保、供給に努めております。 

 次に、報告第９号、令和元事業年度一般財団法人対馬市国際交流協会経営状況報告についてで

ございます。 

 当協会は、平成１５年に設立、平成２６年４月に一般財団法人へ移行し、対馬と海外諸国との

友好親善の推進を目的とし、地域の国際化を図るため、国際交流及び国際協力に関する事業を展

開しております。 

 主な事業としては、韓国内における対馬の総合窓口として釜山広域市に対馬市釜山事務所を開

設し、２名の現地職員を雇用しており、韓国における観光ＰＲ事業、対馬観光レセプションｉｎ

釜山、そのほか各種交流事業などに対する連絡調整、通訳などを行っております。また、そのほ

かにも国際人育成事業、韓国料理教室事業などの事業も展開をしております。 

 以上、６法人につきましての経営状況報告でございます。これらの経営状況報告の質疑につき

ましては、それぞれの所管部長において答弁をいたしますのでよろしくお願いいたします。 

 続きまして、報告第１０号、令和元年度対馬市一般会計継続費精算報告についてでございます。 

 議案書２５ページをお願いいたします。 

 本案は、地方自治法施行令第１４５条第２項の規定により、継続費に係る継続年度が終了した

事業について報告するものであり、平成２９年度対馬市一般会計当初予算及び補正予算（第

２号）におきまして継続費の設定及び変更の議決をいただきました対馬クリーンセンター基幹改

良事業、平成２９年度対馬市一般会計補正予算（第７号）及び平成３０年度一般会計補正予算
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（第７号）におきまして継続費の設定及び変更の議決をいただきました農林水産振興施設建設事

業及び平成３０年度一般会計当初予算、令和元年度一般会計補正予算（第１０号）におきまして

継続費の設定及び変更の議決をいただきました盒知中学校校舎増築事業につきまして、議案書

２６ページから２８ページにかけましての令和元年度対馬市一般会計継続費精算報告書のとおり

継続費の精算を報告するものでございます。 

 続きまして、報告第１１号、令和元年度対馬市健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい

て御説明いたします。 

 議案書２９ページをお願いいたします。 

 本案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定に

より、監査委員の意見をつけて報告するものでございます。監査委員の意見書につきましては、

別冊となっておりますのでよろしくお願いいたします。 

 財政健全化の判断は、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率の

４つの指標で用いられます。 

 議案書２９ページ、中段の健全化判断比率の表中、実質赤字比率は、一般会計などを対象とし

た実質赤字の標準財政規模に対する比率でありまして、実質収支が赤字でないため、この数値は

ございません。 

 次に、連結実質赤字比率は、全会計を対象といたしました実質赤字の標準財政規模に対する比

率でございまして、連結実質収支が赤字でないため同様に数値はございません。 

 次の実質公債費比率は、一般会計などが負担する借入金の元利償還金及び公営企業会計に対す

る繰出金のうち、元利償還金相当分の標準財政規模に対する比率でありまして、５.８％でござ

います。 

 次の将来負担比率は、一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比

率であり、１８.１％でございます。また、次表の資金不足比率につきましては、公営企業会計

におきまして資金の不足額がないため、数値はございません。 

 健全化判断比率の実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率のいずれ

かが早期健全化基準以上の場合は、早期健全化団体、さらに実質赤字比率、連結実質赤字比率、

実質公債費比率のいずれかが財政再生基準以上の場合は財政再生団体となります。 

 本市の健全化判断比率は、これらの数値をいずれも下回っているため、本市の財政状況は健全

段階であるというふうに言えます。 

 以上、簡単ではございますが説明を終わります。 

○議長（小川 廣康君）  報告が終わりました。これから、８件に対する一括質疑を行います。質

疑ありませんか。３番、長郷泰二君。 
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○議員（３番 長郷 泰二君）  栽培漁業公社の件でお尋ねをいたします。 

 ここに収益事業と公益事業が報告に出されておりますが、生産量が計画生産量に達していない

ということの説明をなされておりますが、この栽培漁業公社の今後の在り方、これについての検

討をどのように進められているのか。といいますのは、アワビ、赤ウニ、サザエ、これを放流さ

れておるところですが、ここは、磯焼けとの関連がございまして、なかなか思うような成績が上

がっていないんじゃないかと。 

 これは、あくまでも公社の実績報告ですから、この推移でここはこことしてよしとしますが、

市全体と考えたときには、こういった磯焼けの対策等種苗を作る側の関連性、ここには、有機的

に結びついていかないと、幾ら公社が財産をいっぱい持っているからといっていつまでも野放し

に運営していったらいかがなものかと考えますが、この生産量、計画生産に対する実質の生産量

及び出荷量が年々落ちているというように見受けられますが、すみません、アコヤ貝だけは別で

す。これは、へい死がありましたので延びておりますけども、こういったふうに長年、栽培公社

としてやってきているわけですから、そこら辺の感覚はお持ちだと思うんですが、今後どのよう

にこの栽培公社のありようを考えてあるのかをお聞かせください。 

○議長（小川 廣康君）  農林水産部長、佐々木雅仁君。 

○農林水産部長（佐々木雅仁君）  長郷議員の御質問にお答えいたします。栽培漁業振興公社の件

でございますが、毎年２,０００万程度の運転資金の取り崩しが発生しているところでございま

ずが、これについては先ほど議員も御指摘されましたように、磯焼けが主な原因でございまして、

以前は、各１２漁協のほうからアワビ、サザエ、ウニ等の種苗を購入していただいておったとこ

ろでございますが、現在、磯焼けによりまして、サザエについては何とか根づくということで購

入はあっておりますが、アワビについてはなかなか購入があっていないということでございまし

て、アワビについてはちょっと大きいやつについては何とか生きる可能性もあるということで、

大きい貝を育てることも検討はしておりますが、余り大きくなり過ぎても売れない場合も出てき

ますので、そういう場合については公益財団法人でございますので、直接販売ということができ

ませんので、その分については、一旦廃棄をした形で破棄した分を販売するといった形ができな

かということで、現在、県のほうと協議をしているところでございます。 

 あと、このサザエ、アワビ、ウニに代わる種苗といたしまして、現在、ヒジキとかそういう海

藻の養殖もしているところでございまして、だんだんちょっと増えている状況でございます。あ

と、カキの養殖も現在進めておりますので、今後また増やしていきたいということを聞いており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 
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○議員（３番 長郷 泰二君）  ありがとうございます。 

 アラメとかヒジキとかも磯焼けのいい対象物です、魚の、なかなか難しい部分はあるんですけ

ども、今、言われたように生産はしても出荷していない出荷残がいっぱい発生しているわけです、

毎年。 

 だから、ここら辺は、今、おっしゃったような形でされるのか、私が提唱してます赤ウニにつ

いては、陸上養殖方法を公社そのもので検討される。これは、あくまでも種苗生産が主な組織で

すけども、そこを一つ踏み越えて陸上で栽培をする方向を、これは、公社としてじゃなくて市の

水産振興の在り方として御検討していただきたいと強く要望したいと思います。 

 もう一点ですけど、農業公社のほうなんですが、農業公社、島山、美津島事業所のほうですか、

アスパラガスは市の振興作物にも関わらず、農業公社は手を引きました。年数がたったかどうか

知りませんけども、農業公社のアスパラガス生産はゼロになっております。これはいかがなもの

かと私は思います。 

 そして、もう一点、同じ地区でビニールハウスを持っておられました。以前、個人でやられた、

菊栽培か何かやられた分だと思うんですけど、これも野放しです、ここ何年か。問題は何かある

んでしょうけども、こういったハウス施設、鉄骨ハウス施設は、今、建てるとなると、あのクラ

スを建てると何千万かかります。 

 もうそういった分、設備投資を改めてする必要もないかと思うんですけども、ある施設ですか

らもう少し有効に使うように、幾ら別の団体であっても市として指導されるべきだと考えており

ますが、そこら辺はいかがでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  農林水産部長、佐々木雅仁君。 

○農林水産部長（佐々木雅仁君）  長郷議員の御質問にお答えいたします。 

 アスパラガスの栽培がされていないということでございます。それと、ビニールハウスの今使

われていないということで、今後の利活用ということでございますが、この件については、農業

振興公社のほうとまた協議を進めていきたいと思いますので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  これ、公社が運営する主体ですので、そちらとよく協議されて、

あのまま放置したらさびていってもったいないです。もし、公社が使う予定がなければ、一般の

農家の人に公募をして施設を使わせる方法もあるわけですから、少しそこら辺は検討していって

いただかないと、私がいつも言っている、農業公社に何で毎年出資するんだという部分がまだ解

決できていないのは私の心の中にあるもんですから、そういった部分を含めると、もう少ししっ

かりした農業の在り方を立て直していただいて、ほかの農家の見本となるような経営をぜひ希望

しておきます。 
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 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ほかにありませんか。ありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 以上で、報告第４号から報告第１１号までの報告を終わります。 

 暫時休憩します。昼食休憩とします。再開を１時ちょうどといたします。 

午後０時05分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２０．対馬市教育委員会の事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の報告 

○議長（小川 廣康君）  日程第２０、対馬市教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検及び評

価の報告を行います。教育部長、阿比留裕史君。 

○教育部長（阿比留裕史君）  日程第２０、対馬市教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検及

び評価の報告について御説明させていただきます。 

 報告書の４ページを御覧ください。 

 教育委員会の責任体制の明確化を図るため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

２６条の規定により、教育委員会は、教育に関し、学識経験を有する者の知見を活用し、毎年、

その権限に属する事務の管理及び執行の状況について、点検及び評価を行い、その結果に関する

報告書を作成し、議会に提出するとともに公表しなければならないとされております。 

 教育委員会では、対馬市教育方針を柱とし、市の総合計画に沿った組織目標を立て、具体的な

事務事業に取り組み、各事務事業が効率的、友好的に実施できているのか、自己点検及び評価を

行い、その報告書を作成いたしました。 

 教育に関し、学識経験を有する方の知見の活用については３名の方に依頼し、所見をいただい

ております。 

 評価できる点として、５ページからの記載になります。 

 教育委員会の活動及び管理執行事務に関し、会議録を広報誌に記載したこと、総合教育会議の

定期開催、学校統合に係る関係者との十分な協議など、４項目について所見をいただいておりま

す。 

 教育長に委任された事務については、学校教育に関し、６ページより、各教職員等の研修の開

催、不登校児童生徒対策など、７項目、社会教育に関しては、８ページからになります。 
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 日本の宝、島交流支援事業などの体験学習の充実、文化財の見学会の実施など、８項目につい

て所見をいただいております。 

 一方、改善を要する点として、１０ページからです。 

 島内の高校への進学率の減少について、懸念とその原因を探り、高校との連携が必要ではない

か。また、不登校児童生徒対策として、カウンセラー、ソーシャルワーカーの派遣回数の増を検

討してほしい。 

 学校施設、教職員住宅、社会教育施設に共通して、いずれの施設も老朽化しており、危険防止

や雨漏り対策等、緊急を要する維持補修に迅速に対応してほしいなど、９項目の御意見をいただ

いております。 

 なお、１３ページからは、項目別の活動内容及び点検評価のコメントを記載しております。い

ただいた所見を真摯に受けとめ、今後の取組、方向性を再考し、より一層、市民皆様に信頼され

る効率的な教育行政の推進に努めてまいりたいと考えております。 

 以上、教育委員会の点検評価報告書の説明とさせていただきます。 

○議長（小川 廣康君）  報告が終わりました。 

 これから質疑を行います。５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  今、報告いただきましたので、特に、委員会自体が評価された分

と、そしてまた、学識経験者の方々が、いわゆる所見を出してありますので、そのことを絡めな

がら、確認、お尋ねを幾つかしたいと思います。 

 まず、全体として、私、毎年見せていただいている中で、対馬市の教育評価については、すご

くきめ細かで、具体的に委員会自体が評価してありますし、そして、学識経験者の方々も丁寧な、

いわゆる評価の話し合いをされて、ほかの自治体の評価の報告と比べても、対馬市の評価は、具

体的でよりよいものを目指そうという姿勢というのは読み取れますので、その点は評価をしたい

と思います。 

 たくさん項目はあるんですけど、私も一般質問させていただいたりとか、それから、いろんな

学校現場から聞いた声のことを中心に、６点ほどお尋ねをしたいと思います。 

 まず、１点目は、ページでいくと１６ページ、文化財の指定の関係で、対州馬と、それから、

姫神山の砲台跡を指定をされましたですよね。これは大変、島を知ってもらうためには好ましい

ことだったと思っております。 

 この中で特に、姫神山の砲台跡は指定をしていただいて、やはり、市民の方々も関心を大変持

たれたし、島外からもよく訪れてあるということで承知をしておりますが、文化財に指定した後

の活用で、具体的な何か取組があったなら、やっぱり、委員会自体がそういう取組をされたこと

もあるでしょうし、ほかの部局がされたこともあると思いますが、そういうことがあれば御紹介
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ください。 

 それから２番目は、２２ページの教育支援センターの発足、活用についてですけども、これは、

以前はボランティアの会で運営していただいたのを、これは、今の教育長さんになられてから、

いわゆる市のほうで直接動かそうということで、市の機関として動いているわけですが、この利

用者が、１年間で延べ１２６名ということになっています。 

 このことについては、不登校関係のことと関係したり、ひきこもりのことに関連をするんです

けども、延べ１２６名というのが小学生、中学生それぞれが、いわゆる不登校は存在するんです

けどもね、具体的に、ここに足を運んでいる人が何名ぐらいいるのか。 

 これは、小中分けたりすると特定されたりするからということで、委員会、なかなか公表して

ないんですけどね。およそ概数でも結構ですから、何名の方で延べ１２６名なのかということを

お尋ねをしたいと。 

 それから、不登校の人たちの中でも、ここに通所しているというか、通っている人たちは、あ

る意味ではひきこもりじゃないで、少し明るい兆しがあって、学校にも登校できるようになった

というこどもたちもいますけども、そうじゃなくて、いわゆる、全くここにも出てこれないこど

もたち、これは、ひきこもるという言葉で言っていいかどうかわからないんですけどね。そうい

うこどもたちが結構おるということで、学識経験者の方々も、このひきこもり状態のこどもたち

への対応で、スタッフを増加したらどうかと。それから、予算も増加したらどうかという提言を

なさっていますですね。そのことについて、教育委員会としては、今後どういう取組をされるつ

もりかということですね。 

 それから、３点目は、２６ページの教職員住宅の空いていることについての市長部局への移管

をして、民間の方々にも住んでいただこうという取組が、ここ数年展開されているんですが、こ

こ３年ほどの移管した数と、実際に入られた人の数がわかれば御紹介ください。 

 それから、４番目は、地域子ども教室という名称。 

 以前は、放課後子ども教室ということで運営されていたんですが、国の制度の名前が変わって、

地域子ども教室が行われているんですが、これ今、３小学校区で行われているんですけど、以前

質問をしたときに、これをほかの校区、地域にも広げたいということの答弁があっていたと思う

んですが、ここ１年間、あるいは含めて、そういう広める取組をなさったかどうかということを

お尋ねをしたいと思います。 

 それから、今度はこれは、いわゆる、学識経験者の方々から提言があっているんですが、これ、

一般質問でもさせていただいたんですが、小学生にも１人１台のタブレット整備を行ったらどう

かという提言があっています。 

 私、一般質問させていただいて、市長あるいは教育長のほうから、そういう取組はしたいんだ
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がということで、なかなか市単独では難しい面もあるから、国あたりに働きかけを今後していき

たいということを聞いています。そういう答弁がありました。 

 そして、県下の市長会あたりでも、先日あった中でも、国のほうへ、この財政的な措置をお願

いしようというのがマスコミで報道されましたけど、そのあたりは取組が進んでいるのかどうか。

去年のこういう提言と併せて、委員会のほうで答弁いただければと思います。 

 それからもう１点は、小学校、中学校に介助員でたくさんの人を配置していただいていて、こ

れ、現場で大変助かってありますよね。 

 ただ、介助員の方々は教員免許がなくて、一般の方々も、大変たくさん応募されていられるん

ですけど、研修会が年に１回というふうに聞いています。 

 ただ、この研修会の感想として、終わった後も自分たちで相談をしたりとか、情報交換をした

というふうな記述がありましたので、この介助員の方々の研修会をまだ増やす考えはないか。年

１回から、あるいは年２回ぐらいにする考えはないのかどうかということをお尋ねをしたいと思

います。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  教育部長、阿比留裕史君。 

○教育部長（阿比留裕史君）  まず、１点目の姫神砲台に関連してですけども、当教育委員会の予

算ではございませんが、市長部局のほうにおいて、進入路の整備をしていただいております。そ

の件で、詳細は把握できておりませんが、ある程度のところまで整備ができるというふうに聞い

ております。 

 それと、２点目の教育支援センターの具体的な中身ですけども、法律の定めにより、この報告

書を作成して、議会に報告するとともに、公表するというふうになっております。 

 ２２ページの記述については、これ以上の記述はすべきではないと判断しておりますので、具

体的な人数等については、この場での発言は控えたいというふうに思います。 

 それから、３点目のカウンセラー、ソーシャルワーカーの件ですが、これについては、県のほ

うで２名の雇用を考えているということですけども、現実、１名の対応になっております。 

 これとは別に、ソーシャルワーカーのほうについては、市のほうで予算を計上して、お願いを

しているところですが、人員確保ができておりませんので、この辺の拡充については、なかなか

現実的には難しいというような状況でございます。 

 それから、教員住宅の数についてでございますが、現在、１８３戸の教員住宅がございます。

このうち、一般の方には、元年度現在、４２戸貸し出しをしております。 

 それから、他課への移管ですけども、令和元年度は１戸、平成３０年度に１０戸の移管をして

おります。平成２８年度については、しまの力創生課の移住・定住促進住宅のほうへ、これは
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３戸移管ができております。 

 それから、放課後子ども教室の件につきましては、学校等にも聞き取り並びに調査を行いまし

て、やりたいよという学校も現実には存在をしておりまして、結果はまだ実施には至っておりま

せんけども、必要性を感じているよというところはあるんですけども、なかなか、実際の実施に

当たっては、人材がいなかったり、いろいろな諸問題があって、まだ実現には至っておりません

が、校長会、教頭会、学校との懇談等を通じて、随時お願いをしている現状でございます。 

 それから、１人１台の状況についてでございますが、これについては、議員の御質問にも何度

も質問をいただいたところでございます。 

 これに関しては、令和２年度に、コロナの関係もありまして、国のほうが、緊急に１人１台と

いうような形で予算付けをされた、ＧＩＧＡスクールというような名称で出ているわけですけど

も、現実的に、対馬市の方式で言いますと、なかなか、国の補助に乗りにくいという部分もあり

ますが、文科省のほうと今、協議をしておりまして、これについても、一定の方向性が見えるの

ではないかというようなことも聞いておりますので、そこと併せて今後の整備状況、１人１台に

というような国の方針でございますけども、果たして、１人１台がいいのかということも含めて、

今後検討をしているところでございます。 

 それと、介助員についての配置でございますが、ほぼ、学校からの要望の介助員については、

配置ができていると考えております。 

 ただ、今言われましたように、研修会の開催については年に１回ということもありますけども、

今年度に限りましては、コロナの影響等もあって、全体で集めてということになると、百数十名

の人間がおりますので、地区を限定してとか、いろいろな方法を考えながら、研修会等について

はやれる方向で実施を考えたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  ありがとうございました。 

 それでまず、文化財関係は、これは多分、活用となると市長部局のほうとの関連が大きいから、

ぜひ、文化財を活用するという意味で、今後ぜひ、連携取りながら進めていただきたいというこ

とでお願いを一応しておきたいと思っております。 

 それから、教育支援センターの取組と、それから不登校、ひきこもりの件ですけど、これはや

はり、部長今、数は何名が利用しているというのは公表しないという線で動いているということ

なんですけどね。やはり、そのことは、だれか学校名を上げろとか、学年を特定してとかいうこ

とじゃないわけですから、やはり、広く知ってもらうためには、何名の方々が足を運んで、それ

から、足を運べない人はどれだけおると、そのことがはっきりすることによって、スクールカウ
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ンセラーやソーシャルワーカーの力を借りるとか、それから、市の体制を、もっと予算を増やし

てどうかするという意味で公表をすべきだと思うんです。 

 何もこれ、プライバシーとか、情報公開に反するわけじゃないわけだから、やはり、全体の数

がどれぐらいいて、それから、増えてますよ、減ってますよということは公表すべきだと思うん

です。 

 なぜかというと、教育振興基本計画、平成２９年の３月につくってありますよね。この中には、

主要施策の３として、こう書いてありますよ。自己実現を目指すこどもの育成として、不登校児

童生徒の数値目標として、平成２７年は小学校で６名、中学校で１９名と具体的に挙げてありま

す。推進計画の中に。そして平成３２年には、いずれもゼロを目指すと書いてあるわけですよね。 

 だから、大元の教育振興基本計画には具体的に挙げていながら、こういう年度を変化している

かということについては公表できませんというのはね、何か、筋道合わないという気がします。

公表すること、個人が特定できないようなプライバシーを守りながら、やはり、そういう概数的

なことはぜひ出していただいて、予算獲得等をしていただきたいなと。 

 特に、やはり全く出ていけないこどもたちには家庭訪問なりする方策とか、それから、相談員

を増やすとかのいろんなことをしないと、そのままでは、なかなか支援センターにも出てこれな

い。もちろん、学校にも不登校のまま続くということがあります。 

 それと、数としては、私もここでは、委員会があえて言われないから私も言いませんけども、

ゼロにはなってないんですよね。平成２５年、２６年のところが底をついて、それからまた、増

えていますもんね。だからやはり、これはそういう意味での対応をぜひお願いをしたいというふ

うに思います。 

 それから、教職員住宅のことについてはもう、具体的にありましたので、触れません。 

 それから、地域子ども教室についても、希望している校区が、地区があるということですから、

これもぜひ、やはり実現していただきたいなと。これはまた、福祉のほうとも関連があると思い

ますから、学童がないところについては、保護者が、やはり安心して働けるためには、いい例が、

大船越小学校区がこれでずっと動いて実績を上げて、大変歓迎されているわけですから、それを

増やすべきだというふうに思います。ぜひ御検討をお願いをしたいというふうに思います。 

 それから、介助員の研修については、やはり、一斉に集まらなくても、学校現場で、校長先生

方とか教頭先生とか担当の先生が、やっぱり、よく世話されて、面倒見られてね、そういうこと

で、介助員の方々がやはり安心して、現場で仕事ができるという、そういう体制をつくっていた

だけたら、介助員の方々も安心して、現場でこどもたちと接することができるんじゃないかなと

いうふうに思います。 

 ということで、ぜひ今、評価を含めてのことで、学識経験者の先生方の意見も踏まえながら発
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言をさせていただきました。 

 それから、タブレットの件については、これはまた、一般質問のときにでも、また別の機会に

取り上げて、ぜひ、小学生にも１人１台を早急に実現していただきたいということは触れて、一

応終わらせていただきたいと思います。 

 委員会のほうの答弁で、子ども教室の再編と、それから教育支援センターのことをちょっと御

答弁あれば答えてください。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  教育支援センターに関しては、人数につきましては延べ人数で御勘弁

願いたいと思います。 

 それから、不登校児童生徒に対する取組ですけれども、既に、担任の先生であるとか養護の先

生であるとかを中心に、家庭訪問等はしておりますし、また、そこにスクールカウンセラーであ

るとかスクールソーシャルワーカーにもかかわっていただいて、できるだけ登校に向けた取組は、

随時各学校で進めております。 

 スクールカウンセラーとかスクールソーシャルワーカーの人数増ですけれども、対馬の中にそ

ういう資格を持った方が見つからないというのも１つあります。予算的にも、スクールソーシャ

ルワーカーにしても持っているんですけれども、スタッフがいないということで、今のところ、

１名で多忙な業務をこなしていただいております。 

 今後も、不登校児童生徒に関しましては取組を進めていきたいと思いますし、不登校児童生徒

も、平成３０年度までは３０名台いたわけですけれども、昨年度、これが、教育支援センターの

開設と重なったかどうかもわかりませんけれども、昨年度は、不登校児童生徒の数が２０名前半

になっております。これにつきましては、また今年度以降も、関連性を見ながら、教育支援セン

ターのスタッフについても充実を図っていきたいなというふうに思っています。 

 それから、地域子ども教室に関しましては、以前、議会でも取り上げていただいたときに、そ

の後、各学校にアンケートをとりました。そうすると、数校から、開設をしてほしいという要望

はあったんですけれども、開設に向けた世話をしてくれる人材の確保が進まなくて開設に至って

いないというふうな部分もありますので、そういう、援助をしてくださる、支援をしてくださる

スタッフの確保に、今後努めていかなければならないなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  教育長から御答弁いただきましたのでね、その２点だけ、もう一

回触れさせていただきたいと思います。 

 教育支援センターのことについては、今、具体的に、やはり今、不登校のこどもの数もね、お
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よその数をおっしゃいましたけどもね、やっぱり数も出して、今みたいにして、そして、足を運

べないこどもたちに対する今後の見方は、いわゆる、報酬が高いスクールソーシャルワーカーと

か、そういう資格の、高い報酬を払わなきゃいけない人だけじゃなくて、ＯＢの教職員とか、地

域でやっぱり、よく世話をしてくださる方とかね、いろんなタイプの方がおられると思うんです

よ。 

 やっぱり、教育支援センターの、今は１人の方が専任ですけどね、そのあたりのスタッフの充

実をぜひお願いをしておきたいなと思っています。 

 それから、もう１つの放課後子ども教室、今は地域子ども教室ですけど、これも、そういう希

望があるなら、ぜひ近いうちに実現をしていただきたいということをお願いして終わりたいと思

います。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ほかにありませんか。４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  小島議員さんの関連になりますが、２点ほどお尋ねをしたいと思

います。 

 この教育点検評価というのは、評価されている部分は、まだまだ、どんどんどんどん伸ばして

いただいて、改善をしていくところがあるということですので、２点ほど、少しお尋ねをしたい

と思います。 

 私も一般質問いたしましたが、対馬島の郷土芸能大会、これが復活をされるか、また、何かに、

これにかわる開催はできないかというような改善はどうでしょうかというようなあれがなされて

おります。 

 それと、もう１点ですね。そこをどういうふうにされるか、されるあれがあれば、このように

こうしていきたいというような方向性があれば、お知らせをしていただきたいと思います。 

 これについて、３０回ということでありましたが、市長のほうも、３０回で終わるんじゃなく

て、まだ何かの方法で、今後も進めていかなければいけないというような答弁もございましたの

で、そこら辺も踏まえて、改善していかれる点があるなら教えていただきたいと思います。 

 それから、郷土館、資料館の整備等についてということも、改善の要望があっております。 

 私も考えるんですが、やはりこの資料館、郷土館、どこにどういうものがあるかというのも、

市民の皆さんもわかりづらいような点が多々あろうかというふうに思うんですが、やっぱり、こ

ういうものを、今後やはり観光と一緒になって取り組んで、資料の作成とか、そういうものにも

う少し力を入れていただいて、わかりやすく、だれでもが勉強できる施策を考えていかなければ

いけないんじゃないかなというふうに思いますので、そこら辺の改善。 

 また、建物、この文化財等も非常に老朽化して、いろいろ問題が出てきているというふうに思
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いますが、そこら辺も、この評価の中には入っているというふうに思います。 

 非常に難しいところがいっぱい出てくるんじゃないかなというふうに思いますが、この改善点

について、２点お尋ねいたします。よろしくお願いします。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  郷土芸能大会が２９回で中断をしたということは非常に残念なことで

すけれども、今年、盆踊り保存連合会というのを立ち上げました。そのメンバーにも、郷土芸能

保存会の会長さんにも入っていただいて、そういう対馬の伝統文化をどう守っていくか。特に、

盆踊りを中心としたものをどう守っていくかということで、今年、連合会を立ち上げております。 

 その中でも、保存会長にお願いをしました。これを契機に、毎年とは言わないけれども、継続

をされるような方向で考えていただけませんかというふうなことをお願いをしております。また、

こどもたちのそういう伝統文化に対する発表の場も、何らかの形で設けていきたいなというふう

に今、案を練っているところです。 

 それから、資料館等に関しましてはもう、今のところ、具体的な方向性は出しておりません。

博物館の落成に併せた形で、今後どういう形で活用していったら効率的かということは、検討を

していかなければならないというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  郷土芸能については、そのように保存会の方々と協議をしながら、

教育長が言われましたように、何かの方法で協力ができるようにやっていくというのが一番ベ

ターじゃないかなというふうに思いますので、今後も協議をされながら進めていただきたいとい

うふうに思います。 

 それともう１つ、この資料館ですが、博物館建設が終わりましたら、そこで、今度は、そこと

併せて資料館も整備をしていくというような方向性は持っていますということですが、やっぱり、

博物館の観光客、厳原・美津島の皆さん方、上ではそういうところは峰でございますが、そこら

辺と併せて、市民の皆さんが平等に学習ができるようなところを、博物館から次というような感

じでやって、つくっていただければなというふうに思いますので、よろしくお願いをしておきま

す。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで教育委員会の報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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日程第２１．認定第１号 

○議長（小川 廣康君）  日程第２１、認定第１号、令和元年度対馬市一般会計歳入歳出決算の認

定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  ただいま議題となりました認定第１号、令和元年度対馬市一般会計

歳入歳出決算の認定につきましては、地方自治法第２３３条第３項の規定により、別紙監査委員

の意見書を添えて、議会の認定を求めるものでございます。 

 決算の概要説明につきましては、別冊の主要な施策の成果説明書をもって省略をさせていただ

きます。 

 また、決算内容の質疑につきましては、それぞれ、担当部長が答弁をいたします。 

 以上、簡単ではございますが、説明を終わります。御審議の上、認定賜りますようお願い申し

上げます。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は議長を除く全議員を委員とする決算審査特別委員会を設置し、これに付

託して審査することにしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は、議長を除く全議員を委員とする決算審査

特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。 

 正副委員長互選のため、決算審査特別委員会を議員控室に招集いたします。 

 暫時休憩いたします。 

午後１時35分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時44分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 報告します。決算審査特別委員会の委員長に山本輝昭君、副委員長に大部初幸君が決定をいた

しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２２．認定第２号 

日程第２３．認定第３号 
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日程第２４．認定第４号 

日程第２５．認定第５号 

日程第２６．認定第６号 

日程第２７．認定第７号 

日程第２８．認定第８号 

○議長（小川 廣康君）  日程第２２、認定第２号、令和元年度対馬市診療所特別会計歳入歳出決

算の認定についてから、日程第２８、認定第８号、令和元年度対馬市水道事業会計決算の認定に

ついてまでの７件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  ただいま一括議題となりました認定第２号、令和元年度対馬市診療

所特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第３号、令和元年度対馬市国民健康保険特別会計

歳入歳出決算の認定について、認定第４号、令和元年度対馬市後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算の認定について、認定第５号、令和元年度対馬市介護保険別会計歳入歳出決算の認定につい

て、認定第６号、令和元年度対馬市旅客定期航路事業特別会計歳入歳出決算の認定について、認

定第７号、令和元年度対馬市集落排水処理施設特別会計歳入歳出決算の認定について、以上６件

の決算につきましては、地方自治法第２３３条第３項の規定により、別紙監査委員の意見を添え

て、議会の認定を求めるものでございます。 

 決算の概要説明につきましては、別冊の主要な施策の成果説明書をもって省略をさせていただ

きます。 

 また、決算内容の質疑につきましては、それぞれ担当部長が答弁をいたします。 

 以上、簡単ではございますが、説明を終わります。御審議の上、認定賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  水道局長、立花大功君。 

○水道局長（立花 大功君）  ただいま議題となりました認定第８号につきまして、御説明申し上

げます。 

 認定第８号、令和元年度対馬市水道事業会計決算の認定につきましては、地方公営企業法第

３０条第４項の規定により、別紙監査委員の意見書並びに事業報告書等の関係書類を添えて、議

会の認定を求めるものでございます。 

 以上、簡単ではございますが、説明を終わります。御審議の上、御認定賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから、７件に対する一括質疑を行います。質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 認定第２号から認定第８号までの７件は、配付しております決算審査付託表のとおり、所管の

常任委員会に付託をいたします。 

 暫時休憩いたします。再開を２時ちょうどからといたします。 

午後１時49分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時58分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 報告が遅れましたけれど、大部初幸君から午後からの早退、そして齋藤久光君から、ただいま

早退の届出があっております。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２９．議案第６２号 

○議長（小川 廣康君）  日程第２９、議案第６２号、令和２年度対馬市一般会計補正予算（第

８号）を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  ただいま議題となりました議案第６２号、令和２年度対馬市一般会

計補正予算（第８号）について、その提案理由と内容を御説明申し上げます。 

 今回の補正は、新型コロナウイルス感染症対策事業２億２１２万３,０００円、災害復旧事業

３億５,２４０万８,０００円、厳原港国際ターミナルビル建設事業３,０５４万６,０００円の計

上や、対馬博物館建設に係る継続費の変更が主なものでございます。 

 予算書の３ページをお願いいたします。 

 令和２年度対馬市一般会計補正予算（第８号）は、次に定めるところによることを規定し、第

１条第１項歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５億４６９万

２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３５１億６,６７３万４,０００円

とするものでございます。 

 第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、４ページから６ページにかけての「第１表歳入歳出予算補正」によるとするものでご

ざいます。 

 第２条継続費の補正は、継続費の変更を８ページ、９ページの「第２表継続費補正」によるも

のとし、博物館建設事業に係る事業費の増額、事業期間及び年割額の変更をするものでございま

す。 
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 第３条債務負担行為は、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担することができる事

項、期間及び限度額を、８ページ、９ページの「第３表債務負担行為」によることとしておりま

す。 

 第４条地方債の補正でございますが、地方債の変更を、８ページ、９ページの「第４表地方債

補正」によることとし、地方債の限度額を３３億６,９９０万円とするものでございます。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容について、その主なものを御説明いたします。 

 １４ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、１１款地方交付税は、普通交付税２,１８９万２,０００円を追加

しております。 

 １３款分担金及び負担金は、有線テレビ加入負担金などを追加し、１５款国庫支出金でござい

ますが、１項国庫負担金は、災害復旧費国庫負担金１億５,６８０万円の追加、１６ページをお

願いします。２項国庫補助金は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金２億

４９７万８,０００円などの追加などによりまして、２億２,３７５万２,０００円の増額となっ

ております。 

 １６款県支出金でございますが、２項県補助金は、輸出向けＨＡＣＣＰ等対応施設整備緊急対

策事業交付金１,２３２万円の計上、有害鳥獣被害防止対策事業補助金５,０１０万円の追加、な

がさき森林環境税補助金１,２６０万円の追加、合板・製材生産性強化対策事業費補助金

１,３９２万８,０００円の減額、１８ページをお願いいたします。農林水産施設災害復旧費補助

金８,６７５万円の計上が主なものでございます。 

 １７款財産収入は、市営林等に係る立木売払収入２７９万５,０００円を追加しております。 

 １８款寄附金は、新型コロナウイルス感染症対策事業に係る寄附金５２万１,０００円を計上

しております。 

 １９款繰入金でございますが、合併振興基金１億７,０００万円の減額は、対馬博物館建設事

業費の年割額の変更に伴うものでございます。 

 ２０款繰越金は、前年度剰余金２億３,８７８万２,０００円の追加でございます。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 ２１款諸収入は、地域活性化支援事業助成金１００万円を追加しております。 

 ２２款市債は、各種事業費の計上及び増減に合わせての補正が主なものであり、合計で１億

３,６７０万円を減額しております。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。 

 なお、歳出につきましては、別途、参考資料をタブレットに掲載しておりますので、併せて御

参照ください。 
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 ２２ページをお願いいたします。 

 ２款総務費１項総務管理費でございますが、１目一般管理費は、７月豪雨被災地支援のための

旅費３２７万円など、職員派遣経費を追加しております。 

 ５目財産管理費は、集会施設の修繕料や上対馬庁舎の改修費用などを追加しております。 

 ７目企画費は、対馬市ＳＤＧｓ推進事業費として５４４万３,０００円の計上、対馬市３高校

文化・スポーツ指導者招聘事業支援業務委託料３１１万３,０００円の計上、ＣＡＴＶ設定業務

委託料９４０万７,０００円の追加でございます。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 住んでよし・訪れてよしのまちづくり応援事業補助金として、１,２００万円の追加、航空事

業者経営支援負担金３,８３０万円の計上、交通事業者事業継続等支援事業奨励金１,０００万円

の計上、飲料産業・６次産業化交付金１,２３２万円の計上が主なものでございます。 

 ２項徴税費は、税制改正などに係る電算システム改修委託料及び市税還付金の追加でございま

す。 

 ３項戸籍住民基本台帳費は、マイナンバー制度に係る電算システム改修及び個人番号カード事

務負担金の追加でございます。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 ３款民生費は、３項生活保護費における国費精算返還金７,４８５万６,０００円の計上が主な

ものでございます。 

 ４款衛生費は、１項保健衛生費１目保健衛生総務費における水道事業負担金１,８７６万

１,０００円の追加、２目予防費における新型コロナウイルス感染症予防のための消耗品費、テ

レビ会議システムの構築費用、備品購入費の計上が主なものでございます。 

 ２８ページをお願いいたします。 

 ６款農林水産業費でございますが、１項農業費は、３目農業振興費における農林業体験型施設

運営継続助成金３００万円の計上、有害鳥獣捕獲補助金７,５４０万円の追加が主なものでござ

います。 

 ３０ページをお願いいたします。 

 ２項林業費は、間伐等作業委託料１,８２９万２,０００円の減額、しいたけ生産活動継続支援

補助金１,３００万円の計上、有害鳥獣捕獲支援事業補助金１,２００万円の計上が主なものでご

ざいます。 

 ３項水産業費は、２目水産業振興費における賄材料費９６６万円、マグロ養殖出荷調整支援事

業費補助金３,２００万円の計上が主なものでございます。 

 ４目漁港建設費につきましては、漁港間の事業費の組替えが主な補正内容となっております。 
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 ３２ページをお願いいたします。 

 ７款商工費１項商工費は、３目観光費における歴史資産活用事業委託料１２０万円の計上、

（仮称）朝鮮通信使資料館整備工事費５９４万７,０００円の追加、サイクリングイベント実行

委員会補助金４１４万７,０００円の減額、しま旅滞在促進事業費負担金３,４９７万７,０００円

の計上が主なものでございます。 

 ８款土木費でございますが、２項道路橋りょう費は、次の３４ページをお願いいたします。

３目道路新設改良費における市道津柳女連線道路災害防除事業費１,００８万６,０００円の計上

が主なものでございます。 

 ４項港湾費は、２目港湾建設費における厳原港国際ターミナル建設事業費３,０５４万

６,０００円の計上が主なものでございます。 

 ３６ページからの１０款教育費でございますが、主な補正内容は、２項小学校費における修繕

料３８２万９,０００円、３８ページをお願いいたします。維持補修工事費５４１万７,０００円

及びその工事に係る設計監理委託料１０３万１,０００円の追加、３項中学校費における修繕料

３０７万７,０００円の追加、４項幼稚園費における維持補修工事費１８６万６,０００円の追加、

５項社会教育費１目社会教育総務費における対馬ギターフェスティバル開催事業委託料４５０万

円の計上、２目公民館費における維持補修工事費７３９万５,０００円の追加、４０ページをお

願いいたします。３目文化財保護費における対馬藩関連遺産群保存活用計画策定支援業務委託料

１,３２１万９,０００円の減、博物館建設事業の継続費年割額の変更などによる博物館費４億

３,４２７万９,０００円の減額でございます。 

 ４２ページをお願いいたします。 

 １１款災害復旧費でございますが、７月豪雨による被害施設の本復旧に係る経費が主な内容で

あり、１項農林水産施設災害復旧費に１億５,１２５万円、２項公共土木施設災害復旧費に２億

１１５万８,０００円を計上しております。 

 なお、４４ページから４７ページにかけまして、補正予算給与費明細書を添えてございますの

で、御参照方よろしくお願いいたします。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。１５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  実は危機管理のことで、この予算の金銭的な関連というのはご

ざいません。ただし、このことにつきまして昨日、一般の方々、そうではない立場の方から意見

がございまして、このことを議会の中で問うてほしいということがございました。 

 危機管理となれば総務部の所管でございます。そして、予算の執行については消防費の防災対
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策費を使うということで総務課長からお聴きしております。そういうふうなことで関連の関連で

申し訳ないんですが、特に台風第１０号、昨日、その前の日、９日の日から避難所に、市長の報

告の中に、５２か所に１,５００人が避難したと、近年まれな数字であると。ここでいろいろな

問題も生じて後に整理する必要があると、こういう報告をしてありますので、私はこのことにつ

きまして身体障害者の方から、このようなことを聞きました。 

 自分たちは、この一般の避難待機所に行くことができないというふうなことで、そういう惨め

な目に遭って、その夜は非常に怖い思いをしたと。これは付添いの方の御意見でございますが、

これは一体どういうことであろうかと。一般市民、そして身障者の立場として、きちんとした扱

いをしてほしいというような御意見でございました。私は身障者の皆様への対応については詳し

くは分かりません。 

 今朝、危機管理の担当者のほうへちょっと電話を入れました。本来はきちんとしたことで対応

せにゃならんというふうなことであるという言い方をされましたが、今回そういうふうな手続を

きちんとしておらないような話もされましたが、このことにおいて総務部長でも市長でも結構で

すが、一般の方々の待機所への誘導、避難の誘導、そして身体障害者の適用をどのように扱って

きたのか、今回どうなのか。本人は非常に悔しい思いであるというふうな意見ですから、この場

で一度ただしてくれんかということでございます。よろしくお願いします。 

○議長（小川 廣康君）  総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  大浦議員の質問にお答えいたします。 

 障害を持つお方の避難所の利用について、御本人が大変苦慮されているというようなお話でご

ざいました。その方の障害の程度等が把握できませんので詳細な答えになるかどうかは分かりま

せんが、一般論というか、うちの今の危機管理体制のことについて説明をさせていただこうと思

います。（「１級ということでございます」と呼ぶ者あり）はい。 

 総務の担当にも朝、電話をしたということでございますが、一定の手続がなされていないから

云々という話でございました。恐らく障害１級をお持ちの方であれば、障害関係のサービスを利

用できるはずでございますので、そのような災害が迫っているときは受入施設等にケアマネ等を

通じて調整をされれば、そういう対応が可能になるかもしれません。施設のキャパの問題もあり

ますので、全てが受け入れるかどうかは分かりませんけれど。 

 ただ、私どもとしてちょっと対応に苦慮している部分というのは、社会福祉協議会に委託をし

て要支援者名簿を整備・更新をさせていただいておりますが、個人情報等の関係でなかなかその

名簿登載を承諾いただけない、障害をお持ちだけれど、そういう名簿登載の理解・承諾を頂けな

い人なんかがいらっしゃるようでございますので、そういう人をどういうふうに避難所に誘導す

るかという非常に大きな問題がございますが、大浦議員の今のお話の方であれば、そのような



- 51 - 

サービスを利用していただくこともできるかと思います。 

 そして併せまして、市といたしましては、二次避難所として市内の老人福祉施設等と協定を結

んでおります。二次避難所でございますので一旦は一次避難所のほうに避難をしていただいて、

長期の避難になる場合にそういう場所ではなかなか避難所生活は難しいと、そういう場合は二次

避難所へ移すというような内容の協定はございますが、その線上の中では今、大浦議員がおっし

ゃった部分は即対応というのは非常に難しい件でもございますので、その辺りは関係施設等とも

う少し前向きな方向で検討をしていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  １級の内容もいろいろあろうかと思います。介護の方がおらに

ゃならんという、介護というのは通常の場合よりも重いということです。例えば、１級で体が不

自由でそんなに動けない中で、付添いと行けば一緒に一般の避難所に行くことが可能であれば、

その場合は部長、どうなんでしょうか。私が言うのは、本人もやはり行こうと思ってそういうよ

うな行為をしたけれども、どこかでそうではないよというふうなことがあったかもしれません。 

 だから、私が言いますように、それなら福祉のほうと事前に行く場所はきちんとした協定を結

んでおるから行けますよということであれば、それらの指導がなかったということで本人は落胆

しておるわけですよね。その辺は緊急時ですから、やっぱり人の面倒を瞬時に見ていかないかん。

言われなかったから知らなかったじゃなくて、やっぱりその辺をこの際よくよく、どういうふう

な対応がなされたかちゅうのは聞き直しましたが、そこまでは聴いておりません、何も。言うて

くれということやから言うただけであって。 

 それで、もう一回、部長、言いますが、付添いの方が介護じゃなくて、ちょっと足が不自由と

するでしょう。一緒に体育館のほうに行って、その一般客と同じどこか一部で退避するというこ

とは、これはできないのですか。私は、そんなことは問題ないと思うんですが。そういうことは

大事でしょうが、緊急性を要しているわけですから。それから、不自由であるけれども、付添い

がおればトイレも一緒に連れていくとかいうことであれば一般の施設でもいいんじゃないですか。 

 ところが例えば、おむつをせにゃならんとか、非常に病気がちであったという重体な方でその

責任は取れんと、これはよく分かりますよ。だから、福祉のほうのルートに結びつけてくれんか

という言い方ですから、それもよう分かりますが、その誘導がなかったんでしょうね。ないから

結局は簡単に言えば、人権の無視じゃないかという言い方に、極端に言えばなりますから。これ

は今からでも遅くないですから、きちんとしましょうや。 

 だから、その辺は受け入れをやっぱりしてやらないかんですよ、即。これがなかったという感

じで非常に残念がっておりましたので、対応についてはチェックをせん限り、ここでやり取りし
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てもできませんが、その重体な方であれば福祉施設の協定書の中で、そこに退避する、これは可

能。軽ければ、付添いがおってトイレも一緒に行ける方であれば一般の施設に、例えば体育館に

連れていくということも可能であると思うんですが、いかがですか。それさえ聞ければ私はいい

と思います。 

○議長（小川 廣康君）  総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  ただいまの大浦議員の質問にお答えいたします。 

 介助者が同行すれば通常の避難所でも利用可能ではないかという質問でございますが、それは

お見込みのとおり、可能でございます。ただ、施設によって今、体育館という例を挙げられまし

た。体育館であれば、その進入というか、室内まで入っていただく方法というのは容易にできる

と思いますが、施設によっては避難所が２階にあるとかそういう場合もございますので、それは

個々に対応することになろうかと思いますので御理解いただきたいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  ほかにありませんか。３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  ４款１項２目の新型コロナウイルス感染症対策事業の車両整備分

ですけれど、この説明によりますと軽症者の搬送用に６台の乗用車を買うということが予算要求

されて１,９９１万９,０００円上がっております。 

 まず、確認したいのは、この説明によりますと、病院以外の療養施設までの搬送を行う車を買

いますという説明ですが、この療養施設とは何を指しておるのかと。それと６台ということです

ので、その配置先なり、それを運転管理する部署はどうなるのか。 

 それで、単純にいきますと、これは３３０万円ぐらい１台するわけですけれども、その特殊な

車両なのかどうか。コロナ以外の利用も考えられるかどうかという含みは持たせながらの今の

３点の疑問を抱えておりますので、よろしく説明ください。 

○議長（小川 廣康君）  総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  長郷議員の質問にお答えいたします。 

 まず、療養施設とは何を指しているのかということでございますが、ニュースとかテレビ報道

でもう既に御承知のことかと思いますが、病院内での治療ができなくなった場合というか、病院

のベッドが満床になった場合、軽症者・無症状者については、近隣の宿泊施設であるとか、そう

いうところに他の自治体も療養施設という形で設けておりますので、軽症者・無症状者を中心に

そのような事態が発生した折には搬送用として使用したいと。 

 配備先はどのようにということですが、６台ということで、こういうことがあってはならない

というふうに考えてはおりますが、南北に長いこの対馬の地形で仮に感染者が、言うならパンデ

ミックといいますか、そういう状況になったときに至るところから医療施設なり、ここに書いて

ある病院以外の療養施設に搬送しなければならないという事態が起こったときに、その地区地区
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から出動できるような態勢でということで６台を考えております。 

 内容、その車両の仕様につきましては、既に一部のメーカー等が通常の乗用車等に陰圧装置、

そういう部分を装備して一部の保健所に寄贈したりして、それを活用されてということでござい

ますので、イメージ的にはそのように考えております。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  配備に６台とあるんですけれども、使うことがないように願うば

かりなんですけれど。だからといって６台って、いささかという気もします。 

 それで、その最後の説明がちょっと分かりませんが、ほかの自治体では保健所等に寄贈されて

いますよと、そのように考えていますという、ちょっと濁したような説明になってしまったんで

すが、まともに取れば対馬の保健所に６台やりますよちゅう捉え方をされるので、そうじゃない

でしょう。対馬は縦に長いから、だから極端にもう私の勝手な想像ですけれども、各センターに

置くとか、消防署のどこか一角に置くとか、そういった技術的なものがあろうかと思いますので

単には言えませんけれども、６台ということを考えるとかなりの管理が伴うわけですよね。それ

をこのコロナ専用だけで使うということでは、少し考える必要があると思ったものですから、お

尋ねをしているところなんです。 

 もう一つは、宿泊施設とおっしゃったけれど、対馬市は宿泊施設と契約をされているなら、そ

ういう表現になるでしょう。いきなり、出たからお願いしますという話ではないと。それで、軽

症者は分かるけれど、無症状者も対象になるという説明だったけれど、普通は無症状者をこうい

う公的車両で運ぶ、無症状であるかどうかの確認がどこで取れるのかという、今の医療機関の態

勢からすると無症状であるかどうかの確認は取りにくいんじゃないかと考えるものですから、ち

ょっと疑義に感じているところです。改めて、その宿泊施設の契約と無症状者の取扱い。配置先

はいいです。その２つについてお聴かせください。 

○議長（小川 廣康君）  総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  療養施設の契約のお話でございますが、療養施設の準備は長崎県の

ほうで対応するということになっておりますので、準備はできているというふうに、その態勢は

取れているというふうに伺っております。（「無症状者」と呼ぶ者あり） 

 説明がちょっと足りませんでしたが、当然、無症状者の判断という部分は医療機関での診断を

受けた後での結果でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  中身は聞かせていただきましたので、ここで止めておきますが。

一般質問でもさせてもらいますので、そこら辺の準備はよろしく、前もって通告させていただき

ます。終わります。 
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○議長（小川 廣康君）  ほかにありませんか。５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  １点だけお尋ねします。 

 これは、しまづくりのほうの担当になっていると思いますが、対馬３高校の文化・スポーツ指

導者招聘事業というのが計画を立てて動き出しているようでございますが、これは次年度、令和

３年度の入学者を対象にして動き出しているのか。それとも、まだ準備段階でどの年度から適用

できるのか分からないのか、その辺りをお答えください。 

○議長（小川 廣康君）  しまづくり推進部長、武末祥人君。 

○しまづくり推進部長（武末 祥人君）  小島議員の質問にお答えします。 

 ３高校の文化・スポーツ指導者の招聘事業です。こちらはただいま業務の内容を委託しまして、

全国いろんな事例があるかと思います。その雇用形態とか、対馬での雇用形態の整備、人材の募

集等の手続、そういったものの整備をということで今回は考えておりますので、来年からすぐに

できるかどうかというのは、はっきりとここでは言えないと思います。学校からも、どういった

ものが必要かといった希望も今取っております。そういった中で人材もあれば、すぐ来年からで

きるでしょうし、難しい面もあるかと思います。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  大変新しい試みで、これは市長の２期目の公約等にもあった中か

らの事業化だろうと思うんですが、今からこういう委託料等が組まれていますので、いろんなシ

ステムを考えたりするわけでしょうから。 

 中学３年生の進路の決定とか、そういうことからいくと次年度、令和３年度の入学者はもう間

に合わないのか、あるいは間に合うのか。それによってこどもたちの進路決定の条件が違ってく

るように思うんですが、その辺りは教育委員会、学校現場との連携等は必要になってくるんです

けれど。その辺りを中学生の運動部、スポーツ関係で限って言えば、いわゆる特待生の声かけと

か、これは多分１０月１日からの解禁になっていたと思います。そういう中で、次年度に間に合

うのか間に合わないのか、それだけをちょっと尋ねたかったんです。 

○議長（小川 廣康君）  しまづくり推進部長、武末祥人君。 

○しまづくり推進部長（武末 祥人君）  次年度となりますと、なかなか人的にも難しいかと思っ

ています。今からコンサルに委託をしまして、いろんな結果が出るのが年度末で、この人材につ

きましては、次年度から配置できるかもしれませんけれども、募集に関してはこの人が来ますと

いうのは、まず今の段階では無理なのかなと考えております。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 
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○議員（５番 小島 德重君）  先ほど申したように、これはやっぱり教育委員会あるいは中学校

関係との連携が十分必要ですし、また高校３校の連携も多分必要になってくるんだろうと思いま

すので、現場と教育委員会と連携を十分取っていただいて、よりよく機能できるような予算化、

事業化をしていただきたいということで要望しておきます。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 本件は、配付しております議案審査付託表のとおり、各常任委員会に付託をいたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３０．議案第６３号 

日程第３１．議案第６４号 

○議長（小川 廣康君）  日程第３０、議案第６３号、令和２年度対馬市診療所特別会計補正予算

（第２号）及び日程第３１、議案第６４号、令和２年度対馬市水道事業会計補正予算（第１号）

の２件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。健康づくり推進部長、松井惠夫君。 

○健康づくり推進部長（松井 惠夫君）  ただいま一括議題となりました議案のうち、議案第

６３号、令和２年度対馬市診療所特別会計補正予算（第２号）につきまして、その提案理由を御

説明いたします。 

 今回の補正予算は、三根診療所の消防設備改修、本年４月から直営となりました佐賀診療所の

施設改修が主なものでございます。 

 予算書の３ページをお願いいたします。 

 令和２年度対馬市診療所特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによることを規定

し、第１条第１項歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２４３万

１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億６,０２６万９,０００円と

するものでございます。 

 第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、４ページから５ページにかけての「第１表歳入歳出予算補正」によるとするものでご

ざいます。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容につきまして御説明申し上げます。 

 まず、歳入でございますが、予算書は１０ページをお願いいたします。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金は、一般会計からの繰入金を１５８万４,０００円追加、５款繰
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越金は、前年度繰越金を８４万７,０００円追加しております。 

 次に、歳出について御説明させていただきます。 

 １２ページをお願いいたします。 

 １款総務費１項施設管理費１目一般管理費１１節需用費に、診療所の施設修繕料として

２４３万１,０００円を追加しております。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し

上げます。 

○議長（小川 廣康君）  水道局長、立花大功君。 

○水道局長（立花 大功君）  ただいま一括議題となりました議案のうち、議案第６４号、令和

２年度対馬市水道事業会計補正予算（第１号）につきましては、水道局所管でございますので、

提案理由とその内容について御説明申し上げます。 

 今回の補正は、資本的収入で一般会計負担金と水道施設移設補償金の追加及び資本的支出で建

設改良費の追加によるものでございます。 

 補正予算書３ページをお願いいたします。 

 第１条で、令和２年度対馬市水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによると

するものとし、第２条で、令和２年度対馬市水道事業会計予算第４条本文括弧書き、「資本的収

入額が資本的支出額に対し不足する額３億５,７５３万１,０００円は、当年度分消費税資本的収

支調整額２,３９８万円、当年度分損益勘定留保資金２億１,３７９万２,０００円、減債積立金

３,３５７万円、建設改良積立金８,６１８万９,０００円で補填するものとする。」に改め、

１款資本的収入３項負担金を１,８７６万１,０００円追加し、４項補償金１,２６０万円を追加

し、資本的収入の総額を３億１,４３８万６,０００円とするものでございます。また、１款資本

的支出１項建設改良費２,６４２万５,０００円を追加し、資本的支出の総額を６億７,１９１万

７,０００円とするものでございます。 

 第３条で、予算第９条第４号中「９,９０２万５,０００円」を「１億１,７７８万６,０００円」

に改めるとするものでございます。 

 それでは、補正の内容について御説明申し上げます。 

 ６ページ、７ページをお願いいたします。 

 １款資本的収入３項負担金１目他会計負担金の補正は、一般会計負担金１,８７６万１,０００円

の追加で、水道管の布設替え等に対する建設改良費負担金でございます。４項補償金１目補償金

１,２６０万円の追加で、県道及び市道の道路改良等に伴う水道施設移転補償金でございます。 

 次に、１款資本的支出１項建設改良費２目施設整備費の補正は、美津島町管内などの安定的な

水の供給を確保するため、地下水源調査委託料の計上と水道管の布設替え工事及び補償工事とし
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て２,６４２万５,０００円を追加するものでございます。 

 以上で、議案第６４号、対馬市水道事業会計補正予算（第１号）の説明を終わります。御審議

の上、御決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。まず、健康づくり推進部関係の議案第６３号について質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  次に、水道局関係の議案第６４号について質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま一括議題としております２件は、委員会への付託を省略したいと思い

ますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。 

 ２件は、委員会への付託を省略することに決定をいたしました。 

 これから、各案ごとに討論、採決を行います。 

 議案第６３号、令和２年度対馬市診療所特別会計補正予算（第２号）について討論はありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６４号、令和２年度対馬市水道事業会計補正予算（第１号）について討論はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。 

 本件は原案のとおり可決されました。 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３２．議案第６５号 

日程第３３．議案第６６号 

日程第３４．議案第６７号 

日程第３５．議案第６８号 

日程第３６．議案第６９号 

日程第３７．議案第７０号 

日程第３８．議案第７１号 

日程第３９．議案第７２号 

日程第４０．議案第７４号 

○議長（小川 廣康君）  日程第３２、議案第６５号、対馬市地域審議会の設置に関する条例を廃

止する条例から、日程第４０、議案第７４号、対馬市水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例までの９件を一括議題とします。提案理由の説明を求めます。しまづくり推進部長、

武末祥人君。 

○しまづくり推進部長（武末 祥人君）  ただいま一括議題となりました議案のうち、議案第

６５号、対馬市地域審議会の設置に関する条例を廃止する条例は、しまづくり推進部所管の議案

でございますので、その提案理由について御説明申し上げます。 

 議案書４７ページをお願いします。 

 地域審議会でございますが、市町村の合併の特例に関する法律第２２条で、合併関係市町村の

協議により期間を定めて合併市町村に合併関係市町村の区域であった区域ごとに地域審議会を置

くこととされており、対馬市では設置期間を１０年間と定めておりましたので、合併から平成

２５年まで旧６町に地域審議会を設置し、毎年２回の地域審議会を開催してまいりました。 

 法定設置期間１０年が経過した後の平成２６年度からは市民基本条例に基づき、上・中・下の

３地区に地域審議会を設置し、その設置期間を令和２年３月３１日までの６年間としていたとこ

ろであり、その期間が満了しましたので本条例を廃止するものでございます。なお、地域審議会

に代わる市民からの意見を聴取する場といたしまして、新たにしまのみらいづくり懇話会を設置

することといたしております。 

 以上、簡単でございますが、提案理由の説明を終わります。御審議の上、御決定賜りますよう

よろしくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  福祉保険部長、古里正人君。 

○福祉保険部長（古里 正人君）  ただいま一括議題となりました議案第６６号から議案第６９号

までの議案につきましては、福祉保険部所管の議案でございますので、その提案理由と内容につ
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きまして御説明申し上げます。 

 まず、議案第６６号、対馬市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例につきましては、新旧対照表の２ページから４ページを御覧願います。 

 本条例は、本市において家庭的保育事業を実施する上で、設備及び運営に関する基準を定めた

条例でございますが、今回の改正は厚生労働省令の一部を改正する省令に基づき所要の改正を行

うものでございます。 

 その主なものは、家庭的保育事業者等による卒業後の受皿の提供を行う連携施設の確保に関連

した改正と、居宅訪問型保育事業者が保育を提供できる対象に関する基準について、その一部を

改正するものでございます。なお、附則において施行日を公布の日からといたしております。 

 続きまして、議案第６７号、対馬市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例につきまして御説明申し上げます。 

 新旧対照表の５ページを御覧願います。 

 この条例は、本市において放課後児童健全育成事業を実施する上で、設備及び運営に関する基

準を定めた条例でございますが、今回の改正は、厚生労働省令の一部を改正する省令に基づき、

放課後児童支援員となるために必要な研修の実施者に係る範囲を拡充するため、所要の改正を行

うものでございます。なお、附則において施行日を公布の日からといたしております。 

 次に、議案第６８号、対馬市子どものための教育・保育に関する利用者負担額を定める条例の

一部を改正する条例につきまして御説明申し上げます。 

 新旧対照表の６ページを御覧願います。 

 提案理由でございますが、本条例は、保育所の施設などの利用に伴う利用者負担額について必

要な事項を定めた条例でございますが、今回の改正は、子ども・子育て支援法の一部を改正する

法律の施行に伴い、関係する用語を整理するため、所要の改正を行うものでございます。なお、

附則において施行日を公布の日からといたしております。 

 最後に、議案第６９号、対馬市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例につきまして御説明申し上げます。 

 新旧対照表の７ページから４４ページを御覧願います。 

 本条例は、本市において特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業を運営する上での基準を

定めた条例でございますが、今回の改正は、その基準の一部を改正する内閣府令の公布に基づき、

所要の改正を行うものでございます。 

 その主なものは、条文中の「支給認定」を「教育・保育給付認定」に改める用語の整理が主な

ものでございます。 

 また、その他の改正といたしましては、特定教育・保育施設の運営に関する基準に係る１３条
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の利用者負担額などの受領について、特定地域型保育事業者の運営に関する基準に係る４２条の

特定教育・保育施設などとの連携について、４３条の利用者負担額などの受領について、５１条

の特別利用地域型保育の基準について、５２条の特定利用地域型保育の基準について、それぞれ

所要の改正を行うものでございます。また、附則において３条を削り、４条以下を１条ずつ繰り

上げ、施行日を公布の日からといたしております。 

 以上、議案第６６号から議案第６９号までの提案理由の説明とさせていただきます。御審議の

上、御決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  上対馬振興部長、森山忠昭君。 

○上対馬振興部長（森山 忠昭君）  ただいま一括議題となりました議案第７０号、対馬市農山村

公園等条例の一部を改正する条例について提案理由とその内容につきまして御説明いたします。 

 新旧対照表の４５ページをお願いいたします。 

 今回の改正内容は、農山村公園等条例により地域住民の触れ合いと交流の場として整備してお

りました、ふるさと農村広場の敷地が中心市街地に近く、県道に面していることから、消防、救

命活動の利便性に優れている適地として、消防署北部支署、上対馬出張所の庁舎移転先に選定さ

れ、その庁舎を建設するに当たり、ふるさと農村広場の用途を廃止する必要がありますので、今

回、条例より削除するものでございます。 

 以上、簡単ではございますが、提案理由の説明とさせていただきます。御審議の上、御決定賜

りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  観光交流商工部長、二宮照幸君。 

○観光交流商工部長（二宮 照幸君）  ただいま一括議題となりました議案第７１号及び議案第

７２号は、観光交流商工部所管の議案でありますので、その提案理由と内容につきまして御説明

申し上げます。 

 まず初めに、議案第７１号、金融機関の合併に伴う関係条例の整理に関する条例につきまして

は、新旧対照表４６ページ、４７ページを御覧願います。 

 今回の改正内容は、株式会社十八銀行及び株式会社親和銀行が令和２年１０月１日に合併する

ことに伴い、対馬市中小企業振興資金融資条例及び対馬市中小企業創業資金融資条例にあります

金融機関名を合併後の金融機関名に改めるものでございます。 

 第１条では、対馬市中小企業振興資金融資条例第２条第１項中、「株式会社十八銀行支店及び

株式会社親和銀行支店」とあるものを「株式会社十八親和銀行」に改め、第２条では、対馬市中

小企業創業資金融資条例第２条第１項中、「株式会社十八銀行支店及び株式会社親和銀行支店」

とあるものを「株式会社十八親和銀行」に改めるものでございます。なお、附則で施行期日を令

和２年１０月１日からといたしております。 
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 次に、議案第７２号、対馬市公園等設置条例の一部を改正する条例につきましては、新旧対照

表４８、４９ページを御覧願います。 

 今回の改正は、美津島町大山５８４番地１に位置するあそうベイパークのパットゴルフ場を廃

止するため、同条例別表第２の、あそうベイパークの部、「パットゴルフ場９ホール」の項を削

除しようとするものでございます。 

 本施設は、平成６年に整備され、供用開始から２６年が経過しており、老朽化に加え、ここ数

年利用者がほとんどいないことから廃止をしようとするものでございます。なお、廃止後は、対

州馬の放牧場として利用する予定でございます。なお、附則で、施行期日を公布の日からといた

しております。 

 以上、簡単でございますが議案第７１号及び議案第７２号の提案理由の説明とさせていただき

ます。御審議の上、御決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  水道局長、立花大功君。 

○水道局長（立花 大功君）  ただいま一括議題となりました議案のうち、議案第７４号、対馬市

水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例につきましては、水道局所管でございます

ので、提案理由とその内容について御説明申し上げます。 

 議案書８１ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、地方公営企業法の改正により、条例の定めがない限り資本的収支不足額の補痾

財源として使用された積立金は、未処分利益剰余金に振り替えられることとなっており、現状で

は現金の裏付けがない未処分利益剰余金が生じることとなります。よって、減債積立金及び建設

改良積立金を使用した場合においては、資本金に組み入れることを条例で定め、実際の現金とし

ての未処分利益剰余金の額を明確にするため、第５条に第４項を追加するものでございます。 

 新旧対照表は５８ページを御参照ください。なお、附則で施行は公布の日からとしております。 

 以上、簡単ではございますが、議案第７４号の説明を終わります。御審議の上、御決定賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。これから質疑を行います。 

 まず、議案第６５号について質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  次に、議案第６６号から議案第６９号までの福祉保険部関係条例の４件

について質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  次に、議案第７０号について質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（小川 廣康君）  次に、議案第７１号及び議案第７２号の観光交流商工部関係条例２件に

ついて質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  次に、議案第７４号について質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま一括議題としております９件は、委員会への付託を省略したいと思い

ますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。９件は、委員会への付託を省略することに決定を

いたしました。 

 これから９件について各案ごとに討論、採決を行います。 

 まず、議案第６５号対馬市地域審議会の設置に関する条例を廃止する条例について討論はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６６号、対馬市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６７号、対馬市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 
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 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６８号、対馬市子どものための教育・保育に関する利用者負担額を定める条例の

一部を改正する条例について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６９号、対馬市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７０号、対馬市農山村公園等条例の一部を改正する条例について討論はありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７１号、金融機関の合併に伴う関係条例の整理に関する条例について討論はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 
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 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７２号、対馬市公園等設置条例の一部を改正する条例について討論はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７４号、対馬市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について討

論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。時間が押し迫っておりますので、３時２０分からといたします。 

午後３時07分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後３時19分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４１．議案第７３号 

○議長（小川 廣康君）  日程第４１、議案第７３号、対馬市立博物館条例を議題とします。提案

理由の説明を求めます。観光交流商工部長、二宮照幸君。 

○観光交流商工部長（二宮 照幸君）  ただいま議題となりました議案第７３号、対馬市立博物館

条例につきまして、提案理由とその内容について御説明申し上げます。 

 議案集の７１から７９ページ、新旧対照表は５０から５７ページを御覧ください。また、参考
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資料２の２から４３ページに、同条例施行規則及び関係様式を添付しております。 

 現行の対馬市立博物館設置条例では、対馬市立博物館の名称及び位置、実施する事業に関する

規定を定めていましたが、施設の管理運営等に係る規定を追加して定めるため、「対馬市立博物

館設置条例」の全部を「対馬市立博物館条例」に改めるものでございます。 

 条例の主な内容といたしましては、第１条では本条例制定の趣旨を規定し、第２条では本施設

の設置目的、名称、所在地について規定しており、対馬博物館を本館とし、厳原町国分１４３０番

地に建設予定の対馬朝鮮通信使歴史館を分館とすることを規定しております。第３条で本施設で

実施する事業について、第４条から第５条で配置する職員及び職務等について、第６条で観覧料

について、第７条から第１１条で施設及び設備の使用に関する事項について、第１２条から第

１３条で資料等に対する特別な利用に関する事項について、第１５条及び第１６条で観覧料等の

還付及び減免について、第１７条及び第１８条で損害賠償等について、第１９条で使用及び特別

利用時における職員の立入りについて、第２０条で委任に関する事項を定めています。 

 なお、附則で、施行期日を公布の日からといたしております。 

 また、参考資料２の２ページ以降に、施行規則を掲載しております。施行規則では、博物館の

開館時間を午前９時半から午後５時までとし、休館日を毎週木曜日及び年末年始の１２月２８日

から翌年の１月３日とすること、そのほか施設設備の使用時における申請方法及び遵守事項、観

覧料等の徴収や還付、減免の方法、資料の寄贈、寄託、使用方法について定めております。 

 以上、簡単でございますが議案第７３号の提案理由の説明とさせていただきます。御審議の上、

御決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  １点だけお尋ねします。 

 第１５条の減免についてですけども、市長が特別の理由があると認める場合は、その全額また

は一部を減免というふうに読み取ったんですけども、これはどういう場合を指しているのか、ち

ょっと御説明をいただきたいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  観光交流商工部長、二宮照幸君。 

○観光交流商工部長（二宮 照幸君）  ただいまの小島議員の御質問にお答えいたします。 

 第１５条の観覧料等の還付ということで、ここのただし書の、「市長が特別の理由がある」と

きという、どういう場合が想定されるかという御質問だと思いますけれども。ここは、観覧料等

の減額あるいは免除という規定は、施行規則のほうにもうたっておりますけれども、いろいろな

場合が想定をされると思いますので、規則等で定めていて、それでまだできないケースも出てく

るんじゃないかなと思うんですけれども。そういう場合に、必要に応じて市長が判断できるもの
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として、こういうただし書の規定を記載をさせていただいております。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  博物館の学習教育的な機能という面から考えて、小中学生あるい

は高校生の観覧といいますか学習、授業の場合等、個人で行く場合はいわゆる料金は取るケース

は多いと思うんですが、学校とかあるいは社会教育団体等で集団で学習する場合とかは、普通、

一般的に減免というのが取られていると思うんですが、そういう意味合いですかね。 

○議長（小川 廣康君）  観光交流商工部長、二宮照幸君。 

○観光交流商工部長（二宮 照幸君）  ただいまの小島議員の御質問にお答えいたします。 

 施行規則の第１６条は、今、御確認できますか。タブレットのほうで。参考資料の２のほうに

（「参考資料のほう、どこですか。何ページ」と呼ぶ者あり）２のほうになりますけれども。 

 施行規則の第１６条のほうに観覧料の減免ということで規定をさせていただいております。こ

ちらで、条例で定めている観覧料に対し、対馬市民の方は１１０円減額をしますと。そして、さ

らに小中学生、高校生等につきましては学校教育法等で、学校授業等で博物館にお見えになると

きは全額免除しますよと、そういう規定をこの第１６条のほうに設けておりますので、島内の授

業等で博物館を利用されるときは、言い換えれば、ただになりますよということでございます。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  ありがとうございました。いや、そのあたりがちょっと説明だけ

で読み取れなかったもんだから、確認をさせていただいたわけです。 

 小中学生がということですが、高校生は減免の対象にはならないという解釈なんですかね。 

○議長（小川 廣康君）  観光交流商工部長、二宮照幸君。 

○観光交流商工部長（二宮 照幸君）  高校生のほうも入っております。 

○議長（小川 廣康君）  いいですか。５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  小中学生じゃなくて、高校生も学校の教育活動、学習活動として

の場合は減免というふうによろしいんですね。分かりました。ありがとうございました。 

○議長（小川 廣康君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 本件は、配付しております議案審査付託表のとおり産業建設常任委員会に付託をいたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４２．議案第７５号 

○議長（小川 廣康君）  日程第４２、議案第７５号、対馬市犯罪被害者等支援条例を議題としま



- 67 - 

す。提案理由の説明を求めます。総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  ただいま議題となりました議案第７５号、対馬市犯罪被害者等支援

条例について、その提案理由を御説明申し上げます。 

 議案書８３ページをお願いいたします。 

 本条例は、犯罪被害者に対する市及び市民の責務などを明らかにし、被害者とその家族らが受

けた被害の早期回復や生活の再建を図るとともに、被害者等に対する問題を社会全体で支援し、

誰もが安心して暮らすことができる社会の実現に寄与することを目的としております。 

 条例の内容について御説明を申し上げます。 

 第１条で目的を明らかにし、第２条でこの条例における用語の定義を定めております。第３条

では市の責務について、第４条で市民の責務を、第５条で、犯罪被害者等が受けた被害による経

済的負担の軽減のため見舞金の支給について規定をし、第６条で福祉サービスなど日常生活の支

援、第７条で居住の安定、第８条では、市民の理解増進のための広報及び啓発について、第９条

は、犯罪被害者等の支援の対象外となる場合について規定をしております。第１０条では、条例

で定めるもののほか、施行に関し必要な事項は、市長が規則で定めることができる旨を規定して

おります。 

 なお、附則で、施行日を公布の日からとしております。 

 また、条例第１０条で委任をしております規則において、遺族見舞金の額３０万円、重傷病見

舞金の額１０万円を定め、そのほか支給対象者、申請手続の方法などを規定をしております。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 本件は、配付しております議案審査付託表のとおり総務文教常任委員会に付託をいたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４３．議案第７６号 

○議長（小川 廣康君）  日程第４３、議案第７６号、辺地に係る公共的施設の総合的な整備計画

についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。しまづくり推進部長、武末祥人君。 

○しまづくり推進部長（武末 祥人君）  ただいま議題となりました議案第７６号、辺地に係る公

共的施設の総合的な整備計画は、しまづくり推進部の所管でございますので、その提案理由と内

容について御説明申し上げます。 

 議案書８７ページをお願いいたします。 
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 本件は、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第

１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 今回提案しております１１辺地のうち新規計画が、厳原町下原辺地、峰町佐賀辺地、上県町伊

奈辺地、上対馬町豊辺地の４辺地で、変更計画が、厳原町厳原辺地、美津島町盒知辺地、今里辺

地、賀谷辺地、豊玉町横浦辺地、塩浜辺地、上県町佐須奈辺地の７辺地でございます。 

 それでは、各辺地の事業内容を、新規計画から順に御説明いたします。 

 ８８ページ、総合整備計画書（案）を御覧ください。 

 まず、下原辺地でございますが、林道シワカウ線開設後の時間経過に伴い、橋梁の劣化が進み、

疼離による鉄筋露出が発生し、車両の安全通行が確保できないおそれがあるため、橋梁の補修工

事を行い、通行者の安全を確保する計画でございます。 

 次に、８９ページ、佐賀辺地でございますが、平成１４年度に導入した高規格救急自動車が老

朽化しており、市民の生命、身体を守るための救急業務の安全及び機能の低下が懸念されること

から、新たに車両を購入する計画でございます。 

 次に、９０ページ、伊奈辺地でございますが、市道仁田志多留線は、上県町樫滝を起点に一級

市道中山線と連携して上県町佐護に至る道路で、上県町内の一般国道３８２号を補完する唯一の

幹線道路でありますが、現道は沿岸部を通る路線で、荒天時や台風時には護岸からの越波により

道路が通行できないため、本路線の整備により、車両通行の安全の確保を図る計画でございます。 

 次に、９１ページ、豊辺地でございますが、鰐浦園地の木柵及び通路が破損し危険なため、改

修工事を行うとともに、観光バスやレンタカーで慢性的な駐車場不足が発生しており、接触事故

等も多発していることから、新たな駐車場を整備し、利用者の利便性向上と安全性の確保を図る

計画でございます。 

 続きまして、変更計画について御説明いたします。 

 まず、９２ページ、厳原辺地でございますが、消防署に平成１１年度配備の消防ポンプ自動車

が、経年劣化により故障し、交換部品調達はおろか現行代替品での修理も不可能となっておりま

す。本地区は道路狭隘な住宅密集地域が多く、現有の中型車以上での消防車両では災害地域へ進

入ができないため、車両を更新し、市民の生命、身体及び財産を守るために計画を追加しており

ます。 

 次に、９３ページ、盒知辺地でございますが、林道専用道盒知焼松線開設事業の令和２年度分

の設計を行ったところ、当初の計画より工事延長が伸びたことによる事業費の変更でございます。 

 次に、９４ページ、今里辺地でございますが、消防団拠点施設建設事業において設計を行った

ところ、当初に見込んでいたものより本工事費が増えたため、事業費の変更を行うものでござい

ます。 
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 次に、９５ページ、賀谷辺地でございますが、林道専用道賀谷塩浜線開設事業の令和２年度分

の設計を行ったところ、当初の計画より工事延長が伸びたことによる事業費の変更でございます。

こちらは、次ページ、横浦辺地、その次のページ、塩浜辺地も同様の理由で変更いたしておりま

す。 

 最後に９８ページ、佐須奈辺地でございますが、平成７年度に導入した危険物施設、車両及び

船舶火災等の特殊災害対応の化学付消防ポンプ自動車が老朽化しているため、車両を更新し、消

防機動力の向上を図る計画を追加しております。 

 以上で、議案第７６号の提案理由の説明を終わります。御審議の上、御決定賜りますようよろ

しくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は委員会への付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は委員会への付託を省略することに決定いた

しました。 

 これから議案第７６号、辺地に係る公共的施設の総合的な整備計画について、討論、採決を行

います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４４．議案第７７号 

日程第４５．議案第７８号 

○議長（小川 廣康君）  日程第４４、議案第７７号、あらたに生じた土地の確認及び字の区域の

変更について（今里地区）及び日程第４５、議案第７８号、あらたに生じた土地の確認及び字の

区域の変更について（樫滝地区）の２件を一括議題とします。提案理由の説明を求めます。農林

水産部長、佐々木雅仁君。 
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○農林水産部長（佐々木雅仁君）  ただいま一括議題となりました議案第７７号、あらたに生じた

土地の確認及び字の区域の変更について（今里地区）の提案理由とその内容について御説明申し

上げます。 

 議案書の９９ページをお願いいたします。 

 本議案は、地方自治法第９条の５第１項の規定により新たに生じた土地を確認し、同法第

２６０条第１項の規定により字の区域を変更するため、議会の議決をお願いするものでございま

す。 

 本件は、旧美津島町が事業主体で施工しました西海漁港整備事業に伴い、漁港施設用地として

公有水面の埋立てを行ったもので、この土地が新たに生じた土地であることを確認するとともに、

この区域を美津島町今里字在家に編入しようとするものでございます。 

 土地の位置につきましては、議案書１０１ページの位置図に青色で表示している部分でござい

ます。また、議案書１０２ページと１０３ページの、字図及び求積平面図に着色表示している部

分で、美津島町今里字在家２９１の７、２９１の１３、２９４の１から２９４の３まで及び

２９５の１地先で、面積が６,８９７.９６平方メートルの土地でございます。 

 以上、簡単でございますが議案第７７号の説明を終わります。御審議の上、御決定賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  上対馬振興部長、森山忠昭君。 

○上対馬振興部長（森山 忠昭君）  ただいま一括議題となりました議案第７８号、あらたに生じ

た土地の確認及び字の区域の変更について（樫滝地区）の提案理由とその内容につきまして御説

明いたします。 

 議案書１０５ページをお願いいたします。 

 議案第７８号、あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について（樫滝地区）でござい

ますが、本議案は、地方自治法第９条の５第１項の規定により新たに生じた土地を確認し、同法

第２６０条第１項の規定により字の区域を変更するため、議会の議決をお願いするものでござい

ます。 

 本件は、旧上県町が事業主体で施工しました上県総合運動公園整備事業に伴い、運動公園用地

として公有水面の埋立てを行ったもので、この土地が新たに生じた土地であることを確認すると

ともに、その区域を上県町樫滝字汐壺、同字段山、同字シカノヲサキに編入しようとするもので

ございます。 

 土地の位置につきましては、議案書１０９ページと１１０ページの、字図及び求積平面図に着

色表示している部分で、上県町樫滝字汐壺６８８、６８９、６９９の４、７０１の４、７１０の

３から７１０の６まで、７１０の８、７１１の２地先並びに７０１の４及び７１１の２に隣接す
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る道路地先並びに字段山７２８の３２、７２８の３４、７２８の５９及び６５９＋７１２＋

７２８の１＋７２８の２＋７２８の５＋７２８の６＋７２８の９から７２８の１２まで＋

７２８の２１から７２８の２５まで＋７２８の第２＋７２８の第３＋７２８のイから７２８のハ

まで＋７２８のホ＋７２８のヘ第１から７２８ヘ第４まで＋７２８のト＋７２８のチ第１＋

７２８のチ第２＋７２８のリ＋７３５＋７３６のイ＋７３６のロ＋７３７の１＋７３７の２＋

７４１の１＋７４１の２＋７４３の４から７４３の７まで＋７４３の９＋７４３のニ＋道路地先

並びに字シカノヲサキ７１６及び１１１６地先で、面積が４万６,５４１.３９平方メートルの土

地でございます。 

 なお、「＋」表記は国土調査において筆界未定地となっているところでございます。 

 以上、簡単でございますが提案理由の説明とさせていただきます。御審議の上、御決定賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから２件に対する一括質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま一括議題としております２件は委員会への付託を省略したいと思いま

すが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。２件は委員会への付託を省略することに決定いた

しました。 

 これから、２件について一括して討論、採決を行います。 

 議案第７７号、あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について（今里地区）及び議案

第７８号、あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について（樫滝地区）の２件について

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 ２件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。２件は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４６．議案第７９号 

○議長（小川 廣康君）  日程第４６、議案第７９号、財産取得契約の締結についてを議題としま
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す。提案理由の説明を求めます。消防長、主藤庄司君。 

○消防長（主藤 庄司君）  ただいま議題となりました議案第７９号は消防本部所管となりますの

で、その提案理由と内容を御説明いたします。 

 本議案は、財産の取得契約を締結いたしたく、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案書の１１１ページをお願いいたします。 

 参考資料を１１２ページに添付しておりますので、御参照願います。 

 本案は、本署に配備の消防ポンプ自動車の老朽化に伴い、最新の機器を搭載した同車両を更新

配備しようとするものでございます。 

 今回購入しようとする車両は、本署管内で発生する火災事案に対して機動力を有し、特に狭隘

な路地への進入を余儀なくされる火災現場において、効果的な運用ができる車両でございます。 

 入札につきましては、去る８月１１日に、１８者による指名競争入札を執行しましたところ、

１４者の辞退があり、参加４者による入札を実施した結果、福岡県福岡市博多区東那珂１丁目

１８番６号、株式会社ヤナセファイテック、代表取締役梁瀬義行氏が４,１８０万円で落札いた

しましたので、これに消費税相当額を加算した４,５９８万円で、同氏を相手方とした財産取得

仮契約を８月１２日に締結いたしております。 

 ここに本契約を締結いたしたく、議会の議決を求めるものでございます。 

 以上、大変簡単ではございますが提案理由とさせていただきます。御審議の上、御決定賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は委員会への付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は委員会への付託を省略することに決定いた

しました。 

 これから討論、採決を行います。 

 議案第７９号、財産取得契約の締結について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４７．諮問第３号 

○議長（小川 廣康君）  日程第４７、諮問第３号、人権擁護委員候補者の推薦についてを議題と

します。提案理由の説明を求めます。市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  ただいま議題となりました諮問第３号の人権擁護委員候補者の推薦につ

いて、その提案理由を御説明いたします。 

 今回、御提案いたします委員につきましては、現委員であります桟原馬佐敏氏の任期が本年

１２月３１日をもって満了となりますので、後任として主藤繁明氏を委員に推薦いたしたく、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の御意見をお願いするものであります。 

 主藤繁明氏は、厳原町にお住まいで、平成２５年２月に対馬市役所を退職されました。これま

での行政経験等を生かして、地域コミュニティーの衰退、世代間交流機会の減少等により、問題

を抱えている高齢者やこどもたちが取り残されない社会づくりの一端を担うべく、人権問題の解

消に熱意をお持ちです。 

 候補者は広く社会の実情に精通され、人格、見識ともに申し分なく、人権擁護委員としてふさ

わしい人材でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は委員会への付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は委員会への付託を省略することに決定いた

しました。 

 これから討論、採決を行います。 

 諮問第３号、人権擁護委員候補者の推薦について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は主藤繁明氏を適任とすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は主藤繁明氏を適任とすることに決定をいた
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しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４８．陳情第２号 

○議長（小川 廣康君）  日程第４８、陳情第２号、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方

財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出についてを議題とします。 

 本件は、配付の陳情文書表のとおり総務文教常任委員会に付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小川 廣康君）  以上で、本日の議事日程は全て終了しました。 

 明日は、午前１０時から厚生常任委員会の付託案件の審査を行います。 

 本日はこれで散会とします。お疲れさまでした。 

午後３時55分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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令和２年 第３回 対 馬 市 議 会 定 例 会 会 議 録（第７日） 
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議事日程（第２号） 

                       令和２年９月14日 午前10時00分開議 

    日程第１ 市政一般質問 

 

本日の会議に付した事件 

    日程第１ 市政一般質問 

 

出席議員（18名） 

１番 坂本 充弘君       ２番 伊原  徹君 

３番 長郷 泰二君       ４番 春田 新一君 

５番 小島 德重君       ６番 吉見 優子君 

８番 黒田 昭雄君       ９番 小田 昭人君 

10番 山本 輝昭君       11番 波田 政和君 

12番 小宮 教義君       13番 齋藤 久光君 

14番 初村 久藏君       15番 大浦 孝司君 

16番 大部 初幸君       17番 作元 義文君 

18番 上野洋次郎君       19番 小川 廣康君 

 

欠席議員（１名） 

７番 渕上  清君                 

 

欠  員（なし） 

 

事務局出席職員職氏名 

局長      阿比留伊勢男君 次長     國分 幸和君 

課長補佐    梅野 浩二君  課長補佐   柚谷 智之君 

 

説明のため出席した者の職氏名 
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市長  比田勝尚喜君 

副市長  俵  輝孝君 

教育長  永留 和博君 

総務部長  有江 正光君 

総務課長（選挙管理委員会事務局書記長）  桐谷 和孝君 

しまづくり推進部長  武末 祥人君 

観光交流商工部長  二宮 照幸君 

市民生活部長  乙成 一也君 

福祉保険部長  古里 正人君 

健康づくり推進部長  松井 惠夫君 

農林水産部長  佐々木雅仁君 

建設部長  伊賀 敏治君 

水道局長  立花 大功君 

教育部長  阿比留裕史君 

中対馬振興部長  波田 安徳君 

上対馬振興部長  森山 忠昭君 

美津島行政サービスセンター所長  瀧川 昌浩君 

峰行政サービスセンター所長  扇  明宏君 

上県行政サービスセンター所長  原田 勝彦君 

消防長  主藤 庄司君 

会計管理者  阿比留 裕君 

監査委員事務局長  御手洗逸男君 

農業委員会事務局長  庄司 智文君 

 

午前10時00分開議 

○議長（小川 廣康君）  おはようございます。 

 報告します。渕上清君から欠席の届出があっております。 

 ただいまから議事日程第２号により、本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に、９月８日の本会議議案審議において、対馬市立博物館条例に関する小島議員

への答弁について、観光交流商工部長から訂正の申出があっておりますので、これを許します。

観光交流商工部長、二宮照幸君。 

○観光交流商工部長（二宮 照幸君）  おはようございます。去る９月８日の本会議における議案



- 77 - 

第７３号、対馬市立博物館条例の提案の折、小島德重議員からの質疑に対し、誤った答弁をいた

しましたので、おわびを申し上げ、訂正させていただきます。 

 その内容は、対馬博物館の観覧料の減免に関し、対馬市内に居住する高校生の観覧料は、全額

免除になると答弁いたしましたが、正しくは条例で定める高校生、大学生の観覧料３３０円から

１１０円を減額した２２０円でございます。 

 以上のとおり訂正をさせていただきます。申し訳ございませんでした。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．市政一般質問 

○議長（小川 廣康君）  日程第１、市政一般質問を行います。 

 本日の登壇者は４人を予定しております。 

 それでは、届出順に発言を許します。２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  おはようございます。初めに、新型感染症の拡大により、都市部

への移動制限に加えて、個人消費の低迷により４月から６月期の国内総生産の落ち込みは最大と

なり、世界の国々の社会経済に大打撃を与えるなど、現代社会は危機的状況に陥っています。 

 また、近年では、大気の状態が不安定で、気候変動による猛暑、さらに集中豪雨により河川の

氾濫によって家屋や農林水産被害、台風通過によって、悲しいことですが、尊い命が失われるな

どの人的被害も発生しています。 

 新型感染症と相まって、我が国の生活形態にも深刻な影響を及ぼしており、一日も早い感染症

の収束が求められています。 

 さて、本日の質問内容でございますが、観光産業への取組として、第２期対馬市まち・ひと・

しごと創生総合戦略から見た国内外観光客の目標値の考え方と、重要業績評価指標で示された達

成目標戦略のうち、国内外観光客数の設定についてお尋ねいたします。 

 第１期対馬市まち・ひと・しごと創生総合戦略が、平成２７年１２月に策定され、本市の進む

べき将来像がまとめられています。 

 策定から５年が経過し、新たに本年４月に第２期対馬市まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲

げられていますが、平成３０年末の国内外観光客数５３万７,１２２人から、５年後の令和７年

度末の目標値は、約１２％増の６０万人に設定されています。 

 あくまでも目標値でしょうが、６０万人に設定されたその根拠を御説明いただきたいと思いま

す。 

 次に、新たな国内観光客誘致への施策ですが、先ほど述べましたが、新型感染症拡大に加えて、

気候変動による猛暑や集中豪雨による災害発生など、地球環境に大きな変化をもたらしています。 

 特に、新型感染症拡大によって、それぞれの地域間の移動制限によって経済の低迷に加えて観
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光産業にも多大な影響を及ぼしています。 

 近年の観光需要では、様々な外交上の問題もあり、近隣の諸外国からの来島者はゼロに等しく、

従来の数値は見込めないと予測されます。 

 このため、継続した観光産業を考慮しますと、国内からの誘客が最も効果的であると思います

が、多くの観光客の来島を目指すための取組は行われていると理解していますが、その進捗はど

のような状況か、お尋ねをいたします。 

 次に、２点目でございます。 

 新たな観光資源創出としまして、宗助国公騎馬像とプレイステーション４ゲームソフト「ゴー

スト・オブ・ツシマ」の融合による史実の新たな展開についてお尋ねいたします。 

 １点目は、第２期創生総合戦略におけるゲームアプリ観光誘客推進事業（新規）の記載の総合

戦略における誘客推進事業は、本年７月中旬に発売された１２７４年の元寇の役を題材にした

ゲームアプリ「ゴースト・オブ・ツシマ」を活用した事業展開として解釈してよろしいでしょう

か。 

 ２点目でございますが、宗助国公騎馬像と元寇を題材としたゲームソフトの融合による新たな

観光産業についての質問でございます。 

 今から４年前、上対馬町在住の武末裕雄様が、小茂田浜神社を題材に連載されました２０１６年

の第１３回対馬新聞に寄稿された紙面によりますと、「小茂田浜での元寇の合戦におけるフビラ

イ皇帝軍と対馬宗一族の戦いのゲームソフトを開発し、世界中で販売したい」とのことで、日本

側制作社の開発者とアメリカシアトルの制作会社の開発者を含めて５名の方々が来島されていた

と記載されていました。 

 例年１１月に開催されています小茂田浜神社の大祭前夜と大祭当日に、制作取材に来島後、

ゲームソフト「ゴースト・オブ・ツシマ」は４年の歳月を費やし、本年７月中旬にアメリカで発

売されたと同時に、３日間で全世界累計２４０万本販売され、記録的なヒット作となっていると

報じられていました。 

 ゲームソフト「ゴースト・オブ・ツシマ」は、文永の役を題材にして主人公の侍が元軍に対し

て逆襲をするストーリーで、背景には対馬の景勝地が見事に描かれています。 

 さて、本年８月に７４６年の時空を超えて、小茂田浜神社の一角に宗助国公の騎馬像が建立さ

れました。 

 騎馬像除幕式の模様は、新聞紙上やＣＡＴＶで報じられましたが、９月上旬には週刊誌にも取

り上げられています。 

 騎馬像の寄贈者は、上対馬にお住まいで、対馬歴史顕彰会の会長の要職にあります武末裕雄様

と御長女の武末聖子様の御好意により、元寇激戦地の一角に建立されました。 
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 また、参道のバリアフリー化の御支援も含めまして、武末家の皆様には、この場をお借りし、

改めまして感謝の意を申し述べます。ありがとうございました。 

 このように、文永の役を題材とした２０１８年に連載された「アングルモア元寇合戦記」。こ

のたびのゲームソフトは、７４６年前の本市での痛ましい歴史を如実に表し、新たな視点から本

市の存在を全世界に発信する絶好の機会でもあります。 

 文永の役での激戦地であった本市の景勝地を世界の人々に広げるために、現代社会における北

部から南部に至るまで、数々の観光名所を一つ一つクリアし、最終的には、宗助国公騎馬像に到

達できる時間を競うゲームソフトができないか考えているところです。 

 このことは、本市の数々の観光名所を新たな視点に立ちアピールできるチャンスと捉え、観光

産業が生き延びるために行政がゲームアプリを開発し、大会を実行する画期的なアイデアと考え

ますが、いかがでしょうか、御見解をお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  おはようございます。伊原議員の質問にお答えいたします。 

 初めに、観光産業への取組についてでございますが、令和２年３月に第２期対馬市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略として、令和７年度末までの人口減少対策の取組指針を策定しておりま

す。 

 この中で島の魅力、独自性を生かした交流、移住、定住を拡大するという重点戦略の中で、国

内外の観光客実数の目標値を令和７年度末には６０万人としていることについての御質問でござ

いますが、まず、平成３０年度の５３万７,１２２人は、長崎県の観光統計の数字を基にしてお

り、韓国人観光客が４１万人を超えた年の人数となっております。 

 御案内のとおり、昨年からの政府摩擦による韓国人観光客激減に始まり、春からの新型コロナ

感染症の影響で観光客数は激減の状況であります。 

 よって、令和２年度の国内外の観光客見込みを１１万人とかなり低く見積もっているところで

ございますが、国際航路の再開も見通せない中、さらに厳しい数字となるのではないかと推測さ

れます。 

 令和３年からは、コロナ感染症が収束する前提で目標値を設定しており、韓国以外のインバウ

ンドにも積極的に取り組む予定としておりますが、世界全体がコロナ禍前の観光移動人数に戻る

には数年かかると言われており、韓国人観光客にしても、日本不買運動の影響が残っており、す

ぐに前の状態に戻ることは難しいと考えております。 

 コロナ収束後の急激な戻りと、数年の低調な伸び率、その後の一定の増加を考慮し、令和７年

度の６０万人の内訳は、国内客２０万人、韓国からの観光客が３２万人、その他の外国から８万
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人として目標値を設定しているところであります。 

 しかしながら、このような状況が数年長引けば、目標値の達成は非常に厳しくなるのではない

かと感じているところでございます。 

 また、新型コロナウイルス感染症の影響は、議員がおっしゃるとおりでございまして、その中

の国内客、誘客の取組についてでございますが、いわゆるウイズコロナの取組を強化、継続して

いかねばならないと考えております。 

 今後は、感染予防に万全の体制を整え、観光客を受入れなければ観光地として選ばれなくなる

可能性があります。 

 現在、観光業新型コロナ対策協力金を給付しながら、観光業の皆さんに業種別ガイドラインの

遵守をお願いしているところでありまして、安心して訪問していただける体制を構築し、継続し

てまいりたいと考えております。 

 また、後ほどお答えいたしますゲームの「ゴースト・オブ・ツシマ」の爆発的人気、最強の城

に選ばれた金田城、アナゴやノドグロ、対州そばといった食の魅力などを全面に出しながら、旅

行者への営業、観光ＰＲ、おもてなしセミナーの開催に加え、ＳＮＳによる発信力を強化してい

きたいと考えております。 

 対馬市民の一人一人に、対馬の風景や風俗、普段の生活の一こまを写真入りで発信していただ

き、対馬の魅力を広げていただきたいと考えております。 

 これに伴いリモート会議やＳＮＳの操作講習会、いわゆるオンラインスキルアップ事業などを

展開していきたいと考えています。 

 次に、新たな観光資源の創出についてでございますが、御存じのとおり、ソニー・インタラク

ティブエンタテインメント、以降はＳＩＥと省略させていただきます。 

 ＳＩＥからは、７月１７日に元寇を題材にし対馬を舞台にしたゲームソフト「ゴースト・オ

ブ・ツシマ」が発売されました。これは、発売３日間で国内２１万本、全世界２４０万本を売り

上げたとの情報が入っており、大ヒットになっております。 

 今年のゲーム・オブ・ザ・イヤーを受賞するのではないかともうわさされるほどすばらしい作

品だと聞いております。 

 御質問の総合戦略中のゲームアプリは、これに当たるのかということでございますが、結論か

ら言いますと、この「ゴースト・オブ・ツシマ」だけの事業展開ということではありません。も

ちろんその中心となることは間違いありませんが、他の位置情報ゲームなどについても、対馬の

特性や関連を模索し、取り組めればと考えています。 

 また、議員のおっしゃるとおり、小茂田浜神社に、宗助国公の壮大な騎馬像が建立されました。

対馬の壮絶な歴史を今に伝え、体感できる観光名所としての価値を高め、国境の最前線であり続
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けた対馬の歴史検証に大きく貢献するものと期待しているところであります。寄贈者には、深甚

なる敬意と深い感謝を表する次第でございます。 

 「ゴースト・オブ・ツシマ」の大ヒットにより、対馬は日本国内のみならず全世界から注目を

集めているところでありまして、いわゆる聖地巡礼で訪れた観光客の写真映えする背景として、

この騎馬像が選ばれることは間違いないと思われます。 

 ＳＩＥやゲーム制作会社には、昨年度末から対馬市と一緒にプロモーションを展開しましょう

とアプローチしており、委託会社を介して連絡をとっているところであります。 

 しかしながら、タイミング悪く、現在の新型コロナウイルス感染拡大により、先方の意向や権

利関係の問題もあり、一定期間はプロモーション活動にある程度の制限をかけられている状況で

ございます。 

 ただ、既に公開しているＳＩＥ公認の特設サイトは、対馬市と長崎県観光連盟、対馬観光物産

協会の共同で作成したもので、ツイッター等のＳＮＳの評価を見ても非常に好感が持てるコメン

トが多数寄せられているところでございます。 

 現在、ＳＩＥと相談をしながら、コロナ禍収束後には多数の聖地巡礼来島者を迎え入れられる

よう、また、御満足いただけるよう準備を進めていきたいと考えております。 

 宗助国公の騎馬像とゲームとの融合についてでございますが、直接的な融合は困難かもしれま

せんが、聖地巡礼の方々、特に、若年層に向けた魅力あるコンテンツとして、また、対馬の歴史

に興味を持っていただける象徴として間接的に騎馬像との融合、もしくは活用ができるものと考

えております。 

 行政がゲームアプリを開発して大会を実施してはとの御質問でありますが、いわゆるスタンプ

ラリー的なアプリは作成可能です。実際に、アンゴルモアのスタンプラリーアプリは既に制作し、

２年前に実施しております。このような取組を今後も継続して進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  ありがとうございました。 

 まず、国内観光客の実数５３万７,１２２人につきましては、長崎県の観光連盟からの指数と

いうことで、これから５年後の６０万人ということにつきましては、国内が２０万人、それから、

韓国が３２万人、その他の方々が８万人ということで、内訳が６０万人ということなんですが、

現況を申しますと、非常に国内の２０万人も非常に厳しゅうございますですね。 

 これは、東京２３区を除いて今１,８００近くの地域がございますけれども、それぞれの地域

が創意工夫しながら、観光客誘客に向けていろいろ御努力されているということでございます。 
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 それから、本市におきましては、皆様、御承知と思いますけど、２年前の元寇を題材にした、

たかぎ七彦先生原作のアニメ「アンゴルモア元寇合戦記」、これもテレビ放映もされましたし、

非常に本市にとっても明るい物語の一つであったなというふうに私自身感じています。 

 それで、その隣国からの設定の２０万人、３２万人は非常に厳しいかと思いますので、このあ

たりをどういうふうに国内にシフトして目標値まで進められるのか。そのあたりを少し施策の中

で戦略はございますか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  昨年の１１月から政府また県からの御支援を頂きまして、国内観光客の

誘致に向けて努力をしてまいりました。 

 幸い、このコロナが感染拡大する前には、かなりの国内客の方々が対馬に訪れていただきまし

たけれども、２月までは右肩上がりで増えてきておりましたが、３月になりまして、これもまた

急激に激減をしたというようなことであります。 

 今はまた、政府のＧｏＴｏキャンペーンや県の事業で、再度また少しずつではありますけれど

も、国内観光客が伸びつつあるというふうに認識をしております。 

 そういった中で、先ほど議員のほうからも質問がございましたように、「ゴースト・オブ・ツ

シマ」も発売され、対馬の観光産業にとっては明るい話題となっております。 

 そういうことで、今現在、対馬市では、これらの観光客のお客様に、また再度来ていただける

ように、おもてなしの関係をもう少し高めていこうというようなことで、対馬振興局のほうと力

を合わせながら進めているところでございます。 

 まず、何と言いましても、その題材は、対馬は豊富な題材を持っているわけでありますので、

これに対して再度多くの方に来ていただけるようなおもてなしの向上、そしてまた、そのサービ

ス等に今後努めてまいりたいというふうに考えているところでございます。 

○議長（小川 廣康君）  ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  この観光の数値目標、ちょっとこだわるんですけど、非常に

５３万７,１２２人という数値は、ちょっと私感じているところは、アバウトな数字じゃないか

なと。どのような、正確にはなかなか厳しいと思うんですね。それで観光客のみならず、当然ビ

ジネスの方々もおいででございますので、あくまでもその観光だけを捉えた場合に、果たして何

名なのか、今まで。 

 今はこういった状況でございますので、カウントはある程度スムーズに円滑にいけるんじゃな

いかと思いますが、きのう実はその神社の清掃作業が地域でございまして、午前中で終わりまし

たけれども、車、タクシーが１台、それから、乗用車で１台、８名程度お見えでした。 

 日曜日と重なって天気もよかったせいもありましょうし、いずれにしましても、今回、そうい
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った観光に向けては、市長おっしゃるように明るい兆しが今後進められるんじゃないかと思って

おります。 

 それで、これ観光と付随するお話ですけれども、タブレットの中に、資料ございますかね、桟

原線の。その標識なんですけど、上見坂、矢立山古墳、それから、小茂田浜神社、その３つの標

識なんですけど、ちょうど厳原中学校を左折しまして約２分弱のところに位置したところにござ

いました。 

 それで、その看板は、それでよろしゅうございますけれども、実は、観光物産協会のホーム

ページを確認いたしましたら、観光物産協会から目的地まで車で何分という表示がされていまし

た。これは、非常に初めての方にとっては優しい表示じゃないかと。 

 今、皆様御覧になっているその標識は、それはそれで県が恐らく作成されているんじゃないか

と思いますけれども。 

 きのうＣＡＴＶの中でも、もみじ街道、写真つきの大きな看板。それから、きょう、こちらに

参るときに、あそうベイパークの看板、それから、神話の里自然公園、大きな絵の、写真つきの、

ああいった形で、その例えば、今その皆さんのお手元に示している、その看板の下に小茂田浜神

社の境内の写真とか、それから、上見坂公園、そして、もう一つの写真を、写真つきのその看板

をあの近くに立てられたらいかがかと。 

 それで、キロ数については、今カーナビあたりで皆さん、移動されてありましょうから、でき

れば、その目的地まで何分と、この時間表示は私は優しい、観光客に優しく映るんじゃないかと

いうふうな感じを持っています。 

 このことについては、ちょっと気持ちの中で、市長さん、いかがですか。そのキロ数表示とい

うよりも時間表示をして、それから、観光地の写真の大きな看板を目立つように、そこに建立す

ると。 

 それから、時間。これから何分後ですよというようなことが優しいんじゃないでしょうか。い

かがですか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  まず初めに、この看板は、市のほうが設置している看板であります。そ

れとまた、あそうベイパークやら北部のもみじ街道、そして、神話の里、こういったところの写

真つきにつきましても、これも市のほうが設置をしているところでございます。 

 今、お話がありました小茂田浜の観光地のほうにも、まず観光客に優しいということで、まず、

時間を表示したらどうかということと、また、その写真で説明ができるような看板を設置したら

どうかということでありますので、このことにつきましては、また、観光部局、そしてまた、観

光物産協会等と前向きに検討をしてまいりたいというふうに思います。 
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○議長（小川 廣康君）  ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  どうもありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 全国発売の雑誌に、９月３日号で「韓国人が消えた対馬に神風が吹くと？」、これはちょっと

すみません、そこに書いていないと思います、雑誌のほうですから。 

 それで、２０１７年、３６万人、１８年には４１万人ということで３万人の対馬を訪れた韓国

人の人数であると。 

 大にぎわいだった免税店は休業日。ホテルの新築ラッシュもストップ。日韓関係悪化と新型コ

ロナダブルパンチで対馬は以前の３万人の離島に戻ったと。だが、意外なところに希望の光が見

えてきたと。これは、市長もそういったことで今施策を十分進められていると思います。 

 その中に、やはり先ほどもありましたゲームのアプリもございました。それから、聖地巡礼と

いうことも、パンフレットの紹介をしているということで、観光物産協会が今主になっていろい

ろ観光に向けての取組をされていると私も十分認識はしております。 

 市のほうは、それなりの予算を当然計上しながら進められていると思っておりますので、こう

いった追い風が吹いておりますので、もし御覧になっていなければ、後ほどコピーでございます

けれども、お渡しをいたしますので、しっかり勉強してください。よろしくお願いします。 

 観光につきましては、いろんな手だてがございます。それから、予算も伴うこともございます。

これから国内観光客の方々が、国内から多くの方々がお見えになるような施策を観光物産協会等

も踏まえて懸命に御努力をしていただければなと。やはり、観光がないと寂しい島になってしま

います。観光に訪れて、ああ住みたいなということも可能性としたらございますので、そのあた

り十二分に御検討くださいまして、お願いをしたいと思います。１点目、終わります。 

 ２点目でございます。 

 予算の関係で、表紙しかちょっと作っておりません、私の予算の関係で。 

 これは、平成２年度から令和７年度まで対馬市が作成されました「みんなで力を合わせて未来

をつくろう！自立と循環の宝の島つしま、第２期対馬市まち・ひと・しごと創生総合戦略」とい

うことで今までお話をさせていただきました。 

 非常に中身を見てみますと、すばらしいことがずっと、計画も目標に向かってそれぞれ進めて

いると思っております。 

 それから、先ほどもお話ししましたけれども、ことしの８月１日にその小茂田浜神社に寄贈さ

れました宗助国公の騎馬像の除幕式が盛大に行われているところでございます。 

 これは、除幕式の前日に撮影した写真でございます。７４６年の文永の役で蒙古の大軍に果敢

に立ち向かった対馬当時の守護代、宗助国公の騎馬像が時空を超えて、こうしてよみがえってま

いりました。当時は、我が国にとって最大の国難であったと言えます。史実にも登場する元寇と
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の戦いを後世に残す役割が、このたびの宗助国公の騎馬像じゃないかと考えております。 

 最近で、元寇を題材とした物語が脚光を浴びております。新型感染症で地域間の往来が制限さ

れている今、在宅勤務を強いられており、ストレス解消のためのオンラインゲームということで

アピールが有用じゃないかということで御提案させていただきました。 

 この件につきましては、いろいろ制作会社のほうと協議をしておると思います。それについて

は、結論はまだこれからだということで、非常に喜ばしいことでございます。 

 それで、そのゲームのお話ですけど、これは、佐賀県の松浦氏、この方御存じですかね。西海

一の水軍、これはまつら癩癩松浦ですけど、当時は松浦党ということで、コミックを作成されて

あります。 

 「元寇で活躍した西海一の水軍、松浦党とは」ということで、小学生向けに配布をされている

というところでございます。 

 これは、国の交付金を活用されて作成されるということで、史実を、歴史を後世に残すという

ことで、この方御存じですか、見られていますね。 

 このようなことで、市のほうもその元寇を題材にした書籍を作成してありますので、このあた

りの取組も、やはり市内の小中学生、高校生も含めたこどもたちにおいて、その史実の正しい歴

史認識を後世に残すという役割をぜひお願いしたいというふうに考えております。 

 教育委員会の方、これ御存じですかね。さすがです。 

 それでは、そのゲームソフトの作成の話をいたしましたけれども、先ほどの「ゴースト・オ

ブ・ツシマ」につきましては、これ全世界で相当数が売れております。このことは、古代の対馬

が見事に描かれた作品でありまして、私は、現代社会の景勝地や観光名所をめぐって時間を競う

ということで、北部から中部、それから、南部、四季折々の地域めぐりもいいでしょう。観光名

所めぐりもいいかと思いますが、単純かも分かりませんけれども、このようなアイデアをゲーム

制作の御専門のクリエーターに少しできないかという可能性を含めて御相談を進めているという

ことは非常に喜ばしいことでございます。 

 ゲーム名は、私はちょっと考えてみました。「ツーリスト・アトラクション・オブ・ツシマ」

ということで考えております。参考になればと思っております。あんまりいい顔はされませんで

したけれども。 

 私たち、当然、二度と争いのない恒久平和のため、次世代のこどもを中心に正しい歴史認識を

伝える役割ということは、もう何回も言いましたけれども、求められております。 

 これからも対馬市としての永続した観光産業の成立ということで、対馬の存続が重要な課題と

いうふうに考えております。そのためにしっかりとした子育て支援に取り組まなければならない

と思っております。 
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 それから、先ほどのその循環のこの資料の中に、総合戦略では平成３０年末の合計特殊出生率

が２.１８から２.４０ということで、これは非常に厳しい数字だと思います。 

 多額の予算も必要でしょう。それから、結婚適齢人口の向上は、相当の御努力が必要かと思い

ます。行政ができること、それから、私どもでできること、目標に向かって成果に近づく努力が

必要ということで、担当部局だけでは限度がございます。目標に近づくように日々努力をしてい

ただきたいというふうに考えております。 

 それで、この「自立と循環の宝の島つしま」、ちょっと図工がありますから。この中に、私は、

その「自立と循環の子宝の島つしま」ということを一字挿入して、きょうの質問を終わりたいと

思います。ありがとうございました。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  これで、伊原徹君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小川 廣康君）  暫時休憩します。再開を１０時５５分からといたします。 

午前10時41分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時54分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 引き続き市政一般質問を行います。 

 １１番、波田政和君。 

○議員（１１番 波田 政和君）  皆様、おはようございます。会派つしま、１１番議員の波田政

和でございます。 

 世界的に感染が広がっていますコロナ予防対策での取組で、何かと御多忙な時間とは存じます

が、私どもにとっては、貴重な定例会でございますので、御質問させていただいた次第でありま

す。特に今回は市長へのお願いと本市の考え方をお尋ねしたいと考えております。 

 質問に入る前に申し上げておきますが、私は決して、行政がなさることに疑義を申すものでは

ありませんし、市民皆様の代弁者として、いろいろな角度からお尋ねするものでありますので、

市民の皆様が分かりやすく、御納得いただける御答弁をお願いするものであります。 

 また、私が今回の質問通告をしてから約１か月間、通告内容に対する検討がなされる期間があ

りましたことから、その内容について、十二分の御理解ができてあるものと思っていると同時に、

何らかの方向性が示されるものと期待をしておりますので、よろしくお願いします。 

 まず、初めに、南部地区道路整備についてでありますが、前回の会議においても、同様の質問

をさせていただいておりましたが、この安神から浅藻までの道路整備について、長崎県と対馬市
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の考え方に、同じ税を投入するに当たり、県と本市との整合性があるのか、疑問を感じておりま

すが、いま一度、現況の本市の考え方を明確にし、実現可能な整備計画を立て直し、見直す考え

がないか、お尋ねします。 

 次に、豆酘地区屋根つきバス待合所の整備についてでありますが、年々増え続ける高齢者の移

動手段として、公共バスは欠かせない存在であることは、皆様も御承知のとおりであります。そ

のような背景からも、特に高齢者率の高い、この豆酘地区において、住民に優しい地域づくりの

一環として、屋根つきバス待合所の設置ができないか、要望するものであります。 

 次に、公衆トイレの設置についてでありますが、現在、市民皆様が主として利用しています久

田道交差点からお船江橋交差点までの厳原臨港道路区間内に公衆トイレの設置を要望するもので

あります。また、この路線については、個人の健康管理の面からも、この路線の遊歩道を利用し、

ジョギングやウオーキングなど、たくさんの市民の皆様に利用されています。しかしながら、残

念なことに、この路線には公衆トイレが１つもなく、利用率の面から考えても設置を望むもので

あります。 

 以上、大きく３点に分けて、市長の政治公約、重点施策を基にお尋ねし、詳細につきましては、

再質問の時間にお話させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  波田議員の質問にお答えいたします。 

 初めに、南部地区道路整備についてでございますが、まず、１点目の主要地方道厳原豆酘美津

島線、安神～豆酘工区道路改良事業における長崎県と対馬市の考え方の整合性につきましては、

本路線が南部地区東沿岸唯一の路線であり、緊急輸送道路、生活道路として、重要な路線である

との認識で一致しております。 

 また、整備の必要性につきましても同様で、県におかれましても、十分御理解いただいている

ところではございますが、現在、国道３８２号の畠ヶ浦工区、樫滝工区、美止々・佐護工区、主

要地方道厳原豆酘美津島線の尾浦～安神工区、吹崎工区、同じく主要地方道上対馬豊玉線の位之

端工区、そのほか一般県道など、交通量等の現状を踏まえ、御対応いただいているところでござ

います。 

 そのような状況の中、尾浦から内山坂トンネルまでは、既に着手されておりますが、内山坂ト

ンネルから久和方面につきましては、現時点での大規模な改良の計画はございません。しかしな

がら、本路線の重要性は御理解いただいており、現道の強靭化対策として、防災工事や局部的な

改良工事を実施していただいているところでございます。 

 一方、市道尾浦浅藻線につきましては、現在、事業の実施が可能な事業認定を受けております

のは、尾浦～安神間のみであり、安神から浅藻までの区間は市の思いを予備設計のみの線形にて
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図示した将来計画であり、国や県に認められたものではございません。現時点では、整備の必要

性は強く感じておりますが、実施の可能性については、めどが立っていないのが現状でございま

す。 

 次に、２点目の同事業における実現可能な整備計画の見直しについてでございますが、市とい

たしましては、安神～浅藻間の整備の必要性につきまして、十分理解しておりますし、何とかし

たいとの思いも強くございます。しかしながら、現状では、長大トンネルがございます安神工区、

また同規模の事業量がございます堂坂線の整備、そのほかにも起債事業にて５路線の整備を進め

ており、現時点では、新規着手は非常に厳しいと言わざるを得ません。特に予算の確保が最大の

問題であろうかと考えております。 

 また、県におかれましても、現在、施工中の整備箇所の早期完成に向け、御努力いただいてお

りますが、着手後間もない路線も多く、完成までにはかなりの事業費、また、事業期間を要する

状況で、早急な対応は厳しいと理解しております。 

 今後、国境離島法等に伴う新たな財源や補助事業の採択基準等の見直しなど、急激な社会情勢

の変化等によって、状況に応じた対応を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、２点目の豆酘地区バス待合所の整備についてでございますが、バス待合所の整備につき

ましては、市またはバス運行事業者において整備いたしておりますが、設置場所の確保や設置費

用の問題等により、全てのバス停に待合所が整備されていないのが現状でございます。 

 議員御質問の豆酘地区には、バス停が２か所あり、豆酘小学校前の豆酘バス停にはスクールバ

ス待合所として整備されておりますが、豆酘住民センター前の豆酘出張所バス停は、待合所が整

備されていない状況でございます。市の待合所の整備方針としましては、新設を検討する要件と

して、そのバス停が路線の始発地であり、相当数の利用者が見込まれること、また、公共施設等

の最寄りのバス停で、相当数の利用者が見込まれることの２つを定めております。よって、この

２つの要件のどちらかに該当する場合は、新設について検討することとしており、待合所用地に

つきましては、地元提供を原則としているところでございます。 

 なお、要件に該当し、新設を決定した場合には、整備費用について、県、バス協会及び市の補

助金を活用して、バス事業者において、待合所の整備をしていただくこととなります。 

 御質問の豆酘出張所バス停でありますが、このバス停を通過するバスは、浅藻浜線のバスであ

り、１日に２往復運行しております。調査の結果、利用者は数名であることから、現時点におき

ましては、待合所の新設は厳しいと考えておりますけども、今年度作成を進めております南部地

域アクションプランの事業と併せて、地域振興のために検討をしたいというふうに考えておりま

す。 

 次に、３点目の公衆トイレの設置についてでございますが、臨港道路沿いの市有地は、志賀ノ
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鼻大橋を挟んで、北側と南側に２か所ございますが、厳原港土地利用計画検討委員会におきまし

て、将来的に地域住民や観光客が訪れる演出の場として、駐車場、トイレ、展望所、さらには、

販売所、レストラン等を一体的に検討するよう提言がなされているところでございます。 

 また、平成２９年６月定例会においても、同様の一般質問がなされておりまして、整備する時

期につきましては、観光客等の状況を見極めながら、総合的に判断していきたいと答弁している

ところでございます。 

 議員御質問の臨港道路沿いでのトイレの新規設置につきましては、地域の利用者だけではなく、

観光客も含めた規模や処理能力を検討する必要もありますので、他の提言された施設と一体的に

整備していかなければならないと考えているところでございます。 

 また、お船江の用地の買収も済みましたことによりまして、このお船江地区へのトイレと併せ

て、検討をしてまいりたいというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １１番、波田政和君。 

○議員（１１番 波田 政和君）  それでは、１項目ごとお話を進めていきますが、まず最初に、

この豆酘地区バス停についてから、先にお伺いしますが、今、説明がありますように、基本的に

は要件が整わなければ、なかなか難しいんだということなんですが、冒頭にも話しましたように、

市長にお願いしているのは、地域に優しいということを基本に考えております。基準に達しなけ

れば、何もできないというふうに解釈をするんですか、私どもは。そうじゃなくて、国とか県、

いつも話しますが、そういうことじゃなくて、対馬市としての考え方なんです。対馬住民に優し

い政治をしていただきたいということを基本に、ちょっと考えとってください。 

 現在、この豆酘は皆さんも御承知のとおり最南端でありますが、高齢者も年々増えてきており

ます。移動手段として、先ほどの話では、利用者が少ない。かもしれません。１人でもおったら、

利用者は利用者なんです。その辺を、考え方の違いもあるかもしれませんが、この豆酘地区には、

観光とか、以前からも市内の整備とかもたくさん話はしておりますよね。そういう中で、私とし

たら、まず、地域の人が移動に優しく行われることが最初じゃなかろうかなと思っているわけで

すよ。そういった面から、この話を話題としております。 

 さらには、さきの議会においても、美津島の大型商業施設前にも、この手のお話をさせていた

だきました。その中で、市長は、自分の今回の市長選挙の中で、遊説の中でも設置に向けたお話

がなされていますよね、間違いなくですね。だから、先ほどから言いますように、重点施策の一

つで、政治家はうそを言ったらいかん。そういったことから考えながら、このことも踏まえまし

て、市長選以降、どのような形になったかを、これ通告はしておりませんけども、関連として、

後ほどお答えください。 
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 そういったことから、現在、何回も言いますが、関係官庁が高齢者の方々へ、運転免許証の自

主返納を推進しておりますよね。お忘れじゃないですよね。そんなことから、何か、近頃、その

話がなくなったなと思ったら、また、１回打ち出したことですから、ずっとやってあると思いま

す。そういう中で、返納は推進する。敢行もします。しかし、バスの増加は、今言いますように、

１人でもおれば、必要不可欠であるということを私は考えておるわけですよ。その面からも、バ

ス待合所に１点に集中するわけじゃないんですけども、１つのことができなかったら、これ市で

できる話じゃないですか。本当にやる気があればですね。そういうふうにしていただきたい。聞

くところによりますと、南の整備の話は、長期的な話はなされてあると聞いております。おりま

すが、今の話では、いつになるか分からない。では、先にずらないと思いますので、その辺も含

めまして、よろしくお願いします。 

 私が、このバス停について、近日感じたことを少し話させていただきますので、再度、確認し

てください。 

 近年異常気象に伴って、この炎天下の中、いろんなところで、バスを利用する方々拝見します。

私自身車に乗りますから、そんなに直接的は思いませんが、何となくお話する以上は心苦しいな

と思っているんですよ。そういう話を提案したんですけども、自分自身のお話が受けていただけ

ないのではないかなと、なぜかなと思ったりもするんですよ。市長さんも移動のとき、いろんな

場所で、炎天下で待ってある住民の方が、どのように、市長の目にはとどまっているんですか。

そこも、ちょっと後ほど教えてくれません。私と同じように、何か心苦しいかなと感じているは

ずなんですよ。人としてですね。だから、先ほど言いますように、公約で話したなら、早期に何

とか整備をお願いしたいなというのが、今回このバスを用いての話は本心なんです。だから、光

の当たらないところに光を当てるのが比田勝市長のやるべきことじゃないかな、重点施策じゃな

いんですかと思っておりますので、この件、どうですか。御答弁お願いします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  まず、豆酘のこのバス停の件でございますけども、先ほども答弁の中で

申しましたように、高齢者の方々が炎天下でバスを待つ、または、雨の中、バスを待つというこ

とでは、大変お気の毒なことだというふうに私自身感じておりますので、去年も美津島の空港行

きのバス停のところの停留所は整備をするということで申し上げておりました。 

 まず、その豆酘のほうでございますけども、こちらのほうで調査をさせていただいたら、確か

に利用者数だけでは、申し訳はないんですけど、ただ、調査ということで申し上げますと、大体

毎日２名ほどが利用をされてあるというようなことでございました。また、多いときについては、

四、五人の乗客があるということでございます。しかしながら、私自身も、以前から、ここに元

の豆酘の住民センターのところに、何とか屋根つきの待合所みたいなところを造れんかというこ
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とで、話を進めておりましたけど、どうも、住民センターのほうは、県道から十数メーター中に

入るということで、バスがよく見えないということで、そのバスに乗れないことも考えられると

いうようなことでありました。そういうことでございますので、私自身といたしましては、今年

度から事業を組み立ててまいります、この南部地域のアクションプランの中で、この住民セン

ターの整備、そして、また、バス停の整備、併せて、一体的に計画をつくることができないもの

かというふうに考えているところでございまして、決して、利用者数が少ないから造らないとい

うことでございません。何とかしたいという思いを持っております。 

 それと、美津島の国道横のバス停の件でございます。樽ケ浜ですか。これにつきましては、議

員おっしゃられたように、私も選挙公約の中で、ここにはバス停を造りたいということを再三申

し上げてまいりました。そういうことで、去年から、ずっと、このことについては動いておりま

して、予算的には大体できているんですけども、今、国道の改修事業の関係が、用地交渉が難航

をしているというようなことで、遅れているということを聞いております。できる限り、ここに

ついては、私も、雨の日に高齢者の皆様が重い買い物袋を掲げて待ってある姿を何回となく見て

おります。できる限り、早い時点で実現をさせてまいりたいというふうに思っておりますし、今

年度は、その対面の空港方面行きの待合所のほうはできるようになりましたので、対面のほうの

バス停がもしかしたら先になるのではないかなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １１番、波田政和君。 

○議員（１１番 波田 政和君）  ありがとうございます。さすが政治公約を掲げた以上はやって

いただけると。ありがたく思っております。私が感じるバス停の現況と利用者を見る市長の目も、

私の目も、皆さん変わりはなかったなと安心しましたので、ぜひ、両面とも早めな着工を、完成

をお願いしておきます。 

 話は戻りまして、豆酘地区は、アクションプランを計画しながらやっていくということをお受

けしましたので、また、皆様にはその旨を伝えますが、要件、いろんなことは、できるように考

えてやればいいだけのことであって、まず、この辺を利用者重視で考えていただきたいなと、こ

のように思っております。 

 この件は、それで終わりますが、次に、公衆トイレについて、これについて話させてもらいま

す。 

 この臨港道路は、皆さんも御承知のように、景観もよくて、利用者といいますか、そこでジョ

ギングとか、ウオーキングする人がかなりおります。そういう中で、以前から、観光バスを相手

に駐車場の整備も何か所もお願いしましたけども、それも頓挫していましたね。その後、どうな

ったのか、分かりません。今話聞きますと、お船江を中心として、そういったもろもろを考えて
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いくんだという話に聞こえましたが、ここは約１,７００何十メーターあるんですよ。お船江橋

からですね。ちょうど３０分、往復１時間ぐらいのいいコースなんですね。そういう中で、私が

なぜ、これをお願いするかというと、約１時間のコースの中に用を足すところがない。というこ

とは、ちょっと致命傷やないかなと思ったりしているんですよ。今、いろんな計画の中で、利用、

やり方もいろいろあるんですよという話に見受けました。そこで、提案だけをさせてください。

ここは、県の管轄ということは、もう分かっております。なぜなら、電気１つ変えてくれとお願

いしても、何か月もかかるんですから。それじゃあ、どうも、ならんじゃないですか。利用者は

ですね。その辺も、ちょっと頭に入れとってください。そういった中で、私としたら、山側、背

後地は市有地でございますよね。だから、横断歩道でも一発入れて、自分の土地に造ればいいじ

ゃないですか。そういったことを大胆にやってほしいんですよ。だから、市長はいつも、県が、

県がと言いますけども、比田勝市長としてはということを私は聞きたいだけなんです。横断歩道

を入れるのは、そんな難しい問題じゃないです。利用者が最優先ですから。車は２の次ですよ。

そういうことを考えてですね。海側、景観のいいところは県のものですから、いろいろあるとい

う答弁をなされた次に話をしようかと思いましたけども、それはなされなかったのでね。海側じ

ゃなくて、山側を、市有地を何とか考えてください。利用者に快適にやっていけるように、この

辺も含めてお願いしますが、いかがですか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  先ほども答弁申し上げましたように、現在、あそこの道路をウオーキン

グ等で利用されてあるという方が大変多いということは、私自身も目にしておりますし、聞いて

おります。そういう中で、トイレがないということでの要望も聞いております。そこで、その中

間付近になるんでしょうか、議員おっしゃられるように、横断歩道を造れば、反対側が市有地が

ございますので、そこにトイレは造れるんですけども、先ほどの答弁の中でも申しましたように、

他の観光施設やいろいろな面で、そのトイレの処理の計画と申しましょうか、配置によって処理

能力が変わってまいりますので、そこら辺のところが、まだまだ、ちょっと、計画的に固まって

いないというようなことで、今後、その一体的な計画は進めていかなければならないというふう

に思っております。 

 それと２点目が、今、お船江のほうの用地のほうが、買収が完了をいたしました。このお船江

につきましても、観光客の皆様がおいでになったときは、あの周辺にはトイレがないというよう

なことで、ここにもトイレは必要になろうかと思っております。そういうことで、今後、この件

については、この２か所のトイレをどうかして１か所にまとめることができないのか、そこら辺

も含めながら検討をしてまいりたいというふうに思います。 

○議長（小川 廣康君）  １１番、波田政和君。 
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○議員（１１番 波田 政和君）  設置に向けて前向きに検討するというふうに理解しとってよろ

しいですかね。先ほどから言いますように、よそからのお客さんも大事でございますけども、地

域に住んである方を最優先に考えたなら、取り急ぐ必要があるんじゃないでしょうか。このトイ

レについたら、いろいろ処理能力とか、いろんな話が出ましたけども、今、無人でもできるもの

を、この間、説明がありました。そういったことも考えながらですね、いつまで待っとっても、

どうもならんやないですか。利用者が困っているわけですから、早急にやれる体制を取って、将

来的には、将来の構想の話に入れてもらえればいいかなと思っております。この件は、これで終

わりますが、前向きにやっていただけますように、お願いしときます。 

 それと、最後に、この南部地区の道路でございますけども、この路線は、もう何回も話してお

ります。私も、この手の質問に関したら、長年軍用道路のままであるとか、そういう中で、救急

搬送に必要やとか、学校統合だとか、クリーンセンターの利用度とか、いろんな角度に何回とな

く話をさせていただいております。しかしながら、前回、安神のトンネル安全祈願祭に行った折、

感じたから、もう一度お尋ねしているんですけども、県が県なりに改良計画を立てながら進んで

あるというのは理解しておりますが、果たして、住民と市が、その方向性を分かっとるのかどう

かちゅうのは疑問だなと思っています。私も、あのトンネルを祈願祭に行って、すごい設備が前

へできておりますよね。あれ、どういうふうに使うのかなと思ったりも実はしているんですよ。

しかしながら、方向性を見れば、御説明で理解はしますけども、そういう中でですよ、先ほどか

ら、前回からと言いましょうか、ああいった大規模な改良が進む中で、まず、前回も話しますよ

うに、安神のトンネルなんか後回しやないですか。実はね。あれができるとき、掘げとかないか

んです。本当の話はね。るる話は聞いておりますから、それはそれとして、私は、県と市が本当

で税を投入するに当たって、話はできとるのかなというのが疑問なんです。県は県で改良計画を

進める。市は市で進める。前任の市長さんと今の比田勝市長さんの考え方が、同じかどうかは別

ですけども、答弁が少し変わっているんです。集落を結ぶ市道を単独でやる話を今まで聞いてお

りますけども、それは計画だけと話がありましたよね。そしたら、今まで言ってきてたの、何な

んですか。そうなっていくじゃないですか。一応、計画があろうが、住民というのは希望を持つ

わけですよ。私を初めとしてね。そういうことじゃなくて、改良なら改良でずっといって、しょ

うがないじゃないですか。安神トンネル一つ掘れんとですよ、財政難で、どうして、３つも４つ

も掘れるですか、今から。そういった政治的発想の話はちょっと横に置いて、今度、現実味のあ

ることをやっていただきたい。市長、どうですか。現実味のあること。地域の集落の方々は、誰

も一直線で道路を造ってくれと言っているわけじゃないんですよ。今までどおりに、狭隘な場所

とか、最短で行ける場所とかを望んでいるわけですよ。それは地域集落住んである方の宿命なん

ですから、そういうことは。しかしながら、希望を持たせるような話をされると、本当に浅藻か



- 94 - 

ら安神まで一直線でトンネルが掘げるみたいな話になるわけですよ。先ほどから市長が今までと

違う話で、実はそれは計画であってという話をなされたからですね。そういうことでは、計画に

しても、何にしても、若干の経費が入っての話じゃないですか。それは、どっか、コンサル頼ん

だか、自分の職員がやったか、別ですよ。日常業務を止めて、それやっているわけですから、お

金はかかっとるの間違いないんですよ。そういったことから、あくまでも県道ですから、県を中

心にですね、市は切望話ということは誰しも分かっております。理解ある人たちならですね。し

かしながら、利用する方は、集落の方が利用するわけですから、そうなったら、どうすれば、い

いのかということを再度検討してもらいたいんですよ。私は、このまま行ったら、県は県の考え

方、市は市の考え方になるのがちょっと高過ぎるんじゃないかなと実は思っているわけですけど、

いかがですか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  この尾浦浅藻線につきましては、これまでも再三御質問を受けていると

ころでございますけども、今、国・県から認められている事業については、この尾浦～安神間だ

ということは、先ほどの冒頭答弁の中でも申し上げました。それと、計画といたしましては、尾

浦から浅藻までの計画をしているということでございますが、これ、まだ、先ほども申しました

ように、国・県に計画が全路線が認められたものではないということを御理解していただきたい

と思います。今現在、認められているのは、尾浦～安神間の延長２,３００メートルの区間とい

うことでございます。 

 それと、また、これまでの議会の中でも、私も申し上げましたけども、今、市のほうが計画を

しているルートでは、久和まではバイパス方式の計画で、県道とは全く違うルートになっており

ます。しかしながら、久和から浅藻の計画については、ほぼ平行に近いルートに計画されており

ますので、このことについては、今後また県のほうと協議をさせていただきたいということも申

し上げてまいりました。そういうことで、県のほうにも担当部局のほうからいろいろと尋ねても

らいましたら、今現在、この線は強靭化関係の事業で、狭いところを広げたり、長期的なことで、

やっていくということで計画がなされているということを聞いております。そういうことで、県

といたしましても、今、現在進めてあります、この安神の県道のトンネル、これが完了した後、

どちらのほうに行くのか、ちょっと、まだ、私も、そこは、よく聞いておりませんが、何せ、冒

頭申しましたように、県といたしましても、いろいろな路線の整備を今進められているところで

ございますので、今後計画的には、要望はしてまいりたいと思っております。 

 市道のほうにつきましても、今現在の計画では、令和４年度からトンネル約１,４００メート

ルでございますけども、ここに着工をする予定で計画を組み立てております。若干ちょっと遅れ

ておりますが、事業費のほうも、ここ二、三年間の資材等の高騰で上がっているようでございま
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すけども、３年間ぐらいの債務負担を活用して、ここを完成させてまいりたいということで、今

現在準備を進めております。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  １１番、波田政和君。 

○議員（１１番 波田 政和君）  それでは、対馬市の単独でのつなぐトンネル、今までの前任の

市長さんも、比田勝市長さんも話してきたことは、実現が不可能じゃないのかなと私なりに考え

ております。だからですね、しっかり見直して、県を中心なら中心でいいじゃないですか。今市

長も言われますように、内山入り口までしか、あとのことはよう分かりません。県の考え方がね、

今、言われましたよね。そのとおりなんです。市長が分からんのを市民が分かるはずもないじゃ

ないですか。だから、これからは、市は市で考えても結構ですよ。しかしながら、あそこは県道

ですから、県道にしっかり力入れていただいて、なぜならば、住民一人一人がですね、納税も含

めてですけども、同じ税じゃないですか。県やろうが、市やろうがですよ。それを考えたら、い

かに有効に早期に着手できるかと考えるのが、我々も市長も仕事じゃないんですか。そのように、

私は理解しておりますから、もうならん話をやるんじゃなくて、なる話をやりましょうよ。だか

ら、そういったふうに、話したことを覆されないからという考えやめて、ならぬものを幾らおっ

てもならんですよ。私が何回生きてこなでけんですかね、トンネルが掘げるまで。そんなに、今

までほったらかして、今ですよ。できるはずもないじゃないですか。だから、住民が納得がいけ

る説明をしてくださいといっているのは、最短距離で行ける方法を現況で考えるのが市長の仕事

じゃないのかなと思っておりますので、先ほど市長の答弁で、私が感じることは、しっかり県と

話していただいて。今後どうするのかと、あの県道に関したら。先ほどから、順番もあっていろ

いろあるという話ですけども、幾つ、どれだけ順番があろうとも、箇所、箇所で進めないといけ

ないことは、はっきりしているんじゃないですかね。 

 そういったことから、早期に。成らぬものを追うんじゃなくて、成ることから。現実に相反す

ることがないようなことをやって、集落の方々を安心させてくれませんか。それのほうが、要ら

ん汗をかかんでいいじゃないですか。そのように思っております。 

 それと最後に、今まで、先ほども話しましたけども、県の管轄の話を何回となくお願いしてお

りますけど、一向に解決しない。久和の２区の路線で、もう７年前から伐採をお願いしている。

実は。真っ暗やから。一向にしない。前回の市長さんは、「県の管轄ですから、お願いしておき

ましょう」。まだしていないっちゅうことは、お願いしていないのかなあっちて、実は思ってい

ます。 

 だから、これから県にお願いは文書でしてくれませんか。そして、文書で回答を求める。それ

が住民サービスですよ。そういうふうに思ってくださいね。 
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 そして、近日では、久田の集落入り口の鈴木石油の給油所がある、県道ですね。あそこ通って

みてください、真っ暗ですから。両方から生い茂って。これもお話をさせてもらいました。市役

所を通して。一向にしない。 

 今回でも臨港道路が通行止めになりました。そこしか通れんじゃないですか。でも、しない。

なぜ、しないんでしょうかね。伝わっていないんじゃないですか、市長。 

 だから、これからは代表がお願いすることを、文書にして出してください。決して疑っている

わけじゃないんですけど、結果としてしないっちゅうことは、伝わっていないっちゅうことです

から。そのように私は感じておりますから。今日でも帰りに、しっかりあそこ通ってください。

真っ暗ですから、昼でも。両方から生い茂っていますからね、もう見たら分かりますよ。市長は

久田に来んから分からんでしょ。南室にしか帰らんから。来てみませんか。 

 その辺は感じるところはたくさんありますので、県に対しての要望は必ず文書でやって、文書

で答えをいただくということでいきましょうよ。ここ、近くに県議会がないもんやけんですね、

行けんわけですよ。 

 その旨を市長、何とかお願いしますよ。住民の暮らしを守るために。いかがですか、最後にお

願いします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  地域からの要望等が数多く上がってまいります。その中で、県道や県の

管理する河川関係の要望もかなりの数が上がってまいります。そのたびに県の関係はまとめまし

て、県のほうに文書で回答を求めておりまして、県のほうから、またそういう形で文書が返って

きている状況であります。 

 そしてまた、先ほど議員おっしゃられたように、久田の鈴木石油のあの付近の県道に樹木がか

ぶさってきているという話は、私もその旨聞いているところでございますので、今後また、県の

ほうにも要望をしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  １１番、波田政和君。 

○議員（１１番 波田 政和君）  ありがとうございました。よろしくお願いしまして、質問を終

わらせてもらいます。ありがとうございました。 

○議長（小川 廣康君）  これで、波田政和君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小川 廣康君）  昼食休憩とします。再開は午後１時ちょうどからといたします。 

午前11時44分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 
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午後０時59分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 報告します。齋藤久光君から早退の届出があっております。 

 午前に引き続き、市政一般質問を行います。 

 ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  皆さん、こんにちは。会派つしまの小島德重でございます。質問

に入ります前に、先日の台風第９号、第１０号で被災された方々にお見舞いを申し上げます。ま

た、コロナに感染された方々、そしてまたその対応に当たられた方々にもお見舞いと御労苦に対

して敬意を表したいと思います。 

 それでは、通告に従って、２項目４点お尋ねいたします。 

 １点目は、観光振興推進体制について、お尋ねします。その１点目、平成２９年３月に策定さ

れた対馬市観光振興推進計画にうたわれている対馬版ＤＭＯ、観光地域づくり推進法人の設立に

ついて、お尋ねします。ＤＭＯの設立の必要性については、平成３０年６月定例会、３０年９月

定例会、令和元年６月定例会の３回にわたって一般質問を行いました。市長からは、ＤＭＯは必

要であり、ぜひとも設立を目指さなければならないものというふうに考えていると答弁がありま

した。最初の質問から２年余り、３回目の質問からも１年余りが経過しましたが、いまだ設立の

動きがよく見えません。市長がこれまで答弁なされているように、観光による地域づくりを実現

するためには、戦略策定の中核を担い、かじ取り役となるＤＭＯは欠かせません。設立に向けて

の見通しについて、お尋ねをします。 

 ２点目、対馬観光物産協会の体制強化について、お尋ねします。昨年１２月２４日、対馬観光

のあり方検討委員会は、対馬観光再生ビジョンを提言し、その中で対馬観光物産協会の体制強化

も打ち出されています。戦略的な観光振興を図るため、観光物産協会に執行権限がある常勤の理

事を配置するよう、観光物産協会に働きかけるべきであると考えます。市長の見解を求めます。 

 ３点目、文化財の保護・活用に係る組織の改編について、お尋ねします。国は地域における文

化財の計画的な保存・活用の促進や地方文化財保護行政の推進力の強化を図るため、文化財保護

法及び地教行法を改正、平成３１年４月１日から施行、教育委員会所管の文化財保護行政を市長

部局に移管できるようになりました。文化庁は、各自治体に早期の実現を進めています。文化財

保護行政を市長部局に移管し、まちづくりや観光振興等と一体的に実施し、既に成果を上げてい

る自治体があります。対馬市においても博物館の開館を機会に、対馬の貴重な財産である自然、

歴史、伝統的文化、文化財を市長部局において一体的に所管したほうが、対馬の魅力をより高め、

強力な情報発信ができると考えます。市長の見解を伺います。 

 ４点目、主要地方道厳原豆酘美津島線の加志箕形区間の改良について、お尋ねします。この路
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線については、平成１８年の対馬振興局長への要望に始まり、知事への要望を複数回なされ、平

成２６年から測量も始まり、５か年計画で竣工予定であると説明されていましたが、いまだ着工

に至っていません。この路線は、美津島町西地区及び厳原町阿連地区の命と生活を支える、まさ

にライフロードであります。急勾配、急カーブの連続、離合困難な箇所が多数あります。利用の

頻度と道路状況を対比すれば、対馬で最も悪条件下に置かれており、私も一般質問において２度

取り上げさせていただきましたし、ほかの議員さん方からも質問がなされています。地区住民は

一日も早い着工、完成を待っています。今後の見通しについて、お尋ねをいたします。 

 以上、２項目４点、簡潔明瞭な御答弁をお願いいたします。先般の一般質問のときに、私は断

ったつもりだったんですけども、市長のほうから所信表明とダブった部分の答弁がありましたけ

れども、その辺りは簡明に御答弁をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  小島議員の質問にお答えいたします。初めに、観光振興推進体制の強化

についてでございますが、まずＤＭＯ設立については、昨年６月に御質問いただいておりました。

その折に答弁いたしました対馬おもてなし協議会が昨年１０月に設立され、また本年７月からは

観光アドバイザーを招聘し、受入態勢の強化事業を行っております。その活動の中で、ＤＭＯや

ワンストップ窓口対応を導入している先進地を視察したいと考えていましたが、コロナ感染症の

影響で、これまで先進地視察等が実施困難な状況でありました。今後、コロナが沈静化した頃合

いを見まして、視察等を実施し、ＤＭＯ設立のメリット・デメリット、成功例・失敗例の情報を

集め、どのような形での導入が対馬にはあっているのか、そもそも導入すべきなのか、そのあた

りの是非についても研究をしていきたいというふうに考えております。 

 次に、観光物産協会の体制強化についてでございますが、御存じのとおり、先ほども申し上げ

ました地域おこし企業人制度を活用して、７月から観光アドバイザーを招聘し、観光物産協会及

び観光事業者の強化を図っているところであります。また、職員の体制については、２年前まで

市から派遣しておりました職員が専務理事という役職で観光物産協会の業務を統括しておりまし

たが、派遣解除に伴い、昨年度からはその役目を担う職員がいない状況であります。観光産業は、

今や対馬市の基幹産業といえるほど育ってきておりますので、観光物産協会のスムーズな事業執

行及びイレギュラーな場面での臨機応変な対応を取る上で、常勤理事等の配置は重要だと思われ

ます。この件につきましては、観光物産協会と協議していきたいと思っております。 

 次に、文化財保護行政の所管についてでございますが、文化財保護法及び地方教育行政の組織

及び運営に関する法律の一部改正が平成３１年４月に施行されたことにより、文化財保護事務の

所管について、条例により地方公共団体の長が担当できるようになったことは、議員御発言のと
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おりでございます。本市におきましては、文化財の保存・保護は教育委員会文化財課で、文化財

の活用については市長部局で担当しているところでございます。このたびの法律の改正は、文化

財の確実な継承に向けた、これからの時代にふさわしい保存と活用のあり方についてという文化

審議会の第１次答申を踏まえ、文化財をまちづくりに生かしつつ、文化財継承の担い手を確保し、

地域社会総がかりで取り組んでいくことのできる体制づくりを進め、地域における文化財の計画

的な保存、活用の促進や地方文化財保護行政の推進力の強化を図ろうとするものでございます。 

 また、文化庁は文化財を活用した地域づくりを推進することが必要との方針を示しております。

大変ありがたい御提言でありますけれども、活用は市長部局に限ったものではなく、現在、対馬

市でも赤米の保存、継承のように、活用は教育委員会部局でもこれまでも実施してきております。

本市におきましては、従来どおり文化財の保存・保護は主に教育委員会部局が、観光資源の活用

は市長部局が所管し、今まで以上に連携を強化し、文化財の保護と活用の両輪による地域振興に

取り組んでまいる所存であります。 

 次に、主要地方道厳原豆酘美津島線の加志～箕形区間の改良についてでございますが、今後の

見通しにつきまして県に確認いたしましたところ、当初計画しておりました吹崎～箕形間のトン

ネル坑口付近に地すべり箇所が確認され、ルートの見直しを余儀なくされたとのことで、進捗が

当初の予定より遅れているとのことでございます。今年度はルート見直しに係る地質調査、設計

委託等を実施されております。用地買収等の進捗や予算の配分によっては多少前後する可能性は

ございますが、現時点での工事の着手は令和３年度からを予定されており、完成を令和８年度と

見込んでいるとのことでございます。県におかれましては、本路線の重要性を十分に御理解いた

だき、早期完成に向けた御尽力をいただいているところでございますので、市民の皆様には御理

解、御協力をお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  どうも御答弁ありがとうございました。 

 一問一答で確認させていただく前に一つ、これは今日質問した内容とも関係があるんですけど、

観光関係のことで、朝、二宮部長のほうから博物館の観覧の減免のことで訂正がございましたけ

ども、私も小中学校は教育活動の場合、学習活動で行く場合は減免というのを目にして、当然、

いわゆる学習状況は高校生も同じように学校で集団で行く場合は免除されるものと、私は思いこ

んだ上で質問をしたところなんですけども、二宮部長さんはそういう思いが少し気持ちの中にあ

ったかどうか分かりませんけども、高校生もというような御答弁をいただいたところです。 

 詳しく精査されたらそうじゃなかったということですけども、できましたら今後のあり方とし

て、やっぱり高校生も地元で学校単位とか、学級単位とか、そういう集団で、学校の管理の下で
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博物館を観覧される場合は、できれば小中学生と同じような扱いをしていただけたらなというこ

とを私は思い込みでしましたけども、部長さんもそういう思いは心の中に少しはあったんだろう

というふうに思いながら、ぜひそういう取扱いを今後検討していただけたらということを要望し

て、一応このことは置きたいと思います。 

 それから、今日の質問内容ですけども、市長のほうから、まずＤＭＯ設立に向けての動きです。

このことは、最終的には昨年の６月議会で質問したのが最後でしたけども、その前は２年前、今

から言えば３年前に遡ったところから３回質問をさせていただいているんです。私も同じことを

３回も４回も質問するというのは、正直言って気が重いんです。それは多分、答弁をされる市長

をはじめ、部局の方々もそういう思いはあるだろうと思うんです。それで、今市長が答弁いただ

いた中にもありましたけど、確かにＤＭＯの設立には至っていないけども、おもてなし協議会や、

それからアドバイザーの配置とか、そういうことを実績としてやっていますよということのお答

えは、それはそれで評価したいと思います。 

 ただ、やはりこのことについては市長答弁が過去３回あったんです。それを踏まえて、今日午

前中の波田議員の質問にもありましたけども、行政としての動きのあり方がこのことについては

問われているんじゃないかんと思うんです。繰り返すようですけど、私は答弁を毎回読み上げさ

せてもらいます。「３０年６月の定例会、ＤＭＯのほうも決して諦めているわけではなくて、こ

れを何とかしてつくり上げていかんばいかんということで、観光商工部をはじめとして協議を進

めているところでございます。」これは市長の生の言葉、そのままです。議事録です。 

 ３０年の９月、また３か月後に私は確認するために答弁を求めましたら、「観光による地域づ

くりを実現するための戦略策定やかじ取り役となるＤＭＯの設立についても、関係団体や観光事

業者を含めた勉強会等を早急に開催したいと思っております。」とこう聞きました。これはちょ

っとある意味では勉強会になったから、少し後退したというふうに私は受けとめとったんですけ

ど。だから、それから２年後に、去年、また６月に聞いたんです。そのときの市長答弁。「必要

性については、私はぜひとも設立を目指さなければならないものというふうに考えているところ

でございます。ただ現実、まだ立ち上がっていない、遅れているということにつきましては申し

訳ないというふうに思っております。今後、早期に設立が可能となるよう進めてまいりたいとい

うふうに思います。」 

 市長のさっきの答弁は、それを受けてのこの１年間の答弁が、今コロナ等があったりして、先

進地視察等も思うようにいかないからということで、また答弁が戻って、どのような形がよいか

研究をしていきたいということに戻ってしまったんです。やはりこれを繰り返していると、行政

への信頼といいますか、それが揺らぐんじゃないかと思うんです。そのとき、そのときで答弁が

あったなら、動き出しておけば、それなりの答弁があって、議会ごととか、あるいは年度単位と
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かでもう少し何か進んだ答弁というか、具体化がされたんじゃないかと思うんです。 

 このことについて、やはり市長答弁の信頼性といいますか、議会への対応と申しますか、その

ような点について、市長のお気持ちを少し聞かせてみせてください。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  先ほど答弁いたしましたように、まず今年度、先進地の視察をするよう

に計画はしていたところでございますが、先ほども申しましたように、このコロナ禍の関係でそ

れを断念せざるを得なかったというところでございます。それと、私もこのＤＭＯについてはこ

れまでも必要性は認識しているということで、答弁をずっとしてまいりました。 

 ただ、近年、いろんなところでこのＤＭＯについて感想、そしてまたその動向を聞いてくるん

ですけど、確かに余り近頃はいい話も聞かないところなんです。要は、ある観光の専門の方たち

に聞くと、確かに成功しているところは成功しているけど、また失敗も多いし、どうなのかとい

うことはよくよく研究をされたほうがいいですと、そのような指導も近頃していただいた。 

 そういうことで、先ほども申しましたように、その先進地等へ出かけて、再度また練り直しと

申しましょうか、その設立に向けて再度研究をし直すことは、決して私は後戻りじゃないと思い

ます。これを設立してしまって、やはりちょっと難しかったねとか、失敗やったねと言わんでい

いようなことにするためにも、しっかりとここは研究をさせていただきたいという思いを持って

おります。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  今の現時点での市長の立ち位置といいますか、思い、対馬市の立

ち位置や思いはお聞きしました。やはり、それならそれで、そのそれぞれの時点でそれなりの、

この質問に対してはどういう対応を今しているとか、状況は変わりつつありますがということを

説明すべきだと思うんです。私が一番気になっているのが、議会答弁等事案対応経過報告という

のがございますよね。以前、これは丁寧に対応表が議会ごとに帰ってきていたんですけど、この

１年間、全く帰ってこなかったんです。今回、初めてタブレットに載っていました。そしてその

タブレットに載った内容といいますか、それはやはり各議員さん質問されたことを、これは研究

した結果、必要ないとか、それから先進地で調べた結果、対馬市にそぐわないならそぐわないと

か、違う方法だとかいうのをきちんと経過報告をしなきゃいけないと思うんです。 

 私が今まで質問した例の中で丁寧に対応していただいて、今でもまだ残っているのは、シル

バー人材センターの件なんかはずっと丁寧にフォローしてありますよね。これは何かまさにやら

なきゃいけないといって市長が答弁されたことですから、そのことを詰めていかなきゃいけない

と思うんです。それでわざわざまた私はこの表を出したんです。これは、私がＤＭＯが必要です

よと提言したんじゃないんです。これは何に載っているかといったら、対馬の観光振興推進計画



- 102 - 

に載っているんです。２８年の３月から動き出している。今年はその最終年度ですよね。最終年

度になっているのに、ここに記載してＤＭＯを検討しますと言っていながら、その経過は分から

ないままできて、次の計画にいくという。次の計画でどういう扱いをされるかは、まだ出てきて

いませんけど、やはり行政の組織のあり方としてまずいんじゃないかなというふうに思います。 

 そして現実、対馬の観光のあり方検討委員会の再生ビジョンの提言の中にも、物産協会の体制

のあり方とともにＤＭＯに向けて脱却しなきゃいけないと。物産協会のあり方がですよ、そうい

う提言が昨年１２月２４日の提言の中にそう触れてありますよ。そのことについては御承知です

か。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  今日はここには、私もちょっと持ち合わせてきておりませんけども、そ

のように認識しております。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  市の計画である観光振興推進計画に記載し、そして昨年の１２月

の提言でもＤＭＯは要らないとは言ってないです。将来的には観光物産協会を発展に向けて脱皮

しなきゃいけないというようなことになっている中で、今、市長は対馬市としてはどうもいろい

ろ情勢を調べなきゃいけないということですから。そのあたりがちょっと市民には分かりにくい

と思うんです。 

 そのことは次の２点目の質問にいくわけです。観光物産協会の体制強化についてということで

お尋ねをしましたら、人的な組織替えがあったし、それからここの中にアドバイザーも入れたり

とか、おもてなし協議会で県と一体となって進めているというふうな答弁がございましたけど、

観光物産協会については、これは市の直接の組織ではございませんけども、市が人も派遣してい

ますし、予算も補助金が出たり、あるいは委託として大きな事業を幾つも任せているわけですか

ら、体制強化についても最初の質問とやっぱり関連してくるわけですが、このままでいいのかど

うか、もう一度確認をしたいと思います、物産協会のあり方について。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  物産協会のあり方についてというようなことでございますけども、冒頭、

答弁の中でも申し上げましたように、今現在はこの観光アドバイザーの方にも御尽力をいただい

て、いろんな方面からの観光客の誘致もしていただいているところでございます。そういう中で、

この観光物産協会の常勤の理事の配置については重要だというふうに考えております、というよ

うな答弁をいたしました。ただ、今現在、これがまだできていないというのが、なかなかその配

置関係でちょっと難しい面が、人的な面で難しい面があったというようなことで、ここは御理解

をお願いしたいというふうに思います。 
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○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  今、市長からも答弁があって、いわゆる常勤の理事ですね。これ

の配置については今まで以前あったわけですよね。そしてこれから考えていかなきゃいけないと

いう御答弁がありましたので、検討されていって、物産協会とよく協議がされると思うんですが、

私は会員の方とか、あるいは関係者の方にちょっと話を聞いてみました。そしたら、これはどう

いうふうなことを言われたかというと、今のスタッフの方々はよく動いてくださると、それぞれ

のチームとか。また出先みたいなとか、福岡のよりあい処があり、それからいろんなところで働

いている方々がおられるスタッフが結構な数なんですが、おられるんです。 

 ところが、スタッフは動いても、その上の、いわゆる指揮命令をする人間です。英語で言えば

アドバイザーじゃなくて、いわゆる指揮官という、コマンダーという言葉がありますけど、それ

が常駐していないというのが、やはり観光物産協会が即動けないとか、あるいは戦略や戦術を打

ち出すのになかなか思うようにいっていない面があるんじゃないかということを指摘される会員

さんや関係者はおられます。だからそういう意味ではぜひ常勤の方を、人を得るような努力をし

なきゃいけない。 

 さっき言われたアドバイザーや、これは何かコンシェルジュとかという名前で入れるというこ

とですが、これはあくまで窓口での案内とか、それから対応とか、そういう意味での人的な配置

じゃないかというふうに私は考えているんですけど。そうじゃなくて、やはり事務局の人間を全

部動かすだけの、そして早い判断が求められる、そういう必要性があるんじゃないかということ

を聞いていますけど、そのことについては市長、いかがですか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  観光アドバイザーの方につきましては、この方が旅行商品の企画をつく

ったり、そしてまたいろんなおもてなしでの指導をしてくださったりというようなことで、今現

在御尽力をいただいております。それとまた、私も先ほどもその常勤理事等の配置は必要だとい

うような答弁もいたしました。ただ、ここで御理解いただきたいのは、要は以前にもこの観光物

産協会そのものをもう少し強化といいますか、人的な面でも強化していくために、当初は市のほ

うからも職員を派遣してきましたけども、ある程度の強化ができた際には職員は徐々に引き上げ

ていくというようなことで、観光物産協会のほうとはこれまでも協議を進めてきた経過がござい

ます。 

 ただ、今議員がおっしゃられるように、やはりそこら辺の観光物産協会の行動、そしてまた観

光に対する業務が思うように進んでいないというようなことであれば、再度また観光物産協会等

とも協議を重ねながら、人的な面では大変厳しいとは思いますけども、何とかしていかなくちゃ

ならないのかなというふうに思います。 
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○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  今、市から直接出向されている方も、私が知る限りでは現職３名

ですか。その中で、やはりそれぞれのポジションがあるんですけど、やはり市から出向させるか、

それとも物産協会の中で雇用するのか、そのあたりはどういう判断をされるか別として、やはり

命令指揮する人が常駐していることが普通だと思うんです。例えば、同じような組織の中でも、

これだけの人的を投入して、お金をかけて、これだけの仕事をしている組織が常駐の指揮官が不

在というのは、やはり不十分だというふうに私はいろんな方のお話を聞いたうえで判断していま

すので、ぜひ物産協会ともそのあたりはよく詰めていただく。これがしっかりしないと、対馬の

観光情勢については行政の民間とそれのかみ合いがうまくいかないと思うんです。 

 そして先ほど申したそのＤＭＯにつなげるかということにもなってくると思うんです。そうい

う意味では、ぜひ御検討をお願いしたいというふうに思います。ＤＭＯについては、長崎県下で

も今６団体がそれで動いていますよね。島原半島なんかは島原市にもありますし、半島全体でも

やっていますし、同じような規模では平戸市が今それの動きを取っていますよね、ＤＭＯの候補

になっています。そして実際にそれに登録をされるようになるかどうかというのは、平戸が今そ

このところにあります。だからそういう情勢をよくつかんでいただいて、例えば長崎とか佐世保

とかと、県内でもそれ規模のところとはまた違った、離島独自の動きとして検討いただきたいと

いうことを思っています。 

 それから、今日の内容としてはまた関係するんですが、文化財の保護について市長のほうから

保護は教育委員会でこれまでどおりやりますよと、活用については市長部局でやっていきますよ

という答弁だったんですが、その連携を十分やっていきますよということですが、市長、３月の

予算の特別委員会のときに私がお尋ねしたときに、市長部局と教育委員会の文化財保護関係につ

いての活用についてうまくいっていますかと僕は尋ねたんですが、どうもかみ合いがうまくいか

ないんですよということを答弁されたのを記憶されてありますか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  予算審査特別委員会のときの総括質疑のときだったというふうに思って

おりますが、私のほうからその時点で観光の担当部局と文化財の担当部局には両義的な考えがあ

って、その関係で金田城の登り口付近への駐車場、そしてまたトイレの整備が進まないのではな

いかというようなことを申し上げたというふうに思っております。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  確かに、どこの自治体もこれの関係についてはなかなか難しいと

いうのは分かります。しかし、今、国としては観光立国ということをうたい上げていますし、ど

この地域も観光による地域づくりというのを進めている。その中でも特に、日本のお客さんでも
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そうですが、外国のお客さんならなおさらです。何で日本に来るかといったら、やはり景色とそ

して自然、それと文化財、文化的なこと、このような触れ合い、そういうものに興味を持ってく

るというのが多いわけです。文化庁が打ち出している方策、どういうことかというと、ここに書

きだしてありますけど、観光立国の実現に向けた文化行政の転換についてというんで、現在のあ

り方、古いものをそのまま保存するのみ。訪日外国人向けのエンターテインメントの不足、日本

文化の戦略的な発信の不足というのが現状だと、これまでだと。 

 これからは日本文化のＰＲがもっと必要、そして次、文化芸術活動、文化財を観光で目を引く

ように磨き上げが必要だということで、文化を最大限活用して観光立国の実現を目指す。これを

観光立島という言葉に置きかえれば、対馬の場合も博物館もできるし、ぜひ保存と活用という点

で、私は教育委員会が保存をした上で活用もしてありますと聞きますけど、そういう答弁でした

けど、活用という点では私は不十分だというふうに感じています。そういう意味では、もう少し

今後のあり方としては考えるべきじゃないかというふうに思うんです。 

 現に、もう法改正に併せて熱心な自治体は市長部局に移管をしています。具体的な例としては、

県では知事部局のところにわたったのは愛知県ですよね。それから、市の段階では松江市です。

この分を渡しています。そんなふうで、私が調べただけでも県で６件、それから市で６市ぐらい

がそういうふうに移管をしています。そのあたりを踏まえて、再度、対馬を最大限に知ってもら

うために、情報発信するためには、私は一体化したほうがいいというふうに考えますが、お考え、

これから変えられることはないですか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  確かに、これまでの文化財行政は古かったというようなことは、毎月発

行される毎日フォーラムの特集の中でも文化庁がそのように出したということは、私もそれを読

ませていただきましたので、覚えておりますけども、ただし、やはりこの文化財につきましては、

非常に繊細な存在であり、一旦、滅失、または棄損してしまいますと、なかなかその原状回復が

困難であるということも事実であろうかというふうに思っております。そういうことで、余りに

も文化財の保護のほうをおろそかにしてしまいますと、文化財の保護が後回しになってしまうの

ではないかというようなことを、私自身も危惧しておりますので、今の段階ではこの教育委員会

部局と観光を活用していく市長部局のほうで、これまで以上の連携を密にしてから行政を進めて

いきたいというふうに考えております。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  市長のお考えというか、今聞かせてもらいましたけども、少し思

い違いがあるんじゃないかなと思う部分があります。市長部局に移管したら保存がおろそかにな

るんじゃないかというのは、これは全くそういうことはない。それを考えるということはおかし
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いなと私は思います。これ、国のほうが言っていることをちょっと読み上げてみます。これは官

公庁の特別顧問をしているイギリス人の方が言っている言葉ですけど、文化財の保存と活用は表

裏一体で、活用しなければ保存すらできなくなる。活用しなければ保存すらできなくなるという。

そうだと思うんです。例えば分かりやすい例でいけば、国の特別史跡の金田城跡、かねたのき、

ここも今度トイレを設置して利用しますよね。それで活用することになるんですけど、そのこと

をする場合もトイレを設置するのは教育委員会の担当じゃないでしょう。市長部局でやるわけで

しょう。そのあたりも、もうまちづくりの部局と自然交流の課と、それから教育委員会を文化財

課に移してしまえば、もう３者が一体となって市長部局のほうで仕事ができるじゃないですか。

それが１点です。 

 それからもう一つは、予算面を見てもそうじゃないですか。博物館を造りましたけど、大半の

予算は教育費で使ったんですよね。しかし、実際の計画したりとかした担当課は市長部局ですよ

ね。そのあたりを見ても、これから観光行政を進めていこうとしたら、市長部局のほうで一括し

て文化財課を移せば、何を、保存はできなくなるとか、そういうことはあり得ないと思うんです。

そのあたりでよくもう１回、教育委員会とも相談されて、協議していただいて、前に進めていた

だいたほうがいいと思うんですけど、いかがですか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  私もこのことにつきましては、教育委員会部局とも協議をいたしまして

出した結論であります。そしてまた、最近、上県の越高地区のほうにもかなり貴重な遺跡等が発

見をされまして、これに向けても今後、発掘調査等に向けていかなければならないというような

ことで、今現在の教育委員会部局、そして市長部局での活用ということでいこうというような決

心をした次第であります。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  これは、私は初めて提言しましたので、すぐ実現するかどうか分

かりませんけど、対馬市のやはり観光行政の在り方から考えて、それから文化財を生かすという

ことから考えたら、ぜひ、いろんな、これこそ先進地の視察をしていただいたりして、御検討い

ただきたいということで要望をしたいと思います。 

 教育委員会のほうも、スタッフは今、おられるんですよね。それ、そのまま移せばいいわけで

すから。何も教育委員会にそのまま文化財課の仕事を残すわけじゃないわけですから。そのまま

そっくり移すわけですから、連携取りやすくなると思いますよ。 

 それから、時間来ましたけども、厳原豆酘美津島線の箕形～加志間の工区の件ですけど、この

ことは市長から今、これから先のこと、見通しを話をされましたけども。このあたりについては、

議会の中でも建設の常任委員会、以前は国県道の委員会あたりでは、情報が委員だけには、議会
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には伝えてもらうけども、市民の方には伝わりにくいんです。 

 そういう意味では、今日、市長が議場でこういうふうに発言していただきましたので、進めて

いただけるものと思っています。ぜひ、これも予算的なこと、午前中には波田議員のほうからも、

ほかの区間についてありましたけれども、やはり、市民に分かるような情報提示もしていただき

ながら、ぜひ進めていただきたいというふうに思います。 

 それから、いろんなことを今日は観光関係のことで申し上げましたけども、やはり、対馬に人

に来ていただくことについては、午前中に伊原議員さんもおっしゃいました。ですね。このこと

の中でも、看板のことが出ましたね。説明板、看板のこと。このことも教育委員会と市長部局で

二重立て、道路関係と観光関係、そして教育委員会の文化財関係となっていて、このあたりの調

整もぜひ必要だと思います。 

 そして、車で移動する人と歩いて観光する人とで、看板の仕方や説明板の仕方が違うですよね。

そういう意味では、前に二宮部長のほうからその資料を頂いていますけど。これをぜひ、よく各

観光地ごととか道路ごとに整理していただいて、整備をお願いすることを最後にお願いをして、

終わります。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  これで、小島德重君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小川 廣康君）  暫時休憩します。再開を２時５分からといたします。 

午後１時49分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時03分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 引き続き、市政一般質問を行います。１２番、小宮教義君。 

○議員（１２番 小宮 教義君）  １２番議員の小宮教義でございます。 

 今回の台風第９号、そして第１０号、被害を受けられた市民の皆様、心よりお見舞いを申し上

げます。そして、１日も早く復旧をされますことをお祈りを申し上げます。 

 今回も市民の声を１名だけですけど、いただいておりますので、御紹介させていただきたいと

思います。１人だけ、これ男性の方なんですけど、縁地連、これは朝鮮通信使縁地連連絡協議会

のことですね、縁地連の松原理事長が雨森芳洲先生の新たな肖像画をオークションで購入され、

来年開館する通信使資料館に寄託をされたと新聞報道で知り、みんな手を叩いて喜んでおります

ということです。 

 また、この理事長の御尽力でユネスコ登録もできたと思っておりますということですね。郷土
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を思う気持ちと卓越した歴史感覚にいつも感銘を受けていますということです。 

 そして、まだ不明な肖像画がまだ２つほどあるそうでございます。ぜひ対馬に集めていただけ

ればと思います。これからも頑張ってくださいという市民の声をいただいております。 

 私からも一言、この松原理事長。人は死んでしまえばもうお金が使えなくなってしまいます。

ぜひ通信使とともに死すというお考えで今後頑張っていただければと思います。 

 以上が市民の声でございますが、今年は１１月３日にアメリカの大統領選がございます。 

 それともう１つ、習近平がリーダーとするこの中国。このリーダーは私どものこの領土、尖閣

諸島、そして南シナ海と、自分のだというわけですから。これはちょっと、と思います。 

 それと、７月でしたか。香港の安全維持法が成立をして、成立をするともう次の日からどんど

ん香港市民を逮捕します。今現在のところ約１万人以上が既に逮捕されているそうであります。

すごいですよ。民主主義はどうかと思いますけれども。その中で、女性活動家の名前は周庭さん、

アグネス・チョウさんといわれる方なんですが、２３歳の女性でございます。この人も一旦逮捕

されてから釈放されましたが、今度の１２月の２日か３日ぐらいに出頭が上がっているというそ

うでございます。出てくれっていうことですね。 

 この日本、その比田勝市長の悪口を言っても、安倍さんの悪口を言っても捕まることがござい

ません。本当にいい国でございます。 

 その安倍さんが今度辞められます。７年８か月ですか。本当にお疲れさまでございました。安

倍総理が大きい公約の１つとして挙げておりましたのは憲法改正。安倍さんは憲法９条に自衛隊

の位置づけをはっきりするんだという公約をされておられました。残念ながらこれができないわ

けでございますが、次の総理、ちょうど今自民党の総裁選の選挙があっております。この憲法

９条を安倍さんの公約をぜひ達成をしていただきたいと思います。 

 では、先に通告しておりました２点について市政一般質問をさせていただきます。 

 まず、第１点の新型コロナウイルス対策に対する取組について。これは、対馬市の医療体系が

どうなっているのかというのが１点でございます。 

 そして、２点目がこれは新聞なんですが、８月１８日付けの長崎新聞に大きく出ております。

場所は厳原町の佐須沖ですね。アカムツ沖合底引き網漁解禁ということにしております。そして、

その下にほうに大量漁獲、一部投棄に抗議という見出しでございます。そして、一部投棄したこ

の企業は山口の船団でございますが、この企業はマストが折れたから魚を揚げることができなか

ったんだというふうな報告を組合のほうになされ、また、かつその業者さんもそのような報告を

されておるようでございます。このような資源を無駄に投棄するというようなこういうことに対

して市は何か対策はできないのかという２点でございます。 

 そして、この次第について、事細かに書いておられます。長崎新聞の記者さん、これからも対
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馬の情報をどんどん発信していただきたいと思います。このような記事、ありがとうございまし

た。 

 じゃあ、以上、市長の答弁を求めます。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  小宮議員の質問にお答えいたします。 

 初めに、新型コロナウイルス感染症対策等についてでございますが、本市におきましてはこれ

までに９例の新型コロナウイルス感染症の感染者が確認されております。市民の皆様の中には新

型コロナウイルス感染症への感染や感染した場合の検査、医療体制などへの不安もお持ちの方も

多いと推察いたします。 

 新型コロナウイルス感染症対策については、新型インフルエンザ等対策特別措置法、感染症の

予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律により、まず国が政府行動計画及び基本的対処

方針を定め、それに基づき、都道府県行動計画が定められ、国、県の計画及び方針を踏まえて市

町村の行動計画を策定することとなります。本市の行動計画の中にも県と市の役割分担を定めて

おりますが、県は特措法及び感染症法に基づく措置の主体者としての中心的な役割を担っており、

地域医療体制の確保や蔓延防止に関し、的確な判断と対応を果たし、市町と連携を図ることとな

っています。 

 また、県は感染予防の情報提供・教育、予防備品の備蓄などの感染予防対応、検査・医療提供

体制の確保などの検査・治療対応などが主な役割で、市は感染予防対応、ワクチン接種、県の対

策への協力が主な役割になると認識しております。 

 市の体制についてでございますが、新型コロナウイルス感染症対策は全庁的な危機管理の問題

として、国、県、関係機関等との連携を図り、一体となった取組を行う必要がございます。この

ため、市長を本部長、副市長及び教育長を副本部長、各部局長等を本部委員とする対策本部を設

置し、全庁一体となった対策の総合的推進に取り組んでおります。法的には市町村は緊急事態宣

言がされたときは対策本部を設置し、宣言が解除されたときは廃止することとなっておりますが、

部局間の連携を確保し、取組を推進・継続するため、３月１３日に対策本部を設置し、宣言が解

除された５月２５日以降も対策本部を設置しております。 

 次に、沖合底引き網漁業についてでございますが、対馬市の水産業において重要な漁獲資源で

あるアカムツについては、平成２２年度以降、資源保護の観点から重要な海域である厳原町西沿

岸海域に約４２平方キロメートルの保護区域を設定しており、対馬市内アカムツ漁業者及び県外

の沖合底引き網漁業者と自主的な操業自粛期間を設けることで資源管理に取り組んでいるところ

でございます。 

 本海域の操業自粛期間は産卵期に当たる８月１６日から９月１５日までの１か月間としており、
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毎年、沖合底引き網漁業者と協議、合意に基づき、継続更新しているところでございます。議員

御指摘の８月１８日付け長崎新聞にて報道された厳原町佐須沖での沖合底引き船団によるアカム

ツの大量漁獲については操業自粛海域の外側であり、大臣許可による操業区域内において沖合底

引き網漁業許可船による操業であったと聞いております。 

 また、沖合底引き網漁業操業許可区域における許可船隻数は県内外で２６隻、漁期は８月

１６日から翌年５月３１日までとなっており、操業開始日の８月１６日に発生した事案となって

おります。しかしながら、操業許可区域における適正な操業であり、大量漁獲に伴う操業上の安

全性確保のためのやむを得ない一部投棄であるとはいえ、資源の減少が懸念される中で、アカム

ツの資源保護に真剣に取り組んでいる対馬市の漁業者の皆様に取りましては看過できない重要な

問題であると考えております。 

 本件は、操業自体に違法性はなく、操業自粛にも賛同、協力していただいている沖合底引き船

団の操業事案であり、あくまでも操業モラルの範疇というデリケートな問題であると思われます。

このことから、今後の交渉次第では今まで長期間にわたり構築してきた信頼関係に影響を及ぼす

可能性もあることから、地元漁業者の意見を聞きながら対馬市漁業協同組合長会にて今後の対策

を慎重に検討すると聞き及んでおります。 

 対馬市といたしましても、推進しております海洋保護区の設定と密接に関連する事案であるこ

とから、漁協組合長会と連携を図りながら、今後のスムーズな操業秩序の確立に向けて取り組ん

でまいります。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、小宮教義君。 

○議員（１２番 小宮 教義君）  第１番目のコロナの対策についていきます。 

 答弁の中で言葉ではなかなか分かりにくいんで、私なりにパネルにして皆様に見ていただける

ようにしてきましたので、このパネルに問題点があれば、パネルで説明した後に御指摘をいただ

きたいと思います。 

 まず第一に、この新型コロナウイルス対策特別措置法なんですが、これは平成２４年に以前の

サーズとかマーズとかいろいろ問題がございましたが、それを基に作った法律でございます。平

成２４年に作っております。そして、まず国がありまして、国が対策本部を作ります。これは同

法の１５条で対策本部を作るわけですが、それと全く同時に県が対策本部を作ります。そのとき

は対馬はまだ作れません。で、県のこの対策本部ですけど、この下のほうに対馬保健所、そして

各地方に対策本部を設けます。これが対馬地方対策本部。そして、その下に対馬地区の医療圏、

これが１つの枠になっております。そして、それを全てまとめるのが、先ほど市長が言っておっ

たような県の行動計画です。これに基づいて、全ての事業をやるというふうなのがこの法律の基
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です。 

 じゃあ、対馬市はどうなのかというと、まず国が緊急事態宣言をします。そうすると、自動的

に対馬市に対策本部が置かれます。これは先ほど市長が説明をされました。置かれまして、対馬

市はこのための条例を準備しております。そして、この条例に基づいて対策本部を設置し、先ほ

ど市長が説明されましたように市長を中心とした体制が整います。そして、副本部長、そして、

この本部員、これは部長を中心とした１つの組織でございます。この本部員が３つの組織に分か

れております。まず１つが総務班、そして予防班、そして医療班ですね。これが基本的な３のパ

ターンです。でもこれが１つのものに重なる場合もございます。 

 そして、先ほどの法に基づいた行動、対馬市行動計画、これが措置法の８条により設定されて

おりますので、この中にはどのような状態のとき、例えば感染状態が６段階に分けております、

当初から。その段階ごとにどういうふうにしていくかをこの行動計画で設定されておられます。

その段階というのが、１から６までございます。そして、現段階はどこかというと、現段階は第

４の県内発生早期、これが現在の段階でございます。 

 対馬市の医療の体系はどうなっておるのか。これは対馬市の、これは私が勝手に作ったもんで

すから、見にくいところもございますけれども、まずコロナ対策関係で、まず長崎県が対馬に対

してどのような計画でこのコロナを収めようとしておるのかという点でございます。まず、フ

ェーズ。フェーズというのは、そのときの感染者数と考えていただいてもよろしいかと思います。

まず、フェーズ１というのは４人まで。フェーズ２というのが１２人まで。フェーズ３も同様で

ございます。そして、フェーズ４になると２５人、感染者が出たときはフェーズ４になります。

そして、この中でもこれとは別に、例えば軽症者、症状が出ない方もおられますので、その方に

ついては宿泊施設を県のほうで既に準備しております。もう決定もしております。そして対馬市

の協力の下、２６室が現在確認をされておられます。２６室の確保をできております。 

 では、現在までのこの対馬市の状況はどうなのか。という点ですけれども、昨日までですけれ

ども、県下で２３５名の感染者がおられます。昨日までで対馬の感染者は９人。そして、重症者

が１人、長崎に搬送されておられます。そして、対馬病院で今実際に入院されておられる方、こ

れは１人でございます。そして、退院された方が７人でございます。で、この対馬病院ですけれ

ども、感染症指定病院に指定されています。上対馬のほうの病院はこの感染症指定病院ではござ

いません。よって、この対馬病院が主な体系を取ると思います。対馬病院には今２７５のベッド

数がございます。先ほどのフェーズから分けると、まず感染者が４人のときには感染病床が４床

ございますので、これで対応をいたします。ということです。１２人までは感染病床と一般病床、

これを組み合わせて１２人までは確保するということです。そして、じゃあ２５人まではどうな

るのかというと、感染病床と同様に一般病床を確保して、２５人までは対応できるというふうな
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組織ができておるやに聞いております。もしこの組織に問題点があれば御指摘いただければよろ

しいと思いますが、なければまた次の質問にいきたいと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  大変立派な資料を作っていただきまして、心からお礼を申し上げたいと

思います。 

 ただ、１点だけ私気になりましたのが、今、議員の御質問の中でフェーズ１は感染者が４人、

そして２、３、４というようになるに従って、１２人、１２人、２５人ですよと説明であったか

と思いますけれども、これはあくまでフェーズ１から４で病床の確保数でありまして、フェーズ

１が４人、フェーズ２と３が１２人、フェーズ４が２５人というふうに私は聞いておりますけど

も、どうでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、小宮教義君。 

○議員（１２番 小宮 教義君）  説明が不足しておりました。ここに長崎県の計画として、確保

病床ということでございますから。先ほどの市長の指摘のように確保の病床ということでござい

ます。よろしゅうございますか。 

 では、先ほど対策本部は自動的に解散をするというお話されましたが、それでも今までのでき

上がった組織はそのまま生きて活用できるわけですよね。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  特措法上は解散となっておりますけれども、対馬市の場合は任意で継続

をしているところでございます。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、小宮教義君。 

○議員（１２番 小宮 教義君）  そうですね。じゃあ、活動は十分できるということですね。 

 これからコロナどうなるか分かりませんが、これから秋口になるといろんな問題が発生するか

と思いますが、市長のお考えとしてはこのコロナというのは対馬ではどのくらいの患者数が出る

と見込まれておられますか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  どれだけの患者数かということでございますけれども、このことについ

ては私も専門家ではありませんし、どのくらいの方が感染するか予測することができません。た

だし、県内の推計患者数は感染ピーク時におきましては、入院が必要な方が最大２８６人、この

うち重症患者の方が４２人ということで算定をされておられますけれども、各医療圏ごとの患者

数の推計につきましては、公表がされておりません。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、小宮教義君。 

○議員（１２番 小宮 教義君）  今のフェーズの状況というのは、このフェーズ２で止まってお
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るわけですけれども、このフェーズ２に対してこの対馬市が行動計画によってどのような計画行

動を取っておられますか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  この行動計画につきましては、そのフェーズに沿って設定をしておりま

すけれども、現在フェーズ２ということで病床の確保数が１２床というふうにされておりまして、

また、軽症者、無症状者の方などについては宿泊療養施設のほうで対応をしていくということに

なっております。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、小宮教義君。 

○議員（１２番 小宮 教義君）  分かりました。対馬で重症患者が出ると、向こうに搬送すると

いうのが県の基本方針ですが、搬送する手段としてどのような方法があるか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  対馬は離島でありますので、重症者に対応するベッドは確保されており

ません。そこで、重症者が発生した場合につきましては、本土地区へヘリコプターによる搬送に

なるというふうに聞いております。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、小宮教義君。 

○議員（１２番 小宮 教義君）  ヘリコプターというのは私も聞いておるんですが、以前海上保

安部がこれについての訓練をしたとお聞きしたんですが、海上保安部のほうはどうなんでしょう

か。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  今回、重症者の方が１名搬送されましたけれども、この方も海上自衛隊

のヘリコプターで長崎のほうに運ばれたということでございます。それとまた議員おっしゃられ

るように、海上保安部のほうも訓練をされておられますので、もしかしたら大量に発生した場合

は、そのようなことも考えられるのかなというふうに思っております。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、小宮教義君。 

○議員（１２番 小宮 教義君）  では、対馬で重症になったときには自衛隊のヘリコプターで運

ぶけども、海上保安部の船も搬送ができるということでよろしいんですね。分かりました。 

 それと、今対馬病院はＬＡＭＰ方式というＰＣＲ等の検査があるんですが、せっかく今対馬に

あるわけですから、皆さんがこの自己負担でもいいんですけど、使えるように、このＬＡＭＰ法

を。できないものなんでしょうかね。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  確かに、ＬＡＭＰ法につきましては、対馬病院のほうに今年の５月に検

査機器が整備されて対馬でもＬＡＭＰ法による確認検査ができるようになりました。議員御指摘
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のように、帰島された市民などに感染確認検査ができれば無症状者を早い段階で発見でき、対馬

島内での感染拡大防止対策として大変有効であろうというふうに思いますが、現時点では検査の

対象となりますのは有症状者でありまして、また、検査が必要と医師が判断した者というふうに

なっております。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、小宮教義君。 

○議員（１２番 小宮 教義君）  基本的にはそうなんですけど、私が先ほど申しましたのは自己

負担でもできるんじゃないかということですよ。で、現在は長崎に２つの病院ができます。長崎

大学病院と日赤の諫早原爆病院が。そこはできるわけですよ。その権限を持つのは長崎県だと思

います。県のほうからその指示さえ、指示が下れば対馬でもできると思いますので、その分をま

た県のほうにも要望をお願いしたいと思います。 

 それと同じように、今唾液ですぐ分かるわけですよ。それについても同様だと思うんですが、

私の調べた範囲では、長崎県と長崎県医師会が新聞等でもございましたけれども、協議をしてお

ります。その契約の中にもあるんですが、対馬においては問題点はその唾液の検体をどうして送

るのかという問題があるということでございますから、その検体の搬送関係の確立ができれば、

できる可能性が非常に高いと思います。長崎県医師会も含めて。その辺もまた県医師会のほうに

強く要望をお願いしたいと思います。 

 それと、対馬独自のこの感染に対する案というのは何かございませんか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  現時点ではまだ対馬独自の案ということにつきましては、思い当たりが

ございません。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、小宮教義君。 

○議員（１２番 小宮 教義君）  全国には、１,７４１の市や町や村があるわけですけれども、

所々によっては感染された方とかまたはそれに近い方、例えば関係者で病院に行ったりするじゃ

ないですか。そのかかる経費の一部を負担をすると。例えば１万でも２万でも。そういうふうな

自治体もありますので、そういうところを対馬は島ですから、独自なこの対策案を練る必要があ

ると思いますけど、これ。またそれも１つ。 

 それと、もう時間ありません、すみません。それと、この水際対策なんですが、対馬は海と空、

そこからウイルスが来ます。この水際対策をするためにはまずそこをよくチェックしたりしなけ

ればいけません。それで、今回の補正第５号とか今回の補正第８号において、これは対馬空港に

は４４０万円、航路事業者関係、九州郵船とか大川ですから壱岐・対馬フェリーですね、それと

対州海運、この業界に３５０万円。そして、ジェットフォイルには１,０００万円の経営支援を

させていただいています。そのような支援をされた業者さんにこのこういうふうな感染対策がど
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うなされておるのかというのを定期的に報告をしていただくというようなことはどうでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  まず、前段の対馬での独自の支援策というようなことでございますけれ

ども、このことについては検査入院等による休業補償等ができないのかというような趣旨ではな

いかと思いますけれども、コロナウイルスはインフルエンザと同じ感染症であり、誰でも感染す

る可能性がございます。新型コロナウイルス感染症は指定感染症でもありまして、検査入院費用

等については公費で賄われるということでもありまして、現在感染者等への経済的支援について

は考えておりません。この水際対策関係につきましては、担当部長のほうからお答えさせてよろ

しいでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  しまづくり推進部長、武末祥人君。 

○しまづくり推進部長（武末 祥人君）  小宮議員からの水際対策の定期報告についてということ

で御質問ですけれども、定期報告については求めてはおりませんけれども、感染の疑いがある方

が出たら報告がくるようなお話はしていただいております。報告はきておりませんが、こちらで

確認したところ対馬のフェリーのほうで１名、サーモで熱があったけれども、実際測ったら再検

査で低かったということで、船についても飛行機についても現在乗船拒否、搭乗拒否をしている

方はいらっしゃいません。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、小宮教義君。 

○議員（１２番 小宮 教義君）  そういうふうにして、熱を出してある方も発生するわけですよ。

それで、このように支援をしているわけですから、何千万っていうお金の支援をさせていただい

ておるわけですから、やっぱりどういう状況かを定期的に１か月に１回でもいいじゃないですか。

今回はこれだけお客様が入ったんだと、でも熱を測ってみたらちょっと高い方がおった、何人く

らいおったんだけども、その後調査したらどうもなかったとか。そういう定期的な報告をしてい

ただくように、支援をしているわけですから、ぜひお願いしたいと思います。 

 それと、そういうふうにして支援をしている状態が、感染状態がうまくいっているかどうかも

できればこれも定期的に市の職員が現地に行って、そして調べたりして、九州郵船と船だけです

から。福岡にも事務所があるじゃないですか、波止場の近くに。そういった方に定期的に行って、

現状をチェックしていただくということもまた大事なものだと思いますので。これから特に、

９月、１０月になると、たくさんの患者さんが出てきますから、その辺の対応をお願いをしたい

と思います。 

 それと、あと９分ぐらいしかありません。先ほどのアカムツのやつです。今度はアカムツにい

きます。終わりました。これがアカムツの写真ですよ。漁をしている。これが折れたマストです

ね。こっちの船が巻き上げているところです。網を破ってアカムツを下に投棄しているところで
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す。これがこの写真です。そして、これが投棄されたアカムツです。すごい量ですよ。金額にす

ると、何千万という金額になろうかと思います。ただ、そのこれを取ったらいけないといんじゃ

なくて、これだけの資源を無駄にすること自体がいけないと言っておるんですよね。それと、こ

のような形でこれだけのすごい魚が、アカムツが海上に投棄されるんですよ。漁師が魚釣りに行

ってもアカムツは箱ですると４箱、５箱獲れるか獲れないかなんですよ。それをこれだけの、要

らんから捨てるっていうんですから。こういう状況がございます。ただ市長が言われるように、

この業界の下で保護区の設定もさせていただいています。そういう状態でもありますけれども、

じゃあなおさら、資源を大事にしていただきたいと思います。 

 それと、先ほど市長のこういう問題については、法的な問題がないというお話ですが、私も素

人なりにいろいろと法律を紐解いてみたんですが、まず海洋にものを捨てたらいけないというの

が大原則ですね。それは法の１０条にこのようにうたってあります。１０条１項２項には、１項

というのは危険なときには網を破ってもいいんだということです。そして、２項目については、

これは例えば、事故ではなくて、何かのときに機械が傷んだとか何かのときの場合には投棄して

もいいんだということですね。しかし、最大限の努力をした結果はそうであればいいということ

なんですよ。この中で、この２項の３号に多分これの指摘だと思うんですが、漁労活動において

は、次に定めるものはそうじゃないんだという解釈なんですね。そして、これはどういうことか

というと、パネルを見ていただければ分かると思いますが、施行令４条の２に当たれば、これは

捨ててもいいんだという解釈なんですよ。それで、この４条の２項の制令、これには制令で定め

る船舶の通常の活動に伴い生ずる廃棄物、次に掲げる廃棄物とするということです。そして、

３番目に生鮮魚及びその一部を海に捨てるのはいいんだと。これは漁労活動だけがこれでいいん

ですよということです。注目すべき点は、この通常の活動、通常というのは普通どおり繰り返す

普通の作業を通常というんです。毎回毎回繰り返すのを普通の通常の作業というんですね。今回

は、この辺りに入れていますけど、網を切って放棄するのは通常の活動ではないんじゃないかと。

網を切る行動というのがどれで規定をするかというと、本法の１０条１項１号２号です。これが

先ほどの１項２号なんですよ。そして、今回は２そうでこう巻き上げてくるんですが、そして、

必ず集めて１つの船で引き上げるんですよ、魚を。そして、今回ポストが折れたのは、マストが

折れたのは、その船の１そうだけです。引きよってマストが折れたんじゃけえ。そして、ずっと

引き寄せていって、そのロープを相手側に渡して、魚を巻き上げるんですよ。巻き上げよって、

獲り過ぎたんでしょう。そして、網を切って、ものを流した。というのは、事故の原因ではなく

て、事故というのは例えば船で揚げよって重くなって危険だと。危ないときにはそれは仕方がな

いですよ。でも、今回はもう１そうのほうにロープを渡して巻き上げたんだから、事故に当たら

ない。私なりに解釈をすると、この２項の分です。船舶の損傷、その他、やむを得ない原因によ
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り廃棄物が排出される場合において、引き続き廃棄物の排出を防止するための可能な一斉の措置

を取ったときは法には触れませんよと。すなわち、こぼれたものを近所の船とか何かにどうかし

てくださいよと言った場合には入りませんよと。でもそれを今回はこの処置をしていないと思わ

れます。 

 それと、もう１つ、船舶の安全法がございます。これは船というのは、第１条には必ず操業に

支障をきたさないような性能を有しなければならないというのが第１条でございますので、先ほ

どの海洋汚染法ですね。それと、その船舶の第１条に私は抵触をするんじゃないかと思いますが、

これについては現状の把握に努力をしていただくように要望をいたします。何かあれば１つ。な

いならいい。ないならいいよ。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、小宮教義君。 

○議員（１２番 小宮 教義君）  じゃあ、時間がきましたので、十分に対応できるようにお願い

したいと思います。 

 以上。 

○議長（小川 廣康君）  これで小宮教義君の質問は終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小川 廣康君）  以上で、本日予定しておりました市政一般質問は終わりました。明日も

引き続き定刻から市政一般質問を行います。 

 本日はこれで散会とします。お疲れさまでした。 

午後２時53分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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午前10時00分開議 

○議長（小川 廣康君）  おはようございます。 

 報告します。黒田昭雄君並びに齋藤久光君から欠席の届出があっております。 

 ただいまから議事日程第３号により、本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．市政一般質問 

○議長（小川 廣康君）  日程第１、市政一般質問を行います。 

 本日の登壇者は３人を予定しております。それでは、届出順に発言を許します。１６番、大部



- 121 - 

初幸君。 

○議員（１６番 大部 初幸君）  おはようございます。１６番、新政会の大部です。私は、もう

前語りが下手なもんですから単刀直入で質問に入らせていただきます。 

 では、通告書に従いまして、２つの質問をさせていただきます。 

 １点目の運賃輸送コスト補助金についてですが、本当にありがたい制度です。この質問は、

２５年６月の定例会でも関連の質問をさせてもらっていますが、そのときは国が３分の１、市が

３分の１の補助金で、福岡までの輸送費が、大体一箱２００円です。そのうちの１３３円が補助

金でした。現在は、３か月分の運送費の補助金を１か月遅れで翌月に頂いているのですが、今年

はコロナ病で全ての業界が苦しんでおります。今この現在は、一箱１５２円の補助金にまでなっ

ております。 

 養殖マグロでも出荷調整で出荷しようにも出荷できない、出荷しても単価は生産単価割れです。

対馬産のアナゴは、主に東京向けでしたが、御存じのように、東京がコロナ病で居酒屋等の時間

制限、外出を控える要請などでアナゴの消費はほとんどと言ってもよいほどできない状態にまで

なりました。だから、売れないアナゴは漁師さんにも操業しないよとの、操業停止みたいな要請

までありました。 

 釣りの魚でも、ブリが１キロ８０円、ヒラマサにしても一箱に四、五匹入れた一箱単価が一箱

１,０００円、ブリの小さい、「ヤズ」と言うんですけど、これも４匹、６匹入れた単価が同様

の一箱１,０００円、イサキの小さいものは、一箱に５キロ以上入れた箱単価が５００円で販売

されました。取り前のない赤字の単価です。全てにおいて、例年の３分の１、また半額の単価で

す。 

 このように漁業者は非常に苦しんでおります。少しでも負担が軽くなるように、現在、３か月

分の輸送コスト補助金を、一月早めて２か月分で補助できないかをお尋ねします。 

 ２点目、対馬島内の海水浴場の中に設置されているトイレは、ほとんどの海水浴場は和式のト

イレです。私も、このお盆前に孫を連れてグリーンパーク公園の海水浴場に泳ぎに連れていって

いたとき、１００人を超える人たちで海水浴場はにぎわっておりました。私は砂浜のすぐ横の木

陰のところに座って、孫の泳ぎを見守っていたときに、身体障害者の女の子が、お母さん、おば

あちゃんに体を少し抱きかかえられて泳ぎに入ったんです。泳ぎというか、海の中につかって楽

しそうに泳いでいました。 

 しばらくして、その女の子、年齢は中学生ぐらいでしたが、母親がトイレを見に行き、こちら

に走ってきて、「ここのトイレはだめ」と慌てて言っていました。こちらというのが、私の横に

おばあちゃんがおったもんですから、おばあちゃんのところにお母さんが来たわけです。私は何

でかなと思い、「何でだめなんですか」と尋ねてみました。そしたら、「洋式のトイレがないか
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ら、この子は座ってさせないと無理なんです」と言われて、私もびっくりし、確認に行きました。

確かに和式のトイレばかりでした。地元の議員として申しわけなく、「今年は無理にしても、来

年は改善して洋式トイレを１か所は設置するようにしておきます」と、つい言ってしまいました。 

 ２日後に、またグリーンパーク公園の海水浴場に孫２人を連れて行っていたら、今度は、４年

から５年生ぐらいの身体障害者の女の子が、１０人ぐらいのグループで来ました。その中に２人

の障害者の女の子がおりました。もちろん、家族と一緒に海につかって楽しそうにしていました。

私の脳裏に浮かんだのが、このこたちもトイレを使うとなると大変なことだとつくづく思いまし

た。何とか１か所だけでも洋式トイレを設置できないかお尋ねをします。 

 それから、シャワー室も、最初に出会った障害者の女の子の母親が、「ここは無理」と言って

走ってきましたので不思議に思い、またそのときも尋ねました。そしたら、「椅子に座らせてこ

の子は着替えさせないと無理なんです」と言われ、ああ、そうだよなと本当に思い知らされまし

た。障害者の方ばかりではなく、高齢者の方たちにも椅子か腰かけがあれば大変助かると思いま

す。椅子も、多分固定していないと危ないから、きちんと固定した腰かけというか、椅子の設置

をお願いできないかをお尋ねします。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  おはようございます。大部議員の質問にお答えいたします。 

 初めに、運賃輸送コスト補助金の支払いについてでございますが、農林水産物における輸送コ

スト助成については、平成２５年度から施行された改正離島振興法を踏まえ、定住の促進を図る

ため創設された離島活性化交付金を活用し、海上輸送費の軽減等、戦略産業の育成による雇用拡

大等の取組を支援するものとして、事業を実施しております。 

 さらに、平成２９年度より特定有人国境離島地域社会維持推進交付金への移行部分も含め、海

路及び空路の輸送費助成を行っているところでございます。 

 その中で、鮮魚、活魚、貝類等の水産物の輸出及び輸入に必要な飼料等の輸入につきましては、

特定有人国境離島地域社会維持推進交付金を活用し、国、県、市、合わせて１０分の８の助成を

行っております。輸送コストの低廉化により、本土との格差を解消することで、競争力のある魅

力的な水産業づくりに努めているところでございます。 

 今年度の輸送コストの対象は１２漁協及び法人、個人等合わせて２７事業所となっており、毎

月の実績報告に基づき、四半期ごとに補助金を交付しております。 

 議員御指摘のとおり、水産業においても、新型コロナウイルス感染症の影響は長期間にわたり、

消費低迷による出荷抑制、取引価格の下落等が継続しており、漁業者の皆様にとって大変厳しい

状況であることは、十分認識しているところでございます。補助金の交付時期を現在の３か月か



- 123 - 

ら２か月に短縮することにつきましては、農林産物及び水産加工品等も含めて、今後、調整が必

要となることから、各事業所等の現状や要望等を聞きながら、必要な対応を講じてまいりたいと

存じます。 

 次に、対馬島内の海水浴場のトイレとシャワー室についてでございますが、本市海水浴場の開

設につきましては、県条例、遊泳者プレジャーボート利用者等の事故防止に関する条例の規定に

より、開設期間、水難事故防止安全措置について、県公安委員会に通知を行った上で開設をして

いるところでございます。 

 本年度におきましては、厳原町管内３か所、美津島町管内２か所、上県町管内１か所、上対馬

町管内４か所の、計１０か所の海水浴場を開設しており、開設期間は、例年、こどもたちの夏休

みに合わせ、７月中旬から８月末までとしております。開設した全ての海水浴場には、トイレ、

シャワー室を設置し、快適に海水浴を楽しんでもらうため、トイレについては全て水洗、または

簡易水洗式としておりますが、その中には、和式便器のみの施設もあり、使用に当たり、支障を

来す利用者の方もいらっしゃることから、今後、洋式化に向け、施設の現況調査を行った上で検

討してまいります。 

 御指摘のありました勝見浦海水浴場は、太田浦海水浴場と隣接しており、この２つの海水浴場

が遊歩道で結ばれていることから、シーズンになると多くの利用客でにぎわう、島内でも人気の

高い海水浴場でございます。 

 太田浦海水浴場は平成５年７月、勝見浦海水浴場は平成１１年８月に供用開始しておりますが、

この２つの海水浴場は、長崎県が県営海岸環境整備事業により整備されました。供用開始後は、

長崎県と対馬市との間で海岸環境整備施設の管理委託について協定書を締結し、対馬市が建物及

び建造物の維持管理を担い、これまで建物や建造物の経年劣化に伴う修理や現状維持に関する補

修等を行っております。 

 トイレの設置状況としましては、全て簡易水洗とされており、太田浦海水浴場については、ト

イレが１棟と男女共用のトイレが１棟で、全て簡易水洗の和式便器となっています。 

 勝見浦海水浴場については、男子トイレと女子トイレがそれぞれ１棟ずつで、当海水浴場も全

て和式の簡易水洗となっております。 

 議員御指摘のトイレに関しましては、平成２１年に、昔ながらの落とし込みトイレから、衛生

面を考慮して簡易水洗へ改修いたしましたが、和式便器をはじめ、その他の設備や構造は供用開

始時のままで、高齢者や体が不自由な方々に対して御不便をおかけしているところでございます。 

 当該海水浴場は、交通の便もよく、環境省選定の日本の海水浴場８８選に選ばれるほどの自然

が豊かできれいな海水浴場でございます。今後、太田浦、勝見浦の両海水浴場の施設の改善に向

け、県とも協議しながら、高齢者や障害者に配慮したトイレの洋式化を進めてまいります。 
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 また、シャワー室内の腰かけ等の設置につきましても、島内海水浴場のシャワー室を調査し、

前向きに検討をしてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １６番、大部初幸君。 

○議員（１６番 大部 初幸君）  まず、本当に前向きな答弁を頂き、本当にありがとうございま

す。 

 市長の答弁にもありましたように、今現在、対馬を取り巻く水産業は、水産業に限らず厳しい

のはよく分かるんですが、やはり対馬の水産業の水揚げというものは対馬を支えている根本と言

ってもいいぐらい、過言ではないと私は思います。いいときは、やはり平成６年、９年は

３３０億、３５０億という水産業の水揚げでした。中でもその頃は、みんな対馬島内景気がよく

て、真珠にしても１００億、イカ釣りでも９０億から１００億、全てが今の現在からは想像もで

きないような水揚げがあっていました。それがこの現在は、１４０億ぐらいでしょう、多分。半

分以下に落ちたわけですから、対馬島内が生活が楽になるということは絶対ないと思うわけです

よ。 

 また、今年は、先ほど私が質問内容で言わせてもらったように、本当にもううそみたいな単価

で魚が売買できるわけですね。私も８月の中旬以降やったですかね、定置網に５２キロのマグロ

が入ったんですけど、キロ８００円ですよ。うそだろうというぐらい信じられない単価で販売で

きてました。私に限らずですから、先ほど言ったように、ブリなんかでもキロ８０円、悪いとき

は５０円ですよ。私たちがマグロに買うエサは１５キロで１,９００円まで今なっているわけで

すね。とれたブリを餌にやったほうが、計算すればいいような単価なんです。どっちが本当の価

値のある魚か分からんような状態まで陥っています。 

 そういう中で、この運賃の補助というのは、本当に漁師さんはありがたく思っているわけです。

私の地域でもそうなんですけど、今３か月分を翌月の１か月で補助を頂いているんですけど、そ

の中でよく声が出ていたのが、一月でも早めにしてもらって、２か月分で精算してもらって翌月

してもらえれば大分助かるんですよという声が、あちこち結構出ていたんですね。それで漁協の

ほうにも、１か月早めるということは、どうしても漁協が精算して市のほうに出すやないですか、

それは大丈夫かということを尋ねてみましたら、組合長も、遅れかすということは、精算を遅れ

かすということは、とても反対ですけど、前もって前に進むということだったら、組合はどこの

１２漁協ある組合でも、さっき２７事業所ですか、事業所にしても、組合員にしても、反対する

人がいなくて、ぜひ一月でも早めてくださいというお願いです。 

 今、ちょっと逆計算というか、２３年度が出荷量が約１万８,０４２トンで、箱数に直したら、

２８７万２,０００箱になるんですね。これを福岡まで２００円の運賃だから５億７,４００万、
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そのときの補助金が、当時は一箱８０円だったから２億２,９７６万円ですが、現在は、一箱単

価補助金が１５２円まで頂いております。だから、これ逆算すると４億３,６５０万になるわけ

ですけど、このお金が逆に言えば、対馬の漁業者の手元に落ちるという計算になるわけですから

大変喜ぶと思います。市長の答弁もありがたい答弁で、そういうふうに短縮の方向で改善してい

くという言葉を頂きましたので、私も安心して、この質問は一応終わらせていただきます。 

 ２点目の、この身体障害者と言ってもいいんでしょうけど、海水浴場に私も行っとったときに、

先ほど言ったように、障害者のこどもが来て、本当にトイレにお母さんが走っていってですね、

変な話、おしっこのほうやったら出てこなくてもよかったと思うんですけど、まあテレビですか

ら、それ以上は言いませんけど、お母さんが慌てて走ってきて、トイレに走りこんだんですね。

私の横に何かこう小さいビニールシートを置いておばあちゃんがおらったもんですから、おばあ

ちゃんのところに走ってこられたんです、お母さんが。「ここはだめ、ここはだめ」と言って慌

てているもんですから、先ほど言ったように、何でだめなんですかと言ったら、もう和式だから、

座らせないとこの子はだめなんですよと言って、公園のほうのトイレは洋式は間違いなくありま

すんで、お母さんがその子を乗せるために、テニスコートのところに車の駐車場があるから、そ

こに走っていってですね、そのまま濡れた女の子をそのまま座席に押して乗せていったんですよ。

で、トイレはもちろん済ませて、また今度、泳ぎを少ししていました。 

 そして、私も、ああそうだなと思っていたときに癩癩そうだなというのが、私もそのお母さん

に聞いたときに、「この子は座らせないとだめなんですよ」と言われたときにですね、私もその

とき気がついたわけですよ。ああ、自分たちは健全な体だから、そこまで気がついてなかったん

ですけど、確かに障害のあるこどもは和式は無理ですもんね、正直。様式があれば、手を握らせ

たりいろいろでできるとでしょうけど、ついついさっき私が言いましたように、「必ず１か所は

来年はつけときますよ」ということを言ってしまったんです。「どこから来られたんですか」と

言ったら、「京都から来ています」ということやったですね。で、２日目やったかな、再度、ま

た２人の孫連れて行っとったら、今度は１０人ぐらいのグループで泳ぎに来ていました。その中

に、４年か５年生の女の子が２人、やっぱり障害者の子がおって、正直、私も海水浴場に、まさ

か体に障害のある人が来るとは思っていなかったんですけど、結構、管理人に聞いたら、障害者

の方、来るらしいですね。それも今度、初めて分かりました。「来るの」って言ったら、「結構

来ますよ」ということで。それは重度障害者は来ないでしょうけど、軽度の障害者は来られて、

ああいうふうにしてバタバタバタバタ水際で遊んだりいろいろされるということです。それで、

これはいかんということで、こういう質問をさせてもらったんです。 

 シャワー室もですね、走っていって、同じこと言うようにありますけど、「だめだめ」と言う

から、「何でですか」って再度聞いたら、やっぱりほら腰かけがない、椅子がないでしょう。そ
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れで、私も、全体の海水浴場を回ったことはないんですよ。グリーンパーク公園の裏のシャワー

室とトイレとを見たわけです。 

 シャワー室も、やっぱり女子のほうに行くっていったら、私も気になったから走っていったん

ですけど、ずっとやっぱりそのときも百何十人来とるから、次から次にシャワー室来るもんで、

やっぱりほら、女子、女のほうに、ちょっと変に思われたらいかんから管理人を連れていったん

ですけど、当然、両方にサイドにつかまる、何ですか、手すりはあります、あそこは。ただ言う

ように、座る椅子もないし、そういう整備はされていないです。 

 だから、お願いしたときに、体に障害のある人が、本当に移動させる椅子を置くだけでいいも

のか、固定した椅子にしとかないとだめなのかということは、ちょっと調べとってくださいとい

うことを、私ども前もって事前に言ったんですけど、多分、フラフラしたこんな椅子では、ああ

いうちょっと大きめの女の子なんかは無理だと思うわけですよ。だから、そういう、何ですか、

こういう形で、やっぱりいろんな楽しみで体に障害のある人も来ているわけですので、また高齢

者の方も、おばあちゃんたちも一緒に泳いだりするから、そういう方たちのためにも、こういう

シャワー室にしても、ちょっとした椅子とか置いてもらったら助かると思うわけで、こういう質

問をさせていただきました。 

 市長からの答弁も、この件も前向き検討、またグリーンパークの海水浴場は県の整備とは私も

全然知らなかったわけですけど、そういう中でこういう質問をしておりますので、市長、できる

だけ、こういう体の不自由な人たちが、不自由さを少しでも安らぐような海水浴場の整備をして

ほしいと思いますが、もう一度、明るい答弁をお願いします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  明るい答弁をということでございますけども、まず１点目の運賃輸送コ

ストの関係でございますけども、冒頭答弁いたしましたように、このことにつきましては、他の

団体の関係もあるというようなことで、今後、調整が必要であるということから、今後、組合長

会等と十分協議をしてまいりたいという答弁をさせていただきました。 

 と申しますのが、こちらのほうが調べてみましたところ、今、３か月ごとに振込等をしている

漁協等において、これが２か月に１回になることによって漁協職員の事務負担が若干増えること

や、振込手数料等が増えるというようなことを懸念されている組合もありますというような話を

聞いておりますので、このことについては、やはり漁協の組合長会等と十分協議をした上で決定

をしてまいりたいというふうに思います。 

 次に、この海水浴場の中のトイレ、またシャワー室の整備についてでございますけども、今対

馬で海水浴場として選定されている１０か所の海水浴場のうち、この太田浦、勝見浦、そしてま

たあと１か所、３か所において、まだ洋式トイレが整備されてなかったということが分かりまし
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た。 

 そういうことで、今議員のほうからも話ありましたように、各学校施設とか、市内のトイレ等

につきましても洋式化を進めてきておりますので、併せて、この海水浴場につきましても洋式化

を進めてまいりたいというふうに考えております。併せて、シャワー室のほうも、今後、十分な

調査をさせていただきながら、その対応をしてまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １６番、大部初幸君。 

○議員（１６番 大部 初幸君）  市長、実際に、私たちは健全ですから全く今まで気がつかなか

ったんですけど、言われて初めて、ああそうだなということがつくづく分かりました。今、市長

の答弁で、少しそういう、体に不自由のある方とか高齢者の方は、シャワー室については、トイ

レにしても、非常に喜ぶと思います。本当にありがとうございます。 

 それと、組合の改善、運賃輸送補助金ですけど、組合長との協議というのは、もう当然聞いて

いたんですけど、私が知っている範囲のイカ釣りを主にしている組合長は、「いや、１か月早ま

るんだから、ありがたい話よ、大部君」という話がほとんどで、今ちょっとそういうところもあ

るんかなと思うんですけど、職員に関しても、１か月早まったからって特別支障を来すことはあ

りませんので、もう当初言ったように、多いときの箱数言うたら、市長、そうでしょう、今幾ら

ですか、何ぼになったと。何ぼやったかな。逆に言うたら、箱数がいいときの半分になっとるわ

けですから、それを考えれば、そこまで差し支えるようなあれではないと思いますね。そうです

ね。だから、やっぱりいいと思ったことは、市長言われるように、組合も非常に困っているわけ

ですから、対馬を救うがためと言ったら大げさになるかも分かりませんけど、非常にやっぱり苦

しんでいる現状です。このようなことが実際に早くできれば、またいろんな意味で組合員も助か

ると思います。 

 実際に、この組合員数の減り方というのは、そちらのほうでも把握はされていると思いますけ

れども、漁業者離れというのが５か年で、前も言いましたけども約５６０隻減っているわけです

よ。今年調べれば、まだそれ以上に減っていると思います。２５年のときは約４,２５０隻が、

２９年は３,６５６隻に減って、だからさっき言ったように、５６０ぐらい減っているわけです

よね。こういう形、水揚げにしても半額やないですか。このままになってしまえば、本当に対馬

から若い者の漁業者は去っていくばっかりということになりますので、少しでもできる範囲から

してほしいと思います。 

 この前あった５万円の補助にしても、１組合員にですね、ありがたいんです、もちろんありが

たいお金でしたけども、またこれは、今度金額が張りますので、１組合員にしても箱数１５２円

まで上がっているわけですから、すぐ１００万、２００万になってくるわけですよ、数釣る人は
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ですね。そういう意味で助かると思いますので、組合長とのその話し合いというのも、よく聞い

ておりますので、聞きましたので、早めにそういう協議をしてもらって改善してください。もう

１２漁協中、対馬は６月に総会が、漁協総会があってますけど、全てに赤字ですよね、組合が。

もう６,０００万、７,０００万、イカ釣り組合はどこの漁協も赤字出しとるやないですか。だか

ら、そういう赤字が出ていますので、赤字が出たからこういう話をするんじゃなくて、少しでも

改善できるように、市長、お願いしておきます。 

 市長の答弁がそういう前向き、検討をするということですので、私ももうこれ以上くどくど言

いません。本当に２つの質問させていただきましたけど、そういう前向き検討の答弁を頂きまし

てありがとうございました。これで終わります。 

○議長（小川 廣康君）  これで、大部初幸君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小川 廣康君）  暫時休憩をいたします。再開を１０時５０分からといたします。 

午前10時36分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時50分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 引き続き、市政一般質問を行います。１番、坂本充弘君。 

○議員（１番 坂本 充弘君）  おはようございます。１番議員、新政会の坂本充弘でございます。 

 質問に入ります前に、７月の大雨により、増水した川でお一人が亡くなられました。誠に残念

な事故で、心から御冥福をお祈りいたしますとともに、御遺族の皆様には心からお悔やみ申し上

げます。 

 また、同月末にも猛烈な雨が降り続き、大きな被害が出ております。対馬市では、２９日午後

２時半までの４８時間に約５００ミリの降水量を観測し、長崎地方気象台は「５０年に１度の記

録的な大雨」と発表しました。９月に入りますと、台風第９号及び台風第１０号が立て続けに対

馬を直撃しました。両台風による暴風被害がかなり出ているようでございます。被災されました

市民の皆様には、心からお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復旧となりますよう祈念

申し上げます。 

 それでは、通告に従い、質問に入らせていただきます。 

 １項目めは、市街地内における道路脇側溝の清掃について、２項目めは、バスと飛行機のアク

セスについて、３項目めは、新型コロナウイルス感染症に係る児童生徒の今後の予防策について

でございます。以上の３項目についてお尋ねをいたします。 

 １項目めの市街地内における道路脇側溝の清掃についてでございますが、これは皆さんもよく
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目にしていることと思います。道路脇には、側溝が造られているわけでございますが、水が吐け

るように間隔を置いて金属製の蓋が置いてあります。通称、グレーチングと言っておりますが、

ここの下に泥が堆積して雑草が生えてきております。国道に限らず、県道、市道にしても、また

ほかのまちにしても、このようなところがあります。しかし、比田勝のまちの中が一番ひどいの

ではないかという気がしております。歩道の上はボランティアで除草をしていただいている方も

ございます。この場をお借りし、厚くお礼申し上げます。 

 ところが、グレーチングのところは、車の往来が頻繁にあるため危険でできません。長い間放

置しておりますと、景観もよくないし観光客には悪い印象を与えると思うわけです。また、大雨

になったときには、水が流れないため冠水の要因にもなってきます。場所によっては車も走行で

きないような可能性も出てくると思います。 

 このような清掃作業は、どのぐらいの周期で清掃をされているか分かりませんが、せめて人通

りの多い市街地や、小学校、中学校、また高校の通学路は歩道の除草も含めてもう少し早い周期

で清掃をしていただきたいと思いますが、市長のお考えを伺います。 

 ２項目めは、バスと飛行機のアクセスについてでございます。 

 ３月２９日から福岡への１便が１０分早くなり、８時４５分となっております。今まで比田勝

発のバス、６時３５分に乗っていた方が飛行機に搭乗されなかったという話を聞きました。 

 バスの時刻表によりますと、対馬空港への到着は８時３２分となっており、仮に予定どおりに

到着しても１３分しかなく、その日は現実に搭乗されなかったというわけです。飛行機の搭乗に

ついては、手荷物検査等もありますので、余裕を持って時間前に到着しなければなりません。

８時５５分のときには間に合って搭乗できたということでございます。飛行機の時刻表について

は、ＡＮＡやＯＲＣ、また国、国土交通省が関係してくると思いますが、そういうアクセスにつ

いて配慮できないのかお尋ねをいたします。 

 ３項目めは、新型コロナウイルス感染症に係る児童生徒の今後の予防策についてでございます。 

 新型コロナウイルス感染症については、昨日も小宮議員の質問がありましたが、今日は学校で

のイベント等について伺いたいと思います。 

 御存じのように、新型コロナウイルスの感染による対馬市内での感染が確認されております。

現在、８月２８日の９例目までを最後に止まっているようでございます。小学校、中学校も第

２学期が始まっておりますが、集団生活をする学校内で、今後、修学旅行とか運動会、運動会に

ついては、もう終わっているところもあると思いますが、文化祭等のイベントが予定されている

と思います。 

 それぞれの学校で、その開催の規模等については違いがあると思いますが、現実に感染者が出

ている以上、その対策、予防策を講じていく必要があると思います。教育委員会としてどのよう
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に考えてあるのか、教育長のお考えを伺います。 

 以上の３項目について、市長及び教育長にお伺いいたします。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  坂本議員の質問にお答えいたします。 

 初めに、市街地内における道路脇側溝の清掃についてでございますけども、道路の維持管理に

おいて、除草作業は、交通の安全と環境面からも欠くことのできない重要な作業であると認識し

ております。市街地内の状況にもよりますが、毎年６月から８月にかけて、道路管理者が業者等

に委託し、また、地域住民、ボランティア等により、道路敷きの除草作業が実施されているとこ

ろであります。 

 現状を確認いたしましたところ、議員御指摘のとおり、側溝に雑草が生えている箇所もござい

ますが、側溝の堆積土は、大きく側溝の機能を阻害するものではないというふうに思われます。 

 しかしながら、市街地は、市民に最も身近な生活空間であるとともに、多くの観光客等も行き

来しているところでもあり、景観の美化を図ることは、観光振興には重要であると考えます。管

理者の県にも除草等の対応をお願いいたしますが、やはり行政だけですべてを処理し続けること

は、厳しいものがあり、今後は、地域と連携した対応を進めていく必要があると考えております。 

 次に、２点目の、バスと飛行機のアクセスについてでございますが、まず、福岡１便の出発時

刻につきましては、ＯＲＣが保有するＱ２００の老朽化に伴い、対馬長崎便にＡＮＡ保有のＱ

４００をリースし、コードシェア便として午前に１往復就航させることとなりましたので、Ｑ

４００の機材繰りのため、福岡１便の出発時刻を早める必要が出てきたものであります。 

 バスのアクセスにつきましては、６時３５分比田勝発の縦貫線の対馬空港到着時刻は８時

３２分であり、バスの到着が遅れた場合には飛行機に搭乗できないことが発生することもあろう

かと思われます。 

 解決策といたしましては、一つは飛行機の出発時刻を遅くすることが考えられますが、この場

合、１つの機体が複数の路線に就航しておりますので、他の路線との調整や各空港及び他の航空

会社との調整も必要となります。 

 もう一つが縦貫線の比田勝発の時刻を早めることが考えられますが、この場合、仁田で縦貫線

に接続しています伊奈線、仁位で接続しています小綱循環線と、仁位・廻線、浦底で接続してい

ます仁位・琴線からの乗り継ぎができなくなるため、その４路線の運行時刻等の調整も必要とな

ります。 

 つきましては、バスの時刻変更及び福岡便の出発時刻変更の両面から、関係者への要望や協議

を行い、善処に努めたいと存じます。御理解をお願いいたします。 
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○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  坂本議員の質問にお答えします。 

 小中学校における運動会及び修学旅行への対応についてでございますが、運動会については、

当初１学期に予定していた学校が、新型コロナウイルス感染症予防のため２学期に延期をして実

施することになっております。中には中止をする学校や午前中のみで開催する学校もあります。 

 運動会の開催に当たっては、３密にならないような会場づくりや種目の工夫、種目減による時

間の短縮、参観者の制限、参観者に対するマスク着用の徹底等、各校の実態に応じた感染予防対

策を講じた上で実施するようにしております。 

 なお、市内での感染拡大の状況によっては、さらなる内容の精選や中止の選択についても常に

視野に入れながら情報提供や指導をしてまいります。 

 次に、修学旅行についてでございますが、従来、本土部への旅行を実施していましたので、感

染リスクを考慮しながら実施を判断する必要が出てきました。旅行目的地や対馬市内の感染状況

等を十分把握した上で、保護者の希望や意見を十分聞きながら、各校で判断していくようにして

おります。 

 従来の本土部での旅行のほかに、壱岐や対馬市内への変更、次年度への延期、中止等、各校の

実態を踏まえた選択肢について、こどもの命と健康を守ることを最優先に考え、計画を進めてい

るところです。 

 なお、実施に当たっては、３密の回避、各見学地、宿泊先、車内等に応じた感染症予防対策を

十分講じながら実施してまいります。 

 以上、運動会と修学旅行について説明をいたしましたが、学校行事等につきましては、今後も

感染予防対策を十分に講じながら開催の必要性を吟味し、実施・中止の判断をしてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １番、坂本充弘君。 

○議員（１番 坂本 充弘君）  御答弁ありがとうございます。 

 まず、１番目の市街地内における道路脇側溝の清掃についてでございますが、今日は写真を

５枚ほど撮ってきておりますが、私の印刷がちょっと悪いために、大きくパネルにはしておりま

せん。大変見にくいとは思いますが、御了承を願いたいと思います。 

 まず、１枚目の国際ターミナル、これは、大川建設工業のあたりからです。見ても分かるよう

に、ずっと側溝のグレーチングのところから雑草が生えております。 

 ２枚目、２枚目は、埋立地の駐車場ですかね、それの交差点の手前あたりから撮っております。

これもグレーチングのところから生えてきております。 

 ３枚目、３枚目と４枚目が比田勝小学校の前ですけれども、４枚目のこの写真、もう本当に雑



- 132 - 

草が大きく育って、こういうふうになっております。歩道の方もいっぱい雑草が生えております

けれども、ここは比田勝小学校の前になりますので、児童生徒さん、児童がよくこの横断歩道を

渡って登校しておりますので、やっぱり景観もさながら、やっぱり何とか措置をしていただきた

いなという気がいたします。 

 ５枚目ですね、５枚目は、上対馬総合センターの上対馬庁舎の前からなんですけれども、やっ

ぱり庁舎の前は、やっぱり行政の玄関口になりますので、みんな観光客もやっぱり気にかけてく

ると思うんですね。ここから先、港の方に向かう写真になりますけれども、やっぱりメインスト

リートにこういうふうに雑草が生えておりますと、今は観光客自体が少なくはなっておりますけ

れども、イメージ的にやっぱりよくないという気がいたします。 

 これも何とか対処をしていただきたいと思いますけれども、このグレーチングというもの、ち

ょっと重たくて、私も三宇田線でちょっと車で走ったときに、草が生えておりましたので、ちょ

っと止まって、人力で開けてみようと思ったんですが、とても土がやっぱり泥が入っていって締

まっているわけですね。重機みたいなやっぱり力が強いやつじゃないと上げることができません。

一回、バールで私もこじ開けたことあるんですけれども、なかなか大きなバールでも開かないと

きがあります。やっぱりこれは業者の方にお願いしてやっていただかなければできないのかなと

いう気がいたしました。国道になれば、県の関係がございます。できるだけやっぱり県のほうと

も協議して、先ほど市長の方からは、今後、地域と連携した対応を考えていくという御答弁があ

りました。できるだけ、そのような考えで、私も賛成でございます。いいとは思いますけれども、

このように長くなると、やっぱり花壇みたいになってくるもんやから、そこをもう少し何とか早

めに対応はできないかという気がするんですけれども、そのあたりいかがでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  先ほども答弁いたしましたように、今御指摘の箇所は、国道３８２号線

になって、管理といたしましては県のほうが管理をしている道路でございますので、もちろん県

の方にもお願いはしてまいりますが、なかなか行政だけでは対応することも厳しいのではないか

ということを先ほど申し上げました。 

 そういう中で、できる限り、地域の方々と連携をした対応と申しましょうか、やはりボランテ

ィア等のお力をお借りすることも必要となるのではないかなというふうに私自身も思っておりま

す。 

 特に、今御指摘のありました上対馬総合センターの付近とかいうのは、私も、また上対馬振興

部のほうと、できる限り日頃から指摘をされないように、そこら辺の清掃を心がけてほしいとい

うことを申したいというふうに思っております。 

○議長（小川 廣康君）  １番、坂本充弘君。 
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○議員（１番 坂本 充弘君）  ありがとうございます。やっぱり北の玄関口と言われる比田勝と、

そして空港、そして厳原ですね、玄関口のまちは、観光客がやっぱり最初に訪れるところでござ

いますので、このあたりはもう少し考えてしていっていただけたらと思います。今後、地域と連

携した対応をしていっていただいて、それから本当のきれいなまちづくりを目指していただけた

らなと思っております。 

 市長が観光に力を入れられるということで、おもてなしの心ですかね、それを醸成するという

ようなことで考えてありましたので、それを成し遂げていくようにぜひお願いをしておきたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、２点目のアクセスの方にちょっと話を移したいと思います。 

 今回は、３月ぐらいから変更が、時刻表の変更があっていたと思うんですけれども、この方は

８月に乗られて、かなりもう変更されてからたっているんですけれども、それが気がつかなくて、

一応、この日は、前回は乗れたので同じように考えていかれたんだと思います。それで、当日は、

とうとう１便、２便、乗ることができずに、３便で帰ったということでございます。 

 そういうふうに、その日は大変困られたということでございまして、こういう対馬空港行きの

バスということになれば、今まで乗れて間に合っていたものを、このように、自分の不注意も、

それはありますけれども、空港行きのバスということで、同じように間に合うものと考えて乗ら

れたということでございました。その日は、本当に何か残念でたまらなかったということでござ

います。 

 先ほど関係者と協議をしていかれるということで、善処していきたいという返答を頂きました

が、飛行機の便数も減ってきて、飛行機の小型化になったんですかね、ジェットがですね。その

辺にもなってきて、時刻表のダイヤが変わってきたとは思いますけれども、ぜひその辺のバスと

の連携の対処をやっていただきたいと思いますが、市長の説明にも、先ほどバスの仁田・伊奈線

とか仁位・琴線ですか、その辺のつなぎもあるということでございます。その辺の協議を、いま

一度やっぱり詰めていただいて、比田勝のバスが何とか間に合うように、そういうダイヤの改正

ができないか、もう一度御答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  また、詳しいことは、担当部長のほうに説明をさせますけども、まず、

この飛行機がＱ２００の老朽化によってＡＮＡのＱ４００型に変更になったということについて

は御理解をお願いしたいと思っております。 

 そしてまたさらに、この対馬空港だけじゃなくて、福岡空港、長崎空港、他の空港との便の調

整の関係もありますので、なかなかここについて、こちらの要望どおりだけにはいかないという

ことについても御理解をお願いしたいと思っておりますし、バスのほうにつきましても、時間を
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単純に早めればいいじゃないかというようなことなんですけども、先ほども申しましたように、

他の路線との調整がありまして、なかなか難しい問題があると。そしてまた、この縦貫線等でバ

スの時刻は、これ運輸局のほうにきちっと届けなくちゃならないということと、年に数回ありま

す交通関係の審議会のほうで了解を得た上での変更になるということになると思いますので、各

方面とは、今後も善処に向けて進めてまいりたいというふうには考えておりますけども、なかな

か厳しいものはあるということは御理解をお願いしたいと思います。 

 担当部長のほうに詳しいことは説明をさせます。 

○議長（小川 廣康君）  しまづくり推進部長、武末祥人君。 

○しまづくり推進部長（武末 祥人君）  バスと飛行機の連携と時刻の変更の可能性といいますか、

今市長のほうから御報告ありましたように、飛行機につきましては、他の会社、国内便、福岡空

港の場合国際線も入っていますので、国際線もありますからなかなか難しいところがあると聞い

ております。 

 バスは、今市長の説明どおりなんですが、飛行機の時刻が夏ダイヤ、冬ダイヤございまして、

夏ダイヤが３月末から９月末、冬ダイヤが９月末から３月末ということになっていますので、も

う冬ダイヤは決まっておりますので、次の夏ダイヤに向けて、もし可能であればということで、

申し入れはしたいと思っております。ただ、それができるかどうかというのは、なかなか約束は

しづらいところがありますが、そういう状況でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １番、坂本充弘君。 

○議員（１番 坂本 充弘君）  ありがとうございます。できるできないではなくて、善処はお願

いをしたいと思います。 

 厳原からの空港行バスにつきましても、７時５５分の出発が８時２４分着となっております。

空港着がですね。やっぱりこれも少し遅れれば間に合わなくなるというような状況でございます。

バスだけじゃありませんけれども、ぜひ空港行ということになりますと、やっぱりそれで皆さん

安心してそれに間に合うような感じで乗られると思いますので、善処した対応を協議をしていた

だきますように、そこはお願いということでよろしくお願いいたします。この２番目のアクセス

の件については、これで終わりたいと思います。 

 ３点目の学校のことでございますけれども、このコロナウイルス感染症ですね、皆さん御承知

のとおり、比較的こどもには症状が軽いと言われております。しかし、どのような状況で感染者

と接触するか分かりません。これまでどおり予防対策には万全を期していかなければならないと

思っております。 

 運動会につきましては、島内で縮小したり、来賓関係の御来賓を遠慮していただいたり、規模

縮小に向けて実施されている学校もあっていると思います。教育長が申されましたやっぱり３密
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の回避とか時短、制限をしてマスクの着用、消毒ですね、そういうことも徹底してやっていると

いうことでございますので、今のところ安心できる状態ではないかと思っておりますけれども、

こどもたちの命には代えられませんので、そこは気が緩まないように、ぜひ注視していただいて

見ていただけたらなと思っております。 

 今後、修学旅行関係につきましては、今からまた、保護者と協議していただいて、実施するか

中止になるか、ちょっとその辺、分かりませんけれども、学校によっても、また違ってくるとは

思いますが、心配事にならないように、その辺は保護者とよく協議をしていただいて、そして、

安心できるような選定ですかね、地区を選んでいただくとか、その辺をしていただいたらなと思

いますが、教育長、最後に、その辺もう一回返答願えたらと思います。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  現在、運動会に関しましては、中止をした学校が、小学校１校、中学

校２校あります。それから、修学旅行に関しましても、コロナ感染を避けるために、これまで長

崎や福岡方面に行っていた小学校のうち５校が対馬市内での修学旅行ということで、対馬市内へ

変更することによって、ふるさと学習も同時に深めていってほしいというふうに考えております。 

 小学校で９校、中学校で４校が、まだ検討中ということで、保護者と相談をしながら今後は決

定をしていくということです。 

 それから、中止をした行事としましては、各町で行われていました小学校体育大会であるとか

対馬市音楽会、こういうものは、どうしても３密を避ける観点から中止の判断をしております。

いろんな、２学期学校行事が文化祭等も行われますけれども、可能な限り３密を避ける形で、ま

た感染防止対策を十分に行った上で実施をしていくように、今後も指導をしていきたいというふ

うに考えております。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  １番、坂本充弘君。 

○議員（１番 坂本 充弘君）  ありがとうございます。修学旅行については、こどもたちも楽し

みにしていることだと思います。場所がどこになるかというのは、それは学校のほうと、また保

護者のほうと、よく協議をしていただいて決定をしていただければなと思いますので、ぜひ実施

できるような体制で御指導いただいていってもらえたらなと思っております。よろしくお願いい

たします。 

 少し時間早いようですけれども、これで私の質問は終わらせていただきます。今日はどうもあ

りがとうございました。 

○議長（小川 廣康君）  これで、坂本充弘君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 
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○議長（小川 廣康君）  昼食休憩とします。再開は、午後１時ちょうどといたします。 

午前11時28分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後０時59分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 報告します。上野洋次郎君から早退の届出があっております。 

 午前に引き続き、市政一般質問を行います。４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  皆さんこんにちは。新政会所属の春田新一でございます。本日は

新政会３人という、続けて３人という一般質問になります。私が最後の質問者であります。本日

の最後の質問者でございます。 

 ９月に入って、台風第９号、第１０号と立て続けに本市を直撃し、地域によっては大きな爪痕

を残し、通過をいたしました。今回の台風で被害に遭われた皆さんへ、この場を借りましてお見

舞いを申し上げます。 

 また、台風第１０号の接近情報により、早めに市内５２か所の避難所が開設をされたというふ

うに報告がなされております。今回の台風避難所の開設において、いろいろな問題等、浮き彫り

となった課題を踏まえられて、次の運営体制に生かされるよう期待をしておきます。また、過去

に、「災害は忘れた頃にやってくる」というふうに言われておりましたが、最近の災害は忘れる

暇もなく連続して発生をするような気がいたします。 

 それでは、通告しておりました市政一般について、２項目５点について質問をいたします。 

 まず、１項目め、市民協働の取組について。１点目、地域マネージャー制度の事業と今後の進

め方についてお伺いをいたします。 

 この制度は、本市が掲げている市民協働のまちづくりの中核に位置づけられているが、制度制

定以来１３年を迎えようとしています。制度が円滑に運用され、地域の活性化につながっている

校区、また、つながっていない校区があるように感じられます。このことについては、市長も感

じてあるというふうに思います。市民主体のまちづくりを推進し、目指すべき将来像に向かって

進めなければいけないというふうに思います。このマネージャー制度の事業を振り返り、新たな

課題を踏まえた上で、市民の皆さんの思いや誇りをしっかり反映させるとともに、市民と行政が

一つになって島のあるべき姿を共有し、それに向かって取り組んでいく、これが本当の市民協働

だというふうに思っております。 

 また、この事業の成果が上がらなければ、市長の２期目の拡大戦略、豊かな島へのビクトリー

ロードには程遠いと考えます。また、本市が目指す「自立と循環の宝の島 つしま」はでき上ら

ないんではないかというふうにも考えます。全体的な御見解を伺います。 
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 次に２点目です。この１点目の事業を踏まえた安心安全の地域づくりに生かしていかなければ

というふうに思います。この地域マネージャー事業が、結果として地域の活性化につながってい

る校区と、あまり活用がなされていない校区との地域格差が生じているようにあります。また、

地域によっては、高齢化や過疎化が進み、地域づくりもままならない実情であると考えます。今

後どのように組み立て、地域を活性化させていくのかお尋ねをいたします。 

 次に、２項目めです。教育行政についてということでお尋ねをいたします。 

 まず１点目、対馬市立比田勝こども園、この中の施設の安全安心策はということで質問いたし

ます。御存じのように、この施設は、本市では初となる幼稚園１園と保育園２園を統合して、平

成２７年に建設工事が始まり、２８年度完成をし、幼稚園については２８年度後期から運営をさ

れているというふうに思います。２９年４月に全体開園がされています。最近の豪雨、台風の後

には、山側ののり面から土砂が園庭や出入口等に流入し、そのたびに保護者、職員、近隣の皆さ

んが協力をし合って土砂の片づけや清掃をされている現状であります。道路排水については、対

馬振興局の事業で排水溝の設置工事が予定されていると聞き及んでいます。道路部分、駐車場に

ついては対処できるんじゃないかなというふうに思いますが、建物周りの園庭についての対策は

何か考えてあるのかお伺いをいたします。 

 次、２項目め、全島社会体育施設の利用状況について。社会体育施設を全島で見てみますと、

体育館が１０施設、プールが２施設、総合運動公園が１２施設、生涯学習課管理で運営をされて

いると思います。こどもから高齢者まで幅広く利用されており、生涯学習にとっては、なくては

ならない施設であると考えます。今後、町単位の利用を精査されて利活用の促進に努めていただ

きたい。今後の利活用と運営管理についてお伺いをいたします。 

 次、３点目です。２点目の利用状況を踏まえて、改善、あるいは改修の基本的な考え方、また

全島社会教育施設が老朽化をしていく中で、改修、あるいは修繕の中長期的計画は作成されてい

るかお伺いをいたします。 

 以上２項目、５点について質問をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  春田議員の質問にお答えいたします。 

 初めに、市民協働型まちづくりを目指した取組についてでございますが、地域マネージャー制

度は、平成２１年４月から地域にお住まいの皆さんと地域担当職員が生活に身近な課題の解決や

地域のあるべき姿などについて話し合い、行動する制度として実施しており、現在は２５小学校

区、１８１の行政区に職員３６６人を地域マネージャーとして配置し、地域と市役所を結ぶかけ

橋的役割も担いながら取り組んでいるところであります。 

 これまでの地域マネージャー制度における取組については、各地域での活動に対するサポート
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はもちろん、地域の将来に向けた地域づくり計画の策定や第２次総合計画策定における地域の方

向性を示した地域づくり行動宣言の策定など、地域の活性化に向けて取組を進めてきたところで

あり、一定の役割を担ってきたのではないかと考えております。 

 そのような中で、地域マネージャー制度の今後の方向性については、止まらない人口減少、増

加傾向の高齢化など地域を取り巻く環境は一層厳しくなってくるものと思われます。今後の地域

の活性化、または持続的な存続に向けて、この地域マネージャー制度は継続していく必要がある

と考えており、課題を整理した中で発展的な施策の継続を実施してまいりたいと考えております。 

 その中で、議員御指摘のとおり、地域マネージャー制度の取組が活発な地域とそうでない地域

が存在しているのは事実であります。これは、地域の実情や配置する職員の経験値や技量の違い

など様々な課題があるものと感じております。この点につきましては、原点に立ち返り、課題の

抽出による対応策の検討を行いながら、全ての地域とともに取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

 対馬市を取り巻く環境は、異常気象による災害対応、高齢者対策や空き家対策、ＳＤＧｓの達

成に向けた取組推進など、地域と一緒となって取り組むべき問題も多くございます。各分野の施

策や課題対応とこの地域マネージャー制度が連関し、誰もが住みやすいまちづくり、ＳＤＧｓの

目標である誰一人残さない持続的な社会、地域の実現に向けて取組を進めてまいる所存でありま

す。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  春田議員の質問にお答えします。 

 教育行政について、まず、比田勝こども園施設の安全安心策でございますが、比田勝こども園

の大雨等による被害状況は、平成２８年から本年度まで５回の大雨による裏山からの土砂流入及

び浸水により園舎園庭に被害が出たため、修繕料により土砂の撤去、大型土のうを設置するなど

対策を行ってきております。しかし、毎年のように大雨の影響による土砂の園庭への流れ込み等

の被害が発生している状況です。そのたびに業者へ依頼しての土砂除去を行ったり、職員をはじ

め保護者や近隣住民の協力による清掃等が行われており、感謝をしているところです。 

 大雨等による山からの土砂の流出を軽減するため、大型土のうを山裾に設置しており、ある程

度の土砂は防止できておりますが、細かい土砂の園庭への流入が発生しており、その防止と園舎

の床下への流水防止のため、補正予算に止水壁や側溝を延長するなどの対策工事費を計上して対

応することとしております。この対策により、園舎敷地及び第１運動場への土砂を含んだ流水の

流れ込みが防止できるものと考えております。 

 第２運動場につきましては、第１運動場のような土砂の堆積はないようですが、職員駐車場へ
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の土砂の流入があるようです。江尻ダムの下流にあるため、大雨が降ると、流水により山からの

土砂の影響があるようです。江尻ダムの流末水路の整備については、県が令和３年度以降に本格

的な工事着手を予定しているようですので、その状況を見ながら対応してまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、全島の社会体育施設の利用状況についてでございますが、市内には、総合運動公園をは

じめとして様々な体育施設があり、市民の皆様の趣味や体力づくり、サークル活動等に活用して

いただいております。その利用状況につきましては、施設の立地や地域の人口、活動グループ数

により利用頻度に差が生じているようでございます。厳原、美津島地区においては、利用者が多

くなっておりますが、利用団体間の調整により円滑な運営ができております。 

 今後におきましては、利用される皆様の利便性を保つため、運動公園などの主要な施設から遠

い地区にお住まいの皆様には学校体育施設も社会体育の利用に開放しておりますので、お近くの

施設の活用をお願いしたいと考えております。また、利用者の区分によっては減免の基準等も定

めておりますので、積極的な利用をお願いするところです。 

 次に、利用状況を踏まえた施設の改善改修に向けた計画についてですが、議員御指摘のとおり、

市内の体育文化施設は設置からかなりの年数を経過しているところが多く、老朽化の状況は否め

ません。雨漏りなどの不具合で市民の皆様には御不便をおかけしておりますが、その都度、部分

修繕で対応しているところです。 

 大規模な改修になると、多額の経費を要するため、長期的な計画の必要性を感じております。

現段階におきましては、部分的改修が可能な範囲で対応してはおりますが、市全体を見回した改

修計画について、その方針の策定には至っておりません。しかしながら、公共施設等個別施設計

画にも計上し、継続して検討していくこととしておりますので、今後できるだけ早い段階で市内

地域のバランスや市民のニーズ、協議団体の意見を考慮しながら、統廃合も含めて、施設整備の

方針を策定する必要があると考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  答弁が終わりましたので整理をしていきたいと思います。 

 まず、市長のほうに、市民協働の取組についてでございます。 

 市長も先ほど答弁をされましたように、本当に地域によっていろいろな取組のしやすいところ、

また、しにくいところ、これも地域間の格差が少し見えてきているようにあります。これは非常

に高齢化、あるいは過疎化ということと、また、その公共性のない部分についてのマネージャー

事業に対するその必要性、そういうものも考慮されて、その格差が出てきているんじゃないかな

というふうには思いますが、先ほど坂本議員の質問の中にもありまして、市長も答えられました
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が、やっぱり地域で取り組んでいくということが、一つのやっぱり基本でありますので、そこに

マネージャーが地域、各校区にいらっしゃるんですが、なかなかこの仕事の合間といいますか、

休みとかそういうときではないと手がとれないというような状況で今動いてあるんですが、やは

りマネージャーさんも建設のほうに長けてある方、あるいは事業畑の方がおられる地域は非常に

進んでいるんじゃないかなというふうに、これは私の考え方ですが、そういうふうな状況も見受

けられます。 

 そこら辺も、マネージャーさんの考え方もありましょうけど、地域と一体となって、もう少し

やれるところをやっていくように、これはサブマネージャーもありますよね、サブマネージャー

の会議もあっているというふうに思いますので、そこら辺も地域に入っている職員の皆さんが、

やはり事業畑と事務畑というのがありましょうから、そこら辺の違いが少し出てきているんじゃ

ないかなというふうに、私も今考えているところですが、そこら辺を踏まえてやっていけば、も

っともっと進むんじゃないかというふうに思います。 

 実績としては、年間、全島で３００万から４００万の実績が上がっております。非常に、今激

甚化するこの大雨や台風、これに備えて地域が整備をされれば、もっともっと被害は少なくて済

むんじゃないかなというふうに思いますし、またこの避難についてもそういうことから始まって

くるんじゃないかなというふうに思いますので、この大事な事業であるし、また、私はこの島づ

くりの中で中核と今申し上げました、質問の中で申し上げましたが、本当にそうじゃないかなと

いうふうに思います。 

 この事業が本当に地域と行政、我々もそうですが、一緒になってやっていくことで、この２期

総合計画、島づくりの一番大きな計画ですが、その計画にも反映していきながらやっていけば、

もっともっと進んでいく、そしてまた、国が出しております国土強靭化事業、これもやはりそこ

そこの地域で、ここは台風とか大雨になったら必ずやられるよねというようなところを見出すこ

ともできるわけですから、やはりこれは一番大事なことじゃないかなというふうに思います。 

 そういうことも考慮しながら、その強靭化の計画も作り上げていかなければいけない。聞くと

ころによりますと、強靭化はもう県の指標をそのままするような状況になっているんじゃないか

なというふうに、私は見受けられますが、各地域の、やはり問題点を絞って、そして県に国に提

案をすると、これがやっぱり一番大事じゃないかなというふうに思います。過疎化していくわけ

ですが、そこら辺も一生懸命取り組んでいかなければいけないんじゃないかなというふうに思い

ますが、市長、どうでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  なかなか難しい質問だというふうに受け止めておりますけども、まず、

整理いたしまして、この各地域のほうに格差が、まず大きいのが問題じゃないかというような御
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質問でございますが、冒頭答弁いたしましたとおりでございます。 

 そのような中で、地域マネージャーの職員も、かなりその地域に溶け込むように努力はしてい

る状況でありますけども、その地域自体において、なかなか理解をしていただけない地域もある

と。まして、その地域においては、我々は地域マネージャー制度は要らないよと言われるような

地域もあるという報告を聞いております。このようなことについては、やはりそうであっても、

できるだけこちらのほうからＳＤＧｓの目的もありますし、呼びかけながら、共に市民協働を前

へ進められるように努めていきたいというふうに思っております。 

 なかなか言うより難しい問題ではあろうかとは思っておりますけども、この地域マネージャー

制度については理解をしていただいて、一生懸命に取り組んでいただいている地域については、

かなりの事業も進めておられますし、前へ前へと進んでいるところでございます。そういう中で、

同じように、共に発展、活性化するように、柔軟な対応をとりながら、今後も地域マネージャー

制度の継続に向けて進んでまいりたいというふうに考えているところでございます。 

○議長（小川 廣康君）  ４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  今言われましたとおりだろうというふうに思いますが、やはりこ

の地域マネージャー事業を年間に３００から４００、２９年度は４００、今は３００万ちょっと

ぐらいの事業で全島でやっておられるわけですが、やはりこれが、一般公共事業として発注すれ

ば、かなりの金額になります。だから、こういうことも含めて、予算の財政も厳しい折ですから、

やはり地域と行政とマネージャーさんも入って一緒になってしていくのが、私はこれからの将来

ある対馬になっていくんじゃないかなというふうに思いますので、そこら辺も踏まえて、なぜ私

がこの質問をしたかというと、なかなか現市長、比田勝市長になってから、あまり出なかったも

んですから、元市長のときには、この事業が一番メインだったんじゃないかなというふうに、私

も、ずっと古くから議事録をめくって見てみますと、そういうような感じが見受けられましたの

で質問をしたわけで、これを忘れることなく、やはり職員の皆さんも大変でしょうけど、一緒に

なって、地域と一緒になってやっていく、これこそがやはり島づくりじゃないかなというふうに

思いますので、そこら辺は忘れることなく一生懸命取り組んでいただきたい。 

 そしてまた、地域の皆さんもこれに賛同して、一緒になって自分の地域をつくり上げていく、

これが大事じゃないかなというふうに思いますので、そこら辺も踏まえて、一生懸命なる御努力

をいただいて地域が活性化するようによろしくお願いをしておきます。 

 １点目を終わります。 

 それでは、次に、教育行政についてお伺いをいたします。 

 先ほど教育長のほうから答弁がございました１点目でございます。対馬で初になるこども園は、

非常に建設が終わって開園したときには、すばらしい建物であったんですが、最近の豪雨によっ
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て大きな被害が出ているというようなところも見受けられます。 

 先ほど教育長のほうから答弁ありました、山側に大型土のうを積んでやっているんだというこ

とでございます。非常にそういうことで、土砂が毎回、５回ですかね、２８年度から５回の土砂

の流入があったということで、保護者、あるいは職員、近隣の方々が一緒になってのけている、

この写真が提示されているというふうに思いますが、こういうような感じで、私も５回は行って

いませんが、３回は一緒に行って、現地に行ってやりました。非常に協力をしてくれる皆さん方

は本当にありがたいなというふうに思ったところでございます。 

 先ほど、補正予算で１８６万円やったですかね、予算はついておりますが、その予算の使途と

して、私が言うまでもないんですが、今写真に出ています１ページ目ですね、そのフェンスの周

りに土のうが積んでありますね、この土のうのところを止水壁、先ほど言われました止水壁です

ね、土留め工、そこを民間とこの市有地の境界になるんでしょうけど、そこをかさ上げすれば、

そこの部分の対処はできるんじゃないかなというふうに思っております。 

 それと、この排水溝がすぐあるんですが、排出のところにも問題はあるかというふうに思いま

すが、あまりにも小さ過ぎる、少しの土砂で、ここは真砂土ですから、グラウンドですから真砂

土敷いてあると思いますが、真砂土が流れ込んで、すぐ詰まるような、１５センチぐらいの、内

径１５センチの側溝だというふうに思います。このことも少し考えをしていただいて、取り換え

る、ちょっと大きいものに取り換える、こどもたちも小さいですから、大きいものに取り換えて、

やっぱりコンクリートむき出しということになれば、大変な事故にもなりますので、そこら辺も

考慮しながら、こどもたちに優しい環境づくりでやっていただきたいなというふうに思っており

ます。 

 これ側溝は１５センチでは、本当に距離もありますし流れませんから、ここは替えて取水壁を

すれば、もう園庭への流入はなくなるというふうに思います。そういうふうなことでやっていた

だきたい。 

 この、見てもらえば分かるんですが、２ページ目も見てもらってわかりますが、この土砂がき

れいに片づけられないんですよね。真砂土と流入してきた土砂が一緒になって、もう片づけるこ

とができない状況ですので、やはりここも消毒とか、そういうものはきちんとしていかなければ

使うことはできないんじゃないかなと思いますので、そこら辺も指導なり何なりをされて、消毒

剤を配布したり、そういうものをきちんとして対処していただきたいなというふうに私は感じた

ところでございます。 

 ここは、そういうふうなことで、止水壁と側溝を扱えば対処できると、私のほうも、素人です

が思いますので、よろしくお願いしておきます。そのトン袋、土のう袋、大きい土のう袋を積ん

であるんですが、そこら辺も、今、もういっぱいちょうどなっていますよ。１段でいっぱいにな
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っていますので、それが２年でいっぱいになりますので、そうすれば、だんだんだんだん上へ積

み上げていかなければいけない。下は古くなって土のうが破損する、そういうことの繰り返しに

なってはいけないので、やはり思い切った予算で駐車場、市が買い求めた部分と山側との境界は

あるんでしょうから、そこにもきちんとしたものをしていかなければ、いつまでたっても、小さ

い金額ですが、それが積み重ねれば何千万もなりますので、そうすれば、もう工事ができるわけ

ですから、そこら辺も計画を立てられてやっていかなければいけないんじゃないかなというふう

に思います。 

 先ほど私が質問の中でありました道路の排水の問題ですね。道路には大きな排水が、今度

１メーターか１メーター５０ぐらいの大きな排水溝を県のほうで入れるということが決まったと

いうことに聞いております。だから、そこら辺が対処できますが、そこにできたからといって、

山を止めなければ横にどんどんどんどん流れてたまるわけですから、たまったら坂本議員がさっ

き質問をしましたように、開けて取ることはできないわけですよ。もう人力ではできませんから、

大きな側溝ですからね。そこら辺も考えれば、やはり山側に土留め工が要るんじゃないかな。こ

れも相手がおることですから地主さんとの協議も必要となりましょうが、そこをやっぱりよくよ

く説明をされて、何としても、この土留め工をやっていかなければいけないんじゃないかなとい

うふうに思っております。そこはどうでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  私たちも今、議員から御指摘のように考えているところです。 

 まず、今年度、第一運動場、園庭への流水の流れ込み、これをまず防ごう、それを優先をして、

その後に、あの山が非常に崩れやすい性質の山ですので私たちも苦慮しているわけですけれども、

大型の土のうだけでは、いつまででもは持たないと思いますので、次の計画としては、議員御指

摘のような方向で進みたいなというふうに思います。 

○議長（小川 廣康君）  ４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  そのように教育長が考えてあるようにありますので、計画を進め

ていただきたいというふうに思います。 

 それでは、次に移ります。全島社会体育施設の利用状況について。利用状況は、非常にその町

によって、町単位によって利用の人数は違いますが、一番多いのは、体育館で見てみますと、厳

原体育館が１万６,４６８人ですね、３０年度。それから美津島が１万７,６８２人、美津島が一

番多いんですが。次に、豊玉が７,６５２人、峰が７,７７３人、上県が２,８３５人、上対馬が

６,４６７人というふうになっております。町単位で見てみますと、人口の比率かなというふう

にも思われますし、そのように広くこどもから高齢者まで使われているというところもあるんじ

ゃないかなというふうに思います。 
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 そこで、体育館について、ひとつ教育長にお尋ねをいたします。 

 この体育館も先ほど言いましたように、施設が各町に点在をしております。その中で一番問題

点が屋根、雨漏りですね。雨漏りが非常にしていないのが、今、峰のシャインドーム。峰のシャ

インドームは、何年か前に屋根を扱いましたので、それで今のところは雨漏りはしていないと。

あとの施設については、大小なり雨漏りをしていますということで、やはり風向きとか大雨とか、

そういうときに違ってくるというふうには思うんですが、やっぱり先ほど答弁にもありましたが、

多少なりの修繕をしていきたいというようなことで、予算がないので修繕、修繕をしていくわけ

ですが、修繕をしたところが接手がまた修繕、そこから漏れてくる、また修繕をしなければいけ

ない。終わってしまったらまた最初からやり直し、そういうふうなやっぱり状況になってくると

思うんですよね。 

 それと、施設も老朽化してきます。ほとんど鉄骨ですから、結構耐震には強いとは思いますが、

揺れもひどいと思います。揺れることで天井雨漏り、専門の方がいらっしゃいますが、そういう

ふうなところになってくるんじゃないかなというふうに思いますので、やっぱり先ほど申し上げ

ましたように、中長期的な計画を立てられて、どこが一番利用価値があるのか、利用されている

のか、これからも利用の増が見込めるのか、そういうところも精査されて、大々的に予算を使う

ところはここ、ここというふうな感じで扱っていただかなければ、もう９施設を全部一緒に扱う

ことは、まず無理ですからですね。そこら辺も住民の方も分かるというふうに思いますので、そ

こら辺も説明をよくしながら精査されて、雨漏りを直していかなければいけないんじゃないかな

と思いますが、これも利用促進にもつながっていっているんじゃないかなと思うんですよね。 

 体育館ということで「雨が降ったけ体育館で何か競技をしようか」、「いや、あそこ漏るよ」、

「漏るなら行かれんな、されんな」、そういうふうになってきます。あとはまた、学校関係でも

学校教育施設について使うところはありますが、なかなかこどもたちの教育施設の場を大人が使

って、またしていくというのも、あまりにも社会体育施設というのがあるんですから、そこら辺

の見極めをきちんとしておかないと、やはりできないんじゃないかなというふうに思いますので、

教育長、今の体育館の雨漏りについて、全体育館が雨漏りをしていますので、そこら辺の先をど

のように考えてあるのか、さっき答弁をされましたが。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  社会体育施設に限らず、学校体育施設も、体育館の雨漏りというのは、

かなりあっております。全ての施設を一度には改修できませんので、雨漏りのひどいところから

徐々に改修をしていっているところです。 

 先ほど答弁の中でも言いましたけれども、社会体育施設、体育館だけではなくて、例えば野球

場にしても、旧町時代のまま現在も維持補修をやってきております。この体育施設が造られた時
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代には、ある意味、今よりも若者が多くて、もっと社会体育、スポーツ関係も盛んでした。 

 しかし、今後の対馬市を考えたときに、若者は今も減少していっておりますし、高齢化が進ん

でいくと思います。そういうことも見据えながら、いろんな社会体育施設等についての統廃合に

ついて検討してみなければいけないんじゃないかなというふうに考えております。 

○議長（小川 廣康君）  ４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  教育長も私と同じような考えを持ってあるんじゃないかなという

ふうに思います。私もこの実績等見て、現地も回りますと、やはりそのような、今教育長が言わ

れるように、町時代の造りであって、また、町のときには人口も多かったんで利用価値もあって、

いろんなことができたんですが、今はそのような縮小もしていきながら計画を立てていくという

ことですから、そこはそこでそのようにしていただければいいのかなというふうに思います。 

 運動公園の話もありました。今度、次に運動公園に行きます。 

 運動公園も、非常に多目的広場というのがある運動公園が多く利用されているわけでございま

す。厳原が１４万４７３人、１万４,０００ですね、１万４,４７３人、美津島が７,８３３人、

豊玉が１万４,９７３人、峰が野球場と陸上競技場合わせて６,５８４人、上県がテニスコート、

プールを含めて３,６００人、上対馬の多目的広場が７,８４３人、テニスコートが２,５７７人

というような状況でございます。これ、今私が報告をしました豊玉の野球場について、かなり利

用されています。これは全島でのグランドゴルフ愛好者の全島大会等々があっているあれで、こ

のように利用が増えているんじゃないかなというふうに思います。 

 そこで、非常に、先ほども朝一番の質問にもありましたように、大部議員の質問にありました

トイレ、ここではトイレの問題が出てきます。やはりトイレが非常に詰まったりとか、あるいは

使いづらかったりとか、そういうのが各利用者のほうから苦情なり要望なり出ております。そう

いうところも踏まえて、まだまだ検討して、利用者のニーズにこたえられるような施設にしてい

ただきたい。これも予算が絡むことですから、なかなか先に進まないんでしょうが、そこら辺を

きちんと、やはり職員でも行って、どのような状況でどうなっているのかというような状況も見

てもらって、各センターがありましょうから、そこら辺でやっぱりみんなで協議をしながらやっ

ていく必要もあるんじゃないかなというように思います。 

 やはり各センターには、利用の申し込みも行かれるわけですから、その人方が何かは言われる

んですよ。あそこのフェンスと壊れとったよ、あそこのトイレの扉が閉まらんよとか、そういう

のをやっぱり集約して、そして全体協議をしていくというようにならないと、予算が小さくて済

む事業も、もう膨らんでしまいますよ。長く置いとったら風で扉をあおって壊れる、破損する、

そういうような状況も出てきますので、そこら辺をよく精査をされて、協議を十分された上でや

っていって、利用者のニーズにこたえていただきたいというように、せっかくの施設ですから、
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そこら辺はもっともっと協議をされてやっていくべきじゃなかろうかなというふうに思います。 

 中長期的な計画ということで、先ほど答弁がございました。まだそこまでは至っておりません

ということでございます。教育長にしてみれば、大変、教育施設から体育施設、非常に大きな建

物、あるいは住民の皆さんに利用していただけるこの施設を管理運営をしていくわけですから、

大変厳しいところはありましょうけど、やはり先ほど言いましたように、各センターで窓口、あ

るいは管理をしているわけですから、そこと実際に協議をいろいろしながら、「悪いところどっ

かないね」、「どっか何か苦情はなかったね」、そういうようなことをきちんと協議をしてもら

えば、おのずと分かってくるし、ああ、あの人が言ってあるということも、そのセンターがあり

ますから分かるわけですから、やはりそういうところはきちんと今から計画を立てて、改修なり

修繕なりをしていただきたいと思います。 

 私の地元の上対馬浜久須にある運動公園に少し入りますが、この運動公園は、野球場が、ベン

チのフェンスがもう腐食して壊れておりました。やっと昨日ですかね、昨日、きれいに取り付い

ております。本当に、非常にありがたいことでございます。 

 しかしながら、そこの観覧席の上は鉄骨でございますので、非常に老朽化もあろうし、また、

塗装がもう赤さびが多いような感じでございます。もともとは緑色の鉄柱でしたが、鉄柱、屋根、

結構鉄骨の本数はありますが、それがほとんど赤さびで赤色になっている状況でございます。こ

れがやっぱり全体の教育施設、体育施設、そういうところで見ますと、やはり、「うわあ、何も

してないっちゃな」というようなところになってきますので、我々もそうですし、やっぱり行政

側も一緒のようなことも言われますので、やはりそこはそこで我々もカバーはしますけど、カ

バーがし切れない部分が、住民の皆さんが目に見えて言われるところはカバーできませんので、

そこら辺も十分に注意をされながらやっていただかなければ、いい対馬の教育にはなりませんの

で、そこら辺を十分踏まえた上で今後も検討していただきたいというふうに思います。 

 それから、浜久須の運動公園は、ちょっと公園から上に行くと、またもう一つ公園があります。

遊具がついた公園なんですが。非常に今は利用価値は、もうほとんどあってません。最近、補修

で遊具の補修があったような気がいたしております。私はそこには上っていませんけど、あった

ようにあります。そこはパークゴルフとか遊具とか、トイレもありますけど、トイレはもう使用

禁止ということになっております。それでも、それはそれでいいんじゃないかなというふうに思

いますので、そこでなぜトイレが使われないのということを窓口で聞かれたときに、その説明が

できるようにしとかないと、また苦情が我々に来るんですよね。だから、同じようなことの繰り

返しですから、そこをやっぱりきちんと連携をとっていただきたいなというふうに思っておりま

す。 

 そこも遊具の腐食とか、あるいはロープの切れとか、そういうものを今直したというようには
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聞いております。しかし、そこで遊ぶこどもたち、幼児、幼稚園児、あるいは小学生が、土日連

休あたりに遊ぶんじゃないかなと思いますが、やはりそこは少し山で、小高い山ですので、鹿と

かそういうものが入ってきている。鹿が遊ぶところじゃないんですけど、鹿が入ってきています

ので、そこをきちんと閉鎖しなければ、こどもたちもそこに寝そべることができない、芝生があ

っても、そこに座ることもできない、遊具で遊んで尻餅もつけないようなところになっているん

じゃないかなというふうに思います。糞が多いというふうにも聞きますので、そこら辺も対処で

きるなら対処する、そして、もうそこはあまりにも予算がかかり過ぎて利用価値がないんだとい

うことであれば閉めればいいんですから。そういうようなことも計画的に、地域のセンターとよ

く話されてやっていくことも大事じゃないかなというふうに思います。 

 そこの利用しないところを、いつまでたっても置いておく必要はないんですから、利用はない

んですから。だから、そこら辺をきちんと煮詰めて、計画を立てて、外すところは外す、きれい

に扱うところはきれいに扱う、新規でいるところは新規でやっていくというようなきちんとした

ものを、ぴしゃっとした姿勢を見せていただかなければ、住民の皆さんも非常に悪いよねという

ことになりますので、やはりそこは、きちんと今後、精査されて取り組んでいただきたいという

ふうに思います。 

 そういうことで、これは久田の総合運動公園も鹿が侵入をしているというような話も聞いてい

ますので、そこら辺もグラウンドゴルフの愛好者の皆さんが片づけはしてあるということですが、

そこら辺も、どこから入っているのか、どうしたらいいのかということも、きちんとこの生涯セ

ンターと話をされて、できるものならしていく、そういうものに、ちょこっとなら、愛好者の皆

さんに、地域マネージャー事業でどうでしょうかとか、そういうものもやっていけるわけですか

ら、そこら辺も踏まえられて、もっともっと利活用ができるように、そしてまた、安くて修繕修

理ができるように取り組んでいかなければいけないというふうに思いますので、今後、その体育

施設、教育施設についても、また教育施設は、今度の台風第９号、第１０号で大きく屋根もやら

れて、何億もかかるようなところもございます。非常に大きな災害が今からやってくるわけです

から、そこら辺の心構えと準備もきちんとしておかなければ、大きな災害につながってマイナス

要因になりますので、そこら辺もきちんと各センターの意見を聞きながらやっていただきたいと

いうふうに思います。 

 では、以上で私の質問は終わります。ありがとうございました。 

○議長（小川 廣康君）  これで春田新一君の質問は終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小川 廣康君）  以上で、本日予定しておりました市政一般質問は終わりました。明日も

定刻より引き続き一般質問を行います。 
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 本日は、これで散会といたします。お疲れさまでした。 

午後１時49分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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午前10時00分開議 

○議長（小川 廣康君）  おはようございます。 

 報告します。黒田昭雄君から欠席の届出があっております。 

 ただいまから議事日程第４号により、本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．市政一般質問 

○議長（小川 廣康君）  日程第１、市政一般質問を行います。 

 本日の登壇者は２人を予定しております。それでは、届出順に発言を許します。３番、長郷泰
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二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  おはようございます。創政の長郷です。本日は、新型コロナウイ

ルス感染症と経済についての関係をお尋ねいたします。 

 新型コロナウイルス感染症はいまだ収束の兆しはありませんが、こういった未曽有の危機にお

いて最も重要なことは、現在の生産者の倒産、廃業、失業を何としても食い止め、生産力を守る

ことではないでしょうか。明確な時期は分かりませんが、いつの日にか収束する時期が訪れるこ

とでしょう。そのとき、人口を含めた生産力が維持できていないと、本市の経済は回復基調に向

かえないと考えております。 

 そこで、本日、第１点目は、感染拡大防止と経済再生を両立していくには、感染に対する不安

を客観的に軽減しなければならないと考えております。自分の感染を疑う状況になったら、検査

と医療を迅速、確実に受けられると市民が確信できる環境を整え、不安解消することが不可欠だ

と考えております。 

 本市においてＰＣＲ検査ができる施設機能の整備をするお考えはあるかないか、お伺いいたし

ます。 

 次に、ステイホームの時代の消費動向が変化しております。現在の流通も大変な時期でありま

すが、こういった時代に沿った販売方法の構築、助成等を考えてあるかなしか、お伺いいたしま

す。 

 次に、こういった状況ですから消費力が落ちております。物流はなかなか思うようにいかない

ので、各種施策を講じられてその手当て等は行われておりますが、国においても様々な融資等を

準備されております。事業者における長期的視点の観点から、助成、融資の状況そして考え方を

お尋ねいたします。 

 ４点目ですが、帰省客特典事業を実施なされておりますが、なぜこのタイミングで実施になっ

たのでしょうか。例えば、お盆の行事の一つであります施餓鬼という行事があります。初盆の家

の親戚縁者の方々も帰ってくることを自粛されておるその中に、この事業がスタートいたしまし

た。考え方をお尋ねいたします。 

 それと、市民に対する細やかな周知はどのようになされておるのか。 

 以上、５点、よろしくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  おはようございます。長郷議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、１点目のＰＣＲ検査ができる施設機能の整備についてでございますが、本市においては、

これまでに９例の新型コロナウイルス感染症の感染者が確認されております。市民の皆様の中に

は、コロナウイルスに感染することや感染した場合の検査、医療体制などへの不安もお持ちの方
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も少なくないと推察しております。新型コロナウイルス感染症の検査については、長崎県内の検

査体制の拡充に伴い、島内の感染症指定医療機関に今年５月に検査機器が整備され、対馬におい

てもＬＡＭＰ法による感染確認検査ができる体制となりました。この検査は行政検査と呼ばれ、

発熱やせきなどの症状があり、医師が総合的な判断に基づき検査が必要と認めた場合に行われる

ものでございます。 

 議員御指摘のように、島外からの来島者全てに感染確認検査ができれば無症状者を早い段階で

発見でき、対馬島内での感染拡大防止対策として一定の効果は期待できるものでありますが、対

馬市単独で検査を実施するとしても法的拘束力がなく、任意の検査となります。 

 また、現状では来島者全てに対応できる検査機器の整備、医師等を含む人材の確保も困難な状

況でございます。 

 市といたしましては、国、県の動向を注視し、その対応を研究してまいりますので、引き続き

市民の皆様へマスクの着用、手洗い、身体的距離の確保といった感染予防の３つの基本並びに新

しい生活様式の実践、また各事業所の皆様には業種ごとのガイドラインに沿った適切な対策を講

じていただくようお願いしてまいります。 

 次に、２点目の時代に沿った販売方法の関係でございますけども。 

 販売方法の構築に対する助成または新設についてでありますけども、農産物の販売方法は、学

校給食への食材提供はもとより、島内において農協の移動販売車による取組が実施されており、

過疎化、高齢化が進んでいる地域にとって需要の高い取組であるため、事業継続、拡充への支援

や、場所や時間に制限されないインターネット販売等を推進しているところでございます。 

 水産業におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響で長引く消費の低迷による出荷抑制

に加え、魚価下落等が漁業所得において大きな損失を出しているところでございます。 

 また、新しい生活様式の定着により、外出の減少に反して、インターネットサイトを活用した

食材等の購入が増加傾向となるなど、水産物の販売、購入形態も多様化しております。 

 このような状況の中、今年度設立された一般社団法人離島振興地方創生協会による委託業務に

より、対馬市、壱岐市、五島市、上五島町の４市町において、島の産品振興プロジェクト事業が

開始されております。７月以降、毎月、対馬市に協会員及びバイヤーが来島しており、複数のイ

ンターネットサイトの活用による販売展開や海外への販路拡大等について、市内事業者への説明

会や事業所訪問、商談等が実施されており、コロナ禍における新規事業展開への活用が期待され

るところであります。今後も、引き続き対象事業者の掘り起こしを行ってまいります。 

 また、対馬の大きな魅力の一つが食でございますが、中でもアナゴ、ノドグロ、マグロといっ

た海産物の魅力は言うに及びません。 

 そこで、問題となるのが、こうした海産物の島内流通でございます。単価の高い市場へどうし
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ても流れがちですが、その数％を島内流通に乗せてどこでもアナゴが食べられる、安くノドグロ

が食べられるという環境をつくり、対馬の観光の魅力として不動のものにしたいと考えておりま

す。 

 そのための流通体制をつくることを期待されているのが、対馬地域商社です。昨年９月に島内

における鮮魚、活魚の流通実態調査を水産課が行っております。その内容を見てみますと、現在

のところ漁業者または定置網漁業者から直接仕入れをされており、島内流通体制への参加希望者

数がまだまだ少ない状況ではありますが、既に一部取引が開始されているところでございます。 

 今後は、関係機関と相談しながら、１次加工品の提供といったサービスも加えながら、さらな

る島内流通の充実に向けて環境を少しずつ整えていきたいと思っております。 

 また、ネット販売については、各事業所が以前から積極的にネット販売サイトを運営されてい

ます。コロナ禍のステイホームの御時勢でもあり、その需要は今大きいと思われます。 

 観光物産協会も同じく、ホームページから独自のネット販売サイトへリンクを張っており、市

内の各事業者も御紹介しているところであります。 

 対馬産品のオンライン販売のプラットフォームとして、各サイトへも誘導できるような役割が

果たせるよう、今後も研究をお願いしたいと考えております。 

 次に、助成、融資の状況についてでございますけども、融資事業の実績については、市の中小

企業振興資金の融資申請はありませんでしたが、３月から８月末までの半年間でセーフティーネ

ットの申請は１４４件となっております。融資については、３年間、実質無利子の日本政策金融

公庫に申請が集中しており、１３６件の申請で、融資決定額が約１１億円余りとなっております。 

 一方、新型コロナウイルス感染症に関する助成事業の大きな取組として、対馬市商工業者緊急

支援補助金がありますが、これについては４３５件の事業所に対して上限２０万円とする助成、

６,２５７万４,０００円を行っております。 

 この事業により、各業種の減収率を集計したところ、宿泊業が９３％、体験事業が７９％、飲

食業が７０％、交通関係が６７％と算出されました。この結果を基に、減収率の高い業種に対し

て現在コロナ感染症対策の取組を強化して観光客を受け入れるための対馬市観光業新型コロナウ

イルス感染症対策協力金を支給開始しております。事業規模は約９,０００万円で、現在

４,６０６万円を支出しております。 

 また、商店街にぎわい創出支援事業を実施しており、各事業所が連携強化しイベントを行うも

ので、今後の取組が期待されます。 

 また、おもてなし協議会の取組で各種セミナーを開催しており、事業所の受入体制のレベルア

ップ、旅館業組合、料飲業組合など各種組織の活性化を図りたいと考えております。 

 今後も国の地方創生臨時交付金を活用しながら、観光事業者の下支えを図るべく、第２弾の協
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力金給付、オンライン事業参入等、切れ間のない支援を行っていきたいと考えます。 

 次に、帰省客特典事業のタイミングについてでございますが、おかえり！またこんね！！キャ

ンペーンは、７月２２日から９月３０日までの間に帰省された方々に対馬の特産品をプレゼント

する事業です。コロナ感染症第２波と思われる中で、なぜこのような事業をという御批判があっ

たことも承知しております。 

 この事業は、ゴールデンウイークに帰省を自粛された方々へのお礼の意味もありますが、その

ほかにも３つの理由がございます。 

 まず、１つ目が、このコロナで対馬の農林水産業も価格の低迷、販売不振などで大きな影響を

受けています。そのような１次産業の産品をこの事業で買い上げ、収入につなげていただくとい

うのが１点目の狙いでございます。 

 ２つ目が、その対馬産品を帰省客の家族や仲間、御近所の方々に食べていただき、対馬産品の

良さを口コミで広げていくという狙いでございます。 

 そして、３つ目に、申請の折に集めた帰省客のメールアドレスに対馬の観光情報、イベント情

報、物産情報を流し込み、対馬とのつながりを濃いものとし、今後の事業拡大につなげるという

狙いでございます。 

 残念ながら、第２波の影響でかなりの帰省予定者がキャンセルとなってしまったようで、キャ

ンペーンの申請数も９月９日時点で４４３件と予定の１７.７％ほどとなっています。もちろん

継続してＰＲ活動を行っていきますけども、お正月の帰省客までその範囲を広げることも視野に

入れたいと考えています。この事業の目的につきましては、御理解いただきたいと思います。 

 次に、５点目の市民に対する細やかな周知の関係でございますけども、コロナウイルス感染症

に関しての市民に対する周知につきましては、中核市以上の自治体は、感染症対策を担う保健所

を持つことができますが、対馬保健所は県の機関でございます。そのため、指示命令系統が分か

れることで、情報発信の一つを捉えても市の判断だけでは決めることはできません。ＰＣＲ検査

件数、確保病床数などの医療提供体制の情報については、県の責任において、知事の会見の機会

や県のホームページ等で県民の皆様へ公表されております。これらの情報については、市のホー

ムページで県のホームページへのリンク貼付けを行い情報発信しているところでございます。 

 また、ＣＡＴＶの番組内に対馬保健所による新型コロナウイルス感染症を理解するためにとい

うコーナーを設けて、濃厚接触者とは、潜伏期間とは、感染防止対策などについて解説していた

だき、４月から６月末までの間、繰り返し放映したところでございます。 

 市といたしましても、感染予防対策についての周知啓発を重点的に市の広報誌、ホームページ、

ＣＡＴＶ、防災行政無線などを活用して行ってきたところであり、今後も引き続き取り組んでま

いります。 
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 医療提供体制の関係の情報につきましては、公表できるものとできないものがございます。今

後におきましては、県、保健所とこれまで以上に連携を深め、公表できる情報については市民目

線に立った分かりやすい形で情報提供に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  ありがとうございました。 

 まず、３点目から入っていきたいと思いますが、事業者における助成、融資の考え方の件です。 

 これは、今、市長から答弁頂いたように、確かにセーフティーネット、国のやつで利用できる

分もかなりありますし、無利子になっておりますので利用されている件数もかなり上がっている

ようです。 

 ところが、このセーフティーネットにかからない業種があるんです。御存じだと思うんですけ

ども。それについて、もう少し掘り下げていきたいと思いますが。 

 端的に言いますけど、真珠をなされている方々、ここらについてはセーフティーネットの対象

外なんです。借りるすべが今ない。真珠は、御承知のように、１２月まで年内入札会がないとい

うことで、約１億５,０００万の見込んでいた分が全く入ってこないということで、真珠の経営

体数は４４事業体あるそうですが、そういった方々は今融資先を探しておられる。融資は、全真

連とかいろいろ話をされてやっているようですけども、決定をまだ見ていないという状況だそう

です。 

 そこで、これを全部市が融資できるはずもありませんので、可能であれば、利子補給を市で面

倒見てはいかがかということです。 

 先ほど答弁にありましたように、国のセーフティーネット、それは４号、５号資金を借り入れ

れば、実質無利子ですよね。だから、ここら辺は、やっぱり真珠というのは島の一大産業ですか

ら、幾ら最近売上げが減ったと言っても、１０億から２０億の売上げがあるわけですから、そこ

に働く人は、労災保険だけでも２００人、あとは大企業というか、大手は別にやられているんで、

推測するに、これは組合との話で４００から超えるんじゃないかという方が従事されている。こ

ういったものを守らないと、今年内収入が入らない、資材代が入らない、賃金が払えない。年が

明けて、３月に果たして、１月、２月に入札があるかどうかも、中国とアメリカの関係を見れば

不安定なところもあるということで、大変危惧されております。 

 そういった事情を踏まえて、まず１点、組合員の方々が融資を借りる場合、利子補給を考えて

いただけないかどうか、お伺いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  議員おっしゃられるように、真珠組合につきましては、今年３月の入札
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会中止以降、年内の入札会は中止され、来年１月から３月の入札会も中止の可能性が高いと聞い

ております。 

 しかしながら、作業は継続していかざるを得ないというようなことで、このような収入がない

状況が長期間継続することになれば、資金繰り等に苦慮するというふうに聞いているところでご

ざいます。 

 そういう状況の中で、市といたしましても、当初、市のほうがこの融資の資金繰りについては

市が行っていこうということで動いていたところでございますけども、対馬の真珠組合のほうが、

全真連、要するに全国真珠養殖漁業協同組合連合会のほうに今要望をすると、借入れに対しての

要望をすると、それは真珠組合が全真連から一括して借入れをしてから組合員に真珠を担保とし

て貸し出す予定ということを聞いております。このことにつきましても、私のほうにも政府に対

しての要望等でバックアップ、協力をしてくださいというような文書も頂いているところでござ

いますので、そちらについても一生懸命取り組んでまいりたいと思っておりますし、市は市で独

自の利子補給の関係をできるよう、その実施に向けて取り組んでまいる所存であります。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  御回答ありがとうございます。 

 ここに資料があるんですけど、これは市から提供された新型コロナウイルス対策の中に、国が

第２次補正予算で示したものの中に、３７ページですけど、もしよければ見てください。 

 ２次補正事例集の活用の中でありますが、そこの中に書いてあるんです。金利、保証料などの

金融面での支援事業、日本政策金融公庫等の他の支援等の対象とならない、または超える部分に

ついて、利子補給や保証料の助成など金融面での支援を行うに必要な経費に充当ということでち

ゃんと明記されているんですが、今回の補正にも上がっていないし、先月の補正にも探すことが

できませんでした。 

 こういったものは検討なされての今の御答弁でよろしいですか、確認します。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  言うように、対馬の真珠組合のほうがまだまだ全真連への一括借入れの

要求をするという前に、市のほうも対馬の真珠組合のほうに市としてのその利子補給等として協

力することは可能でありますというようなことで御相談を申し上げていた次第であります。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  真珠組合の私も事務所で伺って、事情は一応、市長のおっしゃる

ように全真連のほうに申し込むと。ただし、これはまだ決定じゃないんです。最終決定じゃない

んです。できるかできないかというのは、今から市も県も力を貸していただかないとやれないな
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という組合関係者のお話です。だから、今おっしゃられたように、そちらにも努力していただい

て、なおかつ利子補給のほうについても十分御検討いただけるという理解をしてよろしいですね。

ありがとうございます。 

 それと、もう一点なんですけど、同じ真珠なんだけど、ここに対馬アコヤ貝種苗購入補助金と

いうのがありますよね。１つの貝に１円助成しましょうと。今これももらっているということで

組合の方から聞いているんですが。 

 ここで、これ検討してもらいたいんですけど、対象が対馬栽培漁業振興公社が取り扱ったもの

しか対象になっていないんです。これができたのが、改正が平成２８年、当初は平成１６年につ

くられた要綱です。この時代はそうだったかもしれないけど、今は真珠をやられている個人の方

も採苗をやられて、種苗を作られている民間の事業所もあります。この要綱改正を少し検討して

いただきたいんですが、検討していただけますか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  真珠のアコヤ貝の種苗につきましては、対馬の栽培公社のほうで収益事

業として種苗生産を行っているところでございます。今年度は例年度よりも多くの稚貝を売却し

たというようなことも報告を受けております。 

 そうした中で、今、議員おっしゃられるように、民間の漁業者の方の分についても市の稚貝購

入の補助にできないかということでございますが、このことにつきましては、やはりこの対馬栽

培漁業公社のほうの理事会とか今の栽培公社の経営状態を考えると、ちょっとなかなか厳しいの

かなと、私自身今ここでは思ってはおりますけども、再度、これは持ち帰りまして、理事会等の

ほうでも検討をさせていただこうかなというふうに思います。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  ありがとうございます。 

 理事長は、それは市長じゃなかったですか、公社の理事長は。そう考えると、構成されている

状況を見ると、公社の理事会を開いていただきたいと思います。 

 栽培公社は、県との共有で基金持っていますよね。１０億でしたっけ、今どのくらいあるか知

りませんが。今議会にも報告書が出て、種苗はかなり死んだということで、漁業者の方も困って

ありましたけど。そのおかげで、公社の採苗事業が今年は数が予定以上に伸んでいると、いいこ

とですけども。そういうような事情もありますので、これはぜひ理事会の中でも現状を把握して

いただいて、そういった業種の方もおられるわけですから、玉だけじゃなくて貝も作っている業

種もいると、母貝をやっている方もおるというそういったものを網羅した中で、ひとつ御検討を

お願いしておきます。これは、お願いでとどめておきます。 

 真珠関係については、今おっしゃられたようになかなか難しい部分もあろうかと思いますが、
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そういった今２点、御検討いただくということで、これでその事業は終わらさせていただきます。 

 次に、１点目のＰＣＲ検査なんですけど、市長も答弁いただいたように、今、行政検査ですよ

ね。これは、医療的見地からの行政検査だと思うんです、今やっているのは。だから、あくまで

ももう医療ということで全て考えがちなんですけど、確かに検査そのものは医療じゃないんです。

治療するのは医療行為かもしれませんけども。 

 だから、本市にはありませんけど、民間の会社がＰＣＲ検査を行っていますよね。金額は様々

会社によって違います。 

 私が今回お話をしたいのは、医療検査じゃなくて、俗に言う行政検査じゃなくて生活検査をし

てもらいたいんです。生活を維持するがための検査、これは別に医療機関でなくてもできるわけ

ですから。市のほうがその気になれば、機材、人材を確保できれば、施設そのものをちょっと改

造すればできない話ではないわけです。先ほどの説明で、行政検査の説明だったから、あえて言

いませんけど、生活検査という視点に立って、もう一度検討していただきたいんですが、いかが

でしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  まず、１点目、この新型コロナウイルス関係につきましては、県の役割

と対馬市の役割がございます。そういった中で、この感染予防対応については県も市も同一でご

ざいますけども、検査、治療対応等につきましては、県の役割というようになっております。 

 また、今現在、確かにおっしゃられるように、今後の取組、要するに政府が発表した今後の取

組の中では、本人等の希望による検査ニーズに対応できる環境整備などの抜本的な方針が示され

ておりますけども、対馬の中ではまだその医師の確保とか機器の整備等、こういったところがな

かなか脆弱であるというような観点から難しいのではないかなというふうに思っておりますし。

この生活検査と申しますか、議員おっしゃられるように、これについては、今、全国のほうでも

県においてかかりつけの医療機関のほうでもできるようにということで進められていると聞いて

いるところではございますけども、まだ対馬のほうではそこは公表はされていないということも

聞いておりますし、なかなかこのことについては市独自の判断では難しいのではないかなという

ふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  それは、市長、あなたは行政のトップなんです。あなたの判断で

できる行為なんです、これは。医療的には、確かにおっしゃったように、医療機関、医師、その

役割は県になっておるかもしれませんが、生活検査という視点に行けば、医師は要らないんです。

相当の知識を持った検査技師さん等があって、機器があって、部屋をちゃんと確保できればでき
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るわけです。ドライブスルーは時々テレビで放映されておりましたけども、あれは医師がやって

いるかどうかというのは定かではありませんが、見る限り医師だと思うんですが。そういった方

法も取れるわけです。 

 だから、市の施設の中で、極端に言うたら、診療所のどっかを改良すればそういった施設は確

保できるはずです。医師じゃなくてもいいんですから、採取するだけは。今、医療で唾液でも十

分できるわけですから、そういった機器は整備できるんじゃないですか、２次補正の中で。新型

コロナウイルス感染症に対する対応の医療提供体制の整備等というのが書かれておりますが、そ

の詳細はここに書かれている分しか見ることはできませんが、この中に１３ページに書いてあり

ます。行政検査以外の検査の実施とあって、院内感染防止に必要なそういった機器整備等はでき

ますよという書き方がされております。行政検査以外の検査の実施と書かれているんです、明確

に。これは、例ですけど。 

 であれば、別に、先ほど、今取り決めがあっているルールは、対馬市として申し入れれば可能

じゃないかと考えますが。そうしないと、うちは離島ですから、経済が疲弊してしまいます。今

の状況、幾ら交付金とか補助金出しても、これは一時のカンフル剤ですから、国は経済対策と言

っていますけども、そういう要因もあるんでしょうが、これは臨時的措置なんです。これは、恒

久的にこの経済対策が続くとは思えません。 

 そうなったときに、いかに市民の方が安心して市中に出回ることができるか、飲食に向かうこ

とができるのか、そういった行動ができるんじゃないですか。今回の補正予算でサーモグラフ

ィーなんかを要求されて、体育行事ですか、そういったものに使うというような説明がありまし

たが、それの一端じゃないかなと考えるんですが、いかがでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  確かに、唾液検査等ができるということにはなってはおりますけども、

その陽性であるか陰性であるかというようなことは、今現在、この対馬市の中では指定医療機関

であります対馬病院のほうでその判断をするということになっているようでございますし、もし

も検査をしたとなっても、その件数がかなり絞られるというような話も聞いております。 

 そして、またこの地方創生臨時交付金でできないかということでございますが、地方創生の臨

時交付金は使うこと自体は私は可能だというふうに思いますけども、ただ市のほうがそこまでや

れるかということについては、また県ほうとも御相談等、ちょっと申し上げなくちゃならないか

なというふうに思ってはおります。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  この議論は尽きないようですので、時間がもったいないんでそろ

そろ打ち切りますが。 
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 これは、市長、あなたの決断一つなんです。今、人口が、この１月から８月末まで約８００人

近く減少していますよね。さっき言ったような経済状態ですので、それは十分認識いただいてい

るわけですけども。そうなったときに、この検査さえ行えれば、市民はもっと経済活動に動ける

んじゃないかと思うんですが。 

 そこで、１つ提案をしておきます。 

 機材等については買えるんじゃなかというお話でしたけども、今、厚生省が８月３日、日本の

メーカーを認定するということで許可出していますよね。これは、フランスで検査したやつを、

日本の国内の企業がフランスで認定されて、それを逆輸入みたいな感じで、日本が、厚生省が認

定しました。そういう会社があるんです。そこの会社の方と直接話をしてみたんですが、別に医

師免許が要るわけじゃないし、施設さえちゃんと確保でき、スタッフが確保できればできますよ、

そんな時間かかりませんよという話なんです。できた検体が多くて困るという話は、その後の話

なんです。医療の話なんです。 

 だから、このデータによりますと、よく覚えてあるのが、長崎港に船が入ったときに長崎大学

がやりましたよね、行政検査。そのときの会社はもう一つあるんですけど、この会社の話ですと、

１０分単位でできるそうです、検体そのものは、ただし、全体の準備から入れると、最短で

４０分、できるそうです。だから、水際対策の一つとして考えられるんじゃないかなと思ってい

ます。 

 それで、フランスで採用して、先ほどいいました厚生省が８月３日に認定したこの会社がある

んですけども、ここについては、唾液検査は２時間もあれば結果出ますよということなんです。 

 金額を参考までに聞いておりますので言いますけど、大体、２つありまして、鼻、喉用は、約

３時間かかって８００万程度、８５０万ですね、彼らの話からすると、もう一つの２時間程度で

きる唾液検査は、参考値ですけど、１,２５０万で買えるんです。このくらいの金額で買える機

材が、国内にもう既に認定されておるわけですから、もう少しここら辺を調べていただいて、先

ほどから言いますように、市民の方が安心して経済行為、日常の生活ができるように保っていけ

ば、対馬市が先進的自治体として、あなたの名声上がるんじゃないですか。もう少し、ここら辺

は島であるがゆえにできる話であることも考えてほしい。 

 島外からの観光客についても、島で来られれば唾液を協力いただくという方向でやっていって、

いろいろな障害が、陽性の方が出た場合は、もちろん保健所に相談ですけども、そんなに頻繁に

出るとも考えにくい。 

 だから、先ほど言いました検査側の体制の問題、数の問題というお話でしたけど、それは言っ

ちゃいけないんじゃないですか。行政の都合でしょう、その答えは。これは、国会等でもよく話

になっていますが、ここら辺はもう少し考えを改めていただきたいと思います。 
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 これは平行線になりますので、これについては県と協議をしてみようという答えを頂きました

ので、これで終わらさせていただきます。 

 次の２点目の販売方法の構築なんですけども、これは予算もう出ましたので、ここで改めて深

くは追求しませんが、こんなのがあるのを御存じですよね。対馬市水産物販売促進支援事業補助

金、平成２２年。ところが、この補助金は、２４年改正があっていますけど、対象期間がもう既

に過ぎているんですよね。平成２８年度までしか対象になっていないんです。この補助金は生き

ているんです。対象経費が、水産物及び水産物加工品のインターネット販売並びに市業務提携に

よる販売に係る輸送経費等のうち市長が特に認めたものについてを対象としますよという条文が

あります。これは、私が以前からお願いしていますインターネット経費を見たらいかがですかと

いう部分がこういったものを根拠に今まで探ってきているわけですけど、まだ対応がしていただ

いていないということですが、こういう要綱がありますが、この要綱をもっと活用されて、この

ネット販売については先ほどいろいろおっしゃいましたけれども、あまり対馬のネット販売につ

いてそんなに効果があるとは思えませんが、ネット販売による販売額がもしつかまれてあるなら、

金額をお聞かせください。そして、この水産物の販売、水産物とかかわらずに対馬産品というタ

イトルに変更されて、全ての業種に適用できるように御検討いただきたいんですが、いかがでし

ょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  ちょっと今のそれについては、条例関係で調べてきておりません。それ

で言うように、このインターネット関係につきましては、水産関係だけじゃなくて、冒頭説明さ

せていただきましたように、観光物産協会のほうともリンクしながらここは今充実をさせており

ます。そういうことで御理解をお願いしたいと思います。 

 先ほどの条例の関係については、後でまた御報告させていただければというふうに思います。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  ちょっとがっかりしましたね。水産担当部署では、こういったも

のは十分精査された上でいろいろ御回答いただけるものと期待しておりましたが、もう少しそこ

ら辺の研究は一般質問で通告しているわけですから、どういう関連が出てくるのは想定できると

私は経験上思います。この要綱は後から調べてください。 

 もう時間がありませんので、最後に１つだけ確認をさせてください。 

 最後の市民への周知なんですけど、感染が２回出まして、市長がメッセージを発せられました

よね、市民に対して。そのメッセージの中に確かな情報に基づいてという言葉を使われているん

ですね、２回とも。これたぶん、県も使っていました。確かな情報に。この確かな情報は誰がど

ういうふうに提供しているんですか。そこをお聞かせください。 
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○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  私自身がこのことについては考えておりますのが、要は、市民の間でこ

の間違った情報によって風評被害が発生をしている状況が見受けられるというようなことから、

正確な情報、例えば、県のホームページ、市のホームページ等で確認をされてから、そういう情

報は他の方へはお話くださいというようなことだというふうに私自身は考えております。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  それでは、さっきからホームページ、ホームページとおっしゃい

ますが、うちのインターネット、パソコンの普及率はどのぐらいですか、市内の。どういう方法

でそういった持たない人たちはそういった情報を得ることができるんですか。 

○議長（小川 廣康君）  時間がまいりました。これで長郷泰二君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小川 廣康君）  暫時休憩いたします。再開を１１時５分からといたします。 

午前10時51分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時03分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 引き続き、市政一般質問を行います。１５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  清風会の大浦でございます。このたびの一般質問をする前に、

私は、２つの事柄に大きな衝撃をいたしました。１つは、新聞紙上で、同僚議員の小宮議員が一

般質問されたんですが、アカムツの洋上放棄と、投棄といいますか、このことが長崎新聞の紙面

の中で、底引き網が大量のアカムツを引き揚げた形、その網の中に満載されたアカムツが紙面に

載っておった。そして、漁民の方がその放棄のチェックをされておる姿を見たときに、沖合の現

実が非情な形で私は衝撃を受けました。このことがいわゆる漁民の一番最大の、言葉でいえば、

どうにもならない沿岸住民の心が痛む、これをいかにどうするか。このことが今回の一般質問の、

じゃあ、対馬海洋保護区しまうみの管理計画とは何ぞやと、ここを本日は問うてみたいとかよう

に思っております。 

 それともう１つは、去る７月２０日、観光物産協会中対馬支部の主催により、城山にあります

金田城、このいわゆる頂上目指す登山道の、要は、台風、大雨による、そういう道普請、要は、

道路整備をいたし、約２０名の方が参加されました。 

 この折に、私も会員でございますから参加したんですが、蔵ノ内の登山道から、これちょうど

県道から車で登山道入り口まで行かれるわけですが、それから徒歩でございます。そこから約

１０分もかかるか、かからんか。ここに名称では南門という言葉があって、そして黒瀬方面の湾
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に、黒瀬湾に下っていく石塁、要は、石垣の積み上げたそういうふうな、何といいますかね、構

造物がございます。何とここの石垣が無残に崩壊して、残念なことに結構規模の大きい崩落でご

ざいました。これは、国の指定する特別史跡金田城、この資料を看板の、入り口に看板がござい

ますが、よく確認したら、西暦六百数十年という数字が書いております。そして、現在、

２０２０年に何年この経過がしたかと。これを計算しますと、１３５０年近くがこの歳月を費や

しておる。そうすると、その石垣が、私の記憶では、約５０年前に初めてこの山に上がったとき

には石垣はしっかりしておったと思います。そうでない、この現実の中で、文化財課のほうでこ

の現場の管理はしておりますが、国の文化庁、そして県の教育委員会、そして当時、美津島町、

昭和５７年に指定がなされ、看板がそういうふうに書かれております。これをなぜ放置しておる

のか、１３５０年の重みがどこにあるのか、ここら辺りをね、しっかり私は教育長に聞いてみた

いとかように思っています。どうかひとつよろしくお願いします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  大浦議員の質問にお答えします。 

 海洋保護区管理計画についてでございますが、対馬における海洋保護区の設定推進につきまし

ては、平成３０年度に基本計画であるしまうみ管理計画を策定し、令和元年度より、実行計画で

ある磯資源管理計画、対馬沿岸藻場再生計画に基づき活動を実施しております。 

 実行計画については、まずは沿岸域である共同漁業権海域から実施することとしており、令和

元年度は島内１２漁協の第一種共同漁業権行使規則に記載されている２２種の水揚げデータを毎

月収集し、漁協間の情報共有を図りつつ、磯資源の動向を整理しております。 

 海洋保護区の設定に向けた具体的な取組については２つの実行計画に基づき、磯資源作業部会、

藻場再生部会を設立し、磯資源の状況を継続して把握しつつ、かつて対馬の主要資源であった貝

類、藻類の再生に向けて取組を実施しております。 

 その取組として、国の補助事業である離島漁業再生支援交付金及び水産多面的機能発揮対策事

業により、食害生物であるイスズミ、アイゴ等の魚類及びガンガゼ等の駆除を行い、併せてヒジ

キ等海藻の増殖にも取り組んでおります。 

 また、周辺海域の水域環境モニタリング調査を行い、大学等の研究機関と連携した磯焼けの原

因究明や変化する水域環境に適応した取組内容等について地元への提案を行っております。 

 まずは、現在の藻場状況を把握するため、補助事業を有効活用しながら地先を熟知した漁業者

の知見、経験と研究機関における学識の融合により藻場マップの作成に取り組んでおります。 

 補助事業において駆除された食害魚及び定置網等で漁獲された未利用魚の有効活用についても

高付加価値化を目指した食材への活用、養殖餌料への転換により低コストで効率のよい活用策の

具体化を図ります。 
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 また、８月１８日付けの長崎新聞にて報道されたアカムツの漁獲問題につきましては、海洋保

護区設定の目標としている１２海里沖合までの範囲拡大と密接に関連する問題であり、市外のま

き網漁業者や底引き網漁業者との利用調整に基づく操業秩序の構築が必須であると考えておりま

す。 

 海洋保護区の基本理念は、法的な拘束力を有しないことから、まき網、底引き網の操業禁止や

排除ではなく、資源の持続的利用のために関係者が協議して共に管理していく協定を結ぶ区域で

あるとしておりまして、その実現に向けては地元漁協による資源管理計画に基づく実行の意識醸

成が必要であり、資源管理に真剣に取り組む姿勢をもって他団体に取組を広く周知、共有するこ

とから始めていく必要があると考えております。 

 海洋保護区は漁業者の相互理解の下に成り立つものであり、簡単に実現できる問題とは考えて

おりませんが、一つ一つできることから確実に実行し、対馬の豊かな水産資源が未来の希望へと

つながるよう尽力してまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  大浦議員の質問にお答えします。 

 国指定特別史跡金田城跡の石塁崩壊箇所の修復についてでございますが、金田城はまだ日本が

倭と呼ばれていた西暦６６７年に築かれ、１３５０年余り経過しております。国内には記録が残

っていないものも含め、２２か所の古代山城が存在し、その多くは北部九州と瀬戸内海に面した

中国・四国地方に分布しております。 

 さて、議員御承知のとおり、金田城は平成２９年４月に続日本１００名城に認定され、令和元

年９月にはＮＨＫ総合で放映された第４弾日本最強の城に選ばれたことで知名度が高まり、来訪

者が増加しました。 

 御指摘の石塁は城の南部に位置し、登山道を１０分ほど歩くと到着します。石塁の東側に黒瀬

湾が広がる風景は本史跡を代表する景観として知られております。石塁の崩落は、少なくとも数

百年は経過していると思われます。 

 金田城の第１期整備事業は昭和６０年度から平成３０年度までの３３年間継続してまいりまし

た。その間、石塁を含む解体、積み直しを２か所行っております。石塁や城戸の修理基準は、崩

落の危険性が高く、整備・活用を計画している箇所を実施しております。城域全体に崩落してい

る箇所が見られますが、築上年数を考えると自然の摂理ともいえます。 

 第１期整備の期間中、特別史跡金田城跡整備委員会において、御指摘の石塁も含め修理につい

て対応を審議しておりますが、崩落箇所の積み直しは実施しておりません。ただし、補強策とし

て隣接する現存石塁の前面２か所にふとんかごを置き、備えております。予算面も大きな理由の
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一つですが、崩落箇所の解体、積み直しをすると、左右に残っている現存部分にも影響が懸念さ

れることも要因の一つです。 

 また、現存する部分が崩落の危険性がとても高いと判断された場合は修理をしております。城

域の東に位置する二ノ城戸は発掘調査、解体、積み直し、整備を実施し、御指摘の箇所近くに現

存する石塁の解体、積み直しも終えております。全ての石塁は急傾斜地に積まれており、安定感

に欠けております。崩落を未然に防ぐために定期的な巡視を継続する必要があり、石塁の保存に

悪影響を及ぼす樹木の伐採も計画的に実行することが求められております。 

 本市の文化財事業は現在も複数実施中であり、それぞれ目的をもって遂行しております。全事

業の優先順位、中長期的計画を立て、計画的に各事業を進めております。金田城は、未発掘調査

地、未整備箇所も残っており、活用を図る上で環境整備を整える必要性にも迫られております。

近い将来、第２期整備事業を着手する必要性があると認識をしております。その中で、石塁の修

理基準、整備計画の方針が打ち出されるものと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  前後いたしますが、今教育長の答弁をお聞きしまして、少し確

認したいことがございます。 

 文化財課という職種の中で、大雨、台風がそういうふうに襲ってきた場合、対馬島に、必ず金

田城の周りの史跡の被害、被災状況をチェックするということを私は耳にしております。そうし

ますと、先ほどの報告では、非常に過去にあの石垣が崩れたんだという言い方をされましたが、

私は、昭和４５年に見たときにあそこまでの被害はありませんでした。だから、それはちょっと

私はね、確認をしてみたいんですよ。そこは争う必要ないんですが、石垣というのは、一角が崩

れれば、これは続いていきますからね。これをあの状態、例えば、僅かながら崩れた箇所が最初

あったかもしれん、昔。しかし、それを放置しておれば、ドミノ式に石垣が崩れる。これを少々

取扱いが簡単ではなかったか、このような懸念がしますが、先ほどの教育長の答弁では、あの南

東角石塁という言葉になろうかと思いますね。黒瀬湾に下る防御上のね、鉄砲や矢を受けること

を石塁で止めるという意味でしょうからね、そこの部分はあの状態で以前からあったというふう

には記憶に私はないです。だから、文化財課として、いつ頃から調査されて、そのことを確認し

とるかちゅうのをちょっと確認、ここで確認して、担当おりませんのでね。歴史は浅いと思うん

ですよ、文化財課のチェックは。その辺のことの何といいますか、今教育長の申された、いつ頃

から崩れたというには少し何といいますかね、見解の相違というか、記憶の中でそんなはずなか

ったという思いがあるんですが、ちょっとその辺、もう一回、何年前という発言ですか。先ほど

書こうとしたらね、物すごい昔の話をされたから、以前、もっと古い時期に石垣が崩れておった
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んだというふうな御答弁であったんですが、その辺は、もう一回、その時期を尋ねます。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  大雨であったり、台風であったり、こういうものがあったときには、

必ず文化財課の職員が現地を確認をしております。石塁の崩落につきましては、いつ崩れたとい

う記録はない。議員は５０年前にはしっかりと石塁があったと言われますけれども、担当者によ

るとそういう状況は確認をされておりません。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  文化財課がいつ頃からそういうことにタッチされたかというの

は、かなり浅いんですよ。物すごい時間がたっておりませんよね。文化財課が教育委員会の中で

金田城を基本とした場合。要は、美津島町時代、町村合併時代の頃ですよね、始まりは、多分。

そのころに、たしか、新しくそういうふうな係をつくったというふうなことは僕も記憶になるん

ですが、その時点で、あそこまでのことが既にあったとかいう話でいけばおかしなことになるん

ですけどね。私は、そこについては放置しておるというふうなことの言い方は悪いかもしれませ

んが、あのままでいいのかというふうに言い方を変えましょうかね。そのほうがいいと思います。

そこ争えばいろいろありますから。だから、もうそれは先に進みましてね。 

 先ほど教育長、最後のほうに、そういう石垣の修復もかねて、そういう検討云々というふうな

ことでありましたからね、ちょっと望みをつないでおるんですが。 

 実は、昨日、おととい、県の学芸文化課に連絡入れました。担当。そしたら、県庁跡の石垣が

江戸時代のやつが出たもんだから、そこに行っておりますということでありまして、遅くに電話

があったんですが、金がかかりますよという言い方やった、最初の言い方がね、石垣を積めば。 

 もう１つ、「駄目なんですか」と言いましたら、駄目ということは言わなかったです。文化庁、

長崎県教育委員会、対馬市とこの三者が協議をすることによって今後の展開が生まれますという

言い方をされたんですよ。私は、過去のことはいいんですが、話し合いが、１３００年たった、

３５０年を過ぎてなおきちんとしておったということをやはり基本に考えたら、どうにか復元す

るというふうなことは非常に大切なことだと思います。 

 そして、もう１ついえば、先ほど教育長、ＮＨＫの山城の、日本版の山城、これの一番最優先

に選択された放送経緯があったということで、これは、観光商工部のほうも、このことの国内的

な対馬にやってくる一つの何といいますか、大きなポイントとして取り上げまして、城山観光を

中心とした一つのそういうふうな国内客の誘致・誘導を図りたいというふうな格好で、今後、そ

れが大きく進展することを望むようなことを昨日の何といいますか、全員協議会の資料の説明に

でもあって、私は的は当たっとるなというふうなことで十分それでいいと思うんですが、登山口
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からね、１０分、私は１０分足らずで行ったんですが、一番最初に史跡に、具体的な場所にある

ところですよ、あそこは。はっきりいえば、あそこだけがきちんとしておきたいというふうな思

いのある場所ですよ。私はね、昨日、朝早朝に、測り行ったとですよ。口先じゃいかんから、ど

こがどれだけ破れとるかを。最初の手前からが２０メーター、約２０メーター。下に五、六メー

ターの高さですよ、五、六メーター。次が約１０メーター。その次のね、飛んで。それから裏の

ほうもやられておりましたね。裏のほう、もう少しその先に行けば。だから、最初２１です。

３９メーター、約４０メーターが被災、いや、崩落といいますかね、石垣が崩れ落ちて無残な格

好であります。そして、教育長の答弁の中に、過去、基礎地盤をふとんかご工によって保護して

倒れんようなことをしておりましたから、それもひとつ買うんですけどね、いいことだなと。し

かし、その前後はやられとるわけですよ。これを１回でも文化庁と長崎県教育委員会と協議した

ことがないのか、復元について。これをひとつお尋ねしますが、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  先ほど答弁でも申しましたけれども、第１期の整備事業を昭和６０年

度から平成３０年度までの３３年間にわたってやっております。この整備事業を行うに当たって

は、専門家を委員とする整備委員会、これを立ち上げまして、この委員会の中には県の学芸文化

課の担当であるとか、文化庁からも参加をします。そういう中において、発掘調査であるとか、

解体で、解体、積み直しの計画であるとかそういうことに関する指導を受けながら金田城の保存

整備をやってきております。その整備委員会の中でも、あそこの積み直しを行うかどうかも議題

になったようですけれども、現状のままで行こうというふうな審議結果を受けて、あのままの状

態になっております。あのままの状態にすることで現存している石塁自体も、１３５０年余りを

たって現存しているということ自体もすごいことなんですけれども、あの崩れた、崩壊した石塁

にも、あれを見るとやはりそこには１３５０年余りの歴史を感じることができるんじゃないかな

と。そういうことからも現状のままでいって、まだほかに発掘とか整備しなければならない場所

もありますので、そういうところを優先的に今やってきているところです。だから、答弁で申し

ましたように、近々、近々といいますか、第２期の整備委員会を立ち上げる予定をしております

ので、その中でまた石塁の積み直し等についても提起をしてみたいというふうには考えておりま

す。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  過去のあったことにつきましては、今の話で十分分かりました

が、あそこの重みが、やはり、今後、日本で一番行きたいところというね、言い方、ものの言い

方されていますよ。そして、その最強の城が金田城という書き方を昨日の観光商工部のね、つく

られた資料の中には、そして、今後、そこを固めてね、対馬の一つの大きな観光エリアとしてひ
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とつ生かしたいと、かなり強い思いでそういうふうな計画を将来つくりたいということですから、

状況は大きくやはり変化しておりますので、あの石垣も今言いますように、崩れたままがいいと

いう言い方もありますが、例えば、四、五十年前まではちゃんとしとったけれども、その一部を

こういうふうに積み上げて復元したということもまた、私は双方あってよろしんじゃないかと。

崩れたものというのは、それはもったいないなと思いますよ。それは、そこの学者さんの考え方

の差があったかもしれませんね。しかし、新しい一つの対馬の代表する観光地とすれば、私は石

垣を、金が要ればぼつぼつでいいですよ、一遍に修復せんでもいいですから。そういうふうな何

か思いで、ぜひとも第２次の整備計画といいますかね、これに教育長、ひとつのせてほしい、取

り組んでほしいというお願いを私はこの場でするしかないんですが、その辺、いつ頃ですか、第

２次は。その辺のところをちょっと聞かせてください。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  いつからかという期日はまだ定かではありません。今ほかの整備事業

も進めておりますので、金田城に対して何年度からやるよというのはまだ決めておりません。で

も、整備事業第２期を立ち上げる必要性はあるというふうに考えておりますので、その中でまた

石塁の積み直しも検討をしていただこうと思いますし、観光に向けても活用して行けるような方

策を模索してみたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  教育長、今のことと関連なんですが、これは災害過年債という

ことやらありましょうが、災害適用法に復元があるのか、あるいは全く国費と県費と市費でやら

んにゃいかんのか、そこら辺りの検討といいますか、今日の通告に対してこんなこと言いやしな

いかというふうなことで確認は取っていませんか。普通、金が要るところはやっぱりそうなるん

ですよ。三者割じゃたまらんけん、災害復旧適用に持っていかないかんということでどうかなら

んのかなと思うんですが、その辺は、教育長、チェックはされていませんか。そこ大事な話なん

ですけど。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  例えば、今年の台風１０号であれが崩れたとはっきりしていれば、災

害復旧の事業にのせられると思いますけれども、そういう崩落がいつ起こったか分かりませんし、

災害復旧では無理だろうということで文化庁または県と連携をしながら今後は進めたいというふ

うに思っております。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  やり取りしても進みませんからね、私は、あの場所は、ちょう
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ど城山登山の鏡ですよ。それがいきなりひっくり返ったちゅう、私はあれを見たことはなかった

ですよ。それをいうてもさっきね、堂々巡りになりますから、これをどうかしようということは

ね、教育長、最近山に登ったことはございますか。現場は、見ました。そんなら結構です。そう

いうことでひとつ前向きな、私は対応をお願いしたいということでこの場は一応終わります。 

 次に、しまうみ保護区の管理計画、このことについて、市長から先ほど答弁をいただきました。

対馬市役所の水産課内に海洋保全室を立ち上げたのは、平成２６年４月１日ということで記憶し

ておりますが、よろしいですか。そして、その前に設定推進協議会、これを設けられまして

２２名の構成の中で１２漁協長、そして九州大学の水産関係の一人者でしょう。それから長崎大

学、それと最後は、島内、県内の漁業関係者の構成、このように聞いておりますが、その中で、

２６年の４月１日から水産課の中に室長１名、兼務されたいわゆる職員、担当を１名、半分とい

うことになりますけれどもね。それで平成３０年の年までそういうふうな計画を経過したという

ふうなことが形はなります。そして、３０年の後半だと思いますが、議会の全員協議会にこの管

理計画の中身はカラーで資料が７ページほどつくっておりますね、７ページ、圧縮された状態で。

これで報告を受けたわけですが、当時、市長が副市長だったと思います。つくられて完成したの

は、市長であると。私は、これを見たときに、資料内容は別として時間がかかり過ぎじゃないで

すか、５年間。５年間に担当、いわゆる室長を置いて、係を置いて、私は時間がかかり過ぎてお

る、少しここのところ問題じゃないかなと、もっと早くやってもいいんじゃないかと。資料の中

身からいえば、２年ぐらいでたたき上げてもおかしくないなと思ったんですが、その辺は、市長、

何かあったんでしょうか。５年でなきゃならん。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  時間がかかり過ぎたということで、私自身も、確かに、ここが時間がか

かったというふうに認識しております。 

 ただ、もともとこの海洋保護区の関係につきましては、もともとの考え方がこの収奪的な漁業

関係を少しでも取りやめていただいて、この対馬の豊かな海を持続可能な海としようということ

で取り組んでまいりましたけれども、やはりそこは法的な拘束力等もなく、なかなか難しいとい

うようなことから、まずはできることから始めていこうというようなことで、この沿岸域の第一

種漁業権の行使規則に規定された共同漁業権回避から始めていくというようなことで、途中いろ

いろな協議の中でそういったことがありましたので、そのことで遅れたというふうに私自身は認

識をしているところでございます。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  分かりました。この資料から見れば、もちろん沿岸、根付漁業

的な存在においては、現在、磯焼け、藻場がないというふうなこと、これを水産課のほうの担当
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に聞いたらまず五島がやられたと、五島、磯焼けが、それから壱岐もやられたと、対馬が西海岸

を最初にやられて、東海岸の南から北に上がったと、こういうふうな話で、最後には、現在、ヒ

ジキが上対馬町北部の鰐浦が加工生産地の恐らくトップじゃなかったろうかというようないい方

されますが、そこまでやられたと、これは認識しておりますかね。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  議員おっしゃられるように、この対馬の最北部であります鰐浦地域は、

これまでもこのヒジキだけではなくて、アワビ、サザエのこの根付資源についてもかなりの豊富

な地域であったということを私自身も当時担当もしておりましたので認識しておりますし、ただ

これらのヒジキとか海藻類がこの今、魚類、特にここでしておりますイスズミ等の大群によって

たちまちのうちに食べられてしまったというようなことをこの鰐浦地域の方から聞いております。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  この管理計画の中で藻場とか、金になる海藻の復元に力を入れ

ていく方向でというふうなことであります。 

 その中で、私、ひとつ取り組んでおられる現場を情報として賀谷の鎌田さんという方が資料を

つくっておられてそれを見たことがございます。カジメやらヒジキやらの種苗を海にそういうふ

うな設定して生育はしよると。しかし、その後の大きくなることの過程について私も最後の確認

は取っておりませんが、どうやらそこで駆除されておるんじゃないかと思うんですが、そちらの

方向の取組と。 

 もう１つは、この海水温の上昇で海の中のもんがこの対馬の海域では今までの対馬の在来種で

はもたないんだと、もしそういうようなことになれば、九州の南の海岸の、例えば、鹿児島方面

にそういうふうの類似しておる植生の、植生といいますか、海藻のそこらを引っ張ってくるとか

いうふうなことをしない限り、同じことの繰り返しで全くいかんとなれば、私はその決算の中で

栽培漁業振興公社の放流というアワビのね、藻場がないのにアワビを放流しても魚の餌ですよ。

これを今から、今からは藻場をどうつくるかの栽培漁業の中で取り組む一つの大きな課題である

と。ですから、従来のカジメやヒジキやその他の金になる海藻、これはこれでやっていかにゃい

かんでしょう。しかし、水温が３０度を超すような中で、夏場、これで耐えられる海藻を南方系

の、南方系というけれども、九州南端というふうなことでいいますけれどもね、そこらの研究を

並行してやるべきじゃないでしょうか。私はそうしないと時間を重ねても失敗策は進みませんか

ら、藻が入るというふうなことがあれば、ウニとアワビは何とかなるじゃないですか、基本的に。

ですから、そこらを大きな湾を仕切って、入り口は魚も入らんように金を投入しましてね、栽培

試験をすることが、私は女護島の漁業栽培公社の一つの役目じゃないかと思いますが、市長、そ

こら辺り、今後の生き方というのは切り替えないかんじゃないかなと思うんですが、どうでしょ
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うか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  大変ありがたい御提言だというふうに受け止めております。私のほうも

大学の先生から、人工衛星から撮られた温度を比較する資料等をもらいましたけれども、かなり

二、三十年と比べますと、温度が変わってきているというような状況を確認いたしました。 

 そこで、ただ海藻等は今、対馬の現状の中では海藻は生えるんだけれども、食害魚によって食

べつくされてしまうというようなことが今課題になっているような状況でありますので、議員お

っしゃられるように、ある程度小さい湾を閉め切って、その中で海藻を育てると、そういう取組

は、もう実際、島内あちらこちらで取り組んではおられますけれども、これをまた今後は大々的

にそのような形でできるように進めてまいりたいというふうに私自身も考えております。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  時間が少なくなりました。沖合の保護区の設定につきましては、

非常に底引きとまき網の世界ですから、これにいろんな束縛を簡単にできるもんじゃない、あっ

こは当然だと思いますよ。ただね、市、漁業、１２組合の漁協の皆さんも取り組んでおられたこ

とは、現に、既に勝ち取っておる品ありますよね。例えば、豆酘の南側のシイラの、要は、漁業

を壱岐と対馬がやっとるそうですが、これの５月から１か月間ぐらい、操業を大中まき網停止し

てくれという協定を結んでいますよね。僕はこういうことだと思うんですよね、今言います沖合

の問題は。市が掲げておるけれども、競り合うもんですから、簡単にいえば役所を出ていかれん

ような話の世界ですよ、極端にいえば。ですから、役所がそういうふうな方向性の中で、そうい

う漁協とか今、漁業者、地元の、そして相手方の、例えば、底引きの世界がありますよね、山口

県とか鳥取に。そこの綱渡し的な存在にならないかんと思うんですよ。話の中の。そして、まき

網がこれが一番難しいと私は思います。まき網というのは、全魚種を捕っていいということにな

っておりますから、操業の中で魚種の制限はございませんからね、まずは。ここの、しかし、勝

ち取っとるのがあるんですよ。昼間の操業をやめて夜間を５か月間やるとか、そういうふうなこ

とで勝ち取っとるのもありますよ、現に。全くなしじゃなくてね。 

 先ほどのアカムツの件は、この新聞読みますとね、小さな養魚をかようにして捕ったというよ

うなことやらね、聞きますよ。ですから、組合長会としては、その最後の絞り上げる網の大きさ

を小型魚が逃げるようにしてくれんかという要請・要望をすると、そして１月間、コースの期間

を延ばしてくれという要望をしたいと。 

 もう１つは、最後に、今佐須沖の８０平方キロメートルをもっと北側に、北側にそういうふう

な漁獲場所があるじゃないですか、上県沖もしくは水崎沖、そこらのことを協定を結ばないかん

課題があるわけですね、今後、これを生かすならば。だから、その中の市が先頭に立ってじゃな
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くて、そこの仲介をして将来性を見定めて、ひとつ一緒にやりましょうということでこの管理計

画はまとめないかんと思うんです。あと１分ですから、もう答弁はいりませんけど、そこらのこ

とを役所方じゃなくてね、生産者方の中に入り込むというふうなね、担当の仕組み、これを指導

されたい。そして、悪いことは書いていませんが、少し簡単にはいかんよというふうな感じがし

ますよ。しかしね、長崎新聞の紙面を見たら、黄金の宝ですよ、それをごっそりね、そして漁師

の方が腕を組んで残念に見とる姿を見たときにね、ああ、これは本当いかんぞと思いますね。 

 最後に、現在の漁民の年齢が平均して６０歳以上が７５％の数字ですよ。そうしますと、

１０年過ぎたら、大きな何といいますか、もう終わりますけどね。次にまた機会を持ちましょう。

それしか言いようがないですね。 

○議長（小川 廣康君）  これで大浦孝司君の質問は終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小川 廣康君）  以上で本日予定しておりました市政一般質問は終わりました。 

 本日はこれで散会とします。お疲れさまでした。 

午前11時54分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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                       令和２年９月18日 午前10時00分開議 

    日程第１ 議案第62号 令和２年度対馬市一般会計補正予算（第８号） 

    日程第２ 議案第73号 対馬市立博物館条例 

    日程第３ 議案第75号 対馬市犯罪被害者等支援条例 

    日程第４ 陳情第２号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な

悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出につ

いて 

    日程第５ 議案第80号 令和２年度対馬市一般会計補正予算（第９号） 

    日程第６ 議案第81号 海岸保全区域内公有水面の埋立てについて（貝鮒海岸） 

    日程第７ 議案第82号 工事請負契約の締結について 

    日程第８ 議案第83号 財産取得契約の締結について 

    日程第９ 議案第84号 財産の無償貸付について 

    日程第10 委員会の閉会中の継続審査について 

    追加日程第１ 発議第１号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急

激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 

 

本日の会議に付した事件 

    日程第１ 議案第62号 令和２年度対馬市一般会計補正予算（第８号） 

    日程第２ 議案第73号 対馬市立博物館条例 

    日程第３ 議案第75号 対馬市犯罪被害者等支援条例 

    日程第４ 陳情第２号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な

悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出につ

いて 

    日程第５ 議案第80号 令和２年度対馬市一般会計補正予算（第９号） 

    日程第６ 議案第81号 海岸保全区域内公有水面の埋立てについて（貝鮒海岸） 

    日程第７ 議案第82号 工事請負契約の締結について 

    日程第８ 議案第83号 財産取得契約の締結について 
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    日程第９ 議案第84号 財産の無償貸付について 

    日程第10 委員会の閉会中の継続審査について 

    追加日程第１ 発議第１号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急

激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 

 

出席議員（17名） 

１番 坂本 充弘君       ２番 伊原  徹君 

３番 長郷 泰二君       ４番 春田 新一君 
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17番 作元 義文君       18番 上野洋次郎君 

19番 小川 廣康君 

 

欠席議員（２名） 

６番 吉見 優子君       ８番 黒田 昭雄君 

 

欠  員（なし） 

 

事務局出席職員職氏名 

局長      阿比留伊勢男君 次長     國分 幸和君 

課長補佐    梅野 浩二君  課長補佐   柚谷 智之君 

 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  比田勝尚喜君 

副市長  俵  輝孝君 

教育長  永留 和博君 

総務部長  有江 正光君 

総務課長（選挙管理委員会事務局書記長）  桐谷 和孝君 

しまづくり推進部長  武末 祥人君 
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観光交流商工部長  二宮 照幸君 

市民生活部長  乙成 一也君 

福祉保険部長  古里 正人君 

健康づくり推進部長  松井 惠夫君 

農林水産部長  佐々木雅仁君 

建設部長  伊賀 敏治君 

水道局長  立花 大功君 

教育部長  阿比留裕史君 

中対馬振興部長  波田 安徳君 

上対馬振興部長  森山 忠昭君 

美津島行政サービスセンター所長  瀧川 昌浩君 

峰行政サービスセンター所長  扇  明宏君 

上県行政サービスセンター所長  原田 勝彦君 

消防長  主藤 庄司君 

会計管理者  阿比留 裕君 

監査委員事務局長  御手洗逸男君 

農業委員会事務局長  庄司 智文君 

 

午前10時00分開議 

○議長（小川 廣康君）  おはようございます。 

 報告します。吉見優子君並びに黒田昭雄君から欠席の届出があっております。 

 ただいまから、議事日程第５号により本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．議案第６２号 

日程第２．議案第７３号 

日程第３．議案第７５号 

○議長（小川 廣康君）  日程第１、議案第６２号、令和２年度対馬市一般会計補正予算（第

８号）から日程第３、議案第７５号、対馬市犯罪被害者等支援条例までの３件を一括議題としま

す。 

 議案第６２号は各常任委員会に分割付託、議案第７３号は産業建設常任委員会、議案第７５号

は総務文教常任委員会に付託しておりましたので、各常任委員会の審査報告を求めます。 

 総務文教常任委員長、坂本充弘君。 
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○議員（１番 坂本 充弘君）  おはようございます。それでは、総務文教常任委員会の審査報告

を行います。 

 令和２年第３回対馬市議会定例会において、会議規則第３７条第１項の規定により本委員会に

付託されました案件は、議案第６２号及び議案第７５号の２件であります。その審査の経過と結

果を、同規則第１１０条の規定により、次のとおり報告いたします。 

 本委員会は、９月１１日、対馬市役所豊玉庁舎３階大会議室において、全委員出席の下、担当

部長及び担当課長等の出席を求め、慎重に審査いたしました。 

 議案第６２号、令和２年度対馬市一般会計補正予算（第８号）のうち、本委員会に係る歳入は、

１１款地方交付税で、普通交付税の追加、１５款国庫支出金で、新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金及び新型コロナウイルス感染症対策補助金の追加、１６款県支出金で、輸出

向けＨＡＣＣＰ等対応施設整備緊急対策事業交付金の計上、２１世紀まちづくり推進総合支援事

業補助金の追加、１９款繰入金で、合併振興基金繰入金の減、２０款繰越金で、前年度剰余金の

追加が主な補正であります。 

 次に、歳出は、２款総務費で、被災地支援旅費、航空事業者経営支援負担金、交通事業者事業

継続等支援事業奨励金及び対馬の水産加工品を海外へ輸出するため、ＨＡＣＣＰ対応の施設設備

を行う事業者へ費用の一部を補助する飲料産業・６次産業化交付金の計上、ＣＡＴＶ設定業務委

託料及び住んでよし・訪れてよしのまちづくり応援事業補助金の追加、４款衛生費で、テレビ会

議システム構築委託料及び新型コロナウイルス感染症の軽症者等の搬送用車両購入費の計上、学

校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る消耗品費及びサーモグラフィーカメラ購入に係る備

品購入費の追加、１０款教育費で、対馬ギターフェスティバル開催事業委託料の計上、学校浄化

槽ブロア等修繕料及び小荷物専用昇降機修繕工事のための工事請負費の追加、対馬藩関連遺産群

保存整備事業見直しによる委託料の減が主な補正であります。 

 次に、議案第７５号、対馬市犯罪被害者等支援条例について、近年、様々な犯罪等が後を絶た

ず、被害に遭われた方やその家族・遺族の方の多くは、十分な支援が受けられず、社会において

孤立することを余儀なくされてきました。こうした状況を踏まえ、犯罪被害者等の権利利益の保

護を図ることを目的に、本市においても、犯罪被害者等の方々への支援を総合的に推進していく

ため、対馬市犯罪被害者等支援条例を制定しようとするものであります。 

 以上、本委員会に付託されました議案第６２号及び議案第７５号の２件につきましては、慎重

に審査し、採決した結果、いずれも賛成多数により原案のとおり可決すべきものと決定いたしま

した。 

 以上で、総務文教常任委員会の審査報告といたします。 

○議長（小川 廣康君）  厚生常任委員長、伊原徹君。 
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○議員（２番 伊原  徹君）  それでは、厚生常任委員会の審査報告を行います。 

 令和２年第３回対馬市議会定例会において、会議規則第３７条第１項の規定により本委員会に

付託されました案件は、議案第６２号の１件であります。その審査の経過と結果を、同規則第

１１０条の規定により、次のとおり報告いたします。 

 本委員会は、９月９日、対馬市役所豊玉庁舎３階大会議室において、全委員出席の下、担当部

長及び担当課長等の出席を求め、慎重に審査いたしました。 

 議案第６２号、令和２年度対馬市一般会計補正予算（第８号）のうち、本委員会に係る歳入は、

１５款国庫支出金で、個人番号カード交付事業補助金の追加、住民基本台帳システム等の改修に

係る社会保障・税番号制度システム整備費補助金の計上、生活保護関係システム及び医療レセプ

トシステムの改修・保守に係る生活保護適正化事業補助金の追加、１６款県支出金で、介護職員

初任者研修事業に係る地域医療介護総合確保基金事業補助金の計上などが主なものであります。 

 歳出は、２款総務費で、滞納整理システムの動作環境の強化及び令和３年度からの税制改正に

対応するためのシステム改修委託料の追加、国外でのマイナンバーカードや公的個人認証（電子

証明書）の利用対応に係るシステム改修としてマイナンバー制度対応システム整備委託料の計上、

３款民生費で、障害者自立支援給付における審査支払等のシステム改修及び生活保護法の改正に

伴う委託事務費等の計算機能追加に係る生活保護電算システム改修委託料の計上、上対馬町芦見

のデイサービスセンター合歓の木園及び上対馬町玖須のデイサービスセンターなるたき園の浄化

槽の補修に係る修繕料の計上、４款衛生費で、乳児を対象としたロタウイルスワクチンの定期予

防接種に係る委託料の追加などが、今回の補正の主な内容であります。 

 以上、本委員会に付託されました議案第６２号につきましては、慎重に審査し、採決した結果、

賛成多数により原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上で、厚生常任委員会の審査報告といたします。 

○議長（小川 廣康君）  産業建設常任委員長、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  産業建設常任委員会の審査報告を行います。 

 令和２年第３回対馬市議会定例会において、会議規則第３７条第１項の規定により本委員会に

付託されました案件は、議案第６２号及び議案第７３号の２件であります。その審査の経過と結

果を、同規則第１１０条の規定により、次のとおり報告いたします。 

 本委員会は、９月１０日、対馬市役所豊玉庁舎３階大会議室において、大部委員は欠席でした

が、担当部長及び担当課長等の出席を求め、慎重に審査を行いました。 

 議案第６２号、令和２年度対馬市一般会計補正予算（第８号）のうち、本委員会に係る歳入に

ついては、１５款国庫支出金で、１項４目災害復旧費国庫負担金の追加、１６款県支出金で、

２項４目農林水産業費県補助金の有害鳥獣被害防止対策事業補助金の追加、同項９目災害復旧費
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県補助金の計上、１７款財産収入で、市有林の立木売払収入の追加、２２款市債で、厳原港国際

ターミナルビル建設に伴う土木債及び災害復旧債の追加、サイクリングイベント事業債及び博物

館建設事業債の減額が主な補正であります。 

 歳出につきましては、農林水産部関係で、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、経営の安定

を図る措置として農林業体験型施設運営継続助成金、しいたけ生産活動継続支援補助金の計上、

有害鳥獣被害防止対策としてツシマジカ４,１００頭、イノシシ３,０００頭分の捕獲補助金の追

加、出荷が停滞しているマグロ養殖経営者に飼料代金の一部を助成するマグロ養殖出荷調整支援

事業、アナゴ、マグロを学校給食に提供する学校給食水産物提供事業、７月の梅雨前線豪雨によ

り被災した農林水産施設の復旧工事費の計上が主なものであります。 

 建設部関係では、厳原港新国内ターミナルの落成に伴う管理経費、厳原港国際ターミナルビル

建設事業の１期工事費、７月・８月の豪雨により被災した道路、河川の復旧工事費の計上が主な

ものであります。 

 観光交流商工部関係では、金田城を核とした観光づくり事業としての歴史資産活用事業委託料、

行っ得長崎のしまクーポン券と行っ得つしまクーポン券を組み合わせて新たに行うしま旅滞在促

進事業負担金の計上、朝鮮通信使資料館のアスベスト除去工事費の追加、サイクリングイベント

の中止に伴う補助金の減額、旧長崎県対馬歴史民俗資料館の解体に伴い、アスベストの含有調査

と除去工事が必要となり、令和２年度内の工事完成が見込めないため、博物館建設事業の工期延

長に伴う建設工事費の減額が主なものであります。 

 議案第７３号、対馬市立博物館条例については、現行の対馬市立博物館設置条例の全部を改正

するものであり、題名を対馬市立博物館条例に改め、趣旨、博物館の位置、実施する事業に関す

る規定に加え、博物館の運営に必要な基本的事項を規定しようとするものであります。 

 最後に、本委員会としましては、学校給食水産物提供事業、農林業体験型施設運営継続助成金

等の農林水産物の流通に関する取扱いについては、今後の市内の流通システムへの影響を考慮し、

より詳細に検討する必要があるため、所管事務調査を行うことといたしました。 

 以上、本委員会に付託されました議案第６２号及び議案第７３号の２件につきましては、慎重

に審査し、採決した結果、いずれも賛成多数により原案のとおり可決すべきものと決定いたしま

した。 

 以上で、産業建設常任委員会の審査報告といたします。 

○議長（小川 廣康君）  各常任委員会の審査報告が終わりました。 

 これから、委員会報告に対する質疑を行います。 

 まず、総務文教常任委員長報告に対する質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認めます。 

 次に、厚生常任委員長報告に対する質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認めます。 

 次に、産業建設常任委員長報告に対する質疑はありませんか。１２番、小宮教義君。 

○議員（１２番 小宮 教義君）  何点かお尋ねをさせていただきます。 

 博物館の第２工区についてですが、全協でもお話がございましたけれども、このアスベストが

含まれているということで、調査、除去関係で、工期が約１年延びるということでございます。 

 まず、３点、これはお尋ねいたします。 

 私どもが頂いているこの工程表があるんですが、これからしますと、今が９月ですから、もう

解体がほぼ半ばぐらいだと思うんですが、今回の石綿調査関係が出たということは、この時点に

おいて、当然お金がかかることですから、契約変更がなされた後に工事されたと思うんですけれ

ども、まず、契約変更がなされたのか。そして、その財源はどのような形で確保されたのかとい

うことです。もし、審査をしてあれば、お願いをしたいと思います。 

 そして、２点目は、この工期なんですが、これで見てみますと、この新築工事に係る工事が

６か月です。そして、変更後を見てみますと、１４か月かかっているわけでございますが、約倍

以上の日数を要しているんですけれども、もし、これについて審査をされたならば、お答えを頂

けてはと思います。 

 先に、その２点を。 

○議長（小川 廣康君）  産業建設常任委員長、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  ただいまの質問にお答えいたします。 

 まず、アスベストの件ですけども、全員協議会の中でも詳細な説明がありましたので、改めて

ここで申し上げることはないと思いますが、まず、アスベストの件につきましては、県からの施

設の引渡し時点において、アスベストの含有はありませんという条件の下で引渡しを受けられて

いるということがあって、事前調査をすることが必要ないという判断がなされております。 

 これは、その後に、現在のようなアスベスト関係の工事が必要という状態に陥ったわけで、こ

の委員会の中においての審査においては特段問題としてはおりません。 

 続きまして、契約変更とその財源ですけども、契約変更についての説明は、詳細な説明は受け

ておりません。 

 工期の延期につきましては、アスベスト関係のみならず、追加工事としてキャノピーの設置を

予定されております。このキャノピーは、当初の計画では入っておったんですけども、委員御承

知のとおり、不落の状態が発生したという状態がありました。そこで、設計の中身を再度見直し
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たということで、その段階で、今回追加工事のあっているキャノピーの設置を落として事業費で

落札されておるという経過があります。 

 そういうことですから、アスベストの問題も確かに除去の工期、そしてキャノピーの設置工事

等が追加になったということで、工期の延長と伺っております。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  １２番、小宮教義君。 

○議員（１２番 小宮 教義君）  ２点については詳しく審査をしていないということでございま

すが、これが、一般的な考えからすると、今は９月議会ですから、この観点からすると、もう既

に４月から石綿の調査、除去をされておるんですよね。そして、９月の間には、６月の議会もあ

るわけですし、その中において、このような説明がなされるべきなんですけども、その辺の委員

会ではお話をされていないようにございますが、それが一般的ですし、そして、事前に変更はな

されている、財源の内訳がなかなか分からないんですが、一般的には、工事をする前に、工事の

契約変更をして、それからかかるわけですよね。 

 今回このような形で予算が計上されておるということは、事前に契約もせずに財源の確保もで

きずに工事を着工しておるというふうな形になります。審査されていないということですから、

それは一般的な考えですよね。 

 事前に分かるものは、事前に皆様に説明をできるように、これならば６月議会には、もう既に

着工しているんですから、予算づけなしで着工している可能性もあるんですよ。そういうことが

ないように、６月議会が中にあるんだから、ぴしゃっと説明をして、これこれしかじかだという

ふうなことをしなければいけないと思いますよ。これはもう、委員長に言っても一緒ですけどね。

ということです。 

 以上。 

○議長（小川 廣康君）  ほかにはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから３件について討論、採決を行います。 

 まず、議案第６２号、令和２年度対馬市一般会計補正予算（第８号）について討論はありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件に対する各常任委員長の審査報告はいずれも可決であります。議案第６２号、令和２年度
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対馬市一般会計補正予算（第８号）は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小川 廣康君）  ありがとうございます。起立多数です。本件は委員長報告のとおり可決

されました。 

 次に、議案第７３号、対馬市立博物館条例について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件に対する委員長の審査報告は可決であります。本件は委員長報告のとおり決定することに

御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は委員長の報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第７５号、対馬市犯罪被害者等支援条例について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件に対する委員長の審査報告は可決であります。本件は委員長報告のとおり決定することに

御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は委員長報告のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．陳情第２号 

○議長（小川 廣康君）  日程第４、陳情第２号、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財

政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出についてを議題とします。 

 総務文教常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。総務文教常任委員

長、坂本充弘君。 

○議員（１番 坂本 充弘君）  総務文教常任委員会の審査報告を行います。 

 令和２年第３回対馬市議会定例会において、会議規則第３７条第１項の規定により本委員会に

付託されました陳情第２号、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対

し地方税財源の確保を求める意見書の提出について、その審査の経過と結果を、同規則第

１１０条の規定により報告いたします。 

 本委員会は、９月１１日、対馬市役所豊玉庁舎３階大会議室において、全委員出席の下、慎重

に審査いたしました。 
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 現在、新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、我が国は戦後最大の経済危機に直面して

います。地域経済にも大きな影響が及び、地方税・地方交付税の大幅な減少等により、今後の地

方財政は巨額の財政不足を生じ、これまでない厳しいものになると予想されます。地域の実情に

応じた行政サービスを安定的に提供するため、地方税・地方交付税等の一般財源総額の確保を国

に求める陳情の趣旨は、十分理解できるものであります。 

 採決の結果、陳情第２号は、賛成多数により採択すべきものを決定いたしました。 

 以上で、総務文教常任委員会の審査報告といたします。 

○議長（小川 廣康君）  報告が終わりました。 

 これから報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件に対する委員長の審査報告は、採択であります。委員長報告のとおり決定することに御異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は委員長報告のとおり採択することに決定を

いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．議案第８０号 

○議長（小川 廣康君）  日程第５、議案第８０号、令和２年度対馬市一般会計補正予算（第

９号）を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  ただいま議題となりました議案第８０号、令和２年度対馬市一般会

計補正予算（第９号）について、その提案理由と内容を御説明申し上げます。 

 今回の補正は、去る９月２日から３日にかけて、また、６日から７日にかけ、本市に接近しま

した台風第９号及び第１０号により発生した被害に対する災害復旧費の計上が主なものでござい

ます。 

 予算書３ページをお願いいたします。 

 第１条第１項歳入歳出予算の補正でございますが、令和２年度対馬市一般会計補正予算（第

９号）は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８億２,０７０万９,０００円を追加し、歳入
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歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３５９億８,７４４万３,０００円とするものでございます。 

 第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、４ページから５ページにかけての「第１表歳入歳出予算補正」によるとするものでご

ざいます。 

 第２条地方債の補正は、地方債の変更を６ページ、７ページの「第２表地方債補正」によるこ

ととし、その限度額を３８億３５０万円とするものでございます。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容について御説明いたします。 

 １０ページをお願いいたします。 

 歳入でございますが、１１款地方交付税は、普通交付税１億２,６１４万９,０００円を追加し

ております。 

 １５款国庫支出金は、漁港施設災害復旧事業負担金７,２４０万円の追加、文教施設災害復旧

事業負担金１億５,７５６万円の計上でございます。 

 ２１款諸収入は、雑入３,１００万円を計上しております。これは、台風により断線した有線

テレビの光ケーブルに係る災害共済金を計上するものでございます。 

 ２２款市債は、災害復旧事業債４億３,３６０万円を追加しております。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。 

 １２ページをお願いいたします。 

 １１款災害復旧費でございますが、１項農林水産施設災害復旧費に１億３,４２０万９,０００円

を、２項公共土木施設災害復旧費に１,３８５万円を、３項文教施設災害復旧費に２億４,０５６万

５,０００円を、１４ページをお願いいたします、４項その他の災害復旧費に４億２０８万

５,０００円をそれぞれ追加しております。 

 なお、災害復旧費につきましては、別途参考資料をタブレットに掲載しておりますので、後ほ

ど御参照ください。 

 また、１４款予備費において、７月豪雨、今回の台風第９号・第１０号と相次ぐ災害の発生に

より、その多くを応急措置費用などに充用しておりますので、今後の事故、災害発生等に備えま

して、３,０００万円を増額しております。 

 以上、簡単ではございますが、提案理由の説明を終わります。よろしく御審議の上、御決定賜

りますようお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 



- 184 - 

 お諮りします。本件は委員会への付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は、委員会への付託を省略することに決定を

いたしました。 

 これから討論、採決を行います。 

 議案第８０号、令和２年度対馬市一般会計補正予算（第９号）について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第６．議案第８１号 

○議長（小川 廣康君）  日程第６、議案第８１号、海岸保全区域内公有水面の埋立てについて

（貝鮒海岸）を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。中対馬振興部長、波田安徳君。 

○中対馬振興部長（波田 安徳君）  ただいま議題となりました議案第８１号、海岸保全区域内公

有水面の埋立てについて（貝鮒海岸）の提案理由について御説明申し上げます。 

 議案書の３ページをお願いします。 

 本議案は、長崎県が事業主体で整備を進めております貝鮒海岸老朽化対策工事に伴う公有水面

埋立免許出願に係る意見について異議のない旨、長崎県知事に答申するため、公有水面埋立法第

３条第４項の規定により、議会の議決をお願いするものでございます。 

 埋立ての必要性については、議案書６ページから８ページの埋立て必要理由書のとおりで、施

設の老朽化に伴い、既設護岸の内部にコンクリートを詰め、前面は腹付けコンクリートにより補

強し、護岸改良を行い、国土保全を図るとともに、地元の要請に応えようとするものでございま

す。 

 埋立面積は、議案書９ページの位置図、１０ページの求積平面図の赤色で塗り潰している部分

１,１６９.３２平方メートルでございます。 

 なお、公有水面埋立法第３条第１項に基づき、埋立免許願書の縦覧期間が昨日の９月１７日ま

でとなっていることから、今回は追加議案に上程させていただきましたことを申し添えます。 

 以上、簡単ではございますが、説明を終わります。御審議の上、御決定賜りますようお願い申

し上げます。 



- 185 - 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は委員会への付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は、委員会への付託を省略することに決定い

たしました。 

 これから討論、採決を行います。 

 議案第８１号、海岸保全区域内公有水面の埋立てについて（貝鮒海岸）について討論はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第７．議案第８２号 

○議長（小川 廣康君）  日程第７、議案第８２号、工事請負契約の締結についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。農林水産部長、佐々木雅仁君。 

○農林水産部長（佐々木雅仁君）  ただいま議題となりました議案第８２号、工事請負契約の締結

について、瀬漁港水産生産基盤整備工事（２工区）の提案理由とその内容について御説明申し上

げます。 

 追加議案書の１１ページをお願いいたします。 

 本議案は、瀬漁港水産生産基盤整備工事（２工区）に係る工事請負契約を締結いたしたく、議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決

を求めるものでございます。 

 入札の結果につきましては、去る９月８日に１９社による一般競争入札を実施した結果、対馬

市厳原町下原４０７の１、株式会社榮建設、代表取締役木村一彦氏が、１億３,０５４万

９,０００円で落札されましたので、これに消費税相当額を加算した１億４,３６０万３,９００円

で、去る９月１０日に同氏を相手方とした工事請負仮契約を締結しております。ここに、本契約

を締結いたしたく、議会の議決を求めるものでございます。 
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 工事の概要につきましては、１２ページを御覧ください。沖防波堤３１.５メートル、消波工

３１.５メートルを施工するものでございます。 

 工事箇所につきましては、１３ページから１５ページの図面の赤色で着色した部分でございま

す。 

 なお、工期につきましては、令和３年３月末を予定いたしております。 

 以上、簡単でございますが、提案理由の説明を終わります。御審議の上、御決定賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は委員会への付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は、委員会への付託を省略することに決定を

いたしました。 

 これから討論、採決を行います。 

 議案第８２号、工事請負契約の締結について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第８．議案第８３号 

○議長（小川 廣康君）  日程第８、議案第８３号、財産取得契約の締結についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。市民生活部長、乙成一也君。 

○市民生活部長（乙成 一也君）  ただいま議題となりました議案第８３号について、提案理由と

その内容につきまして御説明申し上げます。 

 本議案は、財産取得契約を締結いたしたく、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 本来、議会初日に上程し御審議頂くべきところでありますが、導入機器の選定につきまして、

取扱業者、機器の性能など、本市の導入目的に沿った機器の市場調査に時間を要したことにより
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まして、本日となりましたことをお詫びいたしますとともに、御理解をお願い申し上げます。 

 議案内容につきまして、追加議案書の１７ページをお願いいたします。参考資料を１８ページ

に添付しておりますので、御参照願います。 

 本案は、世界的に問題となっております海岸漂着物対策について、環境省が定めるプラスチッ

ク資源循環戦略に適切で持続可能なリサイクルの推進を図るとうたわれており、本市におきまし

ても、対馬市海岸漂着物対策推進協議会において、処分費の削減はもとより、エネルギーなどの

資源としてのリサイクル推進を図るため、新たなリサイクル機器導入の提言がなされ、それに基

づきまして発泡スチロール減容機及びペレット製造機を対馬クリーンセンター中部中継所に設置

するものでございます。 

 機器の選定に当たりまして調査を行いましたところ、北海道札幌市にございます株式会社エル

コムが製造する機器以外に、今回導入目的の海岸に漂着するブイなどの大型発泡スチロールに対

応できる機器がありませんでしたので、同社の機器を基本仕様とし、随意契約により、去る９月

４日に見積り入札の結果、同株式会社エルコム代表取締役相馬督氏が、２,０６０万円で落札い

たしましたので、これに消費税相当額を加算した２,２６６万円で、同氏を相手方とした財産取

得仮契約を９月１０日に締結いたしております。 

 ここに、本契約を締結いたしたく、議会の議決を求めるものでございます。 

 以上、大変簡単ではございますが、提案理由とさせていただきます。御審議の上、御決定賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  今部長のほうから説明があったんですけども、海岸漂着物の処理

については、大変取組をしなきゃいけないということで、私も今まで一般質問で取り上げたり、

あるいは委員会でもお尋ねしたこともありますけども、今回、発泡スチロールについて限定して

処理をする機械を入れるということですが、まず確認したいのが、大型の発泡スチロールも処理

できるということですけど、この大きさは、どれぐらいまで機械の中に入れることができるのか

ということが１点です。 

 それから、２点目は、今までの油化装置の例とか、あるいは今まで私どもが知り得る範囲で、

発泡スチロールの減容化とか処理をする場合には、いわゆる付着物ですね、海岸に漂着している

ものが多いから、付着物とか、あるいは土がついたり汚れがついていますよね。これの処理は、

機械の中にもそのまま入れることができるのか。それとも、処理するのには事前に付着物を洗い

流すとか、あるいは今までの例でいくと、油化装置の場合なんかはそぎ落としてしまって、きれ

いになった分だけを処理していましたけど、その辺りの手順はどうなるのかというのが２点目で
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す。 

 ３点目は、これペレット化して活用するということですから、そこについては大変いいことだ

と思いますし、対馬市がこれから取り組もうとするＳＤＧｓの中にもそういうことが大きな柱に

なってくるように聞いていますけども、活用のめどといいますか、どういうような場所でどうい

うような活用ができるのかということを確認をしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  市民生活部長、乙成一也君。 

○市民生活部長（乙成 一也君）  小島議員の質問にお答えいたします。 

 ３点でございますけども、まず最初、大型の発泡スチロールの大きさはどのくらいかというこ

とでございますけども、５０センチと聞いております。 

 次に、その油化装置が、発泡に付着物とか汚れがついていた場合にどのような処理を行うかと

いうことでございますけども、これは、機械の中に汚れたまま入れるということはできないよう

になっておりまして、人力によりまして表面をそぎ落とすような形できれいにしてから機器に投

入するという形でございます。 

 ３番目の、ペレットの今後の活用でございますけども、農林水産部が、木質バイオマス導入の

計画をしておりますので、そこら辺と調整をしながら、本ペレットを使ったボイラー等が対応で

きる施設等を検討していきたいと思っております。施設については、温泉施設、病院、老人ホー

ムなどでまた検討していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  まず、１点目なんですけど、やっぱりこの大きさというのは、結

構発泡スチロール、漂着したものの中には、いわゆるいかだ類の浮揚に使う、タンポと普通は呼

ばれていますかね、あの大きいものが大多数を占めているし、あるいは、ほかにも結構発泡スチ

ロールは大きいものを漂着物として集めているようにありますので、そういうことからすると、

結構大きさもある程度切らないと入れないということが１点。 

 ２番目の一番大きいことは、付着物の処理には結構手がかかっているみたいですね、今油化装

置の場合も。そうなると、人的にこれ処理する場合に、どれぐらいの人数かかって処理してこの

機械に入れるのかということがよく分かりません。 

 それから、活用について。これも一番大きな点なんですが、今木質バイオマスを対馬市は進め

ようとしている中で、木質バイオマスと併用できるのか。併用できないで、この発泡をペレット

化したものだけを単独で使うなら、そのどこに使えるかというめどがないと、いわゆる活用とい

うことになっていかないんで、ペレット化したのをどうするのか。埋めるのか。そういう辺りを
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もっとはっきり分かりやすくした上で導入すべきじゃなかったのかなというふうに思います。 

 だから、いわゆる機械に入れるまでの手間がどれぐらいかかるのかということと、それから活

用についてのことを、もう少し説明をしてほしいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  市民生活部長、乙成一也君。 

○市民生活部長（乙成 一也君）  発泡を表面をきれいにするためにどれくらいの手間がかかるか

ということでございますけども、一応１０月から、会計年度任用職員２人によりまして、その平

成２８年度分からの発泡を中部中継所のほうにストックしておりますので、まず導入に向けて、

それをペレット化するということで、１０月から２人を予定して、まずその過去３年分を整理し

たいと考えております。 

 農林水産部の木質バイオマス導入計画、そこら辺が、もう少し詰めた機器の購入をするべきで

はなかったかということでございますけども、この本機器の導入におきまして、まず協議会のほ

うからも提言があっておりますけども、処分費の削減ということがまずありまして、処分費が年

間、現在残っている過去のものが２,２７０立米ございまして、その処分単価が８,８００円ござ

いますので、それで乗じまして１,９９７万６,０００円、約２,０００万円の処分費の削減とい

うこともございますので、そこら辺も最初の目的でございますので、今後は、木質バイオマスボ

イラーの導入計画と協議をしていきながら、早急に導入する施設等を定めていきたいと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  ３回目ですので、質疑ですから３回で終わりますが、やはり今部

長答弁いただいたんですけども、部長今年市民生活部に移られましたよね。それで、やはりその

前の段階から、このことはずっと委員会とかでも取り上げられてきたし、今回やはり機器購入す

るに当たっては、この機器、私が聞いたところによると耐用年数は７年とかというふうに聞いて

います。 

 そういう中でこれを、人件費もいりますよね。今聞いたら、前処理の段階で人件費もかかると

いうことです。やっぱりこれだけのことを動かすのには、機器のその性能と、それからペレット

化した後のそれを活用するということについても、今の部長答弁では、私十分に納得できないと

ころがあるんですけど。 

 そういうことからすると、やはりこれは、委員会に付託して慎重に審議すべき事項じゃなかっ

たかと思います。 

 今、俵副市長がおられますけど、俵副市長が市民生活部長のときにも、このことは十分御存じ

だと思うんですけど、その辺り、市全体として、農林水産部のその木質バイオマスとの関連もあ
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りますから、十分に庁内で検討されたのかどうか、その辺り、副市長か市長か、よかったら御答

弁いただけたらと思います。 

○議長（小川 廣康君）  副市長、俵輝孝君。 

○副市長（俵  輝孝君）  当時、昨年度まで私市民生活部長をしていましたので、導入に当たっ

ての方向性等を協議をしてまいりましたので、私のほうから話をしたいと思います。 

 まず、このペレット化の導入に当たっては、協議会がありまして、その中で全国的な見地を持

ってある方等の意見を参考にしながら、ペレット化をしていこうということでまず決まって、そ

の機種選定に当たっては、３台か４台見積もってもらって協議をする中で、この今該当している

ペレットの機種についておおよその決定を見て、現地の視察を行って決定をしたという経緯でご

ざいます。 

 この前処理に当たっては、どうしても貝殻とか付着物等については、同時に処理するような施

設、機械等はありませんでした。それで、どうしても前処理は必要だという認識のもと、ペレッ

ト化のその機械を導入したわけですけども、どうしても人的な作業が必要だと。機械的なもので

はなかなかできないので、油化装置のときもそうでしたけども、人的に処理するしかないと。人

力でやっていこうということで決定をしております。 

 利活用については、この専用の小型のバイオマスボイラーというか、そういったものも検討は

したんですけども、農林のほうが今現在木質バイオマスをやっていますので、そちらのほうと同

じような進み方をしていたので、２つあるということはおかしいということで、そちらのほうと

協議ができないか。進んでいるバイオマス木質ボイラーのほうと、うちのほうのこのペレットボ

イラーとの協議ができないかということで、協議を進めていたというところまでが昨年でありま

す。 

 本年度話を聞いたときには、やはりその正式な農林水産部のほうの、今湯多里ランドに計画を

しておりますが、その後温泉施設等の導入計画もあって、その中で導入ができれば、ペレットも

バイオマスボイラーのほうがいいということであれば、そちらのほうの導入も考えているという

ことで、農林水産部のほうとは協議を進めながらやっていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議員（５番 小島 德重君）  議長、もう１回いいですか。 

○議長（小川 廣康君）  どうぞ。５番、小島德重君。 

○議員（５番 小島 德重君）  今副市長からも御説明いただいたんですけど、やはり今から農林

水産部とも活用については協議したりするという答弁があったんですけど、もろもろの今までの

答弁聞いたときに、やはりこれは、本会議に直接かけるんじゃなくて、やはり委員会審議経て、

丁寧な分かりやすい説明をしていただいて、皆さんが納得できるような中で本会議に提案すべき
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だったということを要望しておきます。 

 同じようなことが、このことについて基本的なことは私は賛成です。漂着物の処理について、

これはもう対馬市にとっては永遠的な課題ですから、そういう意味では同意できるんですけど、

やはり機器購入して人件費かけてやるという意味では、もっと慎重に取り扱うべきじゃなかった

かということを申し上げておきます。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  確認させてもらいたいんですけど、そのペレット化はいいんだけ

ど、農林水産部長にお尋ねしたいんだけど、その木質バイオマスの運営する会社、市から手が離

れておるわけですけども、ここら辺との協議をまだされていないような受け取り方をしたんです

けど、まずそこを農林水産部長のほうから、どういったその相談、会社に対する申入れというか、

そういったことはなされたかどうか確認したいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  農林水産部長、佐々木雅仁君。 

○農林水産部長（佐々木雅仁君）  ペレット化の導入について農林水産部と協議がされたかという

ことでございますが、今回、地元の会社ということで、エネルギーエージェンシーつしまという

会社がＥＳＣＯ事業で実施するわけですけども、その導入に至るまで、木質バイオマスと併せて

そのペレットを、その同じ木質バイオマスの中で燃焼できないかというような協議はしましたけ

ども、それは無理があるということで、湯多里ランドについては木質バイオマスでいきますと。 

 また、次の温泉施設についても、農林水産部としては木質バイオマスで考えておりまして、ペ

レット化については、農林水産部は農林水産部で木質バイオマス、ペレットのほうはペレットの

ほうで、別の施設の熱源にするように検討しているところでございます。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  そこら辺の連携がもう少し必要かなという気はしますが、仮に、

木質と発泡と全然違いますから、性質が。その化学製品を燃やすわけですから、例えば端的に考

えたら中部中継所でも燃やしていますよね、小型の燃焼炉で。多分８００度近く出ると思います

が、これは発泡を燃やしているわけです。時々行ってみるんですが、すごい燃焼炉の煙が出てい

ます。性能そのものはちょっと分かりませんが、要するに黒い煙、石油製品ですから出るわけで

すね。 

 それを、その温泉施設の熱源として使おうというのは、相当な機械じゃないと対応が難しいか

なと。２次燃焼が必要になりますよね、当然。発泡を燃やして、その煙をもう一度燃やすわけで

すから。そうなると、よく言われるＣＯ２との関係を少し懸念する部分があって、民間会社とし

ては投資経費が多額なものになっていくんじゃないかなと。だから、発泡は処理したとしても、
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後々のランニングコストからするとなかなか難しい話かなという気がしております。 

 私は、それよりも、この契約は契約ですが、いつも言うように、海岸漂着物のありようについ

ては、油化装置をもう少し性能のいいものがあれば、先にそれを導入して、発泡はこちらで処理

すべきじゃないかと。塩分は含んでいる、砂等が含んでいる、貝殻が付着している。除去するに

は、これは粉砕して分別するしかないわけですから、そういった大型機械を逆に入れたほうが、

この発泡については処理できるんじゃないかなと。 

 燃やすことと削ることだけ考えて今対応しているが、まず大型粉砕機を入れて重量による分別

をして、発泡は発泡、そういったものは、砂とか貝殻とか付着物は別に分離できるという方法を

考えられたほうが、今後いいんじゃないかという気はしております。 

 油化装置ももう耐用年数が来て、できた油の利用もできない。小型の燃焼施設についてももう

耐用年数来て、メンテナンスをやっておられますが、これについてもそろそろ限界がある。 

 そういったことからすると、もっとトータル的な海岸漂着物の処理のありようを再度検討いた

だいて、前回も言いましたように、伊藤忠商事もおられるし、これを燃料としてじゃなくて資源

として使う方法もあるわけですから、市全体として、そういう方向で検討された上でこれが必要

だというなら分かりますが、どうも今までの機械の導入が端的に、ポイントポイントの話になっ

ているんですよね。 

 そこら辺の今後の海岸漂着物の処理に関する考え方をどのようにお持ちかお伺いいたします。 

 それと、この建屋はいらないんですか。今中部中継所に機械が入るような建屋はちょっと見当

たらないような気がするんだけど、これは野外で十分対応できるのかどうか確認します。 

○議長（小川 廣康君）  市民生活部長、乙成一也君。 

○市民生活部長（乙成 一也君）  長郷議員の質問にお答えいたします。 

 なぜ発泡スチロールのペレットなのか、今ある油化装置をすればいいんじゃないかというお話

でございますが、この発泡スチロールブイの圧縮ペレット装置の導入に当たりましては、先ほど

副市長も申しましたように、対馬市海岸漂着物対策推進協議会において平成３０年度に４回ほど

協議が行われまして、海岸漂着プラスチック類のリサイクル機器の種類等について議論、討論が

されております。 

 ３社によるプレゼンテーションがございまして、そのうちの１つの油化装置もございました。

そして、あと２番目に、今言う発泡スチロールブイの圧縮ペレット装置。それから、３番目に漁

網、ロープの破砕装置とボイラー装置と、この３点につきまして、その協議会のほうでいろいろ

検討された結果、経済性、作業の容易性、利便性、今後の埋立て利用の削減、信頼性の５点の観

点から、この発泡スチロールブイの圧縮ペレット化装置に決定されて、市に提言がなされました

ので、そちらのほうを採用させていただいております。 
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 それと、施設を置く場所でございますけれども、今あります油化装置の空いたスペースに設置

できるということを予定をしております。 

 以上です。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  いいです。 

○議長（小川 廣康君）  ほかありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は、委員会への付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は、委員会への付託を省略することに決定い

たしました。 

 これから、討論、採決を行います。 

 議案第８３号、財産取得契約の締結について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩いたします。再開を１１時２５分からといたします。 

午前11時10分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時23分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第９．議案第８４号 

○議長（小川 廣康君）  日程第９、議案第８４号、財産の無償貸付についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。しまづくり推進部長、武末祥人君。 

○しまづくり推進部長（武末 祥人君）  ただいま議題となりました議案第８４号、財産の無償貸

付についてにつきまして、その提案理由と内容について御説明申し上げます。 

 追加議案書１９ページをお願いします。 

 次のとおり、建物及び土地を無償で貸付したいので、地方自治法第９６条第１項第６号の規定

により、議会の議決を求めるものでございます。 
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 無償貸付する財産でございますが、建物は、名称、旧対馬市立佐護小学校。所在、対馬市上県

町佐護北里９９３番地。構造、鉄筋コンクリート２階建て。面積、１,７３８平米。 

 土地は、所在、対馬市上県町佐護北里９９５番地及び９９４番の一部。地目、学校用地。面積、

１,９５２平米でございます。 

 無償貸付の相手方は、所在、対馬市上県町佐護北里７６７番地。名称、株式会社対馬地球大学

で、無償貸付の期間は、令和２年１２月１日から令和７年１１月３０日までの５年間でございま

す。 

 旧佐護小学校校舎とその敷地を貸し付けるものでございますが、貸付者の決定に当たっては、

公募の上、対馬市学校跡地利活用検討審査委員会での候補者審査の結果を踏まえまして決定いた

しております。 

 その貸付料につきまして、提出された利活用計画から、無償貸付としたいと考えておりますが、

対馬市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例第４条の規定には該当いたしませんので、地

方自治法第９６条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 無償とする理由でございますが、１点目が、貸付者は株式会社であり営利企業であるものの、

取締役及び相談役は地域の住民のみであること。 

 ２点目が、定款において、利益は株主への配当は行わず、地域へ還元すると規定している非営

利型の株式会社であること。 

 ３点目が、交流人口の拡大はもとより、地場産業の振興、地域の雇用創出、多世代交流の促進、

健康づくりの推進と地域の活性化に寄与するものであること。 

 以上の３点によりまして、公共的団体である地域による利用とみなして無償の貸付とするもの

でございます。 

 以上、簡単でございますが、提案理由の説明を終わります。御審議の上、御決定賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は、委員会への付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は、委員会への付託を省略することに決定い

たしました。 

 これから、討論、採決を行います。議案第８４号、財産の無償貸付について討論はありません
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か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１０．委員会の閉会中の継続審査について 

○議長（小川 廣康君）  日程第１０、委員会の閉会中の継続審査についてを議題とします。 

 決算審査特別委員会、３常任委員会において、審査中の事件であります認定第１号、令和元年

度対馬市一般会計歳入歳出決算の認定についてから認定第８号、令和元年度対馬市水道事業会計

決算の認定についてまでの８件について、配付しておりますとおり継続審査の申し出があってお

ります。 

 お諮りします。各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにしたいと思いま

すが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。８件は各委員長から申し出のとおり、閉会中の継

続審査とすることに決定をいたしました。 

 議事運営の都合により、暫時休憩いたします。着席のまましばらくお待ちください。 

午前11時29分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時29分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 お諮りします。ただいま坂本充弘君外から発議第１号、新型コロナウイルス感染症の影響に伴

う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書が提出されました。本件を日程

に追加し、追加日程第１として、直ちに議題としたいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。発議第１号を日程に追加し、追加日程第１として、

直ちに議題とすることに決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

追加日程第１．発議第１号 

○議長（小川 廣康君）  追加日程第１、発議第１号、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地
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方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書を議題とします。 

 提出者の趣旨説明を求めます。１番、坂本充弘君。 

○議員（１番 坂本 充弘君）  ただいま議題となりました発議第１号につきまして提案理由を説

明いたします。 

 発議第１号、令和２年９月１８日、対馬市議会議長小川廣康様、提出者、対馬市議会議員坂本

充弘、賛成者、対馬市議会議員伊原徹、同じく長郷泰二。 

 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求め

る意見書。 

 上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第１項の規定により提出します。 

 それでは、意見書（案）を読み上げて提案の趣旨説明に代えさせていただきます。 

 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求め

る意見書（案）。 

 新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、我が国は戦後最大の経済危機に直面している。

地域経済にも大きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・地方交付税など

一般財源の激減が避け難くなっている。 

 地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要への

対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を生じ、これまで

にない厳しい状況に陥ることが予想される。 

 よって、国においては、令和３年度、地方財政対策及び地方税改正に向け、下記事項を確実に

実現されるよう強く要望する。 

 １、地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保すること。

その際、臨時財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源

を確保すること。 

 ２、地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮でき

るよう、総額を確保すること。 

 ３、令和２年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思い切った減収補

填措置を講じるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に

対応すること。 

 ４、税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税、地方

税の政策税制については、積極的な整理合理化を図り、新設、拡充、継続に当たっては、有効

性・緊急性を厳格に判断すること。 

 ５、とりわけ固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹に影響する見直
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しは土地・家屋・償却資産を問わず断じて行わないこと。さきの緊急経済対策として講じた特例

措置は、臨時・異例の措置としてやむを得ないものであったが、本来国庫補助金などにより対応

すべきものである。よって、今回限りの措置とし、期限の到来をもって確実に終了すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。令和２年９月１８日、長崎県対馬

市議会。提出先、衆議院議長様、参議院議長様、内閣総理大臣様、内閣官房長官様、総務大臣様、

財務大臣様、経済産業大臣様、経済再生担当大臣様、まち・ひと・しごと創生担当大臣様。 

 以上、御賛同いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りします。本件は、委員会への付託を省略したいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は、委員会への付託を省略することに決定し

ました。 

 これから、討論、採決を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  討論なしと認め、採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。本会議における議決の結果、条項、字句、数字、その他において整理を要する

ものがある場合、その整理権を会議規則第４３条の規定によって、議長に委任願います。御異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小川 廣康君）  異議なしと認めます。したがって、整理権は議長に委任することに決定

いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小川 廣康君）  以上で、本日の議事日程は全て終了いたしました。 

 市長から挨拶の申し出があっておりますので、これを受けます。市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  第３回対馬市議会定例会の閉会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げ

ます。 
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 台風第９号に続き、９月６日から翌７日にかけて襲来した台風第１０号は、特別警報級の勢力

で接近するとの情報から、今まで避難されたことのない市民の方も早めに避難行動を取られ、市

内５２か所に設置した避難所には、コロナ禍の中、過去最大となる７７７世帯、１,５００人の

方々が避難されました。 

 その際、避難所の運営において浮き彫りとなった課題もあり、運営体制についての検証のため、

当日の避難所運営に従事した職員の出席を求め、９月１６日に庁内防災担当者会議を開催いたし

ました。 

 会議では、各担当から、対応状況や問題点、避難所における備品確保及び改善点等の報告と意

見交換を行い、今後の避難所運営について情報を共有したところでございます。 

 また、台風第９号及び第１０号の暴風の影響により、ＣＡＴＶの光ファイバーの断線や設備機

器の障害が市内広範囲にわたり発生しており、復旧作業も思うように進まず、障害が発生した地

域の皆様には御不便をおかけいたしましたことを深くお詫び申し上げます。 

 障害発生件数４９１件に対し、本日現在、一部の仮復旧を除けば、復旧未了を１５件残してお

りますが、台風通過後、指定管理者において休日返上で復旧作業に全力で取り組んでおりますの

で、もうしばらくお時間をいただくことを御了承願います。 

 また、台風第９号及び第１０号の影響は市内各地に及び、多くの被害が発生しているところで

ございます。 

 このような状況から、復旧に係る支援をお願いするため、本市としては初めて、ふるさと納税

制度における災害復旧支援寄付金サイトをふるさとチョイス等に開設いたしました。頂いた寄付

金の使途といたしましては、災害廃棄物の処理や復旧事業の一部として活用する予定としており

ますので、議員の皆様におかれましては、災害復旧に係る寄付の御相談等がございましたら、本

制度につきまして御紹介方をよろしくお願いいたします。 

 次に、職員人事についてでございます。 

 文化交流・自然共生課の町田一仁主幹を、１０月１日付人事異動により、対馬博物館長に任命

いたします。町田主幹は、中央大学文学部史学科卒業後、昭和５４年下関市役所に奉職し、下関

市立長府博物館長、下関市立考古博物館長、文化財保護課長、教育部次長を歴任し、定年退職後

は、下関市立歴史博物館長を経て、平成３１年４月から対馬市職員として主に朝鮮通信使縁地連

絡協議会ユネスコ連絡部会に関する業務を担当しております。 

 朝鮮通信使に関する著作や論稿も多く、朝鮮通信使ユネスコ記憶遺産日本学術委員会副委員長

として、「朝鮮通信使に関する記録」のユネスコ世界記憶遺産登録に御尽力いただいたことは記

憶に新しいところでございます。 

 また、長年にわたる博物館運営の経験とノウハウ、そしてその人脈や朝鮮通信使研究の第一人
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者としての実績は初代対馬博物館長の任にふさわしく、その手腕を大いに発揮していただけるこ

とを確信しております。 

 本定例会におきましては、９月８日から１１日間にわたり慎重に御審議いただき、御提案申し

上げました全ての議案について御決定賜り、厚く御礼申し上げます。 

 本定例会で議決いただきました案件につきましては、市民皆様の生活と福祉の向上のため適正

な事務処理に努め、速やかに対処してまいりたいと存じます。 

 最後になりますが、議員皆様をはじめ、市民皆様方の御健勝とますますの御活躍を祈念申し上

げまして、閉会の挨拶といたします。ありがとうございました。 

○議長（小川 廣康君）  閉会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

 初めに、対馬市におかれましては、新型コロナウイルス感染症対策の予算が整い、対馬市の経

済行為を継続するため、感染症対策事業を実施されている真っただ中で、御苦労されていること

と察します。 

 新型コロナウイルスの収束は見えない状況であり、新型コロナ感染拡大防止と社会経済活動の

両立に向け、警戒を継続しつつ、国の新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金等を活

用し、新しい生活様式を取り入れた社会経済活動を力強く推進していくことが必要かと思われま

す。 

 新型コロナウイルスとの共生が求められるこれからの社会において、議会、行政が知恵を出し

合い、市民の暮らしの安心・安全確保、市民生活の支援、地域産業への支援・活性化に向け、ス

クラムを組み、新型コロナウイルスという見えない敵に立ち向かっていこうではありませんか。 

 次に、令和２年第３回定例会は、議案全般にわたり熱心に御審議いただきまして、ここに滞り

なく閉会の運びとなりました。議員各位はもとより、市長以下市幹部の方々の御協力に対し心か

らお礼を申し上げます。 

 審議の中で出ました貴重な意見や指摘事項等につきましては、今後の行政運営に生かされるこ

とを期待をいたします。 

 最後になりましたが、皆様方の御健勝と御多幸を祈念し、閉会の挨拶といたします。 

 会議を閉じます。これをもちまして、令和２年第３回対馬市議会定例会を閉会いたします。お

疲れさまでした。 

午前11時46分閉会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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   会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

 

                  議  長 小川 廣康 

                  署名議員 小島 德重 

                  署名議員 吉見 優子 
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